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番 号

種  別 器 種
地 広
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-585 材 板  材
Ⅵ 区
6 層

6材 4
全 長

44 0
幅

。
イ垂

50
厚 さ

19 ナナメ 平 安

2 L-588 材 分割材
Ⅵ 区
6 層

6材 7 14 12 先端加工 平  安

3 L-583 材 分割材
VI 区
6 層

6材 1 平  安

L-587 材 丸 材
VI 区
6層 6材 6 31 先端加工 芯持丸 平 安

5 L-592 杭 角 杭
VI 区
6 層

6抗 6
全 長
127 9

暇 ・ イと

11 2
厚 さ

48
先端加工
3面多段 平 安 337-5

6 L-591 杭 角 杭
VI 区
6 層

6杭 7 162 3 平  安 337-4
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番 号

種 男」 器  種
地 区
層 位

取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 1-594 杭 割  杭
区

層

Ⅵ

６ 6杭 9
全 長

84 0
幅・径

95
厚 さ

50
先端加工
2面 1段 平  安

2 L-595 杭 割  杭
Ⅵ 区
6 層

6抗 10 108 5 61 76 平  安

3 L-596 杭 割  杭
Ⅵ  区
6 層

6杭 3 182 0 85 55 平  安 337-6

L-593 杭 割 杭
Ⅵ  区
6 層

6抗 8 52 4 33 36 平  安

5 L-597 杭 丸 杭
区

層

Ⅵ

６ 6オ売4 162 5 80 80 5面多段 芯持丸 平  安 337-10
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回転糸切 り無調整である。第300図 8の体部には判読不明の墨書がある。

瓦は、丸瓦片 6点 と平瓦片 2点がある。丸瓦はいずれも粘土紐巻き造 りで、凹面は布目、凸面は縄叩き後ロクロ

調整されている。平瓦は、凹面は布日、凸面は縄目調整のみのものと縄目調整後ナデ調整されるものがある。

木製品は、矢・円板 。その他不明品が出上している。矢 (第301図 2)は、木製の鏃の基部 と矢柄の先端部の接続

部分の破片で、矢柄の先端部には桜の樹皮 と見られる紐が 8回ほど巻かれている。鏃の部分は芯無丸材で矢柄に挿

入する部分はやや細 く削られ、紐巻きとの境には僅か

な段がある。

円板 (第301図 1)は、直径13側の柾目の板材で、木

目に沿って半分に割れている。残存部縁辺には lヵ 所

に小孔が開けられている。

不明品のうち第301図 3は、断面形が蒲鉾型の全長

送督繁身写ほ糧扶】蒼啓ぼ:兵r二程を写ど督啓指1弦   (:,)一
端部は頭状に加工されている。             自然

材には、建築材 (第301図 5)と板材 (第 301図 6・

7、 第302図 1)・ 分害J材 (第302図 2・ 3)・ 丸材 (第

302図 4)がある。建築材は残存長156cm。 直径9.2cmの

芯持丸材で、残存する木口面は平坦に加工され、その

木口からから21cmの ところには縦6.5cm・ 横4.Ocm。 深

さ約 2 cmの 方形のホゾ穴が開いている。

板材には、柾目板 (6)、 板目板の厚板 (7)、 ナナ

メの端板 (1)がある。分割材は、 2点 とも割 り面だ

けの材で、他に加工は認められない。丸材は、芯持材

で、残存する木口には切断痕 と考えられる加工痕があ

る。

7層検 出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上 の状 況 と検 出遺 構

7層 は、締まりのない灰オリーブ色の泥状の粘土層

で、河川跡の中央部から南岸斜面分布する。北側斜面

には分布せず、 6層の最深部付近では、 6層堆積時に

浸食を受けて無 くなった可能性がある。層厚は 5～ 15

cmで、場所により厚さが異なり、底面に起伏がある。

検出遺構 としては、杭が 6本ある。

0∽ 鈎

自OI

中
号

図
番

録
号

警
番 種 男」 器 種

区
位

地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

I 杭 丸 杭
Ⅵ 区
6 層

6杭 1
全 長
149 2

幅・径
81

厚 さ
81

先端加工
挟 り 芯持丸 平 安

2 L-590 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ

６ 6杭 5 11 1 7面多段 芯持丸 平  安

第304図 Ⅵ区河サII跡 6層出土木製品類 4
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番 号 番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
分 類 時  期 写真図版

地 区 遇 構 層位 取上番号 器 高 口径 底 径 外 面 内 面

1 D-25 土師器 郭 Ⅵ 区 7層 上器Ne l 61 ロクロ調整、底部右回転糸切 り 黒色処理、ヘラミガキ 平   安 232-2
D-24 上師器 甕 VI区 7層 土器No 2 l18り ロクロ調整、体部下半ヘラケズリ ロクロ調整 平   安 232-1

3 E-5 須恵器 鉢 Ⅵ 区 7層 ロクロ調整 ロクロ調整 平  安

4 E-6 須恵器 甕 Ⅵ 区 7層 口縁部のみロクロ調整 ロクロ調整 平  安 234-2

番 号

録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴  ・備  考 素 材 時  期 写真図版

地 区 遺構 層位 取上番号 全長 幅・径 厚 さ 重 量

5 N-5 鉄 or
銅製品

鏃 Vと区 7層 雁股欲 平  安 340-5

6 N-6 鉄製品 釘 Ⅵ 区 7層 10 10 平  安 340-6
7 P-4 土製品 不  明 Ⅵ 区 7層 lll D 13 外面平行タタキのちナデ、内面ナデ 平  安 342-8

第305図 Ⅵ区河サII跡 7層出土遺物 1



2)杭 列

7層の 6本の杭は、Ⅵ区西部にある。杭 1・ 2は、Ⅵ区西部中央付近の河川跡の中程に、流路 と平行して約65cm

の間隔で並ぶ。杭 1(第307図 7)は、先端を欠損するが残存長が72.3師の芯持丸材である。杭 2(第308図 1)は、

全長97.4cmの 芯持丸材で、先端は全周の 3/4の面から加工されて尖っている。

杭 3～ 6は、Ⅵ区西端部の河川跡中央部にあたるところで検出された (第298図 )。 4本の杭は、河川流路に直交

する方向に長軸をもって長方形に配置されている。長軸方向の間隔は、杭 3-約 125cm― 杭 4、 杭 6-約 130cm―杭

7である。短軸方向の間隔は、杭 3-約35cm―杭 6、 杭 4-約40cm―杭 5である。配置や間隔は良 く整っており、

計画的に配置されたもであることは理解されるが、機能については明らかでない。杭材は、 4本 とも芯持丸材で、

杭 3(第308図 3)は、残存長68.4制 を測 り、先端は大別すると2面からカロエされて尖っている。大別 2面のうち 1

面は挟 り状の段差があり、建築材からの転用の可能性もある。杭 4(第 308図 2)は、両端を欠損するが、残存長は

90.lcmを 測る。杭 5(第307図 9)は、先端を欠損するが残存長111.8cmの 長い杭である。杭 6(第 307図 8)は、全

長207.5cmの 長い杭で、先端は切断の際の加工により尖っている。

以上のように、 6層で検出された杭は、数は少ないがいずれも芯持丸材で、長さが長 く、直径が比較的太いもの

が使用されているという傾向が認められる。

3)遺 物 出土状 況 と出上遺 物

7層からの出土遺物は 6層 よりもさらに少ない。少ないなかでも木製品類は、Ⅵ区東部の東壁際から出上した木

製品 (7層木製品 3の下駄)を除 くと、Ⅵ区西部中央付近の河川跡の中央部にあたるところから散在しながら出土

している (第298図 )。

出土遺物には、土師器・須恵器・瓦・板状石器 。金属製品・土製品 。木製品・材がある。上師器は、回転糸切 り

無調整の不 (第305図 1)と 、ロクロ調整の甕で、頸部が括れ、口縁が強 く外反した後端部が立ち上がり受口風にな

るもの (第305図 2)の ほか、非ロクロ土師器片13点 とロクロ土師器片 2点が出上 している。

須恵器は、体部から口縁部まで内湾しながら立ち上がり、口径に対して底径が小さいと推定されるイ (第305図 3)

と、甕の口縁部片 (第305図 4)の ほか、底径の大きな糸切 り底の不の底部片が 1点出上している。

瓦は、丸瓦片 2点 と平瓦片 2点が出上している。丸瓦は、 2点 とも粘土紐巻き造 りで、凹面布日、凸面ロクロ調

整される。平瓦は、調整の分かる 1点は、凹面布目後ナデ、凸面縄叩き調整される。

板状石器は、全長19.3cmを 測 り、刃部 と背面に剣離調整が加えられ、両面には磨面がある (第306図 1)。 弥生時

代の遺物の混入と考えられる。

中

号

図

番

録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版地 区 遺  構 層  位 取上番号 全 長 幅・径 厚  さ 重  量

1 K-73 石 器 板状石器 Ⅵ 区 7層 23 625 6 磨 ―両面、a面右上側縁 安  山  岩 240-2
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図
番

登 録
番 号

種  別 器  種
地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-600 木製品
連 歯
高下駄

VI 区
7 層

7木 3
全 長

15 1
身部幅

78
身部厚

18
歯

9嘱 1歯 5昆 1歯 55 ク  リ 板  目 平  安 265-7

2 L-599 木製品 嚇
VI 区
7 層

7木 2
全 長

19 4

幅

Ю
厚 さ

04
(径 ) ス  ギ 柾  目 平  安

3 L-598 木製品 円 板
区
層

Ⅵ
７

7木 1 216 38 16 推定復元径
38 8

ス ギ 柾  目 平  安 265-11

し-604 材 分割材
Ⅵ 区
7 層

7材 4
全 長

70 7
幅・径

32
厚 さ

36 平  安

5 L-603 材 鋤
Ⅵ 区
7 層

7材 3 40 19 平  安

6 L-601 材 丸 材
Ⅵ 区
7 層

7材 1 先端切断痕 芯持丸 平  安

7 L-609 杭 丸 抗
Ⅵ 区
7 層

7杭 1
全 長

72 3
畷 ・ 律

65
厚  さ

63
先端加工

芯持丸 平  安

8 L-611 抗 丸  杭
VI 区
7 層

7え売6 80 4面 1段 芯持丸 平  安 338-3

9 L-603 杭 丸 杭
Ⅵ  区
7 層

7杭 5 8 6 7 芯持丸 平  安

第307図  Ⅵ区河川跡 7層出土木製品類 1
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区
位

地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

】 L-607 杭 丸 杭
区

層

Ⅵ

７ 7杭 2
全 長

97 4
幅・径

88
厚 さ

68
先端加工
4面多段 芯持丸 平 安 338-2

2 L-610 抗 丸 杭
区
層

Ⅵ

７ 7お尤4
芯持丸 平 安

3 L-606 杭 丸 枕
区

層

Ⅵ

７ 7杭 3 多面多段 扶 り 芯持丸 平 安 338-1

第308図 Ⅵ区河,H跡 7層出土木製品類 2
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金属製品としては銅鏃 と鉄釘が各 1点出上している。銅鏃 (第305図 5)は、股が大きく開いた雁股鏃で、身の基

部は両主面側に広がる。茎は身部よりも細 く作 られ、身部 との境には段がつく。鉄釘 (第305図 6)は、全長が3.7

cmあ り、先端は曲がっている。長さに対 して太 く、且つ頭が大きい釘であるが、風化が著 しいために、角釘か丸釘

かは不明である。

土製品 (第305図 7)は、板状を呈する製品の角の部分の破片で、残存部の長辺は■ .1伽を測る。残る側縁はいず

れも肥厚する。長辺狽1の側縁は肥厚の割合は小さく、どの部分も同じような割合で厚 くなる。これに対し、短辺側

は、角から中心に向かつて肥厚の割 り合いを大きくし、長辺側の側縁より厚 く肥厚する。中心側の厚さ1.2cm、 長辺

側の縁辺厚1.8cm、 短辺側の縁辺厚3.7cmを測る。

木製品には、下駄 。曲物側板・円板がある。下駄 (第307図 1)は、連歯の高下駄で、台部は爪先側が広 く作られ

ている。歯は、根元が厚 く先が薄 く作 られるが、幅は歯先が広 く根元が狭 く作られている。台部の両端は、前後の

歯の先から、それぞれ爪先部分と踵部分を欠損する。このため、鼻緒孔は半分が残るだけである。

曲物側板 (第307図 2)は、全長19.4cm。 幅3.Ocmの 断片で、表面には刻み線はない。

円板 (第 307図 3)は、直径38.2cmに 復元される柾目の板材である。木目に沿って割れ、幅3.8cmだ けが残る。縁

辺は直に切 り落 とされている。

材には、分割材 (第307図 4他 L-602・ 605)・ 半裁丸材 (第307図 5)。 丸材 (第 307図 6)がある。分割材は、割

面だけで特に加工は認められないものである。半裁丸材は、芯持丸材を半裁した後に、割面に接する側面に加工を

施 している。丸材は片側の木口に、切断によるものと考えられるカロエがあり、先端が杭状に尖っている。

8層検出遺構 と出上遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構

8層 は、7層 と同じような締まりのない泥状の粘土層で、土色はオリーブ黒色に変化する。河川跡の南岸から北

岸の立ち上がり部分にかけて分布する。北側斜面には、7層 と同様に6層の堆積時に浸食を受けたものか、分布し

ていない。土層は、河川跡の中央付近が盛 り上がるように堆積しており、層厚は45cm前後ある。中央から南岸にか

けても厚く堆積し、30～40cmの厚さがある。これに対して北岸に寄ると徐々に薄くなり20～10cmの厚さとなる。

8層から検出された遺構はない。

|

0                         1ocm

中

号

図

番

録

暑

登

き
種 月」 器  種

出 土 地 点 法   量 特 徴 備 考
分 類 時  期 写真図版

地区 遺緒 層位 取上番号 器高 回径 底 径 外 面 内    面

1 D-26 上師器 イ VI区 8層 土器 Neユ 42 ロクロ調整、底部右回転糸切 り 黒色処理、ヘ ラ ミガキ 平 安 232-1
中

号

図

番

球

号

登

↓番
種 男」 器  種

出 土 地 点 法 量
特  徴 ・ 備  考 素  材 時  期 写真図版

地 区 遺構 層位 取上番号 全長 幅・径 厚 さ 重量

2 P-5 土製品 不  明 Ⅵ 区 8層 72 11 外面平行タタキ、内面ナデのちヘラナデ 平 安 342-9

第309図 Ⅵ区河川跡 8層出土遺物
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2)遺 物出上状況 と出土遺物

8層は、5層・ 6層・ 7層に比べて層厚は厚いが、遺物の出土量は極めて少ない。木製品類は1点 も出土してい

ない。

出土遺物には、土師器片 2点 と土製品が 1点あるだけである。土師器の 2点は、完形に近いロクロ土師器の不 1

点 (第309図 1)と 、甕または甑 とみられる非ロクロ土師器の体部から頸部にかけての破片である。不は、回転糸切

りされた後、底部の縁辺部を手持ちヘラ削りしている。

上製品 (第309図 2)は、 6層から出上した板状のものと類似する製品の破片で、 6層出上品の短辺部分にあたる

破片と考えられるが、肥厚部分は張り付け面から剣落 している。

9層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上の状況 と検 出遺構

9層は、河川跡の北岸から南岸まで全体的に分布する。土性は黒色の泥炭質粘上を基本とするが、北岸斜面では

中間に黒褐色の粘土層 (9b層 )を挟み、9a層・9b層 。9c層 の 3層に細分される。9a層は、北岸斜面の中位から上

位に分布し、層厚は中位で15cm前後、上位で 5 cm前後である。9b層は、北岸斜面の下位から上位まで分布し、層厚

は5～ 10cmで比較的安定している。9c層 は、河川跡の底面から北岸斜面の上位まで全体に分布し、層厚は、河川跡

河川跡北岸上端
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第311図 Ⅵ区 9層河岸上部遺物出土状況



底面で20～ 25clnで ある。9a層・ 9b層 については、 8層堆積時に浸食を受けている可能性が考えられる。

9層から検出された遺構には、杭が17本 (杭 2～18)あ る。

2)杭 列

9層で検出された杭は、全てⅥ区西部に位置し、河川跡の中央から北岸斜面の中位にかけて分布している。杭に

は、抗14・ 杭 9・ 杭18・ 杭17の ように単独で存在するものと、杭 8-■ -12-13、 杭10-16、 杭 5-6-7、 杭 2-
3-4の ように数本の杭が接近して存在するものがある。接近して存在する杭の場合も、明確に列状に並ぶものは

ない (第310図 )。

抗には、角杭 3本・割杭 2本・丸杭12本があり、丸杭の割合が高い。杭の形状 と接近する杭との間には、明確な

相互関係は認められない。角杭は、厚板状で全面が加工され、先端が両面から加工されて鈍 く尖るもの(第316図 1)

と、断面が多角形を呈し、側面がほぼ全面加工され、先端 も尖るもの (第316図 2・ 3)がある。割杭は、樹皮面を

除去したミカン割状の分割材の先端を尖らせたもの (第316図 4)と 、芯持丸材を 1/3分割したもの (第316図 6)

がある。 4の先端に近い部分には、挟 り状の割 り欠きがある。丸杭は、全て芯持丸杭で、表面全体が削られている

もの (第318図 1・ 2)、 先端が対面する 2面から加工されているもの (第317図 3・ 7)、 先端が直角に交わる 2面

から加工されているもの (第317図 6、 第318図 3)、 先端が 1面から加工されるもの (第316図 5、 第317図 5)、 折

れ面をそのまま先端 とし、特にカロエのないもの (第317図 1・ 2・ 4)な どがある。

3)遺 物 出土状 況

9層では、河川跡の底面から河岸斜面の中位にかけては木製品や材が出上し、河岸斜面の上位からは多数の上器

と石製模造品が出上している (第310図 )。 木製品や材は、杭 と同様にⅥ区の西部から出上しているが、その分布は

散在的で、出土点数も少ない。木製品や材の出土層位は、 9層木製品 2(L-612)以 外は、9c層 に所属するが、 9

層木製品 2については、細分層位を特定できなかった。

上器 と石製模造品は、Ⅵ区東部の河ナ
「
1跡北岸上端付近の斜面の、東西・南北 とも5mの範囲からまとまって出土

している(第311図 )。 出土層位は、細分9b層および9c層 中にあたる。上器は全て上師器で、潰れた状態でしかも散

乱している。石製模造品は、これらの上師器片の中に散らばった状態で出上している。この遺物集中部からは、土

師器 と石製模造品の他に、大型の礫 も2点出上している。

9層の河岸斜面上端付近からは、H区でも土師器が出上していることから、H区からⅥ区にかけの河岸斜面上端

には、土師器やこれに伴う石製模造品が点在していることが推定される。

4)出 土遺 物

9層からの出土遺物には、弥生土器 。上師器・須恵器 。石製模造品・木製品 。材がある。弥生土器は、充填縄文

手法による鈷形文のある壷の肩部の破片 (第312図 1)の ほか、重または甕の体部片が 3点出土している。

土師器は、全てロクロを使用していないものである。9a層出土土師器 と、9b層・9c層 出土土師器では様相が異な

る。9a層からは、河岸斜面の中位から邪が潰れた状態で 1個体分出上している。この不は、底部は丸底で底部 と体

部の境が括れ、体部から回縁部にかけて大きく外反し、内面は黒色処理されている (第312図 2)。 型式的には、住

社式ないし栗囲式 (注 3と 同じ)に相当すると考えられる。これに対し、河川跡北岸上端付近から出土した9b層・

9c層の上師器は、不 と壷と甕があるが、不は内面が黒色処理されたものはない。不の器形は、やや偏平な半球形の

底部から体部に、内湾する口縁の付 くもの (第312図 3・ 4)と、同じく偏平な半球形の底部から体部に、短 く外反

する回縁が付き、内面の体部 と口縁部の境に稜を形成するもの (第312図 5～ 7)がある。 これらの不は、型式的に



ヽ
ヽ

／
／

／
／

／
／
′
‐
‐
‐
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＼
＼

＼
＼

＼

0                        10Cm

中

号

図

番

録

号

登

番
種 男」 器種

出 土 地 点 法 量 特  徴 ・ 臆  考
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地 区 遷 籍 層位 取上番号 器  高 口 径 底 径 外    面    1  内    面

弥生土器 重 VI区 9層 錨形文。地文Ⅷ i 弥生中期

C-76 土 師 器 邦 VI区 9a層 土器No 2
口縁部 :ヨ ヨナデ
体部 :ヘラタズリのちナデ 黒色処理、ヘラミガキ 古蹟後期

C-78 主 師 器 イ Ⅵ 区 9b層 土器N01 口縁部 :ヨ ヨナデ、体部 :ヘラミガキ
口縁部 :ヨ コナデ
体部 :ヘラナデのちヘラミガキ IIIEl 古墳中期

C-77 土 師 器 耳 VI区 9b層 (63) 磨減 磨減 III砂 古墳中期

C-79 土 師 器 イ VI区 9b層 土器NQ 9 体部 :ハ ケメのちヘラミガキ
虎部 :ヘラミガキ

口縁部 :ヨ コナデ ?
体底部 :ベラナデのちヘラミガキ 古墳中期

主 師 器 jIN VI区 9b層 土器NdiO
口縁部 :ヨ ヨナデ ?
体部か ら底部ヘラケズ リのちヘラミガキ ?

口縁部 :ヨ ヨナデ、体底部 :ヘラミガキ ⅡIC8 古墳中期

C-31 土 師 器 Ⅵ 区

"層
土器Ne m

口縁部 :ヨ ヨナデのちヘラミガキ ?
体部 :ハ ケメのちヘラミガ千 ?
底部 :ヘラケズ リのちベラミガキ

口縁部 :ヨ コナデのちヘラミガキ
体部 :ヘラナアのちヘラミガキ

InC2 古猿中期

C-83 i師 器 VI区 9c層 土器Ne 5 (94) 磨 滅 磨 滅 古墳中期

9 上 師 器 寮 Ⅵ 区 9c層 上器醜 7 (113)
口縁部 :ヨ コナデ
体部 :ハ ケメのちヘラナデ ?

口縁部 :ヨ コナデ、体部 :ヘラナデ 古墳中期

土 師 器 霊 VI区 9c層 上器� 8 (51) 口縁部 :ハ ケメのちヨヨナデ
体部 :磨滅

口縁部 :ヨ ヨナデ、体部 :磨減 古墳中期

土 師 器 甕 VI区 9b層 ■器血12 (70) 口縁部 :ヨ ヨナデ
体部 :ヘラケズリのちナデ

口縁部 :ヨ コナデ、体部 :磨 滅 古墳中期

第312図 Ⅵ区河川跡 9層出土遺物 1



は南小泉式ないし引田式 (注 3に同じ)に相当すると考えられる。重は、球形の体部の破片 (第 312図 8)が出土し

ている。甕は、体部に丸みがあり、頸部が括れ、口縁は厚みがあって外反するもの (第312図 9～ 11な ど)が出土し

ている。

須恵器は、甕の体部片 1点が、9c層から出土している。

石製模造品は、 2孔の開いた円板 5点 (第313図 1～ 5)と、勾玉形のもの 1点 (第313図 6)お よび 1孔の開い

た剣片 1点 (第313図 7)がある。円板は、正円に近いものはなく、多角形や楕円形に近いものなど、粗い作 りのも

のが多い。

木製品には、一木多又鋤 。曲物の側板状の製品。不明品 2点がある。一木多又鋤 (第314図 1)は、遺存状態が悪

く、所々を欠損する。身部は幅約17cmで、長さ11～ 12clnの 基部の先に 5本の歯が付 く。柄の断面形は円形で、握部

はD字状を呈するが、横軸 と左右の支軸の接点には、側面の外側から、支軸の太さの半分から2/3の深さまで、

V字の切 り込みが入れられている。

曲物の側板状の製品 (第315図 2)は、残存長19.2cm・ 残存幅3.8側柾目の薄板である。

不明品のうち、第314図 2は、全長78.7側・直径10.8cm前 後の芯無丸材で、一部に割面を残すが、全周がカロエされ

ている。何らかの木製品の未製品と考えられる。第315図 1は、段差のあるカロエや、一対の小孔、U字の快 りないし

長円形の孔など複雑な加工が施されている。何らかの組物の部材 と考えられる。

材には、板材 (第315図 6)・ 分割材 (第315図 3・ 4・ 8他L-620・ 621・ 622)。 丸材 (第315図 5・ 7)がある。

板材は風化した全長135.8側 の板目板である。分割材には、両端に切断痕 と側面の一部に加工のある短い材と (3・

4)と、全長が91.3cmあ るミカン割状の材 (8)な どがある。丸材には、片側の先端が片面から杭先状に削られ、
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貧

番
種    別 器  種

出 土 地 点 法    量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 K-77 石製模造品 有孔円板 VI区 9c層 9cttNo 2 33 ス レ ー ト 古墳中期 236-19

2 K-79 石製模造品 有孔円板 Ⅵ 区 9c層 9cttNo 6 31 2子L ス レ ー ト 古墳中期 236-20

3 K-80 石製模造品 有孔円板 VI区 9c層 04 27し ス レ ー ト 古墳中期 236-21

4 K-76 石製模造品 有孔円板 VI区 9c層 9cttNe l 24 06 2孔 古墳中期 236-22

5 K-74 石製模造品 有孔円板 Ⅵ 区 9b層 9bttNo 5 ス レ ー ト 古墳中期 236-23

6 K-78 石製模造品 勾  玉 Ⅵ 区 9c層 9cttNo 3 22 0 6 1孔、孔の穿痕あ り ス レ ー ト 古墳中期 236-25

7 K-75 石製模造品 有孔円板 Ⅵ 区 9b層 1 12 01 破片、孔あ り ス ン ー ト 古墳中期 236-24

第313図 Ⅵ区河サII跡 9層出土遺物 2
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地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-613 木製品 不  明
Ⅵ  区
9層 9木 3

全 長
10 2

幅 。径
30

厚  さ
18 穿孔 1対 カ  ヤ 芯無角 帥 266-4

2 木製品 餅如販
VI 区
9層 9木 4

全 長
19 2

幅

８
厚 さ

06 ス ギ 柾  目 翻

3 蒻 分割材
VI 区
9 層

9材 5
全 長

14 5
幅・径

35
厚 さ

29 両端加工 キハダ 帥

4 L-615 材 分割材
VI 区
9b層 9b材 1 35 16 先端加工 ク  リ 醐

5 材 丸 蒻
VI 区
9層 9材 4 45 7 22 24 上―切断痕

両端加工 下―多面多段、芯部空、快 り 芯持丸 帥 327-3

6 材 板 材
VI 区
9 層

9材 11 1358 クメギ節 板  目 期

7 材 丸  材
VI 区
9 層

9材 9 66 8 先端加工、焼痕 ク  リ 芯持丸 帥

8 L-617 材 分割材
VI X
9層 9材 3 91 3 25 先端加工 ヨナフ師 脚

第315図 Ⅵ区河川跡 9層出土木製品類 2
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地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 杭 角 抗
VI 区
9 層

9杭 18 全 長
176 0

幅・径
15 2

厚 さ

０
先端加工
3面 2段 ク  リ 芯  無 蜘 338-5

2 L-636 杭 角  杭
VI 区
9層 9杭 14 87 64 4面多段 ′ジ 輸 芯  無 脚 338-4

3 L-637 杭 角 杭
VI 区
9層 9杭 H 77 多面多段 ′ジ 櫛 芯  無 螂

杭 割 杭
VI 区
9 層

9杭 2 58 1 25 先端加工 快 り ク  リ 翻 338-6

5 L-625 杭 丸 杭
VI 区
9 層

9抗 13 127 5 1面 1段 樹皮付 タヌ却 芯持丸 醐 339-2

6 杭 割 杭
Ⅵ  区
9層 9杭 6 37 イヌシ栃属 醐

7 杭 丸 杭
VI 区
9 層

9杭 7 21 コクサギ 芯持丸 蜘

第316図 Ⅵ区河サII跡 9層出土木製品類 3
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地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 未取 り 時  期 写真図版

ユ L-628 杭 丸 杭
Ⅵ 区
9 層

9杭 4
金 長

30 2
幅 。径

32
厚 さ

31 ケンポナシ属 芯持丸 古墳中期

2 L-632 抗 丸 杭
VI 区
9層 9杭 8 31 ハ ンノキ節 芯持丸 韻 朝

3 ι-639 抗 丸 杭
VI 区
9層 9杭 15 3面多段 樹皮付 イヌンデ節 芯持丸 古墳中期

4 し-629 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
９ 9杭 5 32 ンノキ節 芯持丸 古墳中期

5 L-627 杭 丸 抗
VI 区
9層 9杭 3 1面 1段 ク , 芯持丸 古墳中期

6 L-633 杭 丸 抗
VI 区
9 層

9杭 9 4 1 2面 3段 樹度付 ブ ナ 属 芯持丸 液 朝 339-3

7 L-638 杭 丸  杭
VI 区
9 層

9杭 12 2面 1段 樹皮付 カ エ デ 属 芯持丸 古墳中期 339-4

第317図  Ⅵ区河川跡 9層出土木製品類 4



反対の端部は平坦に削られたうえ、その端部の近 くに挟 りを入れたもの (第315図 5)と 、片側の先端が対面する 2

方向から切られた芯持丸材 (第315図 7)がある。

10 10層 検 出遺構 と出土遺物

|)堆積上の状況と検出遺構

10層 は、底面から河岸斜面の上端にいたるまで、河川跡の全体に分布する。層厚は、河岸斜面では 3～20cmの範

囲で、層厚の厚い部分 と薄い部分がある。これに対して河川跡の底面部は、15cm前後で比較的安定している。土性
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層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-634 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
９

9杭 10 全 長
62 5

幅・径
10 0

厚 さ
90 ブジ 輸 芯持丸 古墳中期

2 L-635 抗 丸 杭
区
層

Ⅵ

９ 9杭 16 多面多段 ′ジ 卸 芯持丸 古墳中期

3 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
ｏ

9杭 17 41 9 52 54 先端加工 ニレ属 芯持丸 占墳中期

第318図 Ⅵ区河川跡 9層出土木製品類 5



は、草本質の粘土質泥炭層を基本 とするが、未分解の木本の植物遺体も多 く含んでいる。

10層の検出遺構 としては、杭が 8本ある。

2)杭 列

10層から検出された 8本の杭は、Ⅵ区西部の河川跡の中央部に分布している。杭は、 9層 と同様に杭 3・ 杭 7・

杭 8の ように単独で存在するものと、杭 1-2-5、 杭 4-6、 のように数本の杭が接近して存在するものがある

が、接近する杭の場合でも、列状に並ぶものはない (第310図 )。

杭には、割杭 2本 と丸杭 6本がある。割杭は、全面が割面の角材状のもの (第337図 5)と 、板状の分割材 (第337

図 6)がある。それぞれ18.2cmと 21.8側 と短い杭である。丸抗は、全て芯持丸杭である。先端が平坦に切断された

もの(第337図 7)、 先端部を一度半裁した後、半裁面 とその両側面に加工を施して尖らせたもの(第337図 8、 第338

図 2)、 先端を多面から力日工して尖らせたもの(第338図 1)、 折れ面や焼け焦げ面をそのまま先端 とし、特に加工の

ないもの (第338図 3・ 4)な どがある。

3)遺 物 出土状 況

Ⅵ区の10層 は、土師器の出土量が多 く、破片が堆積上の全面から多数出土している。また、河川跡の底面や河岸

斜面の下位付近からは、不の完形品や完形に近い個体 も多数出上している。邪に比べると甕や壺は、完形もしくは

完形に近い個体は少なく、破片が多い。木製品や材の出土点数も多 く、特にⅥ区西部では土師器を含めて濃密な分

布状況を呈している。木製品や材の出土状況は、流路方向とは無関係に様々な方向を向き、大小の自然木とも重な

り合いながら出上している。

4)出 上遺 物

10層出土遺物には、弥生土器・土師器・須恵器・石製品・石器・木製品 。材がある。弥生土器には、壷の肩部片

(第319図 1)と 甕の体部から口縁部にかけての破片 (第319図 2)のほか、壼または甕の体部破片が 4点出上して

いる。

土師器は、器種 としては甕と不がある。甕は、小型で球形の体部に外反する口縁の付 くもの (第319図 3・ 4)と 、

中型で球形の体部に外反する口縁の付 くもの (第319図 5)、 大型で丸みのある体部に直立する口縁の付 くもの (第

319図 6)、 同じく大型で丸みのある体部に外反する口縁の付 くもの (第319図 7)がある。不は、全て丸底で、底部

から体部にかけての形状が、半球形を呈するものであるが、口縁部の形状には様々なものがある(第320図 1～24)。

このうち 1～ 11は 口縁が外反もしくは外形するもの、12～20は 口縁が内湾もしくは直立するもの、21～24は底部か

ら口縁部まで丸みをもって立ち上がるものである。土師器の各個体は、南小泉式ないし引田式に位置付けられる(注

3に同じ)。

須恵器は、甕の体部破片が 4点出土している (第321図 1他 )。 4点は、胎土・色調・調整痕の類似性が強 く、同

一個体 と考えられる。調整は、外面が平行叩き、内面は同心円の当て具痕をナデ消している。

石製品には、石製模造品 (第321図 2)と紡錘車 (第321図 3)がある。石製模造品は、円盤状を呈し、両面及び

側面は研磨されているが、開孔はされていない。紡錘車は円錐台形を呈するものであるが、裾半部を欠損する。頂

面には研磨痕、側面には縦位方向の細かな削り痕跡が観察できる。

石器 としては、扁平片刃石斧 (第321図 4)が 1点出上している。基部を欠損し、残存部の前主面も大部分が剣落

している。刃先は叩かれて潰れている。

木製品には、ナスビ型平鍬・農具直柄・横槌・木錘 。斧膝柄・矢 。櫛・火鑽臼 。その他不明品がある。



ナスビ型平鍬は 4点 (第322図 1・ 2、 第323図 1・ 2)出上している。第322図 1のナスビ型平鍬は、軸部は断面

が蒲鉾型の棒状で、軸部下端の側面は傘状に開く。身部は、側面の中央が膨 らんで長楕円形を呈するが、身部の先

端は、約 3 cmの長さで両側面が平行になるように力日工され、四角形になっている。刃部は、やや斜めであるが直線

的である。軸部前面側の端部は、長さ約 6 cmの範囲が、約 5 1nlll削 り落 とされて薄 くなり、軸部中央で段を形成する。

軸部の後面側の端部は、長さ約 l cmが周縁に沿って帯状に削り残されて高 くなっている。身部の縁辺は、後面側か

ら多 く削られ、後面側の断面形が丸 くなっている。これに対して前面は、軸部から身部まで平坦面 となっている。

第322図 2は、中央から縦に割れ、片半部を欠損する。軸部は、断面が半円形の棒状で、軸部下端に、突起が造 り出

されている。身部は、側面の中央が膨らみ長楕円形を呈する。身部先端部は、約 2 cmの 長さで両側面が平行になる

ように加工され、四角形になる。この四角形の部分を観察すると、側辺部は、1.5cmの幅で前面側に盛 り上がり、中

央部の前面側はこれより薄 く凹んでいる。このような状況は、四角形の刃先部分に、両端を折 り曲げた板状の鉄刃

先が取 り付けられていたことを示すものと考えられる。鉄製の刃先は、後面に刃部が位置するように取 り付けられ

ているために、鍬身後面の先端は平らに残 り、前面側は磨滅したために窪んでいるものと解釈される。第322図 1に

は、刃先部にこのような痕跡は観察されない。身部の削りは、前面と後面に大きな差はないが、前面からの削りが

身部上半ではやや多い。第323図 1は、身部の下半部を欠損する。軸部は、断面が蒲鉾型の棒状で、軸部下端の側面

は三角形の突起状に広がる。身部は、中央が膨 らんで長楕円形を呈することは前 2点 と共通するが、前 2点 より身

部幅が狭い。また、軸部の前面側は、端部から長さ5.5cmの 範囲が、 8 1mllほ ど削り落 とされて段差ができている。軸

部の前面側の端部に特に加工はない。身部の削りは、縦・横 とも後面から前面側に行われており、前面側は平坦で

ある。第323図 2は、ナスビ型鍬の軸部下端から身部の上部にかけての片側の破片である。軸部下端の側面は、第322

図 1に類似し、傘状に開く。

農具直柄は、直径2.6cmの芯無丸材で、11.6cmだけが残存する (第323図 4)。

横槌は、 2点 (第323図 5・ 6)あ る。第323図 5は、芯持丸材の横槌で、槌部 と柄部 (握部)の境が明瞭で、段

差がある。槌部は、円筒形を呈するが、柄部側が少し細 くなる。柄部 も円筒状であるが、基端部は帯状に肥厚する。

第323図 6は、竪杵を半分に切って横槌に転用したものである。元の竪杵は、掲部 と握部に段差がなく、握部には算

盤玉状の突帯のないもので、芯無の丸材から作られている。

木錘状の木製品は、 3点 (第324図 1～ 3)出土している。第324図 1は、中央部の全周がわずかに凹む芯無丸材

で、両端には全周を巡る荒い切断痕が残っている。本品の、中央には細い部分にひび割れがあるが、これはこの木

製品が、竪杵の中央部の破片で、前記したような竪杵を横槌などに転用する際に生じた断片である可能性 も考えら

れる。第324図 2は、両端を平らに削った芯持丸材で、両端に幅約 l cm。 深さ約 3 1Hllの 濤状の彫 り込みがある。側面

には全周にカロエが施されている。第324図 3は、両端に全周を巡る荒い切断痕が残る心持丸材である。 1・ 2に比べ

ると直径が太 く、7.6cmあ る。

斧膝柄は、完成品 2点 (第324図 6、 第325図 2)と未製品 1点 (第325図 1)がある。普通の斧膝柄の場合は斧台

となる幹 と柄 となる枝が鋭角 (「 く」字)と なる事を利用するために、斧の刃先は幹の上側にくるように作 られるが、

第324図 6の斧膝柄は、細い枝を根の方に大きく湾曲させて通常の柄 とは反対に反らせ、幹の根の方に刃が付 くよう

にしている。斧台はやや偏平な円柱状で、先端は長さ約 4 cmの範囲が 1段低 く削られ、先端に向かって徐々に細 く

作られている。先端部の形状から、袋状の装着部を有する鉄斧が付いたと考えられ、刃は横に向くと判断される。

第325図 2は、鍬の膝柄 と類似する柄であるが、柄の長さが19.2cmと 短 く、台部の上端に紐掛かりの突起がないこと

から、斧の柄 と判断される。台部の平面形は長楕円形で、先端側は徐々に細 くなるように加工され、端部は平らに

なる。先端部の断面形は隅丸長方形で、台部の後面は平坦である。この斧膝柄にも袋状の装着部を有する鉄斧が付

いたと考えられ、刃は横に向くと判断される。第325図 2は第325図 1と 同形態の斧膝柄で、斧台の後面に当たる幹



の樹心側の部分は割面のままで、柄の部分は両側面から切断されたままの未製品である。このような未製品の存在

からも、第325図 2の ような短い柄の斧が存在したことが明らかである。

矢は3点 (第325図 3～ 5)出上している。いずれも矢柄 と木鏃を桜皮製の紐で巻いた部分の断片で、矢柄 と木鏃・

桜皮製の紐が残るもの (3・ 4)と 、木鏃と桜皮製の紐だけが残るもの (5)がある。

櫛 (第326図 1)は、結歯漆塗竪櫛で、黒漆が塗られている。歯部は、歯元の本質が少し残っている部分があるが、

漆は残っていない。残存長3.6硼・頭部長2.5cm。 頭部幅2.4cmを 測る。この櫛は、頭部の基部に横に糸を巻いた帯の

幅が広 く、1.lcmを測る。

火鑽臼 (第326図 2)は、残存長21.3cm、 幅3.lcm厚 さ2.Ocmの 棒状の芯持板材で、対面する 2面は平らに削られて

いる。端部は、片側は残るが、他方は側面の切 り込みの所から折れている。残った木回は面取 りされている。側面

には、折れ日の部分を含め左右 ともに2.2～ 3.4帥の間隔で 8ヵ 所の切 り込みが入れられている。実際の発火に使用

されたのは片側だけで、折れ口から4カ 所が窪み、その中が焦げている。

不明品には、製品の断片と考えられるものと、ほぼ完全な状態で残っているが用途の不明なものがある。第323図

3は、鍬 (曲柄鍬)の刃部片の可含♂l■がある。第324図 4・ 5は、掘 り棒状の木製品の断片 (4)及び未製品 (5)の可

能性が考えられる。第326図 3は、曲柄鍬の軸部の基部に類似する形態を呈するが、木取 りが板目である点で、鍬 とは

異なる製品の断片と考えられる。第326図 4は、T字状に 2つ の部材が組合う木製品である。横軸の方はほぼ完全に

残るが、縦軸の方は、横軸に挿入された端部が残るだけで本体は欠損する。横軸は中央の幅が厚 くなりその部分に

縦軸を挿入するための橋円形の孔が開けられている。また、横軸の中央の厚さは、縦軸の本体側がわずかに厚 くなっ

ている。さらに横軸の側面には、縦軸に直交する方向に、2.9cm間 隔で 2カ 所に孔が開けられている。縦軸の端部は、

横軸から2.3cmほ どはみ出しており、はみ出し部に横軸に直交する方向に孔が開けられ、木釘が打たれている。横軸

と木釘は接しており、横軸から縦軸が抜けないように細工している。このような組み合わせ方の木製品には、 2本

の腕木 (横軸)と 1本の支え木 (縦軸)を工字型に組み合わせた紡織具の「カセ」があり、本品はその可能性があ

る。第326図 5。 6は角材状に加工された木製品で、 6の片側の端部には段を作っている。第327図 1・ 2は楔状を

呈し、 3は残存する片側の端部にホゾ突起が作られている。第327図 4・ 5は ともに刀のような形態を呈するが、共

に刃部にあたる部分は鋭 くなるように加工されてはいない。第328図 1・ 2は柾目の厚板で、方形の孔が開けられ、

子との近 くは片面から挟るように削られて薄 くなる。第328図 3・ 4は、方形を呈する柾目板で、縁辺部には不整形の

孔が開けられている。孔の数は、 4の残存する 1辺には4カ 所ある。 4に比べると、 3は孔の間隔が広いと考えら

れる。

材には、建築材 (第328図 5・ 6、 第329図 1～ 3、 第330図 1～ 5)・板材 (第331図 1～ 5、 第332図 1～ 8他 L―

689。 701・ 713・ 719・ 735。 884・ 885)・ 角材 (第333図 1～ 6他 L-718)・ 分割材 (第333図 7、 第334図 1～ 7他 L―

669・ 673・ 674・ 675・ 680・ 681・ 682・ 683・ 684・ 686・ 691・ 693・ 695。 705・ 706・ 707・ 708。 722・ 723・ 725。 728・

729・ 731・ 739・ 740・ 741・ 742・ 743・ 749・ 750・ 752・ 756・ 757・ 761・ 764・ 766)。 半裁丸材 (第335図 1・ 2)・

丸材 (第 335図 3～ 7、 第336図 1～ 5、 第337図 1～ 4)がある。

建築材は、用途の明確なものとしては梯子板 (第328図 5)だ けであるが、ほかにホゾやホゾ穴のある部材 (第328

図 6、 第329図 1～ 3)や快 りのある丸材 (第330図 1～ 5)等がある。梯子板は、両端を欠損している。芯持半裁

丸材から作られ、残存長112.4cm。 幅18.Ocmを 測る。段は4段分が残 り、段の間隔は30cm前後である。第328図 6は、

全面が削られている断面小判形の芯無材で、長軸に直交して長方形のホゾ穴が約34cmの 間隔で 2ヵ 所にある。第329

図 1は、断面半月形の分割材で、方形のホゾ穴の開けられていた痕跡がある。第329図 2は、長さ81.6cm・ 幅26.6cm。

厚さ3.6cmの 長方形の板材で、片側の長辺の縁には中央付近と両木口から約1lcmの ところの 3カ 所に縦約3.5cm。 横

l cm前後の孔が開けられている。第329図 3は、残存長158硼・幅16.Ocmの 板材で、残存する一方の木回は、両角が
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1 B-88 牌 壷 VI区 10層 地文ⅢC� 。 弥生中期 172-7
2 B-89 爛 甕 VI区 10層 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期

3 C l10 土師器 短頸重 Ⅵ 区 10層 (60) 133 日縁部 :ハ ケメのちヨコナデ
体部 :ハ ケメのちナデ

口縁部 :ハ ケメ
体部 :ナ デのちヘラナデ 古墳中期 230-2

4 C-11ユ 土師器 短頸壺 Ⅵ 区 10層 上器 No 3 (102)
回縁部 :ヨ コナデ
体部 :ハ ケメのちヘラナデ

口縁部 :ハ ケメのちヨヨナデ
体部 :ナ デ 古墳中期 230-3

5 C l13 土師器 甕 VI区 Ю層 (79) 口縁部 :ヨ ヨナデ
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デ
コ
ナ

ヨ
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古墳中期

6 C l12 土師器 甕or甑 VI区 10層 (84) 口縁部 :ヨ コナデ
体部 :ヘ ラミガキ

日縁から体部ヘラナデ
のちヘラミガキ 古墳中期

7 C-114 土師器 甕 Ⅵ 区 10層 (334) [78 73
デ
ガ

ナ
ミ

ヨ
ヘ

部
部

縁
底

口
体

ヨヨナデ
ヘラナデ

鰯

廊
口
体 古墳中期 227-5
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第320図 観察表

区中

番号

録

号

登

番
種 Я」 器 種

出 土 地 点 法 量 特  徴  ・  備  考
分 類 時  期 写真図版地 区 遺構 層位 取上番号 器高 口径 底 径 外 面 内 面

1 C-98 上師器 不 Ⅳ 区 10層 土器No l 73 13 1 体部ナデのちヘラ ミガキ 体部ヘラナデのちナデ IICl 古墳 中期 221-8
2 C-102 土師器 坪 Ⅳ 区 10層 土器 NQ 5 137 体底部磨滅 体底部ヘラナデのちヘラミガキ 古墳中期 221-10
3 C-106 土師器 芥 IV区 10層 (7参 体部ヘラ ミガキ 体部ヘラミガキ 古墳中期 221-1]

C-97 土師器 芥 IV区 10層 土器No14 132 体部ナデのちヘラ ミガキ 体底部ヘナデのちヘラミガキ 古墳 中期 222-1
5 C-101 土師器 郵 Ⅳ 区 10層 土器No10 138 体腐部ヘラケズ リ 休底部ヘラナデ 古墳中期
6 C-109 土師器 不 IV区 10層 14 0 体部ナデ 口縁部 ヨヨナデ IIC2 古墳中期 222-4
7 C108 土師器 杯 IV区 10層 土器No19 64 13 6 体部ハケメのちナデ 体底部ナデ 古墳 中期 223-1
8 C-87 土師器 不 Ⅳ 区 10層 15 0 体部ハケメのちナデ 体部 ナデ 古墳中期
9 C-86 土師器 跡 IV区 10層 体部ハケメのちナデ 体部ナデ IIC3 古墳中期 223-2
10 C-93 土師器 雰 lV区 10層 土器No13 60 体部ナデ ?orミ ガキ 体底部ヘラナデのちヘラミガキ 古墳 中期 223

11 C-92 土師器 野 IV区 10層 土器No15 11 7 体部ハケメのちナデ 翻 民テチ季めちナデ IIIC3 古墳中期 223-
C104 土師器 不 IV区 10層 土器 No 7 64 体部ハケメのちナデ 体底部ナデ 古墳中期 223-6

13 C-91 土師器 不 Ⅳ 区 10層 土器N92 53 12 9 体部ハケメのちナデ 体底部ヘラナデ 古墳 中期
14 C-94 土師器 郭 IV区 10層 土器No 6 113 6 4 体部ハケメのちナデ 体底部ヘラナデのちナデ IIIE2 古墳中期
15 C-9o 土師器 邪 IV区 10層 土器Noll 体部 ナデ 体腐部ヘラミガキ IIE2 古墳中期

C-95 土師器 郭 Ⅳ 区 10層 56 139 体部ハケメのちナデ 体底部ヘラナデのちナデ 古墳 中期
17 C-105 土師器 不 IV区 10層 土器No18 7 1 137 体部ナデのちヘラミガキ 体底部ヘラミガキ IIE2 古墳中期

C-107 土師器 不 IV区 Ю層 土器No 8 71 体部ハケメのちヘ ラケズ リ 口縁・ 体部 ヨコナデ IIE2 古墳中期
C-96 土師器 邪 IV区 10燥蜃 土器 NQ 4 62 135 体部ハケメのちナデ 体底部ヘラナデのちナデ Ⅲ D 古墳 中期
C-89 土師器 郭 IV区 10層 体部ヘラケズ リのちヘラ ミガキ 口縁部ヨコナデのちヘラミガキ IIID 古墳中期
C-103 土師器 邪 IV区 10層 上器No12 63 10 6 体底部磨減 体底部磨滅 古墳中期 225-2
C-99 土師器 不 Ⅳ 区 10層 土器No17 78 体部下半ヘラケズ リのちナデ 体底部ヘラナデのちヘラミガキ 古墳 中期
C-88 上師器 不 Ⅳ 区 10層 土器No16 体部ナデ 体底部ナデ 古墳中期
C-10o 土師器 不 IV区 10層 91 体底部ヘラケズ リのちナデ 体底部ヘラナデ 古墳中期 225-4
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図 中

番 具

録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量 特 徴 備 考
分  類 時  期地 区 遺構 層位 取上番号 器 高 回径 底径 外 面 肉 面

1 E-7 須恵器 養 Ⅶ 区 10層 タタキロ              1同 心円文のちナデ消 し 古墳中期 234-1
図中

番号

録

号

登

番
種  別 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴  。備 考 素 材 時  期 写真図版地 区 遺 構 層位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重量

2 K-81 製
品造

石
模 無了t円板 Vl区 10層 10層 No l 42 04 113 スレート 吉墳中期 236-17

3 K-82 石製品 紡錘車 VI区 10層 09 孔径09 スレート 古墳中期 236-18
4 K-83 石  需

属平片
刃石斧

Ⅵ 区 10層 17 71 3 粘板岩 239-5
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切 り取られて、ホゾ状の突起が形成されている。第330図 1・ 3～ 5は、丈の長い芯持丸材で、切断痕のある木口の

近 くに 1か所 (1～ 3)ないし対面に段違いとなって 2ヵ 所 (4・ 5)の挟 りが作 られている。

板材には、幅がほぼ一定で丈の長い、柾目板 (第331図 1)、 木取 リナナメ板 (第331図 2)。板目板 (第331図 3・

4)、 加工のある大小の板 (第331図 5、 第332図 1～ 8他)力 あゞる。

角材には、片方の木口が斜めに切断されるもの (第333図 1)、 片方の先が杭先状に尖っているもの (第333図 2)、

側面に半円形の快 りのあるもの (第333図 3)、 棒状のもの (第333図 4～ 6)な どがある。

分割材には、切断痕や若干の加工のあるもの (第333図 7、 第334図 1～ 3・ 5)や、割面だけの材 (第334図 6・

7)があり、10層出上の分割材のほとんどは後者が占めている。

半裁丸材は、数が少なく2点 (第335図 1・ 2)だ け出上している。 1は、半裁の後に割面 と割面に接する側面が

削られ、表面の調整がされている。 2は片側の木口に切断痕が残る。
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1(%)
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引

中
号

図
番

録
号

登
番 種 月」 器 種

区
位

地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-659 木製品
ビ
鍬

ス
平

ナ
型

Ⅵ 区
lo 層

10木 19 全 長
50 8

長
望

部
３６

身 身部幅
12 2

身部厚
16

刃 厚
08

軸部長
13 6

軸部幅
84

観 部 厚

22 クヌ輸 柾  目 脚 267-3

2 L-655 木製品
ビ

鍬
ス

平

ナ

型

区
層

Ⅵ

ｌ０ 10木 8 20 先端片面 に摩減 クヌ輸 柾  目 螂 267-2
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日
日
日
四
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謬
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3(%)

∩

鵬

⌒

⑮

⑦
5(/)

〇

6(%)

中
号

図
番

登 録
番 号

種 男」 器  種
地  区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-660 本製品
ビ
鍬

ス
平

ナ
型

VI 区
10 層

10木 24 全 長
34 8

身部長
23 4

身部幅
66

刃  厚 錮 部 長

11 4
期部暇

60
軸部厚

20 クヌ輸 柾  目 帥 267-4

2 L-657 木製品
ビ
鍬

ス
平

ナ
型

Ⅵ  区
10 層

10木 13 17 4 102 21 72 28 轍部下端突出部破片 クヌty・ 柾  目 帥 267-5

3 木製品 利 懸
VI 区
10 層

10木 1 54 06 クヌギ節 柾  目 帥

木製品 亘 柄
区
層

Ⅵ

Ю 10末 6
全 長

８
柄 径

26 キハダ 芯無丸 帥 268-4

5 木製品 横 槌
Ⅵ 区
10 層

10木 12
全 長
29 8

槌部長
17 2

頭部径
92

基部長 柄部長
12 6

柄部径
36 芯持丸 醐

6 L-667 木製品 横 槌
VI 区
10 層

10木 17 28 竪杵の転用品 クヌ獅 柾  目 鞠
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一
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中
号

図
番

登 録
番 号

種 別 器  種
地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

」 L-652 木製品 木  錘
Ⅵ  区
10 層

10木22 全 長
20 2

幅・径
38 クヌギ節 芯無 丸 帥 268-12

2 木製品 木  鍾
Ⅵ  区
10 層

10木 9 む 幅 芯無 丸 帥 268-■

3 木製品 木  鍾
区
層

Ⅵ
ｌ０

10材74 未製品 モ ヾ属 芯持 丸 帥 268-13

4 木製品 礫
VI 区
10 層

10材82 全 長
24 6

鴨
４

厚 さ
18 クヌギ節 ナナメ 帥 269-5

5 L-720 木製品 利 鞭
VI 区
10 層

10材80 58 8 ク  リ 翻 269-6

6 L-664 木製品 斧膝柄
VI 区
10  月憂 10木 11

全 長
18 2

斧台長
192

斧台幅
44 範昂1嘲昂1栂監 幅局1栃堀1梅51肺 イヌガヤ 帥 269-7
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中
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図
番

登 録
番 号 種 別 器 種

地  区
層 位

取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-703 木製品 斧膝柄
VI 区
10 層

10材 52
全 長
332

斧台長
334

斧台幅
64

斧台厚
26

長

お脚
ぉ 離聞

装着長 装蒼幅 箕者厚 碑
ぽ

未製品 ク  リ 帥 269-9

2 L-665 木製 品 斧膝柄
VI 区
10 層

10木 7 34 ブナ属 帥 269-8

3 L-661 木製品 矢
VI 区
10 層

10木 15 全  涙

31
幅・径 離

11 匁柄、本鏃、桜皮紐巻 竹 笹 類 帥 270-4

4 L-662 木製品 矢
Ⅵ  区
10 層

10木 27 矢伝 木欽 桜皮紐巻 嚇浄
芯 無丸 帥 270-5

5 L-645 木製品 矢
Ⅵ  区
10 層

10木 3 木鏃、桜皮紐巻 嚇翔
芯 無丸 帥
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図
番
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番 号

種 房」 器 種
地 区
層 位

取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

ユ L-663 木製品 竪 櫛
Ⅵ 区
10 層 10舅ド20

全 長
36

幅

２
厚 さ

03 結歯漆塗竪櫛、黒漆 帥 270-7

2 L-656 木製品 火鑽臼
VI 区
10 層

10木10 焼 痕 マタタU属 芯持丸 帥 270-11

3 L-65よ 木製品 利 警
Ⅵ 区
10 層

10未18 18 クヌ輸 板 目 脚 269-3

4 L-658 木製品 不 明
Ⅵ 区
10 層

10木14 52 挿入部樹種 はモ ミ属 タ  リ 芯無角 脚 271-15

5 L-714 木製品 不 明
Ⅵ 区
10 層

10材 72 22 と 2 ク  リ 芯無角 脚 272-4

6 L-699 木製品 不  明
Ⅵ 区
10 層

10材 48 22 6 24 14 クヌギ節 芯無角 帥 272-3
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取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

L-646 木製品 不  明
VI 区
10 層

10本 4
18 2

鴨
１

厚  さ
14 モ ミ属 芯無丸 帥 271-10

2 木製品 不  明
区
層

Ⅵ

ｌ０ 10木 2 焼 反 ク  リ 芯無角 帥 271-9

3 木製品 不  明
Vと  区
10 層

10未16 モ ミ属 ナナメ 帥 271-H

4 L-668 木製品 不  明
Ⅵ 区
10 層

10木21 クヌ輛 芯無角 螂 272-1

5 L-690 木製品 不  明
Ⅵ 区
10 層 10材34 ク  リ 柾  目 帥 272-2
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地  区
層 位

取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

l L-733 木製品 不  明
VI 区
10 層

10材 103
全 長

43 0

幅

５
厚 さ

34 穿孔 1個 トネリヨ属 芯無角 帥 272-5

2 L-654 木製品 不  明
VI 区
10 層

10材 102 22 4 36 穿孔 1個 トネリ堀 芯無角 帥 271-14

3 L-653 木製品 不  明
VI 区
10 層

10木 23 14 穿孔 2個 ク リ 柾  目 醐 271-13

4 L-647 木製品 不  明
VI 区
10 層

10本 5 13 2 と 2 穿孔 5個 ク リ 柾  目 帥 271-12

5 L-734 材
建築材
梯 子

VI 区
10 層

10材 104 フ )を掘 麟 帥 320-6

6 L-751 材 建築材
VI 区
10 層

10材 56 1116 12 4 88 ホゾ穴 ク リ 芯無角 醐 321-2
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層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-769 材 建築材
VI 区
10層 10材 96

長
２

全
１

幅・径
188

厚 さ
64 方形ホゾ穴 板  目 帥 321-7

2 L-771 材 建築材
区
層

Ⅵ
ｌ０

10材 124 26 6 穿孔 3個 ケヤキ ナナメ 醐 222-1

3 L-765 材 建築材
VI 区
10 層

10材63 160 ク リ 板  目 醐 321-6
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種 別 器  種
層  位

取上番号 法  量 。 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-763 材 建築材
Ⅵ 区
10 層

10材32 全 長
220 5

幅・径
60

厚  さ
先端加工 4面多段、挟 り ク リ 芯持丸 蜘 321-5

2 材 建築材
VI 屋
10 層

10材 116 62 先端加工、快 り クヌギ節 芯持角 鞠 321-4

3 し-745 材 建築材
VI ば
10 層

10材 119 92 挟 り、焼痕 クヌギ節 芯持丸 鞠

4 L-758 材 建築材
Ⅵ 区
10 層

10材 113 44 先端加工、快 り、樹皮付 ★ 力 芯持丸 鞠 321-3

5 L-738 材 建築材
Ⅵ 区
10層 10材 107 52 先端加工、快 り ニ レ属 芯持丸 翻 321-1
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取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 傭  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-689 材 板 材
Ⅵ  区
10 眉

10材 33 全 長
98 6

幅・径
61

厚 さ
12 穿孔 2個 ク  リ 柾  目 鞠

2 L-762 材 板  材
Ⅵ 区
10 層

10材25 234 5 17 5 ク  リ 醐

3 L-767 材 板 材
Ⅶ 区
10 層

10材66 154 6 38 ク  リ 板  目 帥

4 L-755 材 板 材
VI 区
10 層

10材81 76 32 ヤマザクラ 板  目 脚

5 L-737 材 板  材
VI 区
10 層

10材106 47 23 ク  リ 柾  目 醐
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登 録
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種 房」 器 種
地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

I L-726 材 板 材
Ⅵ 区
10 層

10材 93
全 長
47 5

幅・径
28

厚 さ
11 ス ギ ナナメ 帥 327-9

2 L-709 材 板 材
Ⅵ  区
10 層

10材 61 焼 痕 ク  リ 板  目 帥

3 L-700 材 板 材
VI 区
10 層

10材 49 14 3 柾  目 醐

4 L-671 材 板 材
Ⅵ  区
10 層

10材 9 10 7 14 ク  リ 柾  目 帥

5 L-687 材 板 材
Ⅵ 区
10 層

10材 30 13 先端加工 モ ミ属 板  目 帥

6 L-697 材 板 材
Ⅵ 区
10 層

10材 44 17 5 14 クヌギ節 ナナメ 醐

7 L-704 材 板 材
Ⅵ 区
10 層

10材 54 19 3 57 ケヤキ 柾  目 -3

8 L-676 材 板 材
Ⅵ 区
10 層

10材 14 11 オニグルミ 柾  目 帥
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地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-732 材 角 材
Ⅵ 区
10 層

10材 100
全 長

20 3
幅・径

53
厚 さ

28 両端加工 ク  リ 帥

2 L-727 材 角  材
Ⅵ 区
10 層

10材 91 51 2 トネリコ属 翻

3 L-710 材 角  材
Ⅵ 区
10 層

10材64 22 7 77 ク  リ 脚 327-7

4 L-711 材 角 材
Ⅵ 区
10 層

10材68 18 ク  リ 帥

5 L-715 材 角 材
VI 区
10 層

10材73 16 ニ レ属 脚

6 L-672 材 角  材
Ⅵ 区
10 層

10材 6 先端加工、面取加工、焼痕 エ レ属 脚

L-768 材 分割材
VI 区
10 層

10材76 231 5 ク  リ 脚

第333図  Ⅵ区河サII跡 10層出土木製品類12



全加工

Q

1(/)

凩
Ⅲ

脚

帥
Ⅷ

脚

――――
―――――

叫

一

¶
嘲
Ｗ
ヅ
ぶ

孤に

飢〇

ヮイそこi`T】))

兼 更 湧

加工

2(%)

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

命
―――――
脚
―――――
――キーーーー
‐―――‐‐
脚
脚
Ｕ

初『
　
初乙

3(%)

第334図 Ⅵ区河川跡10層出土木製品類13

S
症④厄

ワリ

5(%)

力

鞄
刀

め
6(%)

7(%5)

0∞ 傷 )

釦鈎

Ц 乃        |百
,甘 下 許

~寸
一

=愕

∽

図中
番号

登 録
番 号

種 ,J 器 種
地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-712 材 分割材
Ⅵ  区
10 層

10材 69 全 長
16 6

幅・径
30

厚  さ
1 4

クヌ葡 期

2 L-679 材 分割材
Ⅵ  区
10 層

10材 18 エ レ属 帥

3 材 分割材
VI 区
10 層

10材 8 24 14 コナ功節 脚

4 L-753 材 分割材
Ⅵ 区
10 層

10材 67 32 ク  リ 脚

5 L-748 材 分割材
VI 区
10 層

10材35 コナ舅乖 脚

6 L-759 材 分割材
VI 区
10 層

10材115 125 1 44 ク  リ 帥

7 材 分割材
Ⅵ 区
10  燥耳 10材123 186 5 12 5 クヌ輸 脚
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種 月」 器 種
地  区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 材 拗 河
Ⅵ 区
10 層

10材 88
全 長

80 0
幅・径

43
厚 さ

25 カエ】属 古墳中期

2 材 鞠 材
VI 区
10 層

10材 40 38 両面加工 コクサギ 古墳中期

3 L-688 材 丸  材
区
層

Ⅶ

ｌ０ 10材 31 35 両端加工、樹皮付 カエデ属 芯持丸 醐 328-6

L-754 材 丸  材
VI 区
10 層

10材65 先端加工 3面多段、焼痕 ク  リ 芯持丸 帥 328-9

5 L-736 蒻 丸  材
VI 区
10 層

10材 108 13 7 36 先端加工 ク  リ 芯持丸 脚

6 L-730 材 丸  材
VI 区
10 層

10材98 52 8 40 37 先端加工 2面多段、焼痕 ニフトコ 芯持丸 帥 328-7

L-702 材 丸  材
区
層

Ｖ‐
Ю

10材51 15 8 46 先端加工 2面 2段 トネリョ属 芯持丸 勘
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取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-746 材 丸 材
区
層

Ⅵ

Ю 10材22 全 長
97 3

幅・径
30

厚 さ
30 両端加工、下 -3面 2段、樹度付 コナラ節 芯持丸 古墳中期 328-8

2 L-677 材 丸  材
Ⅵ 区
10 層

10材 15 43 40 上 -1面 1段
両端加工 下 -3面 2段

コクサギ 芯持丸 古墳中期

3 L-692 材 丸 材
Ⅶ  区
10 層

10材38 71 7 79 先端加工 ハンノ葡 芯持丸 古墳中期

L-747 材 丸 材
Ⅶ  区
10 層

10材26 101 6 33 先端加工、樹皮付 コナフ師 芯持丸 古墳中期

L-685 材 丸 材
Ⅶ  区
10 層

10材27 25 先端加工、 1面 1段 ク  リ 芯持丸 古墳中期
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種 別 器  種
地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-696 秘 丸  材
Ⅵ 区
10 層

10材 43 全 長
32 0

幅・径
70

厚 さ
70 両端加工 ジ 輛 芯持丸 族 朝

2 材 丸  材
VI 区
10 層

10材 118 73 67 先端加工 2面多段、焼痕 イヌシ刀節 芯持丸 嶺 朝 328-5

3 L-717 材 丸 材
VI 区
10 層

10材 75 30
両端加二 十 三 :冒 】凄

ク  リ 芯持丸 嶺 朝 328-4

4 L-698 材 丸 材
Ⅵ  区
10 層

10材46 40 先端加工
3面 1段 タヌ葡 芯持丸 古墳中期

5 L-774 抗 割 抗
Ⅵ 区
10 層

10抗 3
全 長

18 2
幅・径

32
厚 さ

21
先端加工

ク  リ 古墳中期

6 L-775 杭 割 杭
Ⅵ 区
10 層

10杭 4 21 8 72 ク  リ 古墳中期

7 L-772 杭 丸 杭
Ⅵ 区
10 層

10抗 7 先端加工 哺 、ベ 芯持丸 古墳中期

8 L-779 杭 丸 杭
Ⅵ  区
10 層

10杭 2 72 両端加工
十三 :目多騒 両端快 り、建設材か らの転用 ? ソヽンノ部節 芯持丸 古墳中期 339-7
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地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-773 杭 丸 杭
Ⅵ 区
10 層

10杭 1
全 長
124 3

幅・径
64

厚 さ
68

先瑞加工
2面多段

樹皮付 ケヤキ 芯持丸 古墳中期

2 杭 丸 杭
Ⅵ  区
10 層

10杭 8 47 多面多段 快 り イヌ漸 芯持丸 古墳中期

3 L-776 杭 丸 抗
Ⅵ 区
10 層

10杭 5 54 8 シラキ 芯持丸 韻 朝

4 L-777 杭 丸 杭
区

層

Ⅵ

ｌ０
10杭 6 97 5 42 焼 痕 ブナ属 芯持丸 古墳中期
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図
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録

号

登

番
種 男」 器 種

出 土 地 点 法 量
分 類 時  期 写真図版

地 区 遺構 層位 取上番号 器高 口径 底径 外 面 内 面

1 土師器 不 Ⅵ 盛 11層 土器 NQ 3 133 口縁部 ヨコナデ、体底部ヘラケズ リ 口縁体部ヘラ ミガキ IIC2 古墳中期 222-6

2 C l16 土師器 郷 Ⅶ Σ 11層 上器 NQユ 157 口縁部 ヨコナデ
体部ヘラケズ リのちヘラ ミガキ

回縁罰
`ヨ

コナア
体部ヘラナデのち 古墳中期

3 18 土師器 高  好 Ⅵ 区 11層 1461 20 2 口縁部 ヨコナデ、体部ヘラ ミガキ 回縁部 ヘラ ミガキ 古墳中期

4 C l17 土師器 高  不 VI区 11層 土器 No 2 0参 140 脚部体部磨滅、底部 ヨコナデ 狸橙藝tξ
g字

5あ 古墳中期 231-4

5 C-120 土師器 甕 VI逐 11層 140
口縁部 ヨコナデ

体部ナデのちヘラ ミガキ

Ｈ
体
（

ラケパリ 古墳中期

6 C l19 土師器 甕 VI区 11層
口縁部ハケメのちヨコナデ
体部ハケメのちナデ

口縁部ハケメのち
ヨコナデ、体部ナデ

古墳中期

山
‐

異

図

悉

録

号

竪

番
種 月」 器  種

出 土 地 点 法 量
特  徴  ・備  考 素  期 時  期 写真図版

地 区 通 騰 層位 取上番号 金長 幅・径 孔径 重量

7 P-9 土製品 土  鍾 VI区 H層 11層配 4 穿孔有、ナデ 古墳中期 341-

8 P-10 土製品 土  錘 Ⅵ 区 n層 11層 No 5 31 29 穿孔有、ナデ 吉墳中期 341- 5

9 P-7 土製品 土  鍾 Ⅵ 区 n層 nttNo 2 27 32 穿孔有、ナデ 古墳中期 341- 6

P-8 土製品 土  鍾 VI区 H層 HttNo 3 35 穿子と有、ナデ 古墳中期 341-

11 P-6 土製品 土  鍾 VI区 H層 HttNo l 37 55 7 ナ デ 古墳中期 834ユ ー

第339図 Ⅵ区河川跡11層 出上遺物



丸材には、二股の枝 と幹を利用してY字状に本を取 り、枝 と反対の幹の先端を杭先状に尖 らせたもの(第335図 3)、

先端が杭先状に鋭 く尖 り長いもの (第335図 4・ 6、 第336図 1・ 2)、 比較的短い丸材で、片側の端部は杭先状に削

られ、他方の端部は丸 く削られているもの (第337図 3・ 4)、 端部に切断痕のあるもの (第335図 5。 7、 第336図

5、 第337図 1・ 2)、 芯持丸材の表面を削り調整 しているもの (第336図 3)、 樹度を木の周囲に沿って帯状に剣い

だ痕跡のあるもの (第336図 4)な どがある。

|1 日層検出遺構 と出上遺物

|)堆 積 上 の状 況 と検 出遺 構

■層は、10層 に比べると粘上分が多 くなり、木本質の植物遺体が見られなくなる。土層は北岸斜面 と河川跡の底

面南半から南岸斜面にかけて分布し、河川跡の底面北半部には殆ど分布していない。層厚は、北岸斜面では 5 cm前

後、河川跡の南半分では15～20cmあ り、南岸斜面ほど厚 く堆積している。

■層から遺構は検出されていない。

2)遺 物 出土状 況 と出土遺 物

■層からの出土遺物は、土師器片は全体に散布するが数は少ない。また、木製品は出上しておらず、木製品類と

しては材が 1点 あるだけである。少ない遺物にあって、土錘が数点出土し、11層出土遺物の中では日立つ存在 となっ

ている。土器・材 。土錘など、出土地点を実測した遺物は、Ⅵ区西部の中央付近に集中している。

出土遺物 としては、土師器 。材・土錘がある。土師器には、邦・高不 。甕などがある。不は 2点実測できた (第

339図 1・ 2)が、 2点 とも底部から体部にかけて半球形に立ち上がり、体部 と口縁部の境が括れ、口縁は短いが強

く外反し、内面の体部と口縁の境に強い稜がある。高不には、邦部の破片 (第339図 3)と 脚部の破片 (第339図 4)

がある。不部は、底部と体部の境付近がわずかに屈曲し、体部から回縁部にかけては外反して広がる。脚部は、脚

柱部が円錐形に広が り、脚裾部は水平に開いて端部がわずかに反り上がる。実測した甕は 2点 とも小型のもの (第

339図 5。 6)で、球形の体部に外反する口縁が付き、体部 と口縁部の境の内面には稜が形成されている。11層の上

師器 も、南小泉式ないし引田式に位置付けられる (注 3に 同じ)。

土錘には、球形のもの 4点 (第339図 7～10)と 、円筒形のもの 1点 (第339図 11)力 あゞる。球形のものには、直

径が3.0∽前後で、重量が25g前後のもの (7～ 9)と 、直径が3.5cm前後で、重量が35g前後のもの (10)がある。

円筒形のものは、長さ4.6cm・ 直径3.7cm・ 重量55.7gを 測る。孔径は、球形のものが0.8cm前後、円筒形のものが1.9

cmである。これらの上錘は、魚網用の錘であると考えられる。

木製品類 としては、材が 1点あるだけである(第340図 1)。 この材は、全長43.3clnの分割材で、全面が割面 となっ

ており、特にカロエは施されていない。
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12 12層検出遺構 と出上遺物

|)堆 積 上 の状 況 と検 出遺 構

12層 になると再び木本質の植物遺体を多量に含むようになり、大きな枝や幹なども出土する。12層 の分布は、北

岸側では、底面から河岸斜面の下位にはあるが、河岸斜面の中位から上位には分布していない。南岸側では、底面

には分布するが、河岸斜面は調査区外となるために不明である。河川跡の南半部では、12層の中程に暗灰黄色の粘

上を含む層 (12b層)があり、これにより12層 は、12a層・12b層・12c層の 3層に細分された。12a層 は南岸寄 りの

河川跡底面に分布し、層厚は10cm前後である。12b層 は、河川跡底面の中央部から南側岸面に向かって緩やかに立ち

上が りながら分布する。層厚は15～20cmである。12cmは 、北側岸面の下位から河川跡底面、そして南側の岸面まで

広 く分布する。12c層 の層厚は、河ナll跡 中央部では30cm前後あるが、河川跡中央から南側は急に薄 くな り5～ 10cmと

なる。

遺構 としては、杭が 3本検出されている。

2)杭

12層で発見された杭は3本あるが、それぞれ独立して存在する。杭 1はⅥ区西部中央付近の調査区中段の壁面付

近で発見された。全長81.4cmの割杭 (第351図 1)で、一部の割面を残して全面に大きな単位の削り痕跡がある。先

端は 1面から削られて、やや細 くなっている。反対の端部にはささくれた部分を切断したような切断痕がある。

杭 2は、Ⅵ区西部西寄 りの河川跡中央で発見された。全長30.Oc14の 芯持丸杭 (第350図 6)で、折れ面がそのまま

先端 となり、特に加工は施されていない。

杭 3は、Ⅵ区東部の河川跡中央付近で検出された。全長21.2cmの 芯持丸杭 (第350図 7)で、先端は対面する 2面

から切断されている。

3)遺 物 出土状 況

12層からは、土師器片や木製品 。材など多 くの遺物が出上しているが、出土状況は全体的にまばらで、特に集中

する部分はない。木製品類の出土も特に集中部なく、北岸河岸斜面下位から調査区の南岸際まで、12層の分布範囲

内から全体的に出上している。

4)出 土遺 物

12層出土遺物には、弥生土器・土師器・石器・石製品 。土製品。木製品・材がある。弥生土器は、12a層から4点、

12c層から2点の甕または壷の体部片が出上している。

土師器には、小型手捏ね土器 。不・高邪・壷・甕・甑がある。小型手捏ね土器 (第342図 1)は、平底の邪形の上

器で、器高の割に大きな底部で、体部から口縁部まで内湾しながら立ち上がる。器面は、内外面とも丁寧にナデ調

整されている。邪 (第342図 2)は、上げ底風の小さな底部から半球形の体部 となり、体部 と口縁部の境は括れて、

幅が広 く大きく外反する口縁 となる。外面及び内面の口縁部は、丁寧にヘラミガキ調整される。高杯 は、脚部の破

片 (第342図 3)がある。脚柱部は、高さの割に強 く開き、脚柱部 と脚裾部の境は不明瞭である。脚裾部はやや広が

り、端部はわずかに反 り上がる。壷は実測したものは 5個体あり、河ヽ型のものと大型のものがある。イヽ型のものに

は、球形の体部に、短 く外傾する口縁の付 くもの (第342図 4)、 偏平な球形の体部に、強 く外反する短い口縁が付

くもの (第342図 5)、 4・ 5よ りさらに小型の重で、球形の体部から外反する日縁となるもの (第342図 6)な どが

ある。大型の壼は、折 り返し回縁の重の破片で、折 り返 しの幅が狭 く口縁部が外形するもの (第342図 7)と 、折 り



返しの幅が広 く口縁部が外反するもの (第342図 8)がある。実測した甕は 4点 (第342図11～14)あ る。■は、長

胴気味の体部で肩部に張 りを持ち、頸部は緩やかに括れて立ち気味に外反する口縁となる。12は、丸みのある肩部

から緩やかに括れて端部が強 く外反する口縁 となる。13は、外傾する日縁部片で、口縁部の中央が膨 らみ、端部が

尖っている。14は、球形の体部から強 く外反する国縁の甕である。10は、器形の不明な端部破片である。

石器には、砥石 (第343図 1)と、敲石 (第343図 2)がある。砥石は、全長28cmの 自然礫を利用したもので、長

軸にそって 1面が割れている。残存面には、いたるところに線状の擦痕がついているほか、凹石状の凹面も認めら

れる。敲石は、全長9.lcmの棒状の礫で、両端に敲打痕がある。

石製品は、全長5.5cln・ 幅4.Ocmの 隅丸方形の偏平で湾曲のある石材に、対角線上の 2カ 所に穿孔のあるものが出

上している (第343図 3)。

土製品は、土錘が 4点出上している。土錘の形態としては、直径 3 cm前後の球形のもの (第344図 1・ 2)と 、長

軸3.6cm。 短軸2.9cmの卵形のもの (第344図 3)、 直径7.8cm。 厚さ4。 3cmの鰻頭形のもの (第344図 4)が出上してい

る。 1～ 3については、11層 出土の上錘 と同様に魚網用の錘 と考えられる。 4に ついては、土錘ではなく紡錘車等

の用途も考えられる。

木製品としては、膝柄二又鍬 。曲柄鍬 。直柄小型鍬・直柄横鍬 。鍬膝柄・直柄・掘 り棒 。鎌柄・木錘・弓・ 台付

き容器・不明品などがある。

膝柄二又鍬 (第345図 1)は、軸部は断面が三角形で、基部に向かってやや広がる棒状を呈す。軸部の端部は、側

面部分を、軸端側 と歯側の両方向から快るように削って、紐掛かりの突起を造 り出している。身部上端は、一度外

側に開いて肩部を形成した後、下方に外反して広がり、身部に続 く。身部は、先端に向かってわずかに広が りなが

ら直線的にのびる。身部の間の切れ込みは直線的で、身部の上部ほどやや狭 くなり、末端は同形に角張る。身部を

薄 く加工する際には、前面側の身部上端付近から削り込んでいる。身部の先には、側面からV字形の切 り込みが入

れられ、主面から見ると先端が突起状に外側に膨らんでいる。

曲柄鍬 (第345図 2)は、軸部の破片である。断面形は半円形を呈 し、基部に向かってやや幅が広がる。

直柄小型鍬 (第345図 3)は、全長20.2cm・ 幅9.Oclnを測る。主面は、刃の方の幅が広い楕円形を呈する。後面に

は全長の2/3程度に達する流線型の着柄隆起が造 り出されている。鍬の上端は、身部の幅と着柄隆起の幅が箸し

くなっている。柄孔は円形で、着柄隆起側の孔径が大きく開けられている。

直柄横鍬 (第346図 1)は、鍬の中央部の破片が出上している。柾目板を横木取 りして作られおり、上下両側を欠

損している。幅は、残存部で52.Oclnあ るが、刃先に向かって 徐々に狭 くなっている。鍬の中央付近には着柄隆起

の一部が残る。着柄隆起の位置は、中央ではなく、着柄隆起側から見てやや左に寄っている。身部の両端は、わず

かに着柄隆起側に湾曲している。着柄隆起の形状は、残存部から流線型であると推定される。

鍬膝柄 (第345図 4)は、鍬 との接合部から柄の基部にかけての破片である。接合部は、全長20.4cm・ 幅4.4cmを

測る。接合部の上端の前面側には、紐掛かりの突起が造 り出されている。

直柄は2点 (第346図 2・ 3)あ り、どちらも芯無の丸材で、両端を欠損する。第346図 3の片端は、片面が平 ら

に削られている。

掘 り棒 と考えられる木製品は 3点 (第346図 4～ 6)出上している。 4・ 5は身 (刃)部の破片で、後者の刃は長

くかつ薄 く造られている。 6は柄の端部と身の片側の側辺部を欠損する。柄の断面形は、身の幅の方向に偏平な楕

円形である。身部の上端は、柄から直角に張 り出して明瞭な肩部を形成 している。身部は、全長16.4cm・残存幅5。 2

cmを測 り、幅の割に短い身部である。刃先は丸 くなっているが、先端に鋭さはない。

鎌柄 (第347図 1)は、鎌身の装着部を欠損する。柄の基部側半分は丸 く、装着部付近から頭部にかけては方形な

いし長方形にカロエされている。頭部 と柄の基部は、鎌身本体が出る方に向かって張り出し、柄基部末端はさらに】巴
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上師器
小型手
捏土器

VI区 12c層 口縁部から底部ナデ 口縁部から底部ナデ 古墳前期

上師絡 芥 12b層
口縁部 :ヨ ヨナデのちヘラミガキ
体底部 iヘラミガキ

口縁部 :ヨ ヨナデのちヘラミガキ
体底部 :ナ デ 古墳前期

土師器 高イ ? 12b層 (27) 慮部 :ヨ コナデのちヘラミガキ 底 都 古墳前期

C― ■師器 菫 12a層 (32) 口縁部 :ヘラミガキ 口縁部 :ヘラミガキ 古墳前期

C131 土師器 小型壷 VI区 12b層 土器Ne l
口縁部 !ヘ ラミガキ、体部 :ハ ケメのちナデ
底部 :ヘラケズリ 居繁k9察デ螂サデ

古墳前期

土師器 小型重 12b層 土器醜 5 (52) 口縁部 :ヨ コナア、体底部 !ハ ケメ 体底部 :ナ デ 古墳前期

C132 上師器 重 VI区 12c層 折返し口縁、口縁部 iヨ コチデのちヘラミガキ
体部 :ナ デのちヘラミガキ 古猿前期

C― 上師器 壼 12b層 (58) 折返し口縁、口縁部 :ヘラミガキ 口縁部 :ヘ ラミガキ 古墳前期

上師器 甑 12b層 (69) 折返し口縁、日縁体部 :ヘラチデ 口縁体部 :ヘ ラナデ 古墳前期 200-■

C― 上師器 器台 ? 12c層 (27) 底部折返しあり、底部 :ナ デ、孔あり 底部 :ナ デ 古猿前期

C-135 上師器 甕 12c層 口縁部:ヨ ヨナア、体部!ハ ケ″のちヘラケズリ
底部 :ヘラケズリ 日伊妾屋晶t棄ラ¢夢あ含7タ

デの
古墳前期 226-6

上師器 甕 12b層 (62) 148 口縁部 :ヨ ヨナデ、体部 :ナ デ 口縁部 :ヨ コナデ、体部 :ナ デ 古墳前期

上師器 養 VI区 12b層 「
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体部 !ハ クメのちヘラミガキ
口縁部 :ハ ケメのちヨコナデ
体部 :ヘラミガキ 古墳前期

C-126 土師器 甕 12b層 口縁部 :ハ ケメのちヨコナデ
体部 :ハ ケメ

口縁部 :ハ ケメのちヨコナデ
体部 :ヘラナデ 古墳前期

第342図  Ⅵ区河川跡12層出土遺物 1



大する。

木錘 と考えられる木製品 (第347図 2)は、全長14.8cln。 直径4.Ocmの 、両端が丸 く切 られた円筒形の芯持丸材で

ある。側面の一部には、縦に長 く削った加工がある。

弓と考えられる木製品 (第347図 3)は、残存長21.6cm。 直径2.Ocmの 芯持丸材で、全面に細かい加工が施されて

いる。端部は丸 く削られ、端部の近 くの片面にはL字形の快 りが入れられている。ここでは白木の丸木弓として報

告してお くが、他の用途の木製品の可能性もある。
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1 K-86 石 器 砥石・凹石 Ⅵ 区 12b層 14 0 3450 0 砥―全面、凹―片面中央部、擦痕多数 安  山  岩 古墳前期 241-1
2 K-85 石 器 敲石 Ⅵ 区 12b層 91 34 敲―両端 砂 質 凝 灰 岩 古墳前期 241-3
3 K-84 硼 卿 Ⅵ 区 12層 ス レ ー ト 古墳前期 236-16
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台付き容器 (第347図 4)は、平面形が長方形を呈する盤状の台付き容器 と考えられる。盤の部分は深さが約 4 cm

で、器壁の立ち上がりは緩 く、湾曲はない。台は、長軸方向に造 り出され、下駄の歯のように 2列に平行するもの

と考えられる。台の高さは5,Ocmで ある。

不明品には、楔状の木製品が 1点 (第347図 5)あ る。直径1.8cmの 芯無の丸材で、基部を欠損するが、先端は鋭

く尖っている。

材には、建築材と考えられるもの (第347図 6)と 、板材 (第347図 7、 第348図 1～ 5他 L-802・ 814・ 817・ 820)、

角材 (第349図 1～ 4他 L-806)、 分割材 (第349図 5～ 7、 第350図 1・ 2他 L-800・ 801・ 803・ 804・ 807・ 808・

810。 815。 822・ 826・ 827・ 828)、 丸材 (第350図 3～ 5他 L-812)が ある。

建築材は、残存長34.6cm・ 直径6.Ocmの 芯持丸材で、残存する端部は偏平な球形に削り出され、その削り込みの近

くの側面には、L字形の快 りがある。

板材には、板目板 と柾目板がある。板目板には、楕円形を呈し、縦軸の中央が肥厚するもの (第347図 7)や、全

長51.7cm。 幅10.2cmの 材で、片方の木国が斜めに切られるもの (第348図 3)、 残存長33.lcm。 残存幅1.6cm。 厚さ0.4

cmの薄 く削られた板 (第348図 1)な どがある。柾目板には、全長22.3cm・ 幅4.lcm。 厚さ1.4cmの板材の両木口に、

掘 り込みを入れたもの (第348図 2)な どがある。

角材には、表面を削って調整しているもの (第349図 1・ 2)と 、割面だけで、特に表面調整されていないもの (第

349図 3・ 4)がある。両者とも85cm以上の長い材である。

分割材は、切断痕や加工痕の見られるもの (第349図 5。 6)と、割面だけのもの (第349図 7、 第350図 1・ 2)

がある。実測図を掲示しなかった分割材のほとんどは後者に属し、小片が多い。

丸材は、杭先状に先端が加工されて尖っているもの (第350図 3)と 、切断された状態のままのもの (第350図 4・

5)がある。
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一 T― T― T~T~ギ

Cln

〇

縁

⑧

Ω

◎

咆

中

号

図

番

録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 子真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・径 孔 径 重 量

1 P-14 土製品 土 錘 VI区 12c層 彊
７

‐２

醜 31 1 穿孔有、ナデ 古墳前期 341-9

2 P-13 土製品 土 錘 Ⅵ 区 12c層
12c層
No 6

穿孔有、ナデ 古墳前期 341-10

3 P-12 土製品 土 錘 Ⅵ 区 12b層
12b層
No10

29 08 25 2 穿孔有、ナデ 古墳前期 11

4 P-11 土製品 土錘 ? VI区 12a層 43 78 245 1 穿孔有、ナデ 古墳前期 341-12
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種 】J 器 種
地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-788 木製品
膝 柄
,マ鍛

Ⅵ  区 12c木 7 金 長
55 4

身部長
43 2

身部幅
16 6

身部厚
16

刃 厚
08

軸部長
12 2

軸部幅
40

軸部厚
16 クヌ櫛 柾 目 醐 274-1

2 L-785 木製品 曲柄鍬
Ⅵ  区
12b層

12btt14 軸部破片 クヌ櫛 柾 目 帥 273-4

3 L-787 木製品 柄靭
直
小

VI 区
12c層

12休 9
全 長

20 2
最大幅

90
最大厚

44
身部幅

90
身部厚

12
隆起部

14 2
角
冨

柄
Υ

狭鍬 クヌ櫛 柾  目 帥 272-7

4 L-792 木製品 触 簡
VI 区
12b層

12b木 6 全 長
18 2

長
】

部
２０

接 陵部幅
44

接部厚
28

柄部長
84

柄部径
30 ク  リ 帥 276-7
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地  区
層 位

取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-794 木製品 醜
VI 区
12b層

12b木 12
全 長

74
最 本 暇

52 0
厚
お

大
２

最 身部幅
52 0

身部厚
16

隆起部 柄 孔 柄 角
焼痕、中央部破片 クヌ葡 醐 醐 273-]

2 L-783 木製品 鰤
区
層

Ⅵ
・２

12c木10 全 長
42 2

柄 径
28 卜永リコ属 芯無丸 鋤 276-3

3 L-781 木製品 鰤
VI 区 12b木 4 トネリコ属 芯無丸 醐 276-4

4 L-818 木製品 掘り棒?
VI 区
12b層

12b材35
全 長

90
身部長 身部幅

64
身部厚

10
柄部長 柄部径 握部長 握部幅

身部破片 クヌ輛 柾  目 鋤 276-9

5 L-784 木製品 掘 り樺
VI 区
12b層

12c木 15 10 身部破片 クメ葡 柾  目 帥 276-8

6 L-789 木製品 掘り棒
VI 区
12b層

12b木11 18 36×26 クヌ櫛 柾  目 帥 276-10
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層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図級

1 L-791 木製品 鎌 柄
Ⅵ 区
12b層

12b木 3
全 長

36 2
頭部長

58
頭部幅

40
柄
謎昆1柄弓傷1着

濤幅 クヌ櫛 芯無丸 瑚 276-11

2 L-821 木製品 木 錘
VI 区
12 層

12材 5
全 長

14 8
幅・径

40 トネリコ属 芯持丸 瑚 276-6

3 L-795 木製品 弓
Ⅵ 区
12a層

12a木 13 アカマツ 芯持丸 劇 277-9

4 L-793 木製品 3綿
VI 昼
12b層

12b材 11
器 高

86
器部高

36
脚部高

50
日
纂馬1 15偏 1 割物 ケヤキ 横 木 鋤 277-12

5 L-782 木製品 不 明
Vと  丞
12b層

12b木 5
全 長
114

幅・径
18 クヌ■節 芯無丸 鋤 272-6

6 L-786 材 建築材
VI 区
12c層

12c材 34
全 長

34 6
幅・径

60
厚 さ

60 挟 り ハンノキ節 芯持丸 動 322-3

7 材 板 材
VI 区
12台 層 12c材 25 31 2 94 キハダ 板  目 鋤 329-2
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取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

L-797 材 板 材
VI 区 12a材 3

全 長
33 1

幅・径
16

厚 さ
04 ス ギ 板  目 動

2 L-830 材 板  材
VI 区
12c層

12c材46 41 14 監勢 べ 柾  目 翻 329-1

3 L-813 材 板  材
VI 区
12b層

12b材 27 挟 り ク  リ 板  目 翻

4 L-816 材 板 材
VI 区
12c層

12c材33
ポ
属

ン
シ

ケ
ナ 柾  目 動

5 L-832 材 板 材
VI 区 12b材 42 82 6 103 35 コナ功節 板  目 翻
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地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 材 角 材
VI 区
12b層

12b材 16 全 長
87 2

幅・径
40

厚 さ
25 ニレ属 翻

2 材 角  材
Ⅵ EXI
12a層

12a材 47 47 コナЙ節 -3

3 L-824 材 角 材
区
層 12c材 32 35 焼 痕 ク  リ 醐

4 L-831 材 角 材
Ⅵ 区
12a層

12aルF2 1222 72 6 8 焼 痕 キハダ 帥

5 材 分割材
Ⅵ  区
12c層

12c材45 焼痕、刃傷 タヌlF「 翻

6 L-323 材 分割材
区
層 12c材 30 21 7 37 先端加工、焼痕 ケヤキ 鋤

L-834 材 分割材
VI 区 12c材 41 60 コナラ節 珈
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層 位 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-811 材 分割材
Ⅶ  区
12b層

12b材21
全 長
333 0

幅・径
80

厚 さ
72 コナラ節 古墳前翔

2 L-836 材 分割材
Vl 区
12a層

12a材48 279 5 コナ切節 帥

3 L-796 材 丸 材
区
層 12a材 1 先端加工、多面多段、焼痕 ク  リ 芯持丸 帥

4 L-799 材 荒 材
Ⅵ 区
12b層

12b材 4 先端加工 ク  リ 芯持丸 古墳前期

5 L-819 材 丸 材
VI 区
12b層

12b材 38 先端加工 カエ刀岳 芯持丸 古墳前期

6 L-809 杭 丸 杭
Ⅵ 区
12b層

12bう電2 芯持丸 翻

7 L-798 抗 丸 杭
VI 区
12a層

12a杭 3 21 2 先端加工 2面 1段、樹皮付、焼痕 ク  リ 芯持丸 醐
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13 13層 検出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上の状況 と検 出遺構

13層は、河川跡の底面全体に分布するが、河川跡北岸斜面にはほとんど立ち上がらない。暗灰黄色粘土層(13a層 )

を主体とするが、河川跡の南半分では、この層の下に黒褐色ないしオリーブ黒色の泥炭質の土壌を主体とする層 (13

bl～ 13b6層 )が堆積し、南岸斜面方向にのびている。13a層 の層厚は、河川中央部で約40cmあ るが、両岸に向かっ

て薄 くなる。13b層 は、20～30cmの 厚さで堆積する。13層

中には、木の枝や葉などの植物遺体を多 く含み、中には

断面図 (第274図 )に あるような巨木も出上している。

13層では、遺構は検出されていない。

2)遺 物 出土状 況 と出土遺 物

13層の遺物は、土層が厚い割には少なく、材が 5点出

上しているだけである。材の出上位置は、Ⅵ区西部の中

央で 2点が接近して出上し、あとの 3点は、Ⅵ区東部の

河川跡南岸寄りから比較的接近して出上している。

出上した材には、板材 (第352図 1・ 2)、 分割材 (第

352図 3・ 5)、 丸材 (第352図 4)がある。板材の第352

図 1は、薄いミカン割材の樹芯部を除去したような材で、

木表側の側面には樹皮を剣いだ際の加工跡が残る。両木

回は斜めになっており、樹皮側から樹芯に向かう切断痕

が残る。 2は、片側の木回は1と 同様に斜めになってお

り、樹皮側から樹芯に向かう切断痕が残る。反対の木回

は、両側の主面から木目に直交して切断のための加工が

行われれている。このカロエは、主面に対して直角に近い

角度で行われ、完全に切断せずに、約 l cm残 したところ

で折 り割られている。

分割材は、角材状で、一部に加工が施されているもの

(3)と、全面が割面のもの (5)が出土している。

丸材は、全長47.3cm・ 直径8.2cmの芯持丸材で、片側の

木回は全周からの切断痕が残 り、他方の木口は焼け焦げ

ている。

o                 20cm(/)

ワ リ

□
フリ

中
号

図
番

録
号

登
番 種 別 器 種

区
位

地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 杭 割 杭
区
層

Ⅵ

・２ 12'杭 1
全 長

81 4
幅

。
径

76
厚 さ

70
先端加工

ク  リ 帥
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1(%)

3(%)

然

図中
番号

登 録
番 号

種 別 器 種
地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-840 材 板 材
Ⅵ 区
13 層

13材 4
全 長

81 1
幅・径

88
厚 さ

30 先端加工 クヌ葡 柾  目 古醐 329-3

2 L-839 材 板 材
区

層
Ⅵ

‐３ 13材 3 42 ポ

属
ン
シ

ケ
ナ 柾 目 古軸

3 L-838 材 分割材
Ⅵ 区
13 層

13材 2 65 4 1 ク  リ 占墳前期

L-841 材 丸  材
VI 区
13b層

13b材 5 47 3 82 85 先端加工、焼痕 十 ″ 芯持丸 古墳前期

5 L-837 材 分割材
VI 区
13 層

13材 1 68 4 7 焼 痕 ク  リ 古墳前期

第352図 Ⅵ区河川跡13層 出土木製品類



14 14層 検 出遺構 と出上遺物

I)堆積上の状況と検出遺構

14層 は、河川跡の底面部に分布する。特に河川跡の中央部では、15層の堆積層を浸食した状況を示し、その浸食

作用によって凹んだ部分に厚 く堆積し、層底面は17層の砂礫層に達する。層厚は、中央部で約60cln、 北岸寄りで15

cm前後、南岸寄 りで30cln前後である。土性は、黒色の粘土質泥炭で、藁状の植物遺体を多 く含んでいる。

14層での検出遺構はない。

2)遺 物 出土状 況 と出上遺 物

14層 も層厚の割に出土遺物は少なく、弥生土器の破片を除くと、Ⅵ区西部の中央西寄 りと、Ⅵ区東部東寄 りの河

川跡中央部の 2地点から、材がややまとまって出上しているだけである。

出土遺物には、弥生土器 と材がある。弥生土器は頸部に列点刺突のある甕の破片 (B-91)のほか、縄文または

ミガキ調整された甕または壼の体部片が23点出上している。

材には、板材 (第354図 1～ 3)、 角材 (第354図 4～ 6他 L-853)、 分割材 (第354図 7・ 8他 L-842・ 843・ 844・

850)が ある。板材はいずれも板目板である。 1は残存長74。 2cm・ 幅6.9cmで、全面に加工が施されているほか、残

存する側の端部には、両側面の 2ヵ 所からV字形の快 りが入れられている。角材は、全て両端が欠損し全容の分か

るものはないが、割面は加工されて平滑になっている。分割材は、割面だけの不整形のものばかりが出土している。

15 15層 検出遺構 と出上遺物

|)堆 積 上の状況 と検 出遺構

15層は、14層の浸食の影響を受けている部分と、浸食の影響の少ない部分がある。河川跡の底面全体に厚く堆積

しているほか、河岸斜面にも薄くではあるが部分的に分布し、分布範囲は河岸斜面の上位にも達している。15層の

上性は、オリーブ責色ないし灰オリーブ色の粘土層を主体とするが、北岸寄りを中心とし、部分的にこの層の中間

に黄褐色の粘土層 (15b層 )が堆積している。15b層 は、北岸斜面から河川跡の中央向かつて傾斜しながら楔状に堆

積する。15b層 の存在により、Ⅵ区の15層は3層 (15a層・15b層・15c層)に細分された。15b層 は、Ⅵ区の中でも、

場所によって層厚や上性が異なり、Ⅵ区西部の北岸斜面では層厚が50cm前後あつたが、Ⅵ区東部の東壁際では層厚

が 3～ 10clnと 薄くなり、土性は砂質シルトないし粗砂となる。14層の浸食の影響を受けないところで細分 3層 を合

わせた15層の層厚は、河川跡底面部で60～70cmあ る。河岸斜面での層厚は10cm前後である。

15層検出の遺構としては、杭が 2本ある。

2)杭 列

15層では、Ⅵ区西部の河川中央で、流路に直交する方向に並んだ 2本の杭が発見されている。杭の間隔は約30cm

である。杭 1(第363図 3)は、全長49.4cm・ 幅10.6c14の 半裁丸杭で、先端には切断痕が残っている。杭 2(第363

図5)は、全長23.9cm。 幅5.8cln・ 厚さ6.5cmの芯無角杭で、全面に加工が施されて多角形になっている。先端は6

面からカロエされて尖っている。
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1 材 板 材
VI 区
14 層

14材 14
全 長

74 2
幅 。径

69
厚 さ

26 カエデ属 板  目 脚 331-8

2 材 板 材
Ⅵ 区
14 層

14材 7 焼痕 ク  リ 板 目 脚

L-852 材 板 4z
Ⅵ 区
14 層

14材 12 ク  リ 板 目 脚

材 角 材
Ⅵ 区
14 層

14材 8 37 クヌ輛 嘲

5 L-851 材 角  材
区
層

Ⅵ
・４

14材 11 焼 痕 ク  リ 蜘

6 材 角  材
Ⅵ 区
14 層

14材 5 ク  リ 脚

7 L-847 材 分割材
Ⅵ 区
14 層 14材 6 63 焼 痕 ク  リ 蜘

8 材 分割材
VI 区
14 ′膏 14材 4 21 ク  リ 蜘

第354図 Ⅵ区河川跡14層 出土木製品類
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地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 回 径 底  径

I B-96 弥生土器 一霊 VI区 15層 地文とととC� 。 弥生中期 172-3
2 B-95 弥生上器 一望 VI区 15層 地文Vli 弥生中期 172-4

3 B-114 弥生土器 壺 VI区 15c層 土器聴5、 10 平行直線文 (3) 弥生中期 172-6
4 B-105 弥生土器 重 VI区 15b層 土器h3 弥生中期

5 3-110 弥生上器 一更 VI区 15c層 土器No9b 地文ЦIC� 。 弥生中期

6 B-97 弥生土器 甕 VI区 15a層 上器N96 層波文A2V。 地文Ⅷ i 弥生中期 172-5
B-98,94 弥生土器 鉢 VI区 15層 層波文AlV。 地文 I 弥生中期 172-1

8 B-92 弥生土器 鉢 VI区 15層 層波文。 弥生中期 172-2

9 B-109 弥生土器 甕 VI区 15ど 層 土器No9a 列点文。 弥生中期 173-3
B-108 弥生土器 甕 VI区 15c層 齢 lt11、 14 列点文。地文 IⅡ C� 。 弥生中期 173-1
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ユ 弥生上器 馨 Ⅵ区 15a層 土器No7、 8 列点文。地文 I 弥生中期 173-2
2 B-99 弥生土器 甕 VI区 15a層 土器乱12 列点文。地文 IIICtti。 弥生中期
3 B-115 弥生上器 甕 VI区 15a層 土器貶 a 列点文。地文mCi�。 弥生中期 172-12

B-100
B-101 弥生土器 甕 VI区

層

ａ層 列点文。地文 HICれ ,。 弥生中期

5 B-112 弥生上器 甕 VI区 15c層 列点文。地文Ⅳ Biv。 弥生中期 172-9

6 8-102 弥生土器 甕 VI区 15a層 土器Mb 列点文。地文 1■C� 。 弥生中期

B-104 弥生土器 甕 Ⅵ 区 15a層 列点文。地文川lC� 。 弥生中期

8 弥生土器 甕 Ⅵ 区 15b層 列点文。地文 IIIC� 。 弥生中期 172-10

9
一　

一
弥生土器 甕 Ⅵ 区 15b層 列点文。地文■IC� 。 弥生中期

10 B― ■1 弥生土器 甕 VI区 15c層 土器Ne13 列点文。地文 1lIC� 。 弥生中期 172-H

11 B-90 弥生土器 甕 VI区 15層 平行直線文 (2)。 地文 IIIC� 。 弥生中期 172-13

第356図  Ⅵ区河サII跡 15層出土遺物 2



3)遺 物 出土状 況

15層 からは、弥生土器 。木製品・材などが出土している。弥生土器は、破片が全域からまばらに出上しているほ

か、河川跡の北岸斜面下端付近からは、 1個体分またはそれに近い破片がまとまって出上している。

木製品と材は、河ナll跡の底面を中心に、まばらに出上しており、特にまとまりのあるところはない。

4)出 土 遺 物

15層出土遺物には、弥生土器 。石器・木製品・材がある。弥生土器には、壼・鉢 。甕の器種があるが、大部分は

粗製の甕が占める。高杯や蓋は出土しておらず、壷・鉢・甕の細分器種 も少ない。

壺は、大型で、肩部に菱形 (第355図 1)や、円形 (第355図 2)の磨消縄文または充填縄文手法で模様が描かれ

るもの、無文でミガキ調整されるもの (第355図 4)がある。中型の壼 (第355図 3)は、肩部が張 り、口縁部は、

直立気味にやや開いて立ち上がり、端部が外反する。体部 と口縁部の境には 3条の平行沈線が巡る。体部外面は全

面がミガキ調整される。

鉢は、連続山形口縁で、体部外面に磨消縄文による連続山形文が描かれるもの (第355図 7)と 、沈線により連続

山形文が描かれるもの (第355図 8)がある。

精製の奏 (第355図 6)は、上部に張りのある体部 と口縁部の境が大きく括れるもので、口縁部に 2条以上の平行

沈線文が描かれる。体部には、上下 2段に引かれた 2条の平行沈線文の間に、連続山形文が描かれている。下段の

平行沈線文より下位の体部には縄文が施されている。

粗製の甕 (第355図 9。 10、 第356図 1～11)は、体部上端に体部最大径があり、体部と口縁部の境がわずかに括

れて口縁は外反ないし外傾する。日縁部は一般に平縁であるが、波状になるものが 1点 (第356図 11)あ る。体部 と

口縁部の境には、列点文が施されるものがほとんどであるが、なかには2条の平行沈線のもの(第356図■)も ある。

体部の地文は、縄文によるものが多いが、植物茎回転文のもの (第356図 1)も ある。日唇部は、縄文が施される場

合が多いが、ヨヨナデ調整のみのもの (第356図 4・ 8・ 9)も ある。
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番
種 別 器  種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 素  材 時  期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 K-87 石器 凹・ 敲石 Ⅵ 区 15a層 12 5 973 5 幽―片面中央、敲―狽」縁面 安  山  岩 弥生中期 241-1

2 K-88 石器 板状石器 Ⅵ 区 15a層 40 b面 に磨面 安  山  岩 弥生中期 241-2
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石器には、凹石 1点 と板状石器が 1点ある。凹石 (第357図 1)は、直径12～14cmの偏平な縁礫で、片面の中央に

浅い凹面がある。この石の縁辺には敲打痕も観察される。板状石器 (第357図 2)は、端部の破片で、刃部及び端部

に 2次加工が観察されるほか、磨面も観察される。

木製品には、直柄広鍬・泥除・斧膝柄・竪杵・作業台・盤状容器がある。

直柄広鍬 (第358図 1)は、全長32.2cm、 身部幅18.Ocmを 測る。長方形の身部の上端中央には、 1度外に開いて立

ち上がった後、内側に折れてさらに立ち上がり、頂部中央が凹んで、上端が 2連の山形となる突起が造 り出されて

いる。身部側面の上端は、側方に張 り出している。前面の両肩部を結ぶ身部上端には、下駄状の突起が造 り出され

ている。反対の後面には、頭部突起の端部から身部中央にかけて、全長の 1/2の長さに舟形の着柄隆起が造 り出さ

れている。柄孔は一辺3.5cm前 後の隅丸方形である。柄孔内には、柄の一部が残っている。柄の断面形は、俵形に近

い隅丸長方形で、芯無材を削って作っている。

泥除は、未製品が 5点 (第358図 2・ 3、 第359図 1・ 2、 第360図 1)出上している。第358図 2・ 3は、泥除の

先端部の破片で、H区14層出上の泥除未製品 L-292(第 206図 2)に近い製作段階の未製品と考えられる。第359図

1は、丸太材の外周部を板目に割取 り、木裏側に着柄隆起部を残して削り、木表側は、木目の方向に沿って、中軸

線から左右の木口方向に向かって徐々に薄 くなるように削った段階の未製品である。木口には切断面が残る。第359

図 2は、第359図 1よ り1段階前の工程の未製品と考えられるものである。丸太材の外周部を板目材に割取つた材で、

木裏側には、着柄隆起部 として削り残す範囲を示す刻みを入れているが、木表側は未加工のままである。木口には

切断面が残っている。第360図 1は、前者よりもさらに前の段階の未製品で、丸太材の外周部を板目材に割取っただ

けの段階のものである。木口には、木を円筒状に輸切 りにした際の、樹皮側から樹芯に向かう切断痕がそのまま残

る。

斧膝柄 (第361図 1)は、斧台部の石斧装着部分の先端を欠損する。H区やVⅢ 区・Ⅸ区の斧膝柄 とは樹種が異なる。

また、石斧装着濤以外の造 りは他に比べると粗いが、完成品と考えられる。斧台部の上面観は、先端側の広がる長

楕円形を呈す。石斧装着濤は、横断面形が半円形で、奥端部は、縦断面 。横断面 とも丸 くなっている。斧台部と柄

との境に特に細工はない。柄は、樹皮を剣いだだけで削り加工はされていないが、柄の手元側 2/5の あたりから、

柄の下に向けて緩やかな「く」字に曲げられている。

竪杵は、掲部の破片が 2点 (第361図 2・ 3)出土している。 2が全長約56.9cm・ 直径6.4cm前 後、 3が全長約60

cm・直径6.4cm前後で、両方の握部側の端には、掲部の先端方向から外周にそって斜めに削って造られた段が 2段あ

る。 2・ 3は寸法や形状が類似することから、同一の竪杵の掲部である可能性がある。

作業台 (第360図 2)は、全長27.2cm・ 幅12.Ocmの 。厚さ8.7cmの ミカン割材の樹芯部を割取ってできた横断面形

が台形の角材で、主面の片側の中央が凹んでいる。凹み部には、何度も利器 (石斧か?)の打撃を受けたような痕

跡が観察される。凹み部は、樹皮側の側面には到達せず、主に樹芯側が使われたような状況である。作業台の木口

は、図の右側は、 ミカン割以前の樹皮側から樹芯に向かう切断痕がそのまま残 り、反対の木回は、ミカン割後の四

方からの切断痕があり、中央は折れ面となっている。

盤状容器 (第360図 3)は、片側の半円面が狭 くなる小判形を呈する。底面は内外面とも平らで、高さは5.8cmで

ある。側壁部は、幅の広い方の半円面は厚 く作られ、狭いほうの半円面に移行するにしたがって薄 くなる。広い方

の半円面の側壁中央は、他の側面よりやや高 くなり、その部分の外面には、断面形が円形の把手が取れたような痕

跡が残る。全体 として、平面形が釣鐘形の塵取 り状の木製品であった可能性がある。

材には、建築材 (第362図 1)、 板材 (第362図 2他 L-869)、 角材 (第362図 3他 L-871)、 分割材 (第362図 4、

第363図 1・ 2他 L-866・ 867・ 872・ 874・ 881)、 丸材 (第363図 4、 第364図 1)がある。建築材は、扉板の未製品

である。軸部長136.Ocm・ 扉部長110.0側・全幅38.Ocm・ 厚さ7.6cmを測る。軸部突起の長さは、上部が約20cm、 下部
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3 L-859 樫 品 泥  除
区
層

Ⅵ

‐５ 15a木 10 11 2 未製品 キハダ 麟 脚 293-2
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身 身部厚
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全 長
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１２

厚 さ
87 クヌ櫛 芯無角 蜘 316-4

3 木製品 盤
VI 区
15a層

15a木 11
器 高

58 40 5。 17 5
底径 (長・ 幅 )
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1 木製品 斧膝柄
Ⅵ  区
15c層 58 2

長
０

台
１９

斧 芹
弓綿1芹硯場1和璃蜀

柄 部後
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襲蒼長 装看幅
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2 L-856 木製品 竪  杵
区
層

Ⅵ

・５ 15木 ユ 全 長
掲 部 長

56 9
鶴 部 径
64・ 58

握部長 握部径 クヌ輸 芯 無丸 脚 304-7

3 木製品 竪  杵
Ⅵ 区
15a層

15a木 8 60 0 60・ 64 クヌ櫛 芯無 丸 螂
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1 L-862 材
建築材
扉 板

区
層 15a舅く9

長
Ю

全
１

幅 ・ 径

38 0
厚 さ

76 未製品 漕 べヽ 板 目 脚 325-1

2 材 板 材
区
層

Ⅵ
・５

15c本 3 87 25 クヌギ節 柾 目 脚

3 材 角  材
区

層 15a材 9 53 40 先端加工、焼痕 ク  リ 蜘

4 L-873 材 分割材
VI 区
15a層

15a材 13 58 27 先端加工、焼痕 ク  リ 脚
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1 L-882 材 分割材
区
層 15a材 14 全 長

78 2
幅・径

76
厚  さ

68 両端加工 クヌ卸 蜘 332-8

2 L-868 材 分割材
VI 区
15a層

15a材 5 91 1 41 両端加工 十 力 脚

3 L-875 杭 鞠 抗
区
層 15a心毛1

全 長
49 4

幅・径
10 6

厚 さ
52 先端加工 クヌギ節 鰤

4 L-880 材 丸  材
VI 区
15 層

15材 4
全 長

64 3
幅・径

12 8
厚 さ

12 2
コナフ師 芯持丸 蜘

5 し-876 杭 角 杭
区
層 15a杭 2

全 長
23 9

幅・径
58

厚  さ
65

先琉 � 上

6面多段
トネリコ属 芯無角 蜘

第363図  Ⅵ区河川跡15層 出土木製品類 6

455



が 6 cmで ある。軸部はまだ角張っており、扉部 もまだ下方の幅が広い状態である。片面の中央には、板の中軸より

もやや軸部寄 りの所を縦に残して、その両側を長さ27～28cmで側面まで削っている。削り残された土手状の部分は、

上面幅約 3 cm、 下面幅約7.5cm、 高さ3.5cmである。この上手状の部分は、側面から「問孔」を開ける部分と考えら

れる。

板材は、片面が割面、反対面が割 り面に削り加工の施された柾目板 (第362図 2)な どがある。

角材には、片方の木口に切断痕があり、他方の木口は焼け焦げ、側面はカロエされているもの (第362図 3)な どが

ある。

分割材には、全面が割面だけの断片のほか、先端が斜めに切断されているもの (第362図 4)や、両端に村皮側か

ら樹芯に向かう切断痕があるミカン割材 (第363図 1・ 2)がある。 1の木表面には、皮劉ぎの際の刃物の痕跡が多

数残っている。 1に ついては、一定の幅 と厚さがあることから、何 らかの木製品の素材の可能性がある。

丸材は、根元側に切断痕がある心持材 (第363図 4)と 、全長173.5cmで、片側の先端が二又に分かれたY字状の

芯持材 (第364図 1)が出上している。後者の側面は、部分的に削リカロエされている。後者については、建築材の可

合と性 もある。

注 記

注1 進藤秋輝 。高野芳宏他1982 「多賀城跡 政庁本文編」宮城県教育委員会・宮城県多賀城跡調査研究所

注2 伊東信雄 1961 「陸奥国分寺跡」陸奥国分寺跡発掘調査委員会編 河北文化事業団

注3 氏家和典 1957 「東北上師器の型式分類とその編年」『歴史』第14輯 東北史学会
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1 材 丸 材
Ⅵ 区
15c層

15c材 7
全 長
173 5

幅・径
10 5

厚 さ
90 キハダ 芯持丸 脚 334-7
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第11章 Ⅶ区の遺構 と出土遺物

第 1節 調査区の位置と概

Ⅷ区は、中在家南遺跡の立地する自然堤防の西部にあたる。この部分の自然堤防の幅は遺跡の中では最 も広 く、

現況で30～37mあ る。自然堤防部は平坦な畑地 となっており、標高は5.5m前後である。自然堤防の北側は水路に

よって画され、その北側の後背湿地への移行部は整地され、標高5.7～5.8mの宅地及び畑地 となっている。南側の

旧河道 (河川跡)は、自然堤防に近い部分は水田となっているが、離れた所は道路 となり、そのさらに南側は埋め

立てられて畑地 となっている。自然堤防と水田の比高差は50cm前後である。

遺跡西部にかかる区画整理街路は、東側に位置し、自然堤防上を南北に横断する街路 と、西側に位置し、自然堤

防上を東西に縦断する街路が、横にT字路 となって接続している。調査区は、南北方向の街路に設定 した区域と、

東西方向の街路に設定した区域 とに分かれており、前者を「A区」後者を「B区」とした。調査区の全長は東西約

50m、 南北22mに渡る。調査面積は両区合わせて270m2で ぁる。B区の西半分は、幅 2mの先行 トレンチ調査の結果、

遺構 。遺物が希薄であるために、街路幅全面の調査は実施 しなかった。また、B区西端より西側の畑は、植木 (庭

木)用 の畑地 として利用され、過去何度か植木の掘 り起 こしが行われ、50～ 100cmの深さに攪乱が及んでいることと、

Ⅶ区西半分の状況 とを考え合わせ、調査は実施しなかった。

表上の厚さは15～35cmで、暗褐色のシル トないし粘土質シル ト層 (I-1層 )の耕作上を主体 とするが、その下

には部分的に黒褐色の粘土質シル トや責褐色のシル トを含む暗褐色の粘土質シル ト層 (I-2層)か らなる下部耕

作上が分布する部分がある。A区南半部 とB区の南東部には、耕作上の下に、弥生土器 と石器を多量に含む遺物包

含層 (■層)ん 分ゞ布する。遺物包含層は、黒色ないし黒褐色の粘土質シル トまたはシル ト質粘上で、層厚は厚い所

で約25cmである。遺構検出面は、遺物包含層上面またはその下のにぶい責橙色粘土質シル ト層 (Ⅲ層)である。

検出遺構には、方形周濤墓 2基・濤跡 4条 (方形周濤墓の周濤を除 く)。 土坑 2基・遺物包含層・汀ヽ濤状遺構群・

ピット35個がある。

第 2節 発見遺構 と出土遺物

1 方形周溝墓

方形周濤墓にはSD-42と した濤跡 (1号方形周濤墓)と 、SD-42と の類似性から方形周濤墓の周濤の一部と考

えられるSD-47濤跡 (2号方形周濤墓)の 2基がある。

1号方形周濤墓 (SD-42濤跡)A区 の中央のH層上面で周濤が検出された。コーナー部分の一つを含む東半分は、

調査区の外にのびている。SD-46と遺物包含層 (II層 )を切っている。周濤は耕作等による削平が進み、底面付近

だけが残 り、埋葬施設は残存しない。

周濤の壁面は、内側は直線的に掘られているのに対し、外側は出入 りが大きい。このため、残存部の濤の幅は一

定せず、128cm～330cmま での差がある。周濤の方向は北西辺の内側の壁面で N-46° 一E、 南西辺の内側の壁面で N―

44° 一Wである。周濤の規模は、北東から南西方向の検出部の内側壁面間では8.2m、 外側壁面間では12.2m以上、

北西から南東方向の検出部の内側壁面間では7.lm、 外側璧面間では■.4m以上であり、検出部の状況では北東から

南西方向の軸長が、北西から南東方向の軸長より内側で約90cm、 外側で90cm程長い。

周濤残存部の深さは3～20cmを測る。断面形は、浅いU字形ないし舟底形で、底面には細かな凹凸があるがほぼ

平坦である。堆積土は 2層 に分けられ、上部は黒褐色のシル ト質粘土層、下部は黒褐色の粘土層で、両層 とも多量
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の弥生土器片を含む。

遺物は、周濤が弥生時代に形成された遺物包含層を切って掘られているために、周濤堆積土中からの出土遺物は

弥生土器片 (第371図 2～13他)が多い。弥生土器の装飾模様は桝形囲式の特徴を示す。弥生土器片に混じって、第

①ⅥIB区西半部北壁

h7涌  |
SD-44

②Ⅷ B区東半部北壁

⑥ⅥIB区東半部東壁

④ⅥIB区東半部南壁

0                         3m

層 NQ 色 上  質 そ 他

10YR3/3暗  褐 色 粘土質シルト 現耕作土 (上部)

1-2 10YR3/4暗  褐 色 粘主質シル ト 耕作土 (下部)黄福色シルト粒を少量合む。シマリが強�

10YR2/1黒    色 粘土質 シル ト 土器 (弥生上器)石器を多量に含む。シマリ強い。

iOYR4/1褐  灰 色 シルト質粘土 土器 (弥生土器)石器を多量に含む。シマリ強い。

10YR4/2灰 黄 褐 色 シル ト質粘土 にとい黄橙色、シルト質粘上 (地 山起源)のプロックを多量に含む。

10YR7/3にぶい黄橙色 シル ト質粘土

SD-43-1 10YR2/3黒  褐 色 ンル ト質粘土 明責褐色ンル トの大きいブロックを含む

10YR4/2灰 黄 褐 色 猫 明黄褐色シル ト粒を斑状に含む

SD-44-1 10YR4/2灰 黄 褐 色 シル ト質粘土 にぶい黄橙色粘土質シルトのプロックを多量に含む

SD 45-2 10YR3/3暗  褐  色 粘土質ンル ト シマ リが非常に強い

10YR2/2黒  褐 色 シルト質粘土 弥生土器・石器を多量に含む。シマリが強い。

10YR3/1黒  褐 色 シル ト質粘上 弥生土器・ 石器を多量に含む。 シマ リが強い。

3 10YR3/1黒  褐  色 シル ト質粘土 にぶい黄橙色シル ト質粘上のプロックを多量含む。

10YR2/2黒  褐 色 ンル ト粘土 によい責橙色シル ト質粘土のプロックを多量含む。

イ 10YR3/1黒  褐 色 ンル ト質粘土 によい黄橙色上を霜状に含む。

IOYR3/2黒  福 色 ンル ト質粘土

10YR4/2灰 黄 褐 色 ンル ト質粘土 におい黄橙色上を霜降状に含む。
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①ⅥIA区中央ベルト

ド

2号方形周溝墓

|

Y=9_loo

土 色 土  質 他

10YR3/3暗  褐 色 ン ル  ト 現耕作土

I-2 10YR2/3黒  褐  色 粘土質シルト 耕作土下部、粘性なし

10YR3/1黒  褐 色 粘 ШI層起源のにぶい責福色土粒、ブロックを多量に含む。遺物を含む。

10YR2/2黒  褐 色 粘 土

3 10YR4/3にぶい黄褐色 シルト質粘上 黒褐色粘土を合む。

10YR2/1黒    色 粘土質シル ト 酸化鉄を合む。しまりが強い。遺物を多量に含む。

10YR3/1黒  褐 色 シルト質粘土 粘性あり。しまりが強い。■器片を多量に含む。

II 10YR3/つ 黒 褐 色 粘土質シルト 書鍵鎌緞膚沸易万晨イ1鮭密金蕉 れた層
Щ iOyR6/4に ぶい黄橙色 粘土質シル ト 壕蒲這重拶守サテを多そ苔む。上器を含む。
イ 10YR4/4福    色 粘土質シルト しまりが強い。にぶい黄褐色シルト粒 。ノロックを多く含む。

10YR3/3暗  褐 色 粘土質シルト にぶい黄構色シルト粒を含む。酸化鉄を含む。

10YR3/4暗  禍 色 粘土質シルト にない黄橙色粘土質シルト霜降り状に含む。

10YR4/4褐    色 粘土質シルト にぶい黄褐色シルト粒・ノロック及びにぶい黄橙色粘土粒を含む。

10YR3/3暗  褐  色 粘土質シルト 酸化鉄を含む。におい黄褐色土粒を斑状に含む。

10YR3/4暗  褐 色 粘土質 シル ト しまりが強い。にぶい黄橙色 シル ト粒 を含む。

ト 10YR4/4褐    色 粘土質ンルト にぶい黄橙色粘土質ンルト粒 。ノロックを多逮に含む。

第367図 Ⅶ A区土層断面図
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371図 1に図示した土師器の鉢が、周濤の底面付近から出上していなきこの上師器は、上部のくびれる半球形の体部

に、直立気味に立ち上がり端部がわずかに外反する口縁がつくもので、底部は欠損している。器面は、内外面とも

丁寧にヘラミガキ調整されている。これと同一器形の上師器の所在遺跡については明らかでないが、宮城県色麻町

色麻古墳群第■号住居跡出上の椀形土器 (注 1)に類似性が認められ、時期的には古墳時代前期に属するものと考

えられる。

上器以外の遺物 としては、石鏃 (第380図 1・ 5)、 石匙 (第380図 13)、 板状石器 (第381図 3)、 敲石 (第382図 3)、

石庖丁 (第384図 2)等の石器が出上している。

2号方形周溝墓 (SD-47溝 跡) B区東部の北側、 1号方形周濤墓の西側に隣接して発見された。SD-45に切ら

れ、弥生時代の遺物包含層を切っている。 1号方形周濤墓とほぼ同一の方向を向くものと考えられ、方形の周濤の

南側のコーナー部分が検出されている。1号方形周濤墓 と同様に耕作等による削平が進んでおり、保存状況は悪 く、

周濤の底面付近だけが残る。またコーナー部の北西寄 りの部分は、SD-45に切られているために、周濤底面の内側

と外側の壁面付近が残るだけである。

周濤の壁面は、 1号方形周濤墓と同様に、内側は直線的に掘られているのに対し、外側は出入 りが大きく、深さ

も一定していない。底面付近での濤の幅は、南西辺が南東辺より広 く掘られており、それぞれの最大幅は5.Omと 2.4

mである。周濤の検出部での方向は、南西辺の内側の壁面でN-44° 一W、 南東辺の内側の壁面でN-56° 一Eを 示し、
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種 男」 器   種

出 土 地 粛 法    量 特   徴  。 備   考
分  類 時  期 写真図版

地 区 遺 檎 層  位 取上番号 器高 回径 底径 外 面 内 面

1 I-11 陶  器 悟   鉢 ⅥIA区 層 ロクロ調整、鉄釉    |ロ クロ調整、鉄釉 堤  焼 近  世 234-10

2 弥生土器 壷 ⅧA区 層 弥生中期 174-18

3 弥生上器 一望 ⅥIA区 層 弥生中期 174-19

B― 弥生土器 重 ⅧA区 層 弥生中期 174-20

5 8- 37 弥生土器 貢 ⅦA区 層 弥生中期 174-21

6 8- 弥生土器 鉢 ⅧA区 層 弥生中期 175-18

7 B― 弥生土器 鉢 ⅧA区 糧 弥生中期 175-19

8 8126 弥生土器 鉢 ⅥIA区 層 弥生中期 175-209

9 弥生土器 甕 ⅥIA区 層 弥生中期 177-9

B127 弥生土器 甕 ⅥIA区 層 弥生中期 177-10

弥生土器
ミニナュア
土   器

ⅥIA区 1層 弥生中期 177-18

第368図 Ⅶ区 I層出土土器
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&       東

&4芦

1

理     東

」
m

層 No 土 色 土   質 そ 他

1 10YR2/2黒褐色 シル ト質粘土
灰黄褐色粘上を少量霜降状 に含む。
土器片を多量 に含む。

2 10YR3/1黒褐色 粘 土
灰黄褐色粘上のプロックを多量に含む。
遺物 を含む。

第370図 SD-42方形周溝墓土層断面図
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番号

録

号

登

番
種 月」 器 種

出 土 地 点 法 量 特 徴 備 考
分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 底 径 外 面 内 面

1 C-136 土師器 鉢 ⅦA区 SD-42 土器 No l l12か 屎掃◆子らは表ラミガキ 1屎鍮父写ミ雰車 古墳前期 229-2

2 B-170 弥生上器 重 ⅥIA区 SD-42 四角文。地文 I 弥生中期 174-13

3 B169 弥生土器 一霊 ⅧA区 SD-42 層波文。地文 IIIC i 弥生中期 174-14

4 B-161 弥生土器 鉢 ⅥIA区 SD-42 層波文。地文Ⅷ i 弥生中期 175-13

5 B-162 弥生上器 鉢 ⅧA区 SD-42 層波文A2V。 地文Ⅷ i 弥生中期 175-14

6 B-164 弥生土器 鉢 ⅥIA区 SD-42 層波文A2V。 地文 I 弥生中期 175-15

7 B-163 弥生土器 鉢 ⅦA区 SD-42 層波文。 弥生中期 175-16

8 B-165 弥生土器 鉢 ⅧA区 SD-42 層波文。地文 I 弥生中期 175-17

9 B-167 弥生土器 甕 VⅢA区 SD-42 平行直線文 (9)。 弥生中期 177-5
B-166 弥生土器 憂 ⅧA区 SD-42 層波文。地文 I 弥生中期 177-6

lユ B-173 弥生土器 養 ⅧA区 SD-42 列点文。地文ⅣB�。 弥生中期

12 B-171 弥生土器 甕 ⅦA区 SD-42 列点文。地文Ⅳ B� 。 弥生中期

13 B-172 弥 生土器 事 ⅥIA区 SD-42 列点支 ^JIVttIIICi前 弥生中期

第371図  1号方形周溝墓 (SD-42)出 土土器
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Ⅷ 霰
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SD-45。 47

層 Na 土 色 土   質 そ 他

10YR3/4暗  褐 色 耐耕作土

SD45-2 10YR3/3暗  褐 色 粘土質シルト 締まりが非常に強い

SD47-2 10YR3/1黒  偶 色 シル ト質粘土 弥生■器・石器を多 く含む。締 まり強い。

10YR3/1黒  褐 色 シルト質粘上 チ拶倦斜
離ゝ色ンルト鮒上のカッ

10YR2/1黒    色 粘土質 シル ト 弥生土器・石器を多量に含む。

10YR4/1褐  灰 色 シル ト質粘土 弥生土器・石器を多量に合む。

※ 1,SD-471は Ⅵib区北壁東半部断面図参

中

号

図

番

録

号

登

番
種 別 器種

出 土 地 点 法 量 特  徴 ・ 備  考
分 類 時  期 写真図版

地 区 通 構 層位 取上番号 器  高 口 径 底 径 外 面 内 面

土 師 器 霊 ⅧB区 窪欝:チヤケチヽ体部:ハケメ
頸部 :ハ ケメ、体～底部 :ハ ケメ 古墳前期 229-9

弥生土器 茎 lIB区 交瓦刺突文。 弥生後期

B123 弥生土器 蔓 錨形文。地文 I 弥生中期

弥生土器 鉢 VIB区 層波文。地文 I 弥生中期

弥生土器 弱 列点文。地文mcui。 弥生中期

第373図  2号方形周溝墓 (SD-47)出 土土器



南西辺の内側の壁面の方向は、 1号方形周溝墓の南西壁面の方向と一致する。周濤の規模は不明であるが、検出部

分の長さは、南西辺の外側が4.8m以上、内側が1.7m以上、南東辺が外側が2.7m以上、内側が1.4m以上である。

周濤の残存部の深さは、深いところでは27cm程残るが、15cm以下の所が大部分である。周濤の断面形は浅い逆台形

を呈し、底面は若子の凹凸はあるがほぼ平坦である。堆積土はB区の北壁断面では4層に分けられ、このうち第367

図に図示したB区東壁断面位置には 2・ 3層が分布する。4層の堆積土はいずれも黒褐色のシル ト質粘土層で、 1・

2層 には多量の弥生土器 と石器を含み、下層の 3・ 4層にはにぶい黄橙色のシル ト質粘上のブロックを多 く含んで

いる。

周溝からは 1号方形周濤墓と同様に弥生土器片が多量に出土 (第373図 2～ 5他)したほか、弥生土器片に混じっ

て、第373図 1に図示した土師器の壼が底面付近から出土している。この重は体部径に

'ヒ

較して大きめの台状の底部

を持ち、体部はやや偏平な球形を呈する。締まりのある頸部から口縁部にかけては緩やかに外反する。口縁部は欠

損する。器面は、かなり荒れているが、外面は底部から頸部に至るまでハケメ調整され、内面はヘラナデ調整され

ている。この壷に類似する土師器は、仙台市の安久東遺跡の方形周濤墓出土土器 (注 2)に類例が求められ、古墳

時代前期に位置付けられる。弥生土器は、桝形囲式のものがほとんどであるが、中には、弥生時代後期天王山式の

壷と考えられる破片 (第373図 2)も含まれている。

上器以外の遺物 としては、石鏃 (第380図 4・ 7・ 9・ 10)、 板状石器 (第381図 2・ 5)等の石器が出土している。

2溝 跡

方形周濤墓の周濤を除 く濤跡は、A区で 1条 とB区で 3条の計 4条が発見されている。

SD-43濤跡 Ⅶ B区の中央寄 りのⅢ層上面で発見された。他の遺構 との重複はない。検出部の軸方向はおよそ N―

20° 一Wである。濤の上幅は108cmで、深さは13cmを測 り、断面形は舟底形を呈する。堆積土は灰黄褐色粘± 1層で

ある。遺物は、弥生土器片が 5点出上している。

SD-44濤跡 Ⅶ B区の西端のⅢ層上面で発見された。他の遺構 との重複はないが、攪乱坑に切られている。検出部

の軸方向はおよそ N-58°一Eである。濤の上幅は70cmで、深さは10cmを測る。断面形は浅いU字形を呈する。堆積

土は 4層に分けられ、各層は連続して弧状に堆積する。遺物は弥生土器片 1点 と、土師器 と考えられる破片が 2点

出土している。

SD-45溝跡 Ⅶ B区東部を北東から南西方向に斜めに横断し、2号方形周濤墓 と弥生時代の遺物包含層を切る。検

出部の軸方向はN-73° 一Eである。濤の上幅は2.6～ 3.7mで北東側が広い。深さは23cmで、断面形は浅いU字形を

呈する。底面はぼ平坦で、底面の北東端 と南西端にレベル差はない。堆積土は4層に分けられる。遺物は、各層か

ら、多数の弥生土器片と少数の上師器片および石器の剣片が出上したほか、 2層中からは施釉陶器の小片が出上し

ている。

SD-46濤跡 Ⅶ A区の北部のⅢ層上面で発見され、1号方形周滞墓に南部を切 られている。北側は浅 くなって立ち

上がる。濤の軸方向はN-47° 一Wである。濤の上幅は49～ 77clnで、深さは 7 cmである。断面形は浅い舟底形を呈す

る。堆積土は黒褐色粘土質シル ト1層である。遺物は、弥生土器片が35点出上している。

3 土 坑

土坑はA区で 2基検出されている。

SK-51上坑 Ⅶ A区の南部、自然堤防の南端近 くで発見された。遺物包含層を切って掘られている。平面形は南東

辺に出入 りのある不整な楕円形を呈し、長軸の方向はおよそ N-30°一Eである。大きさは、長軸283cm・ 短軸190cm

を測る。深さは中央部で23cmあ り、北側はこれより浅い。断面形は浅い舟底形を呈する。堆積土は炭化物を含む黒
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SD-43

層 No 上   色 生   質

10YR3/3暗  褐 色 粘上質 ンル ト 畑耕作土

I-2 10YR3/4暗  褐 色 粘土質シルト 畑耕作上下部

10YR2/3黒  褐 色 シル ト賀粘土 境乱層

10YR4/2灰 責 褐 色 粘     土

SD-45

層 Nd 土   色 土   質 そ   の   他

10YR4/4褐    色 シ ル  ト 耕作土層下部に類似

10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シル ト

3 10YR4/2灰 黄 褐 色 粘土質ンル ト 酸化鉄を霜降状に含む

10YR4/2灰 黄 褐 色 粘土質シル ト 明黄褐色粘上のプロックを多く含む

SD-44

層 醜 上   色 土  質 他

10YR4/3によい黄褐色 ンル ト質粘土

10YR6/3にぶい黄橙色 シルト質粘土 上器片を数点含む

3 10YR4/2灰 黄 褐 色 シル ト質粘土

iOYR5/4に よい黄褐色 シルト質粘土 灰黄褐色ンルト質粘上のプロックを少量含む

SD-46

層 No 土   色 土  質 そ   の   他

10YR2/3黒  褐  色 粘土質ンルト におい黄橙色粘上のプロックを合む

466

第374図 Ⅶ区溝跡実測図 (SD-43・ 44・ 45。 46)



褐色の粘土質シル ト1層で、層中からは上部から底面に至るまで多量の弥生土器を主とする遺物が出土している。

SK-51土坑から出上した遺物は、ほとんどが弥生土器である。接合によつても完全な形に復元できたものはな

い。器形としては壷 。鉢・甕・蓋などがある。図化したものを第376・ 377図に図示した。弥生土器の大部分は、細

沈線による山形文ないし連弧文およびこれに伴う磨消縄文または充娯縄文などの装飾文様で、文様や器形の特徴は、

Ⅷ・Ⅸ区出上の桝形囲式の上器群 と共通するが、中には第376図 1～ 3の ように、日緑部に粘土帯を張 り付け、日唇

部に連鎖状に剌突文を付し、日縁直下には粘土紐を張り付けて、これに交互剰突をして模様を形成している弥生土

器片も出土している。この土器については、 2号方形周濤墓出土の破片 (第373図 2)と ともに弥生時代後期の天エ

山式に位置付けられる。弥生土器以外には、石錐 (第380図 14)、 板状石器片 1点 (第381図 1)や石器の剣片が 6点

出土している。

SK-52土坑 Ⅷ A区の中央部で弥生時代に形成された遺物包合層を除去したⅢ層上面で検出された。平面形は不

整な隅丸長方形をを呈し、東西長軸108cm・ 南北短軸90c14を測る。深さは中央部で12cmあ り、北西側はこれより1段

浅 く掘られている。東西方向の断面形は浅 く、不整なU宇形を呈する。堆積土は黒福色の粘土質シル ト1層である。

遺物は出上していない。

4 遺物包含層

遺物包含層は、A区では1号方形周濤墓の北西辺以南の調査区北部から南部に、B区ではSD-45以南の調査区商

半部に分布する。Ⅶ区の位置する自然堤防にあってはその高側三分の一の地戯を占める。B区の東部の包含層は西

側に移行するにしたがって次第に薄くなり、B区の中央 (Y=9.070血)付近を境として、これより西の地域には分

布しないものと考えられる。A区の東側では、遺物包合層はさらに東方にのびていると考えられるが、ⅥI区から約

X=-195396

X=-195.387

B SK-52

■5、40m

SK-51

Ｂ
引

Ａ
ト

Y=9`100

Y=9.103

SK-51

層 Na 土   色 上  質 そ    の    他

10YR3/1黒 褐色 粘土質 シル ト 浜花協蓬孝魯と年生緊沖考多三足誉

`:合

む。

SK-52

層 NQ 土   色 杷

10YR2/3黒 褐色 粘土質ンル ト I黙拌露暮arル
ト質粘土のプロックを含む。

第375図 ⅥIA tt SK-51・ 52実測図
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番号

録

号

登

番
種 房」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B-190 弥生土器 壷 ⅥIA区 SK 51 交瓦刺突状の文様。地文Ⅷ i 弥生後期 174-1
2 B-189 弥生土器 一望 ⅥIA区 SK 51 交瓦刺突状の文様。地文Ⅷ i 弥生後期 174-2
3 8191 弥生土謡 重 ⅥIA区 SK 51 交瓦刺突状の文様。地文 llU l 弥生後期 174-3
4 B197 弥生土器 打迎ヨ ⅧA区 SK-51 地文 I 弥生中期 174-5
5 B-182 弥生土器 圭璽 ⅥIA区 SK 51 地文 Vl i 弥生中期 174-4
6 B-193 弥生上器 壷 ⅦA区 SK 51 (204) 地文 I 弥生中期 174-6
7 B-178 弥生土鶏 高郷 ⅥIA区 SK-51 層波文A2U。 地文 Vm i 弥生中期 177-12

8 8-198 弥生上器 鉢 ⅥIA区 SK-51 7 7 地文 lll i 弥生中期 175-1
9 B-179 弥生土器 鉢 141A区 SK-51 層波文。 弥生中期 175-3

B177 弥生土器 鉢 ⅦA区 SK 51 層波文A2V。 地文 ll i 弥生中期 175-4
B-196 弥生土器 鉢 14A区 SK 61 (76) 層渡文BlV。 地文Ⅷ 弥生中期 175-2
B-199 弥生土器 甕 ⅧA区 SK 51 (133) 層波文A2V。 地文 ll 弥生中期 176-5
B-202 弥生土器 甕 VHA区 SK 51 (106) 層波文A2V。 地文 VIl 弥生中期 176-4
B-180 弥生土器 華 ⅧA区 SK 51 平行直線文 (5)。 弥生中期 177-3
B181 弥生土器 褻 VⅢA区 SK 51 平行直線文 (3)。 地文マメツ。 弥生中期 177-4

第376図 ⅥIA tt SK-51出 土土器 1



60m離れたV区 までは至っていないので、この間の自然堤防部の幅が広い部分に分布 しているものと考えられる。

遺物包含層の範囲は、自然堤防の南側に沿って、幅10m前後で東西50～70mの範囲に分布するものと推定される。

遺物包含層は、Ⅷ区の上層断面図でH層にあたり、厚さはA区の中央で25cm、 B区東部南壁中央付近で 5～15cm

を測る。包含層はa層 。b層 。C層の 3層 に細分された。 a層 は、締まりの強い黒色の粘土質シル トで、弥生土器

と石器を多量に含む。 b層は、黒褐色ないし褐灰色のシル ト質粘土層で、弥生土器 と石器を多量に含む。 C層は、

'2

く

＝

〃

i手,イを
'移

0                      10cm

図中

番号

録

号

登

番
種 男J 器種

出 土 地 点 法    量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 弥生土器 甕 VHA区 SK-51 列点文。地文ⅣA�。 弥生中期 176-6
2 B-192 弥生上器 ⅦA区 SK-51 15 6 地文 IIICi�。 弥生中期 176-2
3 弥生土器 甕 ⅦA区 SK-51 弥生中期

弥生上器 菊 ⅦA区 SK-51 列点文。地文ⅡIC� 。 弥生中期

5 弥生土器 甕 ⅦA区 SK-51 列点文。地文 ■ i 弥生中期

6 弥生土器 奏 VHA区 SK-51 列点文。地文 I 弥生中期

7 弥生上器 整 ⅦA区 SK-51 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期

8 弥生土器 ⅥIA区 SK-51 列点文。地文 I 弥生中期

9 B-188 弥生土器 霊 ⅦA区 SK-51 列点文。地文 IIIC� 弥生中期
B-195 弥生土器 重 ⅦA区 SK-51 54 弥生中期 177-13
B-200 弥生土器 蓋 ⅥIA区 SK-51 76 55 層波文A2U。 地文Ⅷ i 称生中期 177-14

第377図 Ⅶ Att SK-51出 土土器 2



黒褐色ないし灰黄褐色のシル ト質粘土または粘土質シル ト層で、地山起源のにぶい黄褐色のシル ト質粘上のブロッ

クを多く含む。これらの遺物包含層については、土層を除去する過程において第385図 に示したような小濤状遺構群

が検出されていることや、出土する土器は細片が多 く、一括廃棄された状態で出土する土器が少ないことから、遺
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9

中

暑

図

送

録

号

登

番
種 男」 器種

出 土 地 点 法 重 特 徴 。 備 考
分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口  径 底  径 外     面   1  内  面

1 C142 土師器 甕 VHA区 IIb層 口縁 ハ ケ メ 口縁 ヨコナデ 古墳前期

2 C-143 土師器 甕 Ⅷ A区 IIc層 口縁ハケメ 回縁 ヨコナデ ? 古墳前期

3 B-130 弥生土器 壼 Ⅷ B区 H層 交瓦刺突状の文様。地文Ⅷli 弥生後期 174- 7

4 B-152 弥生土器 高不 Ⅶ A区 IIb層 層波文A2U。 地文 IIIC� i。 弥生中期 177-11

5 B-149 弥生土器 壷 VHA区 Ha層 同心円文or渦 文。地文 I 弥生中期 174- 8

6 B■ 48 弥生土器 壷 Ⅶ A区 Ha層 四角文。地文ⅧI 弥生中期 174-9

7 B-160 弥生土器 一璽 Ⅶ A区 IIc層 菱形文。地文 I 弥生中期 W4-10
8 7 弥生土器 鉢 VnA区 II a層 層波文。地文ⅥI 弥生中期 175-5

9 B― 弥生土器 鉢 VttA区 II a層 層波文。地文Ⅵ‖ 弥生中期 175-6

B― 弥生土器 鉢 ⅦA区 IIb層 層波文。地文マメツ 弥生中期 175-7

B― 53 弥生土器 鉢 ⅦA区 IIb層 層波文。地文Ⅷ i 弥生中期 175-8

B― 弥生土器 鉢 Ⅷ A区 IIb層 四角文、地文VⅢ i 弥生中期 175-9

B― 弥生土器 鉢 VHA EXI Hc層 四角文。 弥生中期 175-10

B― 弥生土器 鉢 Ⅷ A区 IIb層 (62) 平行直線文 (3)。 地文Ⅷ i 弥生中期 175-■

弥生土器 甕 VH B区 ■層 弥生中期 177-1

B― 弥生上器 甕 ⅥI B区 ■層 弥生中期 [77-2

B― 弥生土器 菱 VW B区 ■層 平行直線文 (3)。 弥生中期 177-8

B― 57 弥生土器 甕 Ⅶ A区 Hb層 平行直線文 (2)。 地文ⅣCi 弥生中期

B― 弥生土器 甕 VHA区 IIb層 列点文。地文 I 弥生中期

B― 弥生土器 獲 VW B区 ■層 列点文。地文 HIChi。 弥生中期

8- 弥生土器 甕 ⅦI B区 II層 列点文。地文 I 弥牛中jtJ
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物包含層の形成後、古い時代からの攪乱を受けているものと判断される。

出土遺物は、弥生土器 と石器が主体を占めるが、土師器 も数点出上している。弥生土器は、SD-47濤跡(2号方

形周濤墓)や SK-51土坑等と同様に、細沈線による山形文ないし連弧文・方形区画文およびこれに伴 う磨消縄文ま

たは充填縄文などの装飾文様や、平行沈線文の上器が主体を占め、文様や器形の特徴は、ⅦI・ Ⅸ区出上の弥生時代

中期桝形囲式の上器群 と共通するもの (第378図 4～21、 第379図 1～ 8)がほとんどであるが、後期天王山式の上

器片 (第378図 3)も 1点出上している。弥生土器は、ほとんどが小破片であるために器形全体の明らかなものは少

ないが、器種 としては、桝形囲式の上器には高邪・壷・鉢・甕 。蓋・ ミニチュア土器など、各種の器形が揃ってい

る。これに対 して、天王山式の上器は、壼と考えられる器種の破片だけが出土している。

石器は、石鏃 (第380図 2・ 3・ 6・ 11・ 12)、 二次力日工のある剣片 (第380図 16)、 板状石器 (第381図 4・ 8～ 10)、

石鍬 (第381図 7)、 敲石 (第382図 2・ 4)、 磨石 (第382図 5～ 7)、 石庖丁 (第383図 1～ 4、 第384図 1)のほか、

剣片も多数出上している。石庖丁には、未製品も含まれている。

上師器は、第378図 1・ 2に図示した甕の体部上端から口縁部にかけての破片のほか、体部片が数点出土 している。

2点の甕片は、器壁が薄い作 りで、体部上端が強 く括れ、口縁は外反する。体部上端 と口縁の境は「 く字」に折れ

て、内面は角がついて稜が形成されている。口縁部の調整は、内面はヨコナデ調整されているが、外面は細かなハ

ケメ調整が残る。時期的には、古墳時代前期の塩釜式期に相当するものと考えられる。

堆積状況や出土遺物から、Ⅷ区の遺物包含層については、弥生時代中期の桝形囲式期に形成され、その後弥生時

代後期から古墳時代前期にかけて最初の攪乱を受けたものと理解される。

≦ 5巡 6 0                      10cm

び羽

図中

番号

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法   量
特  徴 備  考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 回 径 底 径

1 弥生土器 甕 ⅦB区 H層 21 0 平行直線文。地文IVD� 弥生 中期
2 弥生土器 羹 ⅥIB区 ■層 17 8 7封 列点文。地文Ⅶl i 弥生 中期 176-3
3 B-151 弥生土器 蓋 VⅢA区 IIb層 (43) 56 弥生 中期
4 弥生土器 ニチュア土器 ⅥIA区 IIb層 (48) 54 平行直線文 (2)。 地文Ⅷ i 弥生 中期 177-15
5 弥生土器 ミニチュア高郭 ⅥIA区 IIa層 (34) 平行直線文 (4)。 弥生 中期 177-16
6 B145 弥生土器 ミニチュア高不 ⅥIB区 II a層 (27) 30 に線文 。 弥生 中期
7 弥生土器 ミニチュア上器 VHA区 IIa層 23 弥生 中期 177-17
8 B-142 弥生土器 ミニチュア土器 ⅥIA区 IIa層

弥生中期

第379図 ⅥI区遺物包含層 (H層 )出土土器 2
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図

番

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素   材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層 位 取上番号 全 長 厚  さ 童  量

1 K-109 石器 石鏃 Ⅵ随 SD-42 5 5 玉 髄 242-12

2 K-117 石器 石鏃 Ⅵ醒 H層 07 7 玉 髄 弥 生 242-15

3 K-99 石器 石鏃 VI座 Ha層 0 黒  曜  石 弥 生 242-18

4 K-125 石器 石欽 VI醒 SD-47 4 04 0 流  紋  岩 242-3

5 K-108 石器 石鏃 Vl醒 SD-42 2 7 11 04 07 石英安山岩質
凝  灰  浩

243-8

6 K-116 石器 石鏃 Ⅵ醒 II層 11 玉 髄 弥 生 242-2

7 K126 石鶏 石 鏃 ⅥB区 SD-47 11 玉 籠 242-4

8 K-107 石器 石鏃 Ⅵ出区 ガヽ濤H 4 1 2 玉 髄 242-28

9 K124 石器 石鏃 ⅦB区 SD-47 16 03 珪 化 凝 灰 岩 242-20

K127 石器 石鏃 ? Ⅶ日丞 SD-47 8 玉 髄 242-22

K102 石器 石鏃 ? Ⅵし

'寸

εζ IIb層 19 14 流  紋  岩 弥 生 243-23

K-101 石器 石鏃 ? Ⅵ躯 Hb層 16 5 玉 髄 弥 生 243-21

K l10 石器 石匙 Ⅵ腿 SD-42 埋 土 5 玉 髄 244-■

K-106 石器 石錐 Ⅵ肛 SK-51 I鱈 6 頁 ］石 244-1

K-89 石器 不定形石器 ⅥA区 I層 4 12 微細剣離痕あ り、 2次加工 あ り 流  紋  岩 245-6

K-97 石 器 不定形石器 Ⅵ睡 II a層 9 12 18 2 2次加工あり 流  紋  岩 弥 生 245-4

第380図 Ⅶ区出土石器 1
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図中

番号

登 録

番  号
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴  ・  備  考 素  材 時 期 写真図版地 区 遺 構 層 位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 K-105 石器 板状石器 Ⅷ躯 SK-5] 43 08 下側縁両面に光沢面 安  山  岩 258-2
2 K128 石器 板状石器 V旺 SD-47 21 06 刃部片、下側縁両面に磨面、光沢面 安  山  岩 258-3
3 K-111 石器 板状石器 Vi14M SD-42 57 下側縁両面に光沢面、b面 に磨面 安  山  岩 258-4
4 K-98 石器 板状石器 W旺 II a層 30 8 下側縁両面に光沢面、下側縁一部 に磨面 安  山  岩 弥 生 258-6
5 K-129 石器 板状石器 VIBI SD-47 6 下側縁両面に光沢面、部分的な 2次 加工 安  山  岩 258-5
6 K-90 石 器 板状石器 ⅦIAS I層 119 6 1735 下側縁両面に光沢面、b面 に磨面 安  山  岩 258-10
7 K95 石器 石鍬 ? W租区 ■ a層 11 2 253 8 安  山  岩 弥 生 259-3
8 K-121 石器 板状石器 V睡 ■層 7 刃部 2次加工 安  山  岩 弥 生 258-7
9 K-119 石器 板状石器 Ⅵ醒 H層 8 158 7 安  山  岩 弥 生 258-3

K-120 石黎 板状石器 llBI ■層 113 3 154 4 刃部 2次加工、微細劉離痕 安  山  岩 弥 生 258-9

第381図 ⅥI区出土石器 2
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図
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録

号

登

番
翻 J 器  種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層 位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 K-91 石 器 磨・凹・散石 WDAE I層 57 547 3 磨―片面 (反対面)両側面、凹―片面、
敲―一端

石 英 安 山 岩 259-6

2 K-104 石器 改石 WUAE Hb層 43 428 5 敲―一端
火山礫石英安
山岩質凝灰岩

弥 生 262-1

3 K-114 石 器 敲石 WDAE 働 -42 67 多面体の敲石
珪化石英安山
岩 質 凝 灰 岩

262-3

4 K-96 石器 改石 WTAE Ia層 11_2 57 46 336 4 敲―片面、一端、 フレている 石 英 安 山 岩 弥生 262-2

5 K-123 石器 磨 石 WBE ■層 74 77 236 2 磨―両面、側面は加工されている、フレ
ている 安  山  岩 弥 生 260-12

6 K103 石器 磨石 W腿 ■ b層 13 磨―片面 砂 岩 弥生 260-13

7 K-122 石器 磨 石 W匪 I層 603 4 磨―片面 砂 岩 弥 生 260-11

第382図 ⅥI区出土石器 3



5 小溝状遺構群

遺物包含層の除去過程で発見されたが、遺構の明確な輪郭はⅢ層上面で検出された。 1号方形周濤墓の区画内で

だけ検出された。遺構の範囲は、南北7.5m東西4.5mである。遺物包含層及び SK-52を切る。 1号方形周濤墓と

図中

講

録

号

登

番
醐 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 素   材 時 期 写真図版地区 遺 構 層 位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重 量

l K報 石 器 石冠了 電A湿 IIa層 9 5 未製品 絹 雲 母 片 岩 弥 生 248-2
2 K94 1石器 石庵丁 HAD Ia層 3 42_ 未製品 絹 雲 母 片増 推 248-3

K-l13 石 轟 石癒丁 電B握 H層 7 35, 未製品 網 雲 母 片 差 弥 生 248-4
麹 K型 石鶏 石疱丁 Ⅵ趣 Ha層 5 絹雲母こ期帯 弥 生 247-5

第3鶴図 ⅥI区出土石器 4
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図
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番
種別 器  種

出 土 地 点 法   量
特  徴  ・  備  考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚  さ 重  量

I K-100 石 器 石庖丁 Ⅲ層上面
層

‐
ａ３
配

Ⅷ
上 11 1 0 緑 泥 片 岩 弥生

2 K l12 石 器 石庖丁 ⅧA区 SD-42 哩 土 9( 1 絹 雲 母 片 差

第384図 Ⅶ区出土石器 5

の直接の重複関係はないが、周濤の堆積土上

面に小濤状遺構の輪郭が及ばないことから方

形周濤墓の方が新しい遺構であると考えられ

る。

小濤状遺構群は軸方向によって 2群に分け

&nmゴ

られる、第 1群は第386図のA～ Dの 4条で、 540m

北東から南西方向を向くものである。第 2群

は第385図 のE～Hの 4条で、北西から南東

方向を向くもので、両群は互いに直交する。

両群には重複関係があり、第 1群が第 2群を

第 5表 小溝状遺構群計測表

第385図 小溝状遺構断面図

(cm)

溝番号 方    向 溝幅 (平均 ) 深  さ 隣接溝 までの距離 隣接溝 との心芯距離

A N-44° 一E 20-32(25) 3-4 A― B 107ヘレ123 A～ B

B N-42・ ―E 18^ヤ 46 (26) 2-35 B^ヤ C  98～ 112 B～ C  130

N-43・ ―E 23^ヤ 27 (24) 4-5 C～ D 96～ 127 C～ D 125～156(136)

D N-48° 一E 24～ 34(31)

E N-45° 一W 27～ 30(30) 4-5 E― F l13-114 E～ F 136-141(140)

F N-46° 一瓢「 18～ 35(30) 2-6 F～ G 100-125 F～G 127～150(139)

N-49° 一M「 20-34 (30) 3-5 C～H l19～ 127 G～ H 137～ 156(146)

H N-46° 一M「 20-31 (26) 3-7
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切っている。第 1群の方向はN-42～ 48°一Eで、各濤の中心の間隔はA-124-B-130-C-136-D(c14)で ある。

第 2群の方向はN-45～ 49° 一Wで、各濤の中心の間隔はE-140-F-139-G-146-H(cm)で ある。濤の上面

の幅は第 1・ 2群 とも18～46cmの範囲にあり、平均的な幅は24～ 31clnで ある。濤の深さは、検出面から2～ 7 cmで

ある。第 1群 と第 2群の小濤状遺構群を比較すると、方向は異なるが、濤の幅と間隔には類似性が認められる。

Pit73
A

540m引

X=-195505

Y=91100

Ｐ８５（″艤）Ｐ８３

①
Ｐ８３

◎
Ｐ８６

⑥
Ｐ８７

Pit73

層 醜 土   色 土  質 そ 他

iOYR4/2灰 黄褐色 粘 土 炭化物を多量に含む (柱痕跡)

10YR7/3に ぶい黄橙色 粘 土 少量の炭化物と多量の上器片を含む (掘 り方理■)

第387図  III層上面検出ピット実測図



しかも両群はほぼ直角に交差していることを考慮すると、一定の計画のもとに同一の人物あるいは集団によって掘

肖Jさ れたことが推定される。

遺物は、弥生土器及び弥生土器と思われる破片 (第388図 1他)が多数出上しているほか、石鏃 (第380図 8)や

石器の劉片が出上している。明確に上師器と認識できる土器片はない。

Ⅷ区検出のこのような小規模な濤が群をなして構成される遺構は、仙台市内では六反田遺跡 (注 3)。 南小泉遺跡

(注 4)・ 下ノ内浦遺跡 (注 5)。 下ノ内遺跡 (注 6)・ 山口遺跡 (注 7)。 富沢遺跡 (注 8)な ど、沖積地に立地す

る古墳時代から平安時代にかけての遺跡で発見され、その遺跡数は20カ 所を超えている(注 9)。 遺構の性格 として

は「畠の畝を作る際の掘削痕跡」ないし「畠を起耕 (天地返し)した際の痕跡」など、畠跡に関係する遺構の可能

性が考えられていたが (注 10)、 1994年 に下ノ内浦遺跡において、畠跡が畝の高まりとして検出され、その下層から

「小濤状遺構群」力ゞ検出されたことから、「/Jヽ濤状遺構群」力S「畠跡の耕作痕跡」で有ることがはじめて確認された

(注 11)。 したがって、本遺跡の小濤状遺構群も畠跡の耕作痕跡 と考えられる。小濤状遺構群の形成時期は、弥生時

代後期の上器片が出上した基本層 2層の遺物包含層を切 り、古墳時代前期の方形周濤墓より新しいことから、弥生

時代後期以降古墳時代前期以前と考えられる。さらに、中在家南遺跡では弥生時代後期の遺物の出上が極めて少な

いことを考慮すると、小濤状遺構群は古墳時代前期に形成された可能性の方がより高いものと推定される。

蒻 尚
1 ＼

３ａ
=ミ言R学

0                          10cln

図 中 録

号

登

番
種 別 器種

出 土 地 点 法   量
特  徴 備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 口 径 底 径

1 弥生土器 壷 ⅧA区 」帥 錨形文。地文Ⅷ i 弥生中期 174-15

2 弥生土器 一霊 ⅥIA区 渦文。地文 〕 弥生中期 176-16

3 B― 弥生土器 豆 ⅥIA区 Pit73 四角文^地文 I 弥生中期 174-17

4 弥生土器 襲 Ⅵ「A区 Ш層 土配 lB 地文Ⅷ i 弥生中期 176-1
B― 株牛上器 甕 VHA区 m層 土配 lA 地文マメツ。 弥生中期

第388図 小溝状遺構群 ビッ ト・ III層上面出土土器



6 ビッ ト

VII区のピットは、H層の遺物包含層を除去したIII層 上面で検出された。A区では中央部に集中し、特に方形周濤

墓の区画内に多 く分布する。B区では調査区の西部南端で数個検出されているが、南壁にかかるピットはHa層及

びHb層からの掘 り込みである。A区のピットについてもⅡ層から掘 り込まれたものも存在した可能性があるが、

調査では確認できなかった。

A区のピットは35個 あるが、このうち柱痕跡を検出できたのは P73と P79の 2個だけである。相互関係は不明で

ある。また、他のピットについても相互関係・′
l■格等は不明である。

ピットからの出土遺物は、第388図 2・ 3の弥生土器片のほか、各ピットから数点から数十点の弥生土器片が出土

している。弥生土器以外には、P59。 P60。 P64か ら石器の剣片が各 1点出上している。

7 その他の出土遺物

これまでに述べた遺物のほかに、VII区 の 1層 (表土)中からは、多数の弥生土器片 (第368図 2～11)が出上して

いるほか、陶器の播鉢 (第368図 1)や、二次カロエのある剣片 (第380図 15)、 板状石器 (第381図 6)、 磨石。凹石・

敲石 として使用された礫石器 (第382図 1)がある。また、 1号方形周濤墓の周濤 (SD-42)で区画された内側部分

のⅢ層上面からは、弥生土器の甕の大型の破片 (第388図 4・ 5)が出上 している。

注 記

注 1 古川一明1983:「色麻古墳群」『宮城県営圃場整備等関連遺跡詳細分布調査報告書 (昭和57年度)』 宮城県文化財調査報

告書第95集

注2 土岐山 武1980:「安久東遺跡」『東北新幹線関係遺跡調査報告書 』宮城県文化財調査報告書第72集

注 3 田中則和1981:「 六反田遺跡発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第34集

佐藤 洋1987:「六反田遺跡」仙台市文化財調査報告書第102集

注 4 結城慎―・工藤哲司1978:「南小泉遺跡範囲確認調査報告書」仙台市文化財調査報告書第13集

工藤哲司1983

注 5 佐藤甲二1993

神成浩志1995

注 6 篠原信彦1982

注 7 中富 洋1991

注 8 工藤哲司1988

注 9 佐藤甲二1994

「南小泉遺跡」仙台市文化財調査報告書第52集

「下ノ内浦遺跡 第 4次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第173集

「下ノ内浦遺跡 第 5次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第202集

「下ノ内遺跡」『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報』仙台市文化財調査報告書第40集

「山口遺跡 第 9次・10次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第151集

「富沢遺跡 24次調査富沢中学校地区 発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第113集

「仙台市域の水田跡・畠跡・小濤状遺構群」F第 5回東日本の水田を考える会 資料集』

注10 注 3に同じ P,186

注11 佐藤甲二1993:「 下ノ内浦遺跡 第 4次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第173集
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第12章 Ⅷ区・Ⅸ区の遺構 と出土遺物

第 1節 調査区の位置と概要

Ⅷ・IX区は、中在家南遺跡の西部の河川跡にかかる調査区で、現状は標高4.9m前後の水田である。Ⅷ・IX区の北

側の自然堤防は、標高が5.5mで、現況の幅は30～35mある。自然堤防の中央を東西方向に縦断したⅥI区の調査では、

その東部において弥生時代中期の遺物包含層が検出されたことは前記したとおりである。Ⅷ oⅨ区付近の水田は、

現在幅が10～25mで東西にのびているが、かつては、水田の南側を通る道路や、その南側の畑地も水田であったと

いう。Ⅷ区の東部の水田は、南北幅が約40mあ ることから、元の水田の幅は40m前後あつたものと推定される。Ⅸ

区の西端から約50m西側で自然堤防は途切れ、その西側には仙台東郊条里跡となっている水田が広がっている。旧

地形の復元図では、Ⅵ区・ H区・Ⅷ区・Ⅸ区と続いてきた河川跡 (旧河道)は、中在家南遺跡の立地する自然堤防

が西側で途切れるところを巻 くように北側に大きく蛇行することが確認されている。

Ⅷ区は、区画整理街路荒井線 (幅12m)と 、これに自然堤防上でⅦ A区 として調査を行った南北方向の 6m街路

が、南にのびて区画整理街路荒井線と接続する部分の水田にかかる範囲に設定した南北に長い調査区で、南北約21

m。 東西約 9m・面積195m2で ある。Ⅸ区は、Ⅷ区の西にのびる区画整理街路荒井線に設定した東西に長い調査区で、

南北 6～ 15m。 東西約39m。 面積475m2で ぁる。Ⅸ区は、VII B区 と平行するような位置関係にある。Ⅷ区とⅨ区は、

当初は独立した調査区となっていたが、Ⅷ区・IX区 とも多量の遺物が出上したことから、両区の間 (Ⅸ D区)の調

査も行い、連続した調査区となった。なお、Ⅸ区については、第389図 のように、西からⅨ A区・IX B区・IX C区・

Ⅸ D区に分けて調査を行った。

Ⅷ区。Ⅸ区では、調査区の北部で河川跡の北岸 (泥炭質土壌堆積層の北岸)が検出されている (第389図 )力 、ゞこ

の北岸から現在畑地 となっている自然堤防面の立ち上がりまでの距離は、ⅦI区で 6m、 Ⅸ区で15m前後で、この間

がH区 と同じようにテラス状になっている。

Ⅷ・Ⅸ区の表土は、褐灰色の粘土からなる水田耕作土である。耕作土を除去した面で、泥炭質土壌堆積層と砂質

土壌堆積層の境が検出された。調査は、泥炭質土壊堆積層についてのみ行い、砂質土壌堆積層については、Ⅷ区の

東壁の際を、土層観察のために一部分深掘 りしただけである。

Ⅷ区の調査は、泥炭質土壌堆積層の 2層から15層 まで手掘 りで 1層ずつ除去しながら調査した。その結果、Ⅷ区

の 2層から9層 までの堆積層は、若千の上器の細片や数点の石器が出土するだけで、Ⅱ区やⅢ区のように多数の遺

物が各層から出土するような堆積状況 とはなっていなかった。そこで、Ⅸ区の調査に際しては、 1層から9層 まで

の堆積層はバックホーによる除去を行った。

第 2節 河岸部検出遺構

Ⅷ oⅨ区の泥炭質土壌堆積層の河岸線から調査区の北壁までの間の河岸部は、河川跡にかかわる堆積層である砂

質土壊堆積層にあたる。ⅥⅢo Ⅸ区の河岸部では、Ⅸ区で土坑が 1基検出されている。

SK-53土坑 Ⅸ区の西端部の河岸線上で発見された。遺構の上部には、9層以降の河川堆積土 (泥炭質土壌堆積層)

が被っている。平面形は不整な長楕円形で、長軸方向は北東から南西方向である。大きさは、長軸77cm。 短軸35cm。

深さ 8 cmを測る。断面形は浅いU字形を呈する。堆積土は、黒褐色上のブロックを含むにぶい責褐色のシル ト質粘

土層 1層である。堆積土中からは、弥生土器の甕の体部片が出土している。



第 3節 河川跡堆積土中の遺構 と遺物

1 河川跡の概要

中在家南遺跡VⅢ・IX区は、ⅥI区の南側に位置し、両調査区内では、北東から南西方向にのびている河川跡の北岸

から中央部にかけての部分が検出された。河川跡の南半部は、現街路及び区画整理事業対象範囲外であるために調

査は行われていない。河川明の検出部の最大幅は約15mであるが、未調査部を含めたⅧ・Ⅸ区の河川幅は、押口遺

跡や中在家南遺跡H区・II区の調査成果から、20m以上あるものと推定される。河チII跡 の現地表面からの深さは、

2.8mで ある。押口遺跡H区や中在家南遺跡H区・Ⅵ区の底面のレベル差は10cm前後である。断面形は、河ナ|1跡 の上

部ほど広がる舟底形を呈する。

河チII跡の堆積土 (泥炭質上壌堆積層)は、15層 を除 くと緩やかな弧状に堆積し、大きな乱れはない。15層 は後述

するように、細別層の変化 と、砂質土壌堆積層 (16層 )と の関係で込み入った堆積層となっている。また、Ⅷ区北

岸の16層上面では、地割れの痕跡も検出されている (第391図 の二層に相当)。

2層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構

2層 は、Ⅷ区では河川の中央部に分布するが、河岸斜面の上部から岸面にかけては、現水田に伴う耕作上に吸収

されたために存在していない。黒褐色の粘土層を基調とし、土色の若干の差異によって上下 2層に分けられるが、

H区・Ⅵ区の2層 と同様に、共に水田耕作土層と考えられる。

2層では、遺構は検出されていない。

2)遺 物 出土状況 と出上遺物

2層の調査を行ったⅦI区からの出土遺物は少なく、土師器と見られる磨滅した土器片 2点、回転糸切り底の須恵

器の邪片 1点、石庖丁の未製品の断片と考えられる石器片 1点が出上しているだけである。石庖丁の未製品は、全

面が剣離面の状態のものである (第395図 6)。

3層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構

3層は、水田耕作土となっている黒色の泥炭質粘土層 (3a層 )と 、その母材になった自然堆積層の黒褐色の泥炭

質粘土層 (3b層 )に分けられる。3a層は、河川跡の中央部から河岸斜面の中程にかけて分布するが、河岸付近は、

現水田の耕作による削平を受けている。層の下面は、耕作の掘削による大小の凹凸があり、深い所は5層や 6層に

達している。3a層の層厚は、河川跡の中央で20～ 25clnで、岸に寄るにしたがって削平を受けて徐々に薄くなってい

る。

3b層 は、河川跡の中央付近を中心に、3a層の水田耕作による掘削の影響の少なかったところに残存する。層厚は、

河川跡の中央部では 5～ 15cmで あるが、Ⅷ区の東壁付近では20cm前後の厚さがある。

3層に関係する遺構としては、3a層水田の畦畔痕跡 (擬似畦畔B)カミ検出されている。 (第393図 )
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第390図 ⅨD区南壁土層断面図 (部分)

層 詭 土 色 土  質 他

10YR4/1 褐 灰 色 粘 土 酸化鉄を霧降状に含む。粘性強い。現水田作土

10YR3/1 黒 褐 色 粘 倉起旅介房歩と,ラ憲馨

`:OYRI写

芹焦篭亀室拌!二

10YR1 7/1 黒   色 粘 土 諧澱畿委解観堤甥
'イ

獣ξ妹5輩
火

10YR3/2 灰 白 色 火  山  灰
3a層 本国作上による撹乱 を受ける。
撹乱のない部分では5cm前後堆積。

10YR2/1 黒   色 粘土 質泥炭 粘上分の強い薄層と葦等革本質の泥炭の薄層が交互
に堆積。

10YR2/2  黒 褐 色 泥炭質粘土 未分解の植物遺体 (草本類)を多 く含む。

iOYR3/2  黒 褐 色 泥 炭 質 粘 土 6層 より未分解の植物遺体の含有率が高い。

iOYR2/1 黒   色 泥炭質粘土 7～8層 よりさらに未分解の植物遺体の含有率力絹 い。

iOYR3/1 黒 褐 色 粘 土 未分解の檀物遺鉢 (草本)をわずかに含む。

10YR3/0 黒 褐 色 粘 上

未分解の植物遺体 (木本質)を少重含む。

菓公轟秀藉錫蓬煤を教含む薄層を縞状に含む。
25Y3/1  黒 褐 色 泥 炭 質 粘 上 直径05～ 5 cm程 度の技を多量に合む。

5Y3/2   オリーブ黒 粘 上 灸霧汚葬げ2歩真琶絡土を縞状に含む。
25Y4/2 暗灰黄色 粘 土 むび写9"留導や多多手あ婁を多く合む。

5Y2/1    黒 色 粘 む◆写ぐり物袢多姦ξお蟄骨等を多く含む。
河岸部では、炭片や砂を多く含む。

N15/0   黒   色 粘 上 75Y3/1オ リーフ黒色粒上を縞状に含む。

5Y2/1 黒 色 粘 土 15a′ 3に は、漸移的に変化する。

5Y2/1 黒 色 粘 土 質 泥 炭 径0 5clll以 下の校を多く合む。砂を含む。

5Y4/2  灰オリーノ色 粘 土 鰈岳警三諄舞纂警揺詳
5Y5/3  灰オリーブ色 粘 ■ 房評乗【ぞ言g争撫岳毛勇阜聾電羞身黍習弓解整
7 5CY5/1緑 灰 色 砂 礫は 5剛～100mIま で含むが、50m前後が平均。

層 沌 ■ 色 土   質 他

1(1) 10YR3/1  黒 褐 色 粘 酸化鉄を霜降状 に含む。現水田作上

10YR2/2 黒 褐 色 粘 土 酸化鉄・ マンガンを霜降状に含む。旧水日作土

10YR3/1 黒 褐 色 粘 土 酸化鉄・ マンガンを含む。河川中央部 に分布。旧水田作土

10YR2/1  黒   色 泥炭質・ 粘土 3b層 の泥炭、4層 の灰白色火山灰をプロック状に含む。10YR6/2灰 黄褐色粘上粒を多く含む。

10YR17/1 黒   色 泥炭質・ 粘土 灰自色火山灰、黒褐色粘上をノロック状に含む。旧水田作主

tOYR2/1  黒   色 泥炭質粘土 3b層の黒褐色泥炭及び 4層 の火山灰の大ブロックを含む。

10YR2/2 黒 褐 色 泥 炭 質 粘 土 (草本質泥炭 )

10YR8/3 浅黄橙色 火  山  灰 灰自色火山灰

10YR2/2 黒 褐 色 泥 炭 (草本質泥炭)

10YR3/2  黒 褐 色 泥 炭 質 粘 上 (草本質泥炭 )

(6a) 25Y3/1  黒 褐 色 泥炭質粘土 葦の地下茎を多量に含む。

2 5YR3/3暗 褐 色 泥炭質粘土 輩の地下茎を多量に含む。

25Y3/1  暗 褐 色 泥 炭 質 粘 土 葦の地下茎を多量に含む。

5Y3/1  オリープ黒色 泥 炭 質 粘 土

10YR1 7/1 黒   色 泥炭質粘土 河岸上部では9a～ 9bの 区分が出来なくなる

5Y2/2 オリープ黒色 粘 土 質 泥 炭

25Y3/1  黒 褐 色 粘土質泥炭

10YR6/3 にぶい黄橙色 粘 西壁寄りに分布

(9c) 25Y2/1  黒   色 粘 土 質 泥 炭

10YR3/1  黒 掲 色 粘 未分解の植物遺体 を含む。

IOYR2/3 黒 褐 色 粘土質泥炭

iOYR3/1 黒 褐 色 泥 炭 質 粘 土

10YR1 7/1 黒   色 粘 土 質 泥 炭 河岸上部では粘土 となる。

iOYR3/2 黒 褐 色 粘土質泥炭 革本質の泥炭、本片を少量含む。河底部では大小の木片を多量に含む。

10YR2/2 黒 褐 色 泥炭質粘土

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘 河岸部に薄 く分布。

25Y4/2 黒灰黄色 粘土質泥炭 木片を多量に含む。 (木本質泥炭)

75Y3/2 オリーノ黒色 粘 上 木片・クルミを多く合み。

10YR2/1  黒   色 泥 炭 質 粘 土

15a(河岸 ) 10YR2/1  黒   色 粘 植物遺体 を含む。灰黄褐色 ンル ト粒を多 く含む。

15a(河底) 7 5YR2/1 黒   色 泥炭質粘土 木片、土器、貝殻、骨を多く含む。

5Y2/1   黒   色 泥 炭 質 粘 土 土器、貝殻、骨を含む。

25Y3/1  黒 褐 色 粘上質シル ト 灰色 ンル トのプロックを多量に含む。

N15/0   黒   色 粘 土 未分解の植物遺体を含む。西壁側では各層が薄くなり分層困難。

2 5GY2/1 黒   色 粘 土 砂を少量含む。西壁側では各層が薄 くな り分層困難。

N2/O 色 粘 i質 泥 炭 西壁側では各層が藩 くなり分層困難。

25Y3/1  黒 褐 色 ンルト質粘土 炭片、主器を多量に含む。木片を含む。

IOY4/1   灰   色 砂 質 ン ル Ⅲ 炭化物粒を霜降状に合む。上器片を含む。

25Y3/1  黒 褐 色 粘 ユOY4/1灰色シルト質粘上の薄層を数条はさむ。炭片を多く含む。

二5ax3′ 2 5CyY4/1暗 オリーブ灰色 ンル ト質粘土 7 5GY4/1暗緑灰色シルトを霜降状に含む。炭片、員殻、骨、土器を含む。
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10YR5/4に ぶい黄褐色 ンルト質粘上 纂褐色上のプロックを少量含む。

第392図 SK-53実測図

2)水 田跡

3a層水田に伴う遺構としては、3b層上面で、3a層水田の

耕作の影響の少ない3b層が、帯状の畦畔痕跡として 2条検

出されている。 2条の畦畔はともに河川跡の中央付近に位

置し、流路と同じ方向に並んでのびている。北側の畦畔痕

跡は、幅40cln前後で、畦畔の北側は4層 となっている。

南側の畦畔は、検出部の中央でクランク状に折れ曲がっ

ている。畦畔痕跡の幅は60～75cmで ある。畦畔痕跡の南側は、

の間隔は、東部で2.7m、 西部で3.7mで ある。

3)遺 物 出土状況 と出土遺 物

X=-195520

|

Y=9095     o            5m

第393図 Ⅵ‖区3a層水田跡実測図

3a層の堆積が 1段深 くなっている。南北両畦畔痕跡

3層 も出土遺物は少なく、土師器 1点 と石器 1点及び材が 1点出土しているだけである。土師器はロクロを使用

していない鉢の破片で、内面は黒色処理されている。石器は、石錐である。不定型な鋼片の一端を加工調整して錐

部を作 り出したものであるが、先端部は折れて欠損してい

る (第395図 2)。

材は、両端を欠損する芯持の丸材で、一部に削り加工が

ある (第394図 1)。
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地 区 遺 糟 層  位 取上番号 全 長 厚  さ 重  量

1 K132 石 器 石鏃 IIl区 1層 05 07 頁 岩 243-4
2 K135 石 器 石鋒 Ⅷ 区 3a層 07 錐免欠損 流  紋  岩 244-6
3 K-133 石器 砥 石 Ⅷ 区 1層 21 1 砥 ―両面、両側面 石 英 安 山 岩 262-H
4 K-173 石 器 磨 石 Ⅸ 区 1層 515 7 石斧基部 を磨石に転用、磨 ―一端 石 英 安 山 岩 260-10

5 K-131 石器 石庖丁 VII区 1層 12 51 7 未製品 粘  板  岩 249-1
6 K-134 石 器 石庖丁 VII区 2層 未製品 結 晶 片 岩 249-2

第395図 Ⅵ‖・ IX区河サII跡 1・ 2・ 3層出土遺物

488



Y=9.●811 Y=9.090

Y=9.09o

材 3

木1~―
子

｀
｀ 材 1

X三 -195.550 和継 X=-195.550

Y=9.loo

0                          5m

抗 1 11

材10

材 5

X=-195.530

X=-195.540

益勇

と=9!070

。抗

Y=0.086 第396図 Ⅶ卜 IX区 10層遺物出上状況 (古墳時代中期)

489・ 49o



4～ 9層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上 の状 況 と検 出遺 構

4層の灰白色火山灰層は、3a層水田の耕作による攪乱を受けているが、河岸近 くを除 く河川跡全体に分布してい

る。層厚は 5c14前後である。

5層は、黒褐色の泥炭層で、河岸近 くを除 く河川跡全体に分布する。河川跡中央の 5層上部は粘上分が多 くなっ

ている (5′層)。 中央部の層厚は20cm前後である。

6層 は、黒褐色の泥炭質粘土を基調とするが、間に暗褐色の泥災質粘土層 (6b層 )を挟む部分があり、この層に

よって6a層・6b層・6c層 の 3層 に細分される。 6層の分布範囲の大部分は6c層が占める。層厚は10～ 15clnである。

H区やⅥ区では、 6層 と9層の間は、 7層 (オ リーブ褐色から灰オリーブ色の粘土層)と 8層 (黒色からオリー

ブ黒色の粘土層)が区別できたが、Ⅷ・Ⅸ区では、 6層 と9層の間に挟まれた上層を2層に区分することは困難で

あった。そこで、ⅥⅡ・Ⅸ区の 6層 と9層間の上層は、他地区との上層関係が分かるように「 7～ 8層」と命名して

調査した。 7～ 8層は、オリーブ黒色の泥災質粘土層で、河ナII跡のほぼ全体に分布する。層厚は10cm前後である。

9層は、河川跡の中央部から河岸斜面の上部まで広 く分布し、河ナII跡の中央部では 4層に細分される。河岸斜面

の上部では細分は困難である。細分層を合わせた 9層の層厚は、河チII中央で20～ 25cmである。

⇒ 杭1
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第397図 Ⅷ区河川跡10層杭列実測図



2)遺 物出上状況と出上遺物

Ⅷ oIX区の 4層から9層 までの間の上層中からは、全 く遺物は出上しなかった。

10層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構

Ⅷ・Ⅸ区の10層は、黒褐色を呈する土層で、河川跡全体に分布する。上質は上部が未分解の植物遺体を含む粘土

層 (10a層 )で、下部は泥炭質粘土層 (10b層 )である。層厚は、上下合わせて河川跡中央で30硼前後である。

遺構としては杭列力ゞ検出されている。

2)杭 列

10層の杭は、Vm区の東壁際で列状に並ぶ 7本の杭 と、Ⅸ区の西部 (IX B区 )で不規則に散らばる5本の杭がある

(第396図 )。 Ⅷ区の 7本の杭のうちの杭 6は、Ⅷ区10層杭 1～ 5を検出中に15層で発見されたもので、他の10層の

杭 とは時期を異にする。また、IX区の杭 5は、木錘状木製品が立った状態で埋まったものと判断された。

Ⅵl区 10層の 6本の杭は、河川跡の北側河岸斜面の中程に位置し、10層材10の北東側に、河川の流路に直交するよ

うに並んでいる。杭列の全長は検出部分で約 2mあ り、調査区外の河川跡中央に向かってのびている。6本の杭の

うち、杭 1-杭 2-杭 5(杭 4)一 杭 7は、約120cm・ 約■5cm。 約110cmの近似する間隔で並び、いずれも河岸から

川底方向にやや傾いて刺さつている (第397図 )。 また、これら5本の杭には、角杭ないし割杭が使用されていると

いう共通性が認められる。 6本のうち杭 3は、他の杭 と傾きが異なり、杭材 としては芯持丸材が使用されている。

Ⅷ区10層の杭材は、杭 とが、全長98.5cmの 断面形が四角形の角杭で、側面は全て割 り面のままである。先端は、

四面のうちの 1面が左右 2列に分けて削られており、幅はあるが鋭 く尖っている (第401図 1)。 杭 2は、多角形の

割杭で、側面の一部に加工がある。先端は、割 り面が三角形になった部分をそのまま利用している (第401図 3)。

杭 3は、全長114.2硼 の芯持の丸杭で、表面が焦げている。杭の先端は、対面する2面からの切断面がそのまま利用

されている (第401図 5)。 杭 4は、全長35。 9帥の角杭で、先端は折れ面である。杭 5の上部の破片の可能性もある

(第400図 6)。 杭 5は、全長71.3cmの 角杭で、先端は平坦に加工され、さらに先端部の 1面を全体的に削って段差

がついている (第401図 2)。 杭 7は、取 り上げなかったので細部は不明である。

Ⅸ区の杭は、杭 1が B区の西部に、杭 2～杭 5の 4本がB区の東部にややまとまって存在する。杭 2～杭 5の相

互関係は不明である。IX区 の杭材は、杭 1が、全長100.6帥 の側面に加工のある板状の角材で、先端は両側面から加

工されて尖っている (第402図 1)。 杭 2は、全長26.3cmの 芯持丸杭で、先端は焦げているが、加工したような痕跡

が残る (第402図 2)。 杭 3は、全長20.Oёmの芯持丸杭で、先端は焦げている (第402図 3)。 杭 4は、全長16.lcmの

芯持丸杭で、先端は3面から切断されて尖っている (第402図 4)。

Ⅷ区10層杭 6と して取 り上げた15層の杭は、半裁丸杭で、半裁した際に尖って割れた方を杭の先 としている。

3)遺 物 出土】犬況 と出上遺 物

Ⅵl・ IX区の10層 も、 2層から9層 と同様に、層厚の割に出土遺物が少なく、土器と木製品類などがまばらに出土

しているに過ぎない。出土位置は、河岸斜面の下位から河川跡中央にかけての部分からがほとんどで、河岸斜面か

らの遺物は少ない。

出土遺物には、土師器・石器・木製品・材がある。上師器は、第398図 に図示した壼 (1・ 2)と高杯 (3)。 小

型手握ね土器 (4)の ほか、破片が■点出上している。 1の壷は、底部が小さな平底で、偏平な体部に径の広い外



反する回縁が付 く。 2の壼は、上げ底気味の底部で、体部はやや偏平な球形を呈し、頸部は強 く萎む。口縁部は欠

損する。 3の高杯は、中空の脚筒部の中央がやや脹らみ、脚筒部と脚裾部の境は外に強 く折れ、脚裾部は広がって

いる。 4の小型手捏ね土器は、丸底の底部から頸部にかけて丸みをもって立ち上がり、肩部に張りをもつ。口縁部

は欠損する。 1～ 3の上師器は、南小泉式ないし引田式 (注 1)に属し、古墳時代中期に位置付けられるものと考

えられる。

石器は、石箆の刃部の破片が 1点出上している (第398図 5)。

木製品としては、農具直柄 と木錘状木製品が出上している。農具直柄 (第399図 1)は、全長30.6cm。 直径2.2cm

の芯無丸材である。残存部の片側が他方より細 くなっている。

木錘状木製品 (第399図 2)は、全長16.0。 直径6.Ocmの 芯持丸材で、両端は中央がわずかに尖るが、平坦に加工

されている。

材には、板壁の可能性のある複合材 (第399図 3)、 ホゾ穴のある建築材 (第399図 4)、 板材 (第400図 1他 L-888)、

角材 (第400図 2～ 4他 L-892・ 895・ 898)、 分割材 (第400図 5他 L-889・ 890・ 893・ 899)がある。板壁の可能性

のある複合材は、幅約20cmと 幅約30cmの板目板材を、樹皮紐と横木を使って横に組合わせたもので、残存長は90.8

餌、厚さ2.6硼である。側面を合わせた側の縁辺には、残存部で 3箇所に対になる長方形の孔が開けられている。孔

の間隔は34～35cmである。孔と孔を綴じた樹皮紐は、幅約1.5cmで 、素材は桜の樹皮 と観察される。横木の位置は、

短辺が残存する木口から1番目と2番目に開けられた縁辺の接合孔の中間に配置されている。横木の材は、全長28.2

cm、 幅2.9餌、中央部の厚さ1.8cmの 断面形が半円形の芯無材である。横木の端部は、中央部分より薄 く作られてい

る。左右の板材には、横木の上下に 1対の孔が開けられ、横木と板材に樹皮紐を巻いて固定している。孔の位置は、

板の側面から7～ 8 cmの ところである。横木を固定した樹皮紐の幅は約1.5cmで ある。側面の固定 と横木の固定のた

めの樹皮紐は二重程度に巻かれていることは確認できるが、紐の端部の固定方法は不明である。

建築材は、残存長が63.lcmの 厚板状の角材で、幅の広い面を買通する長方形 (ま たは方形)と 考えられる孔が 2ヵ
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地 区 邁 椿 層位 取上番号 器 高 口径 底 径 外 面 内    面

ユ C-14] 土師器 壼 1)8区 10』冒 土器 No 2 73 口縁部 ヨコナデ、体底部ヘラミガキ
口縁部 ヨコナデ
体底部ナデ

古墳中期 203-1

2 土師器 壷 Ⅸ 区 10層 土器血 1 (871 体部磨滅、底部ヘラケズ リ 体底部ナデ 古墳中期

3 C-138 土師器 高 14N VIn区 東壁 10層 146 脚部 ヨヨナデ、筒部ヘラミガキ
脚 部 ヨコナア

輪 積痕 有 り 古墳中期 231-5

4 C-139 土師器
小形手
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ⅧI区 11層 (371 体底部ナデ 体底部ナデ 古墳中期 231-14
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5 K136 石  器 石  箆 VIn区 10層 23 70 上部欠損 頁岩 244-13
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1 L-887 木製品 鰤
Ⅷ 区
10 層

10木 1
30 6

硼 盆

22 クヌ輛 芯無丸 古墳中期 268-5

2 L-1061 木製品 木 錘
Ⅸ 区
10 層

10a杭 5
全 長

16 0
幅・径

60 両端加工 イヌ瀾 芯持丸 嶺 嘲 268-14

3 L-1055 材
建築材
壁 板

Ⅸ  区
10 層

10未 1
全 長

90 8
幅・径

49 6
厚 さ

26 複合材、桜樹皮紐 とクヌギ節の横木で孔 と孔を綴 じる。 ケヤキ 板  目 額 朝 322-2

4 L-1056 材 建築材
Ⅸ 区
10 層

10材 1 穿 孔 モミ属 芯無角 嶺 欄

第399図 Ⅵ‖・Ⅸ区河川跡10層出土木製品類 ユ



一〇
加工

全カロエ

ー的全カロエ

1(%)

|

§

フリ

χ

コ

フ

レ

　

　

∝

０

例嗣

初凸

噺

2(/)
全 フリ

6

全フ リ

ぬ

3(%)

髄訳幼

自然

ワリ

図中
番号

登 録
番 号 種 男」 器 種

地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

ユ 材 板 材
Ⅷ  区
10 層

10材 7
全 長

35 5
幅 ・ 径

64
厚  さ

25 焼 猿 板  目 占墳中期

2 L-896 材 角 材
VIl 区
10 層

10材 9 85 9 先端加工 ク  リ 古墳中期

3 材 角 材
ll l 区
10 層

10材 4 クヌギ節 古墳中期

4 L-897 材 角  材
Ⅷ 区
10 層

10材 10 50 クヌ卸 古墳中期

5 材 分割材
Ⅷ  区
10 層

10材 13 先端加工 コナЙ節 古墳中期

6 杭 角  杭
Vl 区
10 層

10杭 4
全 長

35 9
幅・径

47
厚  さ

49
先端方日工
ナシ クヌ輸 芯 無 古墳中期
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1 L-90J 杭 角  杭
Vll 区
10 層

10杭 よ 全 長
98 5

幅・径
48

厚 さ
37

先端加工
2面多段

ク>伸需0 芯  無 古墳中期

2 L-905 杭 角 杭
VI 区
10 層

10抗 5 クヌ哺節 芯 無 韻 朝

3 し-902 杭 割 杭
Ⅷ 区
10 層

10杭 2 な し クヌ哺師 古墳中期

4 L-906 杭 半効 杭
区

層

Ⅷ

ｌ０ 10杭 6 113 な し ク  リ 古墳中期

5 L-903 杭 丸  杭
VIl 区
10 層

10杭 3 2面多段 焼痕 コナフ節 芯持丸 古墳中期
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所に確認できる。

板材には、第400図 1の ような片方の端部が焼け焦げた

板目板などがある。

角材には、片方の先端に切断痕があり、側面が削り加工

されているもの (第400図 2)と、長い材であるが、割 り面

だけのもの (第400図 3・ 4)な どがある。

分割材は、第400図 5の ように、 ミカン割状を呈 し、先

端に切断痕のあるものと、割面だけの破片がある。
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Ⅸ
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キ 節

芯持丸 古墳中期

3 杭 丸 杭
区
層

Ⅸ

Ю 10a杭 3 焼 痕 キ  節
芯持丸 古墳中期

4 杭 丸 杭
区
層
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Ю 10a杭 4 67 54 3面 1段
ハンノ
キ 節

芯持丸 古墳中期
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1 L-932 材 分割材
区
層

Ⅷ

ｌｌ 11材 2
全 長

24 4
幅 ・ 径

43
厚  さ

37 カツラ 螂
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H層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構

■層は、黒色の粘土質泥炭層で、河岸斜面の上位にのみ分布する。層厚は2～ 5 cm程の薄い堆積層である。11層

にかかわる遺構は検出されていない。

2)遺 物 出上状況 と出土遺物

11層からの出土遺物も少なく、第403図 1に図示した全長24.4cmの 分割材 1点 と、表面が風化して人工のものかど

うか不明の心無材が 1点出土しているだけである。

12層検出遺構 と出上遺物

I)堆 積 上の状況 と検 出遺構

VⅢ・Ⅸ区の12層は、黒褐色の粘土質泥炭層 (12a層 )と 、暗灰黄色の粘土質泥炭層 (12b層 )に大きく分けられる。

12a層 は、河川跡の中央から河岸斜面の中位にかけて分布し、層厚は厚いところで25～ 30clnあ る。VⅢ区西部の北岸斜

面では、12a層の上質は粘上分が強い土層 (12a層 )に変化し、河岸斜面の上位にまで堆積する。12b層 は、VШ区東

部では河川跡中央部にだけに分布するが、Ⅷ区西部では河川中央から河岸斜面の上位まで広く分布している。12b層

の層厚は、VⅢ区河川跡中央の東部で20cln前後、西部で30cm前後である。12a層・12b層 とも、層中に多量の木片を含

んでいる。

12層に関係する遺構としては、12b層 において、Ⅷ区で 3本 と、ⅨD区で 4本の杭が発見されている。

2)杭 列

Ⅷ区の杭は、北岸斜面の下位に三角形の配置関係を成するように接近して存在する (第404図 )。 杭 1-杭 2の間

が約90cm、 抗 2-杭 3の間が約45cm、 杭 3-杭 1の間が約85cmである。杭材 としては、杭 1が全長89。 lcmの芯持丸

杭で、先端には表皮近 くに多面からの割が施されている (第413図 5)。 杭 2は、全長103.8cmの 丸杭に近い割杭で、

先端には、直角に接する2面に割が施されている (第413図 1)。 抗 3は、全長89.Oclnの 芯持の丸杭で、対面する 2

面から切断のためと考えられる力日工が施されている (第413図 4)。 以上のようにⅧ区の杭は、丸杭を基調 とする長

い杭で構成される共通点が認められる。

Ⅸ D区の杭は、北岸斜面の中位に 2本 (杭 1・ 杭 2)と、その下の河川中央付近に 2本 (杭 3・ 杭 4)の 4本の

杭がある。杭 1・ 杭 2は、流路に直交するように約40cmの 間隔で並び、杭 3・ 杭 4は、河川跡の流路に平行して約

75cmの間隔で並んでいる。杭材は、杭 1が全長84.8cmの芯持ちの割杭で、全面に削り力日工が施されている(第412図

6)。 杭 2は、全長18.2cmの 芯持丸杭で、先端に 1面からの切断痕がある (第413図 3)。 杭 3は、全長104.4cmの ミ

カン割状の割杭で、表面には樹皮を剣いだ際のカロエ痕があるほか、両端にも加工痕がある (第412図 5)。 杭 4は、

全長100.Ocmの 半裁丸杭で、割面に削り加工が施されているほか、先端 も加工されて尖っている (第413図 2)。

3)遺 物 出土状 況

Ⅷ・Ⅸ区の12層の出土遺物は、土器類は少ないが、木製品や材が多数出上している。木製品や材は、第404図 のよ

うにⅧ区に偏つて出土しており、Ⅸ区からはⅨ B区の12a層 において材が 1点出上しているだけである。Ⅷ区から

の出土遺物も、Ⅷ区の東側 2/3の河川跡の底面付近に集中し、遺物出土範囲はかなり限定的である。12層 にあって
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は、12a層・12b層 の両層から同じような割合で遺物が出土しているが、木製品は12a層 からの出土量が多い。

4)出 土遺物

Ⅷ・IX区12層出土遺物には、弥生土器・土師器・石器・金属製品。木製品・材がある。弥生土器は、第405図 2～ 4

のような壷・鉢・蓋などの破片が出土している。土師器は、壺または密の体部と考えられる破片が 6点出上してい

る。

石器には、石鏃 (第405図 5)板状石器 (第405図 6)と 凹石 (第406図 1)がある。板状石器は、全長24.2cm。 幅

15.2cmあ り、刃部 とその対面に 2次加工があり、両面の刃部寄 りには擦 り面がある。凹石は、厚みのある偏平な円

礫で、両面の中央に凹面があるほか、側面には敲打痕が観察される。

金属製品としては、鉄斧が 1点出土している (第405図 1)。 いわゆる袋状鉄斧で、全長12.5cm。 刃部幅6.4cmを 測

り、刃先は緩い弧状 となっている。袋部の折 り返しは、両端が狭 くなって上下 とも広 く開いており、折 り返しの両

端は密着していない。袋部に対しての刃の位置は、折 り返しの端部側に寄っている。形態からは横斧として使用さ

れたものと考えられる。

木製品としては、直柄広鍬・膝柄二又鍬 。一木平鋤・竪杵 。打棒・櫂がある。

直柄広鍬 (第407図 1)は、全長31.4cm。 身部幅18.8cmを 測る。平坦な頂部から側面が、全長の 2/3の ところま

で八字状に広がり、そこから先は平行にのびてやや丸みのある刃先 となる。後面には、全長の 2/3の長さの流線型

の着柄隆起が造 り出され、さらに隆起の先端には、平面形態の変換点に対応して身部を横断する断面形が台形の隆

帯が造 り出され、着柄隆起 と逆T字状に接続している。着柄孔は円形である。身部を横断する隆帯の両端は身部の

側面よりわずかに突出している。頂部の両端は欠損するが、残存部の形状から両方に直径1.5cm前後の円孔が開けら

れていたことが分かる。

膝柄二又鍬 (第407図 2)は、全長56.8cmで、左側の歯の側面 と先端側の半分を欠損する。軸部は断面形が蒲鉾形

の棒状を呈する。軸部 と身部の境は直角に外に折れてから八字に開く。身部は楕円形を呈し、中央のスリットは柳

棄状である。軸部の先端は、後面の身部側から削られて、紐掛かりの段が形成されている。身部の厚さを調整する

ための削り込みは、前面側の身部上端付近から行われている。

一木平鋤 (第407図 3)は、柄部を約 9c14だ け残す身部の破片である。身部の平面形態は、刃先の方がやや狭 くな

る長方形を呈し、身部の上下・左右に湾曲は認められない。柄 と身部は、直角に接続するが、柄は身部の縦中軸上

ではなく、片側にやや寄つている。また、身部の片面の上部には、柄の太さに対応した綬やかな盛 り上がりがある。

身部の両面には、身部の中軸に対して斜め方向に刃物の刃先の痕跡が多数観察される。

竪杵 (第408図 1)は、全長92.2cmで、芯無材から作られている。撮部は、長い円錐形を呈し、握部にかけて徐々

に細 くなり、掲部 と握部 との境は不明瞭である。掲部の先端は、片方は半球形に丸 くなり、他方は縁辺以外は平坦

になっている。

打棒 (第408図 2)は、残存長69。 2cmの芯無材から作られた箆状の木製品で、柄部は一部が残る。柄部から身部に

かけては徐々に広がる。身部は、長さ38cln前後。幅6.6cm前後で、先端の幅がわずかに広い。身部の断面形は楕円形

を呈するが、片面の湾曲が強 く、湾曲が強い面から弱い面にわずかな反 りもある。身部の先端に鋭さはなく、切断

痕が残る。

櫂 (第408図 3)は、未製品と考えられるものである。全長260.4cmあ り、身部の木取 りは板日である。柄の長さ

は158.8cmで、断面形はまだ方形のままである。柄 と身部の境は角がついている。身部は、先がやや狭 くなる長方形

を呈し、長さ101.6cm。 幅14.Ocmである。

材には、建築材 と考えられるもの (第409図 1・ 2、 第410図 1・ 2)、 板材 (第411図 1)、 角材 (第411図 2～ 4
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第405図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河
'II跡

12層 出土遺物 1



他 L-921)、 分割材 (第411図 5、 第412図 1・ 2他 L-917・ 920・ 923・ 924・ 938・ 1062)、 半裁丸材 (第412図 3)、

丸材 (第412図 4)がある。建築材第409図 1は、全長81.4cm。 幅35,8clnの 長方形の板目の板材である。全面が綺麗

に整形され、中央には縦4.5cm・ 横3.Ocmの 長方形の孔が開いている。第409図 2は、全長62.6cm。 最大幅12.2cmの板

目の厚板である。片方の側面は大きく快られている。片方の木回は側面から3段の階段状に切 られている。第410図

1・ 2は共に台形を呈する板目板で、 1が上辺約45cm。 底辺約69cm。 高さ約37cm、 2が上辺約62cm。 底辺が推定約

90cln・ 高さ約18cmで、後者の底辺の端部は上辺に向かって反っている。 1の凹部には布目状の圧痕が観察される。

板材は、全長10.Ocm、 幅7.9cmの木取 りがナナメの板片が出上している。

角材は、先端に切断痕がある以外は、側面は割面だけである。断面形が方形の芯無材 (第411図 3)と 、多角形に

割られた芯無材で、先端 と側面の一部に加工があるもの (第411図 2)、 短い多角形の芯無材で、片方の木口は平坦

に、他方の木口は 2方向から削られて尖っているもの (第411図 4)な どがある。

分割材は、 ミカン割状のもの (第411図 5)と 、 ミカン割材からさらに分割された樹芯側の破片と考えられるもの

(第412図 2)な どがある。

半裁丸材は、全長が101,7clnで、片方の端部は芯持丸材のまま残 り、先端は杭先状に加工されて尖っている。

丸材は、全長70.9cmで、先端には切断のためと観察される加工が 3面から施されている。

13層 。14層検出遺構 と出土遺物

I)堆 積 上の状況 と検 出遺構

13層に対応する土層は、VⅢ区東部の河ナII跡の底面付近に部分的に分布している。層厚は、Ⅷ区東壁で 5 cm前後で

ある。13層に関係する遺構は検出されていない。

Ⅷ・Ⅸ区では、14層 に対応すると考えられる土層は不明瞭である。砂粒と腐食土を含む黒褐色の上層について、

0                        10cln

中

暑

図

碁

録

号

登

番
藉憲冴」 器  種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 テ真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅 ・ 径 厚  さ 重  量

1 K-138 石 器 Ⅷ 区 12a層 81 凹―両面、敲 ―片側面 安  山  岩 259-9

第406図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡12層出土遺物 2
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1 L-911 木製品 百撤靴
llI 区
12 層

12aフR6 全 長
31 4

最大幅
188

最大厚
36

幅
お

部
１８

身 身部厚
10

陰 天こ剖i

19 4
柄 孔
40×36

柄 角
硝 埒

クヌ櫛 柾 目 古獅欄 272-9

2 L-907 木製品 硼
ln 区
12 層

12attR l
全 長

56 8
身部長

43 2
身部幅

14 4
身部厚

24
河 厚
08

長
お

部
略

軸 幅
お

部
３

轍 軸部厚
20 クヌ輸 柾  目 古墳前期 274-2

3 木製品 一木平動
Ⅷ  区
12 層

12a冽(2 全 長
52 0

身部長
43 2

身部幅
16 8

身部厚
12

柄部長
88

柄部径
34

握部長 握部幅 身部両面に多数の
刃物痕

クヌギ節 柾  目 古墳前翔 275-2
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図
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録
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登
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位

地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-909 木製品 竪 杵
Ⅷ  区
12 層

12a木 3
全 長

92 2
掲部長揚風径握部長 握部径

32 コナ功節 芯無丸 醐 277-3

2 木製品 打 棒
Ⅷ  区
12 層

12a木 4
全 長

69 2
身部 長

歿笥RA
身部幅

66
身部厚

30
先端幅 先端厚 柄部長 柄部径

23X18 カエデ属 芯  無 古墳前期 277-4

3 木製品 櫂
Ⅷ  区
12 層

12b木 5
長

】

全

２
長
お

部
０１

身
１

身 郡 暇

14 0
身部厚

60
柄部長
158 8

VH封
'律60

握部長 握部幅
未製品 キハグ 板  目 古鯛 277-1
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＼

m∽

図中
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録
号

登
番 種 別 器 種

区
位

地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-934 材 建築材
区
層

Ⅷ
‐２ 12材 3 全 長

68 6
幅・径

36 6
厚 さ

36 穿孔内面に布目状跡有 オ勤 レミ 板  目 劇 324-1

2 材 建築材
Ⅷ  区
12 層

12材 2 オニカレヾ 板  目 鋤 323-1
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登
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地 区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹  種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-919 材 板  材
Ⅷ区12

層
12a材 10

全 長
10 0

幅・径
79

厚 さ
24 オニカレミ ナナメ 脚

2 と-1063 材 角 材
Ⅵ‖ 聾
12 層

12b材 2 53 0 先端加工 オニカレミ 帥 329-5

3 L-918 材 角  材
区
層

Ⅷ

‐２ 12atF 9 75 4 89 62 先端加工 オニグルミ 珈

材 角  材
Ⅷ  区
12 層

12b材 20 114 79 両端加工、下-2面多段 コナン節 劇

5 L-933 材 分割材
Ⅷ 区
12 層

12a材 1 275 7 179 10 0 コナ7gl 劇

第411図 Ⅵ‖・Ⅸ区河川跡12層 出土木製品類 5
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層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-935 材 分割材
lll 区
12 層

12a布オ8
全 長
147 5

幅・径
56

厚 さ
59 先端加工、 4面 1段 ク  リ 動

2 し-986 材 分割材
Ⅷ  区
12 層

12材 ■ オニカレミ 醐

3 L-925 材 半裁丸材
VⅢ 区
12 層

12b材19 1017 53 37 先端加工、多面多段 帥

4 L-922 材 丸 材
VШ 区
12 層

12b材14 70 9 45 41 先端加工、 3面多段 エノキ属 芯持丸 劇

5 L-1066 杭 割  杭
Ⅷ  区
12 層

12b杭 3 全 長
104 4

幅・径
68

厚 さ
88

先端加工
2面多段 皮はぎ痕 コナラ師 鋤 339-9

6 L-1064 杭 割 杭
Ⅷ 区
12 層

12b杭 1 84 8 67 先端加工
5面 2殺 カエデ属 芯持丸 帥 339-8
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1 L-928 杭 割 杭
Ⅷ EXI
12 層

12b杭 2
長

８

全

１
幅・径

94
厚 さ

10 1
先端加工
ナシ

オニカレミ 芯持丸 古醐

2 L-1067 杭 半魏 杭
Ⅸ  区
12 層

12b杭 4 98 先瑞刀日上
5面多段

ハンノキ節 翻 339-11

3 L-1065 杭 丸  杭
Ⅸ  区
12 層

12b杭 2 42 37 1面 1段 ヤンャん範 芯持丸 古墳前期

4 杭 丸 杭
Ⅷ  区
12 層

12b杭 3 72 75 2面 2段 芯持丸 謙 嗣 339-12

5 L-927 杭 丸 杭
Ⅷ 区
12 層

12b杭 1 12 3 樹皮付 カエデ属 芯持丸 古墳前期
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14層 として遺物を取り上げているが、最終的な土層観察では15層 との区分はできず、15層に吸収した。

2)遺 物 出土状況 と出土遺物

13層からは、弥生土器片が多数出上しているが、それ以外の遺物は出上していない。

14層 として取り上げた遺物は、そのうちの多数の破片が当初から15層 として取り上げた遺物と接合し、14層 とし

た土層を15層 に吸収したことと整合した。

15層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上 の状 況 と検 出遺 構

Ⅷ・Ⅸ区の15層 は、大きく15a層 。15b層・15c層・15d層 の 4層 に分けられる。15層全体の層厚は河川跡の中央

部では90cln前後である。河川斜面の中位から上の堆積層は急に薄 くなり、層厚は20cm前後 となるが、15層 自体 は河

岸斜面の上端まで存在する。

15a層 は、15層 の上部に位置する黒色の泥炭質粘上を基調 とする土層で、北岸斜面の下位では15b層 を覆って堆積

する。15a層 中からは、多量の土器や石器・木製品・骨角器などの遺物が出土している。河岸斜面の15a層、特 に15

a′ 層や15a〃層については、当時の地表面として、植物根の攪乱や二次的堆積等の作用による土性の変化を受けている

ために、河川中央部の15a層 から連続する土層なのか、15a層 より下位の15c層や15d層 に連なる土層なのか、区別・

認定することはできなかった。また、15a層 の中には、15axl～x4層のように、炭片・貝殻・骨・土器等を多量 に含

む層が部分的に分布 しているところがある。このような地層については、生活残津を一括廃棄したために形成 され

た土層の可能性が強いと判断される。

く8牧、ハゞ  ～

6
」i4S

3 0orn

翰
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範

@

馴m盈
器

280m

第417図 Ⅸ D区 15a層 イノンシ頭蓋骨及び周辺遺物出上状況



15b層 は、オリーブ灰色から暗緑灰色の粘土層で、砂の薄い層を縞状に含んでいる。河川跡の北岸斜面の下部にの

み分布し、河川跡の中央には分布していない。層厚は、場所によって異なるが、厚いところでは50clnあ る。上下の

上層に比べると色調は明るく、締まりが強い土層である。15b層の上下層からは、土器・木製品など多量の遺物が出

上しているのに対し、15b層 は、土器片等がわずかに出土するだけで、ほとんど遺物は含まれていない。15b層 の成

困については、堆積状況や遺物出土状況から、急激な土砂の運搬。堆積作用によって形成された土層と考えられる。

河ナll中央に15b層が存在 しない理由としては、当初から北岸に偏向した堆積をしたか、中央に堆積したとしても、そ

の部分が後に水流による浸食を受けて流出したものと推察される。

15c層は、15b層の下に位置するオリーブ黒色の粘土質砂層で、河川跡底面に比較的広 く分布し、Ⅷ区西壁付近で

は20～30cmの層厚がある。層中からは、炭や貝殻・骨角などとともに土器・木製品など多量の遺物が出土している。

15c層 は、分布範囲が比較的広いことと植物遺体の含まれる量が比較的少ないこと以外、15d層 との差は少ない。

15d層 は、河川跡の底面に分布する。オリーブ黒色のシル ト質粘土ないし粘上を基調 とする土層であるが、色調や

土質の違いによって細か く分けられ、複雑な堆積状況を呈している。層厚は、河川跡の中央部で50～80clnあ る。層

中からは、木製品や上器などが多量に出上している。

Ⅷ oIX区の遺構としては、Ⅷ区で 3本・IX区で 4本の抗が出土している。

2)杭 列

VⅢ 区の杭は、杭 1と杭 2が15c層で、杭 3が15d層 で検出されている。3本 とも河川跡の中央付近に位置している。

杭 1と杭 2の間隔は、約120cmであるが、相互関係は不明である。杭材は、杭 1・ 杭 2・ 杭 3と も丸杭で、全長はそ

れぞれ74.3cm・ 63.Ocln・ 20.8cmで、折れ面が先端 となっている (第568図 6・ 5。 9)。

Ⅸ区の杭は、C区中央の河岸斜面下位に 2本 (杭 1・ 杭 2)と、B区中央の河岸斜面下位に 2本 (杭 3・ 杭 4)

に分かれて存在する。杭 1・ 杭 2は、流路に直交して約180cmの 間隔で並び、杭 3・ 杭 4は、流路 と平行して約■0

cmの間隔で並ぶが、どちらも相互関係があるかどうか不明である。杭材は、杭 1・ 杭 2が丸杭で、全長はそれぞれ

17.2cmと 21.2cmである。杭 2の先端には、切断痕 と考えられる加工がある (第568図 7・ 8)。 杭 3・ 杭 4は共に割

杭で、全長はそれぞれ46.8cmと 50.6cmである。杭 3が全面が割面となっているのに対して、杭 4の割面は 1面であ

る (第568図 3・ 4)。 また、杭 4の先端部は心持の丸材のままで、端部には切断痕が残っている。

3)遺 物 出土状 況

Ⅷ oⅨ区の遺物出土状況は、遺物出土量については調査区の東部 と西部で、遺物内容については河川跡の河岸斜

面の上位 。中位 と下位・底部 とで異なっている。遺物出土量は、Ⅷ区からⅨ D区・IX C区にかけての地域から多量

に出上し、特にVШ 区の河岸斜面の上位から中位にかけての河岸斜面からは、斜面を覆うほどの弥生土器が出上して

いる。斜面に散在する弥生土器の量は、調査区の西部に寄るに従って徐々に少なくなり、Ⅸ B区西部付近まではわ

ずかに散在するが、Ⅸ A区の河岸斜面ではほとんど出上していない (第389図 )。

出土遺物の内容は、河岸斜上位から中位にかけての部分は、土器を主体 とし、これに石器が混じっている。これ

に対して河岸斜下位から底面にかけての部分からは、土器とともに木製品 。材 。骨角器が多数出土しているほか、

貝殻や骨等の動物遺存体や植物遺存体などの自然遺物も多量に出上している。調査区内の位置の東西による出土遺

物量の違いについては、近接の自然堤防上における空間利用の差が考えられ、出上位置の上下による遺物の違いに

ついては、本来の存在位置の差に起因するものと、水位の違いによる保存状態の差に起困するものがあると考えら

れる。

遺物出土状況を15層の大別層位毎に比較すると、15a層・15c層・ 15d層 については、出上の集中地点のまとまり



に多少の違いはあるが、量的には大きな差はなく、いずれの層からも土器 と木製品 。材を主とする多 くの遺物が出

上している (第414～416図 )。 15b層 については、先に記したように土器片等がわずかに出上しているだけであり、

他の15a層・15c層・15d層 とは遺物出土状況に大きな違いが認められ、堆積環境が全 く異なっていたことが推定さ

れる。また、15a層・15c層・15d層 の各層の遺物は、特定の細分層や層の上下に並ぶというような傾向性は認めら

れず、15b層 を除いて15d層 の底面部から15a層 の上部まで連続的に出土している。

土器の出土状況についてみると、河岸斜面上位から中位にかけての上器は、小形のものには完形に近いものもあ

るが、大部分は比較的小さな破片で、表面は風化が進んで荒れており、色調はにぶい黄橙色からにぶい黄褐色を呈

する。これに対 して河岸斜面下位から底面にかけての上器は、完形に近いものや、潰れた状態で一括出土している

ものも多い。また、出上した土器片は、15a層 から15d層 の破片が相互に接合する場合や、他の細分地区との間で接

合するものも多 く、廃棄されてから出土地点に至るまでの間に移動があったことを示している。このため出土層位

の差をそのまま年代差に結びつけることはできないものと判断される。また、後述するように、15層出上の上器は、

数点の個体を除 くと全て弥生時代中期の桝形囲式の範疇に位置づけられるもので、型式的には大きな差異は認めら

れないようである。したがって、15層 の堆積期間も長期に渡るものではなく、土器の 1型式程度の期間内に埋没し

た可能性が強い。

木製品と材の出土状況は、第414～416図の通 り、土器よりも西側の地域からでも多数出土している。出土地区は、

Ⅷ区が多く5割近 くを占め、Ⅸ B・Ⅸ C・ Ⅸ D区は、各区とも全体の1.5～ 2割程度の出土量である。本製品。材は、

層位による出土量を比較すると、15c層が特に多 く5割以上を占め、次いで15d層が約 3割である。15a層 は約 1割

に過ぎない。各層とも出土地点には疎密が認められる。出上した木製品には完成品 (破損品を含む)と 未製品があ

るが、その分布には特に傾向性はなく、両者が混じり合って出上している。未製品の出土地点に関しては、特に施

設的なものは検出されていない。

骨角器 と動物遺存体は、Ⅸ B区 より東側の調査区から出上しているが、貝殻や骨片は、Ⅸ C区東部からⅧ区の間

での出土量が多い。特にⅨ D区の河岸斜面下位の15a層 では、カキを主体 とする貝殻類が、貝塚の堆積土層のよう

にまとまって出土している。骨角器の出土地区を見ると、Ⅸ D区が圧倒的に多 く、全体の出土点数の 7割以上を占

めている。骨角器の出土層位は、15a層が 5割近 くを占め、上層ほど出土点数が多 くなる。

石器は、やはりⅨ D区からの出土点数が多 く約 5割を占め、その両側のⅧ区やⅨ C区からも,ヒ較的多 く出上して

いる。石器の出土層位は、河岸部斜面の上位から中位で取 り上げたものを15a層 に位置付けると、層位が新しくなる

に従って出土量が増え、15a層 の石器は全体の半数近 くを占めている。

木製品・石器・骨角器の地区別・層位別集計表は、第 8部第 9章にある。

4)出 上遺物

ⅧI・ Ⅸ区の河ナ|1跡15層からの出土遺物には、弥生土器 。石器・石製品・木製品 。材・土製品 。骨角器、その他自

然遺物がある。自然遺物については、第 7・ 8部の分析と考察で主に取り扱う。

①弥生土器

弥生土器は、先に述べたように河岸斜面から底面にいたるまで、多量に出土している。このうち641点 について図

化した (第418図～第490図 )。 器種には、壷・高杯・鉢・甕・蓋 。その他小型品がある。弥生土器の詳細な分析につ

いては後述することとし、ここではそれぞれの器種の概要について簡単に記述する。

重には、小型 。中型 。大型の別がある。小型のものには肩部を中心とする部位に装飾文様のあるものが多いが、

特に法量の小さいものは、地文またはミガキ調整だけのものが一般的である。文様意匠は、沈線による山形文が主

体となり、稀に磨消縄文 (植物茎回転文)や充填縄文 (植物茎回転文)に よる山形文や平行沈線文。錨形文・円文・
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方形区画文などのものもある (第418図～第419図 1～ 11)。 中型品は、頸部が比較的短 く丸 く湾曲しているものと、

頸部が発達して長頸 となっているものがあり、前者は装飾性に乏しく、後者は肩部から口縁にかけて装飾模様が施

されている。文様意匠は、前者には、体部 と頸部の境に平行沈線の引かれるものや、綾絡文など、単純な模様に限

られている。これに対 して後者は、磨消縄文 (植物茎回転文)や充填縄文 (植物茎回転文)に よる工字文と錨形文

が多様され、この他に同心円文・方形区画文などのものもある (第419図 12～ 13、 第420図～第423図、第424図 1・

3～ 6)。 大型の壷は、肩部に強い張りをもち、体部 と頸部の境がしまり、内傾しながら直線的にやや長 く立ち上がっ

た頸部に、強 く外傾する口縁部が付 く。体部には縄文ないし植物茎回転文の地文が施され、肩部上半から口縁部に

かけてミガキ調整されるものが多い。その他の大型の壷には、なで肩のものや頸部が直立するもの・直立する頸部

の上端に隆帯が巡るもの、肩部に装飾文様のあるものがある。装飾の施される大型壷は少ないが、文様意匠として

は、磨消縄文 (植物茎回転文)や充填縄文 (植物茎回転文)に よる連結方形区画文 。工字文・菱形文 。鋸歯状文・

渦巻き文・ 同心円文などがあり、模様の種類は多い (第424図 2・ 7、 第425図～第440図 )。

高杯は、内湾気味に立ち上がる半球形の不部に、円錐台形の中空の脚部が付き、邪部高と脚部高はほぼ等しく、

脚部径は不部径の 1/2程度である。口縁部は、数単位の山形突起のある口縁・波状口縁・刻み口縁などがある。外

面の装飾は、不部上半 と脚部下半に施され、不部下半から脚部上半の間は無文でミガキ調整されている。口縁部の

内面は、 1条ないし2条の沈線が巡 り、山形突起の部分には縦に沈線状の刻みが入れられている (第441図～第444

図)。 装飾文様の意匠は、山形文ないし連弧文が主体 となり、稀に方形区画文や工字文などがみられる。高杯の中に

は、口縁部が外反するもの (第441図 10)や、底部から口縁部まで直線的に広がるもの (第442図 2・ 4・ 6・ 8)、

日縁部がS字状に屈曲するもの (第443図 4)がある。また、文様意匠や邪部径に比して脚部径が小さい点で、他 と

異なる高杯 (第443図 3・ 5・ 6)も 出上している。

鉢は、カップ状の小型の鉢 と、いわゆる播鉢状の中型の鉢がある。小型の鉢は、底径を 1と した場合、口径は 2

ないしそれ以下 となるものが一般的で、体部の立ち上がりの角度が比較的急に作られている。口縁部は、単純な平

縁のものが一般的であるが、稀に連続山形口縁のものも存在する。外部は装飾のあるもの 。縄文または植物茎回転

文の地文だけのもの・ ミガキ調整によるものがある。装飾の文様意匠は、 4～ 8条の平行沈線文と山形文ないし連

弧文がある (第445図～第446図 1～ 6)。 中型の鉢は、底径を1と した場合、口径は 2以上になるものが一般的で、

体部の立ち上がりの角度は、小型の鉢に
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較して緩やかである。中型の鉢の回縁部は、多少内湾や外反する場合 も

あるが、底部から続いてほぼ直線的に広がるものと、頸部が括れて体部上端から口縁部にかけてS字状に屈曲する

ものがある。口縁部は、山形突起のあるもの 。波状口縁のもの 。刻み口縁などの装飾の施されたものと、平縁口縁

のものが半々 くらい存在する。無文の中型の鉢は少なく、体部上半に装飾が施され、体部下半は地文が残る場合が

一般的である。装飾の文様意匠は、山形文ないし連弧文が主体を占め、稀に平行沈線文や工字文・錨形文のものが

ある (第446図 7～ 19、 第447～451図 )。

甕は、粗製の深鉢形の甕 (第452図～第474図 1・ 2)と、肩部から口縁部にかけて装飾の施された精製の甕 (第

474図 3～ 10、 第475図～第478図 1～ 7)がある。粗製の甕は、底部から口縁部に向かって広がりながら立ち上が り、

体部の上端がわずかに括れ、日縁部は外反する。体部には、縄文ないし植物茎回転文による地文が施される。体部

と口縁部の境は、 2条沈線・ 3条沈線・列点刺突文・綾絡文などで区画されている。口縁部はヨコナデ調整され、

口唇部には、体部の地文同様の施文がなされているものも多い。なお、稀に体部外面がミガキ調整されるものやハ

ケメ調整されるもの、体部 と口縁部の境の区画施文がないものもある。粗製の甕は、容量において小型 (第452図 )。

中型 (第453図～第473図 1)。 大型 (第473図 2～ 4、 第474図 1～ 2)の 3種類があり、中型の甕が大部分を占める。

精製の甕は、鉢形に開きながら立ち上がった体部の上端が括れ、口縁部は比較的幅が広 く、内湾気味に立ち上がる

ものが一般的である。日縁部は基本的に平縁である。装飾文様帯は回縁部 と体部上半に分かれ、その中間の括れ部



は無文でミガキ調整されている。口縁部の槙様意匠と体部の模様意匠は、同一の場合と別の場合がある。体部の模

様意匠が山形文 (ないし連弧文)の場合に関して見ると、口縁部は平行沈線文となるものが多 く、体部の模様意匠

が平行沈線文の場合は、口縁部 も平行沈線文 となっている。精製甕の模様意匠には、山形文 (な いし連弧文)。 平行

沈線文・工字文がある。甕の種類には上記の 2種類の他に、大型で特殊な形態の甕も何点か出上している (第478図

8・ 9、 第479図 )。

蓋は、平坦な天丼部から体部が傘状に開く円錐台形を呈する器形が基本 となっている。体部の下半は、直線的に

開くもの・反 り上がるもの 。内湾するものがあるが、いずれの場合 も端部は平縁である。つまみ部は、高さのある

リング状のもの 。低いリング状のもの 。天丼部の縁辺を外方に張 り出させたもの 。特につまみを作 り出さないもの

など様々な形態がある。外面は、模様の施されるものと地文だけのものがある。模様があるものは、つまみ部 と、

体部下半に施される。つまみ部に模様が施されるのは、リング状のつまみをもつものだけで、模様意匠としては 2

条ないし3条の平行沈線文である。体部下半の模様意匠は、山形文 (ないし連弧文)と 平行沈線文がある。蓋は、

大きさによって小型 (第482図～第485図 )・ 中型 (第486図 )。大型 (第487図～第490図 1～ 4)の 3器種に分けられ

る。小型のものは、ほとんどの個体に装飾文様がある。中形になると装飾文様のあるものは少なくなり、大型の蓋

は地文だけになる。

弥生土器には、この他に分類不明のものとミニチェア土器がある (第490図 5～ 17)。

なお、弥生土器の装飾文様 としては、上に記載した沈線文や磨消縄文・充填縄文 といった土器の表面を凹ませて

付けた模様の他に、図中に示したように「赤色顔料」による沈線文 。磨消縄文・充填縄文の塗 りつぶしや、独立し

た縦線 (帯)文などの装飾 も多用されている。

②石器

石器には、石鏃・石錐・ スクレイパー・不定型石器・微細剖離のある剣片・楔形石器 (ピエス・エスキーユ)・ 石

核・板状石器 。石鍬・ 凹石・磨石・敲石・砥石・石庖丁・太型蛤刃石斧・ 扁平片刃石斧・撃形石斧 。環状石斧など

がある。

石鏃は、Ⅷ・Ⅸ区の15層 (14層 として取 り上げたものを含む)か ら42点 出上し、出土石器中最も多い (第491図 1・

3～ 16・ 第492図・第493図 1～ 3・ 5～ 8)。 石鏃の形態としては、有茎のものが全体の90%近 くを占める。無茎形

態のものには、まだ全体の作 りが厚いもの (第491図 1、 第493図 5・ 8)や、 2次カロエの進んでいないもの (第493

図 7)があるので、有茎鏃の未製品が含まれている可能性が考えられる。また、主要面に湾曲のあるもの (第493図

6)も 、未製品ないし別の用途が考えられる。したがって、石鏃は、基本的に有茎鏃であったと理解される。有茎

鏃の身部は、二等辺三角形を基調 とし、側縁部が直線的なものが一般的であるが、側縁部が外湾するもの(第419図

7な ど)や内湾するもの (第492図 1な ど)も ある。茎部は、身部 と茎部の間に段差がついて境が明瞭なものと、身

部と茎部の境が不明瞭で、全体の形状が菱形を呈するものがある。なお、第492図 8に図示した石鏃には、茎部に笹

竹類で作られた矢柄の一部 と、鏃を固定するために巻かれた、桜の樹皮が素材 と考えられる細い紐が巻かれている。

笹竹類の矢柄内部は、中空ではなく木質の物質が挿入されている。また第493図 3に図示した石鏃の茎部にはタール

状の物質が付着している。

石錐は、 7点出上している。形態としては、不定形な剣片の一端を加工調整 して錐部を作るもの(第493図 4・ 9・

11・ 12)、 細い棒状にカロエされたもの(第493図 10)、 細長い錐部に丁寧にカロエされたつまみが形成されているもの (第

493図 13)がある。つまみが形成されているものには、錐部の反対側にも突起が形成されている。

スクレイパーは、 1点出上している (第494図 1)。 形態は、縦に長い台形を呈する。劉片の両狽U面は、両面から

連続的に調整され、角度の鈍い刃部が形成されている。

不定型石器は、 9点出上している。この類には、剣片の縁辺を調整してやや形を整え、側辺に刃部を形成したも



の (第494図 6・ 7な ど)と 、剣片のもとの形状をほとんど変えず、側辺に調整を加えただけのもの (第494図 4・

9な ど)がある。

微細劉離のある剣片は、 7点出土している (第495図 1～ 7)。 これらの石器は、小型の剣片の鋭い縁辺に微細な

剣離が認められるもので、剣片の形態は様々である。

楔形石器 (ピエス・エスキーユ)は 2点出土している (第495図 8。 9)。 2点 とも全長は3.Ocm前後である。 8は、

平面形が方形を呈し、縦断面形は凸レンズ状 となっている。 9は、平面形が五角形を呈し、両極打法に特徴的な劉

離痕が認められ、片側の刃部には連続的な微細劉離が観察される。

石核は 2点出上している (第496図 1・ 2)。 1は、全長 10。 9cmの 自然面を多 く残す石核で、作業面は 4面に認め

られる。 2は、平 らな自然面を一部に残すが、剣離作業が進んだ段階の石核である。剣離作業は多方向から行われ

ている。

板状石器は、14点出上している (第497図、第498図、第499図 1)。 完形に近いものと破片 となったものがある。

石材は、安山岩の摂理に沿って割れた大型の剣片を利用しているものがほとんどであるが、円礫からの剣片を素材

としたもの (第499図 1)も ある。刃部には、調整加工や光沢が観察できる。また、刃部付近およびそれ以外の部分

に磨面のあるもの (第497図 2、 第498図 1・ 7)がある。

石鍬と考えられる石器は、 2点出上している (第499図 2・ 3)。 どちらも破損している。板状石器に類似する安

山岩を素材 とするが、板状石器に比べて厚 く、刃部は全体に鈍角的である。刃部の剣離面は磨滅し、光沢は認めら

れない。

凹石・磨石・敲石は、 1個の石材で、先端や側面が敲石 として、平坦面が磨石や凹石として多用途に使用されて

いるものが多い (第499図 4・ 5、 第500図、第501図 )。 単独の凹石としては第502図 1・ 2があり、単独の磨石 とし

ては第502図 3・ 4・ 6がある。単独の敲石には、直径6.Ocmか ら9.2cmの 球形を呈し、全面に敲打痕が認められるも

の (第503図 1～ 4)と 、劉離面を有する石核状の石材の劉離面や、剣離によってできた稜線に沿って敲打痕が認め

られるもの (第503図 5～ 7、 第504図 6)、 自然礫の先端や角・狽1面に敲打痕が認められるもの (第503図 8、 第504

図 1～ 5)、 折れた太型蛤刃石斧の折れ面に敲打痕が認められるもの (第505図 1)な どがある。なお、第500図 1の

凹石 と磨石の兼用石器は、凹部の内面とその周囲約 5c14の範囲が焼けて黒 く変色している。

砥石 と考えられる石器は、いずれも砂岩製で、大小の破片が 7点出上している(第505図 2～ 8)。 両面が砥面 と

なって中央が磨 り減っているもの (第505図 5。 6)は、砥石 と考えて間違いはないと思われるが、片面が凹面 とな

り、反対面が凸面 となるもの (第505図 2)については石皿の破片の可能性も考えられる。

石庖丁は 3点出上している (第506図 1～ 3)。 いずれも中央部付近で割れているが、平面形態は刃部・ 背部 とも

緩やかに外湾して偏平な木葉形を呈するものである。紐穴は、両面から穿孔され、孔の間隔は中心で 1が約2.3cm、

2が 1.9cmである。 1・ 3は両面 とも丁寧に研磨されているが、 2に は敲打痕がわずかに残っている。

太型蛤刃石斧は、破片が 3点出上している(第506図 4、 第507図 )。 第506図 4は、基部の破片で両端を欠損する。

主面は、片面は敲打痕 とその後の研磨痕が残るが、反対面は表面が剣離している。第507図 1は、太型蛤刃石斧の側

面の破片で両端を欠損する。第507図 2は、太型蛤刃石斧の刃部の破片で、片側の側面を欠損する。両主面及び側面

とも丁寧に研磨されているが、刃部中央は刃こばれしている。第508図 1・ 2は共に石斧の基部の破片である。 1の

側面 と主面の境には、明瞭な稜が形成されているので、属平片刃石斧の基部の可能性もある。

扁平片刃石斧は 6点出上しており、刃部幅により大型 。中型 。小型の 3種類に分類できる。大型は刃部幅が 6 cld

を越すもので、 1点出土している (第508図 3)。 中型は刃部幅が 5～ 4c14の もので 3点出土している (第509図 1・

2、 第510図 1)、 小型は刃部幅が 3 cm以下のもので 1点出土している(第510図 2)。 第510図 3は、中型の痛平片刃

石斧の基部片 と考えられる。大型の扁平片刃石斧は、刃部幅が基部幅より広 く、主面と側面の境には明瞭な稜が形



成され、斧身はやや厚い。中型の扁平片刃石斧も、大型 と同様に刃部幅が基部幅よりも広い。主面と側面の境 は、

大型に比べるとやや不明瞭な稜 となる。斧身は、やや厚いもの (第509図 1)と 薄手のもの (第509図 2、 第510図 1)

がある。小型の扁平片刃石斧は、刃部幅が基部幅より狭 く作られている。基部は左右の厚さがかなり違っているが、

刃部は均―な厚さにカロエされて製品化されている。中型・小型の基部には、研磨の後もその前工程に係わる剣離調

整や敲打による大小の凹面が残っている。

塗片石斧は、先端部の破片が 1点出上している (第510図 5)。 斧身の主面と側面の境には、稜が認められ、全体

が丁寧に研磨されている。刃部は、幅1.3cmで斧身本体よりやや狭 く作られている。主面からの刃先にかけての刃面

の研磨は、図の右主面からは緩やかな弧状 (曲刃)に、左主面からは角がつくよう (直刃)に研がれている。両主

面の刃部には、刃に直交するような擦痕が観察される。

環状石斧は、ほぼ中央で半分に割れた破片が 1点出上している (第511図 1)。 直径は13.3clnで 、孔径は約 2 cmで

ある。主面は、両面が対称ではなく、図の右側面が孔端部から縁辺部まで緩やかに外湾しているのに対 して、左側

面は孔端部の周囲がわずかに盛 り上が り、縁辺部に向かってやや内湾してのびて刃部に至る。また子し部 も、右側面

側からは浅 く、左側面側からは深 く開口されている。刃部は所々に刃こばれが観られ、孔部の内面の両端部には炭

化物状の物質が付着している。

③石製品

石製品としては、碧玉製の管玉が 1点出上している (第510図 6)。 直径1,Ocm。 長さ2.Ocmの製品で、両端か ら穿

孔されている。各孔は、片方が深 く、他方が極端に浅 く開けられている。

④木製品類

木製品には、直柄広鍬・直柄狭鍬・泥除 。一木鋤・農具直柄 。打棒・竪杵・臼・不明農具・斧直柄・斧膝柄・櫂・

弓・梶棒状木製品・容器類・斧直柄状木製品、材、杭などの種類がある。各種類には、製作工程の様々な段階の未

製品も多く存在する。

直柄広鍬は、破片を含めて10点が出上している (第512図～第515図、第516図 1・ 2)。 10点の直柄広鍬は、イ.

後面に着柄隆起の残るものは、全て形の整ったやや細長い舟形を呈 し、隆起部の長さは、全長の 1/2程度である。

口.柄孔は方形ないし隅丸方形を呈する。ハ.刃部の先端の平面は緩やかに外湾する。二.身部前半の厚さは、0.6

cm～1.2cm、 平均 l cm前後で比較的薄 く作られている。という共通性あり、a.舟形隆起の頂部は、平坦で裾に向かっ

てやや広がるもの (第512図 1・ 2ほか)と 、隆起部全体が鍬の頂部から身部中央の隆起の付け根まで湾曲している

もの (第515図 1他)がある。 b.鍬の前面が、柄孔の上に低い段がつくもの、柄孔の上に明瞭な段差のつ くもの、

及び柄孔の上に下駄の歯状の突起 (以下「下駄状突起」と呼ぶ)がつくものとがある。という点では形態的な相違

が認められる。

第512図 1は、頂部が強 く、刃部が緩 く外湾し、側面が直線的に平行する釣鐘形の直柄広鍬である。前面側は、柄

孔の上部に軽い段差がつ くられ、この段差から2～ 3 cm上からは鍬の頂部に向かって緩やかに傾斜している。

第512図 2は、側面が刃部から上部に向かってやや狭まり、柄孔の脇が突出するように張出して半円形の頭部 につ

ながる。前面側の柄孔の上部には、 l cm近い段差が作 り出されて上部が高 くなっている。

第513図 1・ 2、 第514図 1・ 2の 4点は、長方形を基調とする平面形態で、前面側に作られた下駄状突起 より上

の身部中央には、頂部に切れ込みのある王冠状の突出部が作 り出されている。また、下駄状突起を上端 とする肩部

の両端は、外に張 り出しており、保存状態の良いものはさらにその張 り出し部の上下に刺状の突起が存在する。

第515図 1・ 2、 第516図 2の 3点は、身部中央より刃部の幅が広い台形を基調 とする平面形態で、前記の直柄広

鍬 と同様に、前面側に作 られた下駄状突起より上の身部中央には、王冠状の突出部が作 り出され、下駄状突起 を上

端 とする肩部の両端は張 り出し、張り出し部に上下に刺状の突起が存在する。この 3点の王冠状の突出部は、側面の

523



角が 2段になっている点において前 4点 と異なる。三冠状の突出部をもつ鍬の着柄隆起の上端は、切れ込みの端 と

一致する。

第514図 1は、左側面が 4 cm前後の幅で欠損しているが、欠損後も使用している。また、第515図 1の身部中央の

刃先寄 りのところには、割れ目の両側に 1対の孔を開け補修をしている。

直柄狭鍬は、完成品 2点 (第516図 3、 第517図 1)と 、未製品が12点 (第517図 2、 第518図～第523図)出上して

いる。完成品の第516図 3は、刃部が平坦で、頂部は丸 くなり、平面形は釣鐘形を呈する。着柄隆起 は、鍬の全長の

1/2の長さで舟形を呈し、身部の中央やや上に位置する。着柄隆起の上端は、身部の上端に達せず約 7 cm離れてい

る。前面側の着柄孔の上には、約 l cmの 段が作られて高 くなっている。第517図 1は、刃部。頂部 ともに丸みがあり、

平面形は精円形を呈す。頂部付近の側面には軽い段がある。後面には上端から全長の 1/2の長さの舟形の着柄隆起

が作られ、前面の柄孔の上には段差がついて上部が高 くなっている。段から頂部までの前面の中央は長軸に沿って

高 くなり、稜を形成する。また、段差部分の側面は快られてやや狭 くなっている。鍬の先端部は、左側面よりも右

側面の方が減っている。柄孔内には、長軸3.6cm・ 端軸3.lcmの 楕円形に近い隅丸長方形の柄の一部が残っている。

完成品の身部の厚さは、1.4cmと 1.6cmで 、直柄広鍬 と比較するとやや厚 く作られている。

直柄狭鍬未製品の第517図 2は、全長が62.Ocmあ る長い鍬で、ほぼ出来上がっているが、着柄孔は未貫通で、着柄

隆起部側から柄孔が掘られている。側面は、第517図 1と 同様に着柄孔の両側が決られて狭 くなっている。前面は、

着柄孔上部に当たる部分が盛 り上がっており、完成品と同様に段差が付けられる可能性が考えられる。第518図 1・

2は、やや幅が広い未製品である。明瞭性には欠けるが、着柄隆起が舟形に形作られ、両面 ともカロエが進んで一定

の厚さまで削られている。 1の刃部の木日と2の頂部の小日は、両主面から加工されているが、 1の頂部側の本回

は、丸太材を筒状に切断した際の樹皮側から樹芯に向かう切断痕がそのまま残 り、斜めになっている。 2の刃部側

の木口は、 1の頂部 と同様に斜めに尖った木口の先端の一部を切断し、鈍角ではあるが剣先状に加工 している。木

回の形状により、 1は台形、 2は台形の平面形を呈する。第519図 1は、前 2点 (第518図 1・ 2)と 同程度に加工が

進んでいるが、着柄隆起の形状は長方形を呈する。頂部の木口は、樹皮側から樹芯に向かう斜めの切断痕が残 り、

平面形は台形を呈する。第519図 2は、縦に半分に割れた直柄狭鍬の未製品である。両木口は主面方向から加工され、

平面形は長方形を呈すると考えられる。後面側の着柄隆起は粗 く舟形に作られているが、前面側は粗割 りされただ

けで、削り加工による厚さの調整はなされていない。第520図 1は、両木日は両主面から加工されている。刃部は直

線的になっており、平面形は長方形を呈する。両主面の加工は粗 く、着柄隆起は方形のままであるが、厚さの調整

はかなり進んでいる。第520図 2は、まだかなりの厚さがあり、左の側面には樹皮剣ぎのカロ正痕跡の残る未製品であ

るが、着柄隆起に当たる部分は、この段階から既に粗割 りによって長方形に作 り出されている。頂部の木口は、樹

皮側から樹芯に向かう斜めの切断痕が残 り、平面形は台形状を呈する。刃部の木口は、両主面からのカロエによって

縦断面が山形になり、先端面は細い折れ面となっている。第521図 1は、直柄狭鍬でも幅の狭いものである。両木口

は主面方向からカロエされ、平面形は長方形を呈する。両主面 とも削り力日工されているが、割面も多 く残 り、厚さの

調整カロ正は十分に行われていない。着柄隆起は方形である。両側面は一部削リカロエされているが、割面も残る。第

521図 2は、平面形が長方形を呈し、木回は両主面からカロエされている。主面は両方とも割面がほとんどであるが、

後面側の中央付近には挟 り加工が入れられ、決 りから下半部はさらに割られて厚さの調整が行われている。上半部

は、 ミカン割材のままである。第522図 1は、平面形は略長方形を呈する。右狽1面には、樹皮剣ぎのカロエ痕が残 り、

前面はミカン割面のままである。後面は、中央付近に快 り加工をして、下半部は身部が薄 くなるように広 く平らな

割を入れ、上半部は着柄隆起部が高 く残るように、樹皮側の面を斜めに割っている。頂部の木回は、両主面から加

工されている。刃部の木回は、樹芯側の半分は、樹皮側から樹芯に向かう切断痕が残 り、樹皮側の半分は両主面か

ら加工され、切断部の先が切 り落とされている。第522図 2は、平面形が台形を呈し、両主面が割面で、側面の一方



は樹皮剣ぎの痕跡が残るミカン割材である。第522図 1や第523図 1の存在から、直柄狭鍬の未製品と考えられる。

木口面は、一方は、樹皮側から樹芯に向かう斜めの切断面である。他方は、樹皮側から樹芯に向かう斜めの切断面

が樹皮側の一部にあるが、基本的には両主面からの加工面 となっている。第523図 1は、2連の直柄狭鍬の未製品で

ある。両主面は、一部を除きミカン割の際の割面で、片方の側面は樹皮剣ぎの加工痕が残る。樹芯部分は割 り取ら

れている。両端の木回は、長軸に対して水平になるように加工されている。材の中央には、両主面 と樹皮鋼ぎ面の

3方から快 りが入れられ、 2分割しようとする意図が伺われる。中央の挟 りから図の下に当たる半部には、片主面

の中央よりやや上に、樹皮側から1/2の幅のところまで決 りが入れられている。さらにこの挟 りから木口までの部

分に割を入れ、身部を薄 くしている。

第516図 4は、直柄広鍬または直柄狭鍬の未製品の着柄隆起部の破片である。

泥除は、完成品 6点 (第524図、第525図 1～ 3)と、未製品およびその破片が13点 (第525図 4、 第526図～第531

図)出上している。完成品は、全て破片である。第524図 1は、柄の一部が装着された状態で出上 した。前面から

見て右側の頭部 と身部の下半部を欠損する。全体に後面が窪むように湾曲する。後面には、釣鐘を縦 に半分に切っ

たような形状の着柄隆起が、頭部に向かって口を開いて作 り出されている。着柄隆起に対応する前面は、楕円形の

孔が開いているだけで、特に細工はなく、緩やかな曲面 となっている。残存する頂部の端には、円い小孔が開けら

れている。頂部の小孔は、欠損する側にも存在したと考えられ、その間隔は15.5cm前 後 と推定される。柄は、断面

が長軸2.7cm・ 端軸2.lcmの 楕円形を呈する削り出しの芯無材である。長さは約19cmが残る。第524図 2は、身部の着

柄隆起の上部 と隆起より下の身部を欠損する。頂部の幅は19.4cmで、両隅には小孔が穿たれ、その間隔は、16.2cm

である。頂部から下は幅が広がり、残存下端の幅は26.6cmを測る。残存する下端には、割れ面に沿って着柄隆起の

左右に 2個づつ 4個の補修用と考えられる小孔が開けられている。着柄孔は隅丸長方形である。第524図 3は、泥除

の下半部の破片である。残存部は、頂部側から下部に向かって幅が広がり、先端部 との角でその幅は28.Ocmを測る。

身部の先端は、下方に外湾して張り出し、端部は後面側に約 2 cm程突出するように削り出されている。突出部の厚

さは約 l cmで ぁる。第525図 1・ 2も 泥除の下半部の破片で、 1の端部は後面側にわずかに肥厚し、 2の端部は後面

側にわずかに湾曲し、割れ面の右側には、補修用と考えられる小孔が 1つ開けられている。第525図 3は、着柄孔付

近の破片で、着柄隆起は欠損する。残存部の幅は29.Ocmを測る。

泥除の未製品は、完成品に近いものから原材 と考えられるものまで各種出上している。第525図 4・ 第526図～第

528図・第529図 1の 8点は、外形や着柄隆起部がほぼ出来上がり、逆三角形に整形された着柄隆起には、断面形が

隅丸長方形の着柄孔が開けられた段階のものである。後面は、窪むように加工されているが、まだ全体に作 りが厚

い。また、完成品に見られる頂部両端の小孔は開けられていない。第529図 2・第530図 1は、外形をある程度整え、

後面は着柄隆起部を残して削り出した段階の未製品で、着柄隆起に着柄孔は開けられていない。前述の段階のもの

と比べると、幅が広かったり長さが長 く、全体の作 りも厚い。第530図 2は、この段階の身部下半部の破片である。

第531図 1は、外形は原材と同様に方形のままで、両側面 (木口)に は、原木を輪切 りにした際の切断痕がそのまま

残るが、後面には着柄隆起を割 りと削りによって逆台形に作 り出し、前面側は、縦の中軸線を中心に左右に削り込

んで、厚さと湾由の調整を行っている。第531図 2は、外形は原材 と同様に方形で、後面には木取 りしたときの割面

がそのまま残 り、着柄隆起は未だ形成されておらず、両狽I面 (木口)に は、原木の切断痕がそのまま残る。前面側

は、中軸線を中心に左右に削り込みが行われている。

鋤は、ほぼ完形のものが 1点出上している (第532図 1)。 全長は155.4cmと 長 く、柄部長97.4cm。 身部長58.Ocln。

身部幅14.Ocmを 測る。柄部の断面形は、幅広の隅丸長方形で、端部は左右に突出している。身部は、細長い舌状を

呈 し、上下・左右の湾曲は認められず、平板な作 りとなっている。

農具直柄 と考えられる木製品は 1点出土している(第532図 2)。 全長41.8cm、 直径2.6cmの 芯持丸材で、全面に加



工が及び両端は丸 く調整されている。湾曲が認められる。

掘 り棒は、柄がわずかに残る身部の破片が 1点出上している (第532図 3)。 割面 と力日工痕が残る未製品で、身部

は、長さ29.Ocm。 幅5.6cmを測る。基部側から刃部に向かって徐々に薄 くなるように調整され、先端は既に尖ってい

る。身部の木目は板目となっている。

打棒は、完成品 4点 (第533図、第534図 1)と、未製品 9点 (第534図 2～ 3、 第535図～第537図 )が出上してい

る。第533図 1は、全長116.6cm。 身部長35.6cm。 身部幅7.lcmである。身部は長楕円形を呈し、片面の中央部が中軸

線上に稜を形成するように強 く削り込まれ、その上下両端は肥大している。特に先端側は、低 く横に長い半球状に

盛 り上がっている。 (以下、打棒の身部については、肥大部の形成されている側を「前面」、反対側を「後面」と呼

ぶ。)後面は、緩やかな曲面に仕上げられ、両側面は丸 くなっている。身部は、全体的に前面側が内湾するように緩

やかに反っており、身部両側面は、中央部が僅かに括れている。柄は、丸 く削られ、末端部は肥大している。身部

の側面から後面の表面は、使用によるものと判断される磨滅が生じ、滑らかになっている。第533図 2は、全長102.0

cm。 身部長28.Ocm。 身部幅6.4cmを 測る。柄の身部側の先端は肥厚し、特に両側面は八字状に広がる。柄部 と身部の

境には両側面から挟 りが入っている。柄の基端は肥大する。身部は、先端に向かってやや幅が広がり、端部は前面

側に肥大して盛 り上がっている。先端以外の身部前面はほぼ平らで、後面と両側面は丸 くなっている。後面 と側面

はやや磨滅している。第533図 3は、身部の先端部を欠損するが、残存部の平面形態は第533図 1に類似している。

ただし、前者のように前面の中央に稜が形成されず、後面 と同様の緩やかな曲面 となっている。また、本品には、

前 2点のように身部から柄部にわたる湾由は認められない。第534図 1は、全長99.4cm。 身部長29.6cm。 身部幅5.6

cmを測る。平面形態は、第533図 1に類似し、前面には前者 と同ように中央に稜が形成されているが、身部の基部側

は肥厚していない。身部は、柄 との境から先端に向かってそのまま徐々に薄 く削られ、先端部だけが前面側に肥大

している。表面には、加工痕が比較的良 く残っているので、あまり使い込まれていないことが考えられる。

打棒の未製品も、各種の製作段階のものが出土している。第534図 2は、柄の中央付近は丸 く削られているが、柄

の基部 と先端部は多角形の状態である。身部は、木表側は先端部を除いて強 く削り込み、木裏側は柄 と段差ができ

ないように平らに加工している。加工の状況から、木表側が前面 となるものと判断される。側面から後面の側辺部

には、割面が残 り、身部の先端には、材の切断痕が残る。第534図 3は、柄の断面形は方形のままで、木表面は樹皮

剣ぎ痕跡が残るが、端部には突出部が作 り出されている。また、両側面と木裏の割面は削られ、幅と厚さが同じく

なるように調整されている。身部は、両主面の中央部がわずかに削られているだけで、あまり加工は進んでいない。

先端部には、原材段階の切断痕がそのまま残る。第535図 1・ 2は、柄部 と身部の境に側面から挟 りを入れ、柄部の

側面を割裂いて細 くした段階の未製品である。決 り付近の側面に削り加工がわずかに観察されるだけで、木表は樹

皮剣ぎ面、側面と木裏は割面、両端は切断面のままである。第536図 1・ 2及び第537図 1は、柄部 と身部の境 とな

る部分の側面に扶 りを入れただけの段階の未製品である。木表は樹皮剣ぎ面、側面 と木裏は割面、両端は切断面の

ままである。第536図 1に は樹皮も残っている。第537図 2・ 3は、樹皮を剣いだ丸材を半裁した段階の未製品で、

木表は樹皮剣ぎ面、側面と木裏は割面、両端は切断面 となっている。 2に は、木表の一部に削り加工が施されてい

る。第538図 1は、先端の片面が肥大し両面に丸みのあることから、打棒の身部の破片と考えられる。

竪杵は、掲部の破片が 3点 (第538図 2～ 4)と 未製品が 1点 (第538図 5)出上している。第538図 2は、掲部の

破片である。全長は52.Ocm、 直径は約 8 clnで ある。掲部の先端は平坦で、握 り部 との境は急に細 くなって明瞭に分

かれる。握 り部側の端には、二重に平行して巡る低い隆帯が作 り出されている。第538図 3は、揚部の破片で、全長

49.Ocm、 直径約7.6clnを測る。掲部の先端は丸 く加工されている。掲部と握 り部 との境は、2と 同様に細 くなって明

瞭に分かれる。握 り部側の端には、低い段が等間隔に連続して 4段形成されている。第538図 4は、揚部の破片で全

長41.6cm、 直径約7.5cmを測る。掲部の先端は丸 く磨 り減っている。握 り部側の端は、粗 く再加工されている。竪杵



未製品の第538図 5は、芯無の分割材を、円形に近い多角形に削り出している。全長151.6cm、 直径約7.3cmを 測る。

片方の先端 (実測図上)は、半球形に削り出しているが、反対の端部は切断面がそのまま残る。中央付近は、握 り

部 として掲部より細 く削られているが、握 り部中央は、掲部 と同じ太さで帯状に残されている。

臼 (第539図 1)は、全体の 1/3程の破片である。口縁部は残存するが、底部は欠損する。残存部の側面観は逆

台形を呈し、内面は、直線的な斜面の播鉢状の形態で、表面は磨耗 している。口径は約46cmに 復元され、器高は約

27cm残存する。器壁の厚さは口唇付近で5。 5cm、 底部付近で 9 cmで ある。木取 りは横木取 りで、半裁丸材の樹皮側か

ら割 り抜いて器部を形成している。

不明農具とした木製品は、 1点出上している(第539図 2)。 箆状の形態を呈する未製品で、全長は71.2clnを 測る。

両主面は、割面のままである。側面の中程には換 り加工が施され、挟 りから片方の両側面が割取られて細 くなって

いる。細い方が柄で、幅の広いほうが身部 と想定される。身部の先端には、切断痕 と考えられる樹皮側から樹芯に

向かう加工痕がある。柄部の先端は折れている。本品の用途 としては、鋤や櫂などが考えられる。

斧直柄は、完成品 3点 (第540図、第541図 1)、 未製品 9点 (第541図 2、 第542図～第548図 1)及び破片 3点 (第

548図 2～ 4)がある。第540図 1は、全長73.6cm・ 頭部長25.6c14・ 柄部長48.Ocmを 測る。頭部 と柄部の境は段がつ

いて明瞭に区別される。柄部は、断面形が円形で、頭部 との境から基部に向かって徐々に網 くなり、基端部は肥大

する。頭部は、中央に段差がついて中央から先の上下両面は平らに削られている。段から先の頭部の側面観は、扇

形にやや広がっている。頭部先端は、上面側が突き出るように加工されている。石斧の挿入孔は、頭部の中央より

やや先に位置し、下面は縦軸5.Ocm・ 横軸4.Ocmの隅丸長方形を呈するが、上面は縦軸3.6cm・ 横軸3.lcmの 長円形を

呈す。第540図 2は、全長73.2cm・ 頭部長21.8cm・ 柄部長51.2cmを 測る。頭部 と柄部の境には、不明瞭であるがわず

かな段がある。柄部は、断面形が円形を呈し、頭部 との境から基部に向かって徐々に細 くなり、基端部は算盤玉の

ような形態で強 く肥大する。頭部は上下両面が欠損しているが、上面側の中央には段差がついて、中央から先が 1

段低 くなるようにカロエされている。石斧の挿入孔は、頭部の中央よりやや先に位置し、孔の中央付近で縦軸4.9cm・

横軸3.3cmの 隅丸方形を呈する。第541図 1は、全長70。 8cm・ 頭部長20.Ocm。 柄部長51.Ocmを測る。前 2点の斧直柄

と比較すると、頭部の割合が小さい。頭部 と柄部の境は、段がついて区別される。柄部は、断面径が円形で、頭部

側より基部側がわずかに細 くなり、基端部は】巴大する。頭部は、中央より柄部に近いところに段差がついて、段か

ら先の上下両面は平らに削られているが、側面から見ると段から先は扇形にやや広がっている。頭部先端は、上面

側がわずかに突き出ている。石斧の挿入孔は、頭部の中央よりやや先に位置し、下面は縦軸5.4cm・ 横軸3.8cm、 上

面は縦軸4.2cm・ 横軸2.8clnの 隅丸長方形を呈する。

斧直柄未製品の第541図 2と 第542図 1は、それぞれ全長67.2cmと 73.6cmを 測る。頭部は、石斧挿入孔が開けられ、

孔から先の頭部の上下両面は平らに加工されて頭部の先端も丸 く加工されているが、柄部は、まだ断面が方形ない

し多角形のままで、基端部は膨 らみはあるが整形はされていない。第542図 2は、柄部の先半分が平らに加工されて

段がつき、その段の先に石斧挿入孔が開けられているが、頭部先端には材の切断痕が残っている。柄部は、基端部

を太 く削り残して細 く加工しているが、断面形は方形のままである。第543図 1と 第544図 1は、頭部の先端半分の

上下両面を平らに加工しているが、石斧挿入孔は未開孔である。頭部の先端や柄の基部端には、切断痕が残る。柄

部は、全面加工されているが、断面形は方形で、基端部に特に意識された調整はない。第545図 1は、前 2点 と類似

する段階の未製品であるが、上下面や両側面には、割面や樹皮剣ぎ面が部分的に残存している点と、頭部上下面の

平坦部の形成面が狭い点は、前者よりも前段階の工程の可能性がある。第546図 1と 第547図 1は、頭部の元半部の

上下面に突出部が形成され、突出部から先の上下面には平坦面ができているが、他の上下面や両側面は、割面ない

し樹皮剣ぎ面が大部分で、削リカロエは部分的に行われているに過ぎない段階の未製品である。第548図 1は、頭部 と

柄部の境が区別されているが、一部を除いて表面は全て割面ないし樹皮剣ぎ面のままで、頭部の先端側と元半部 と



の区別はなく、また上下両面に平坦面は形成されていない。頭部及び基端部には切断痕がそのまま残る。第548図 2

は斧直柄頭部左俣1面の破片である。先端側 と元半部 との間に段をもち、段から先の側面は、先端に向かって扇形に

広がる。第548図 3は、柄部の基部の肥大部片である。第548図 4は、柄部の半分からの基部の肥大部分にかけての

破片である。

斧膝柄は、小型のものと大型のものが出上している。小型のものは、完成品が 2点 (第549図 1・ 2)と 未製品が

4点 (第549図 3、 第550図)あ る。大型のものは、未製品が 4点 (第551図、第552図 1)出上している。第549図 1

は、小型の完成品であるが、柄部の基部側 と斧台部の先端の一部を欠損する。柄部は、斧台部の上端部に約57°で接

続する。小型の斧膝柄の斧台部 と柄部 との接続部には、H区出上の大型の斧膝柄 (第223図 2、 第224図 1)の よう

な段差の付けられる細工はなく、柄部から斧台部に滑らかに移行している。柄部は、枝を利用した丸材であるが、

表面は削って調整されている。斧台部は、全長16.Ocmで、断面形はやや偏平な円形である。斧台部の先端の後面に

は、長さ4.lcm。 幅約2.5cm。 深さ0.6cmの石斧装着濤が彫 られている。装着濤の横断面の底面は、緩やかに湾曲して

いる。また、装着濤が彫られた斧台部の前半部には、側面から前面にかけて幅約2.6～3.Ocmの 紐掛かりの濤が彫ら

れている。第549図 2は、1と 同じく柄部が斧台部の上端部に接続する小型の斧膝柄で、柄部 と斧台の角度は約63°で

ある。斧台部の石斧装着濤の先端 と柄部の先を欠損する。斧台部の横断面形は 7角形にカロエされ、後面の中央には

長軸に沿って稜が形成されている。石斧装着濤は、底面幅2.3cm。 残存長4。 3c14を 測る。装着濤のある斧台部の側面

から前面にかけては、紐掛かりの濤カミ彫られている。

小型の斧膝柄未製品の第549図 3は、比較的幹が細 く、斧台部となる幹 と柄部 となる枝の太さに、差のない材から

なる未製品である。柄部は基部を欠損しているが、残存部には加工痕が観察される。斧台部は、両端に切断痕が残

り、先端は両側面から、上端は全周からの加工により切断されている。斧台部の後面に当たる面は、直径の 1/3～ 1/

4が割 り取られて平らになっている。第550図 1も 、比較的幹が細 く、斧台部 と握 り部の太さに差のない材からなる

未製品である。柄部の残存部には、削り力日工が認められる。斧台部は、先端側が両側面からのカロエで、上端は全周

からのカロエによって切断されている。斧台部の後面に割 りは入れられておらず、丸木のままである。第550図 2・ 3

は、斧台部と柄部の太さの差の大きい材からなる未製品である。 2の斧台部や柄部には未だ樹度が付着している。

柄部は、基部を欠損する。柄の残存部に加工痕は認められない。斧台部は、両端 とも全周からのカロエで切断され、

さらに斧台部の後面は直径の 1/2の ところから縦に割られている。 3は 2に類似する。        ・

大型の斧膝柄未製品の第551図 1・ 2は、斧台部 となる部分と柄部 となる部分の太さの差の大きい材からなる未製

品である。柄部は、小型の斧膝柄未製品に比べると斧台の中央寄 りに取 りついている。柄部には、樹皮や節・小枝

の一部が残っている。 2点の斧台部は、小型の斧膝柄未製品の第550図 2・ 3と 同様にヽ両端 とも全周からのカロエで

切断され、さらに斧台部の後面は直径の 1/2の ところから縦に割られている。第551図 3は、第551図 1・ 2と 同じ

様な未製品と考えられるが、柄部 と斧台部の先端を欠損している。第552図 1は、斧台部 と柄部の太さの差の小さい

材からなる未製品で、斧台部の上端を欠損する。斧台部の先端は全周から切断されているが、後面に割は入れられ

ていない。柄部の先端は、平坦に切 り落 とされている。

櫂は、完成品が 2点 (第552図 2、 第553図 1)出上している。第552図 2は、身部の大部分を欠損している。残存

長116.8cm・ 柄部長94.Ocmを 測る。柄の断面形は円形で、直径は3.2cm前後でほぼ均―である。柄の先端には、縦約

9 cm。 横約 9 clnで 、両側面が凹んだ偏平な糸巻状の握 りが付いている。身部は、柄の片面に寄 り、柄部 との境から

は、身部の中央に向かって内湾しながら広がる。身部は、片面が緩やかな凹面になるように作 られている。身部の

縦軸に沿った中央部の前後両面は、背骨状に削り残されて高くなっている。また、身部の上端部縁辺は、柄部 との

境から肩部にかけて凹面側に盛 り上がっている。第553図 1の櫂は、柄部の上半から握 り部を欠損する。柄はやや偏

平な隅丸方形で、身部側がやや太 くなっている。身部は、柄の片面に寄って取 り付き、平面形は長楕円形を呈す。



長さは40.Ocm、 幅は10.2cmを 測 り、柄 との境から先端に向かって薄 く力日工されている。身部は、長軸方向・端軸方

向共に、柄の片面に寄った方の面が凸面 となるように湾曲しており、凹面の縦軸上には、柄部 との境から身部の中

央付近にかけて背骨状の隆起部が削り残されている。また、凸面の縦軸上には、身部の先端近 くから柄の下端にか

けて、加工の際に稜が形成されている。

弓は、片半部を欠損するものが 1点出土している (第553図 2)。 白木の丸木弓で、残存長は89.2cmあ る。弓幹の

直径は中央付近で約 2 cmで ある。残存する弓幹を側面から見ると緩やかな湾曲があり、さらに子細に観察すると引

側 2/3と、破損部側 1/3と では湾由の方向が逆になっていることが認められる。残存する3Hは、全周から削られ

て円錐状に丸 く尖っている。

梶棒状木製品は、 1点出上している (第553図 3)。 残存する片側の端が、幅・厚さとも大きく、細い方は先端を

欠損する。残存部は、長さ41.6cm・ 幅5.Ocm・ 厚さ6.6cmを 測 り、断面形は、太い方は丸みのある二等辺三角形を呈

し細い方は長円形を呈する。表面は全体が丁寧に加工され、滑らかに仕上げられている。

容器類は、完全な形のものはなく、その破片と考えられるものが 3点出上している(第553図 4、 第554図 1・ 2)。

第553図 4は、箱型容器の把手の可能性がある。第554図 1は、浅い盤状容器、第554図 2は、方形の盤状容器の一部

と考えられる。

斧直柄状木製品は、未製品が 3点出上している (第554図 4、 第555図 1・ 2)。 H区河川跡15層出上の漆塗 り斧直

柄状木製品 (第225図 2)と の関係は不明である。第554図 4は、全長57.2cln・ 握 り部長42.2cm・ 頭部長15.Ocl■ を測

る。握 り部は、断面形はまだ方形で、端部は偏平な球形に作 り出している。頭部は、握 り部の長軸方向と同方向に

長軸を有する偏平な球形を呈す。頭部の側面は先端ほどやや広がる。頭部の上下両面は、平らになるように加工さ

れている。両平坦面の大きさは、同一ではなく、片側が広 くなっている。頭部の先端には突起が作 り出されている。

全体の加工は、非常に細か く丁寧である。第555図 1・ 2は、前記の未製品よりも前のカロエ段階の未製品で、握 り部・

頭部 とも角張っている。全長は、それぞれ53.2cmと 62.4cmである。 1の握 り部の端は、わずかに肥大するだけで、

突帯は作 り出されていない。 2の握 り部の先端は、削り残されて肥大しており、木口には切断痕が斜めに残ってい

る。頭部の先端には、既に突起が作 り出されており、第554図 4の突起が削り残しであったり、逆に第554図 4の段

階に突起が継承されることは、第555図 1・ 2の段階の突起が、斧直柄状木製品を頭合わせの 2連状態で途中まで作

製し、この段階で分断したものでないことを示している。

第554図 3は、用途不明の木製品である。半裁された丸材の両端にカロ正痕がある。

材には、建築材 (第555図 3、 第556図 )、 板材 (第557図～第560図他 L-993・ 1013・ 1153・ ■58・ ■81・ 1182)、

角材 (第561図～第562図他 L-979。 1010・ 1029・ 1051・ ■60。 1177)、 分割材 (第563図～第566図他 L-977・ 978・

982・ 985。 987・ 989・ 995・ 996・ 1002・ 1005・ 1009・ 1012・ 1014・ 1015・ 1018・ 1020。 1021・ 1023・ 1025・ 1027・

1030。 1034・ 1035・ 1038・ 1041・ 1042・ 1044・ 1045。 1048。 1049・ 1050・ 1134・ 1135・ 1136・ 1141・ 1143・ 1146・

1151・ 1154。 1157・ 1159・ 1164。 1165・ 1166・ 1170。 1173・ 1175・ 1176・ 1186・ 1187・ 1190。 1192・ 1193・ 1199)、

半裁丸材 (第567図 1～ 3)、 丸材 (第567図 4～ 6他 L―■55)、 その他の材 (第568図 1・ 2他 L-1040)がある。

建築材の第555図 3は、梯子板で、下端から2段分の破片である。幅が20.Ocmの板目板材で、木表に踏段を作つて

いる。残存長は82.8cmあ る。踏段の出は 3 cm前後 と小さく、角も丸 く磨耗 している。段 と段の間の長さは、先端か

ら1段目の間が約38cm、 1段目と2段目の間が約44cmである。第556図 1は、木の又を利用したY字状を呈する材で、

全長は81.2cmを 測る。幹の先端は逆円錐形に調整され、上端付近には、幅 5～ 6 cmの濤状の掘 り込みが巡っている。

枝部は、先端は全周から切断されており、対面する内側の面には割が入れられて、太さまたは間隔が調整されてい

る。第556図 2は、全長87.6cm・ 幅12.2cm。 厚さ2.4cmの 柾目板材である。片側の側面の両端は、木口に向かって徐々

に幅が狭 くなるようにカロエされている。木口は、狭 く力日工されている側面に向かって広がるように斜めにカロエされ



ている。

板材には、柾目板・板目板及びナナメの木取 りの板材がある。柾目板には、それ自体が製作の目的物 とは考えら

れないが、一定の形態 とそれに伴う諸要素の類似する破片と、形態の個別的な材がある。一定の形態を備えた破片

としては、 3種類に分けられる。第557図 2～ 4の柾目板は、イ.木回は、木目に対して片方が直交し、他方は斜め

になっており、平面形は 2直角の台形を呈する。口.横断面形は長方形を呈する。ハ.両主面は、大部分を割面が

占める。二.斜めの木口には、樹皮側から樹芯に向かう加工痕 (切断痕)がある。ホ。平らな側の木回は、両主面

から (及び側面から)の加工により切断されている。へ.幅は18cmか ら22cm、 厚さは2.7～ 5,lcmの 平らな板材であ

る。 卜.素材の樹種は、クヌギ節である。という共通性が認められる。第558図 1～ 3の柾目板には、イ.平面形は

方形を呈し、断面形は長方形を基調とする。口。両主面の大部分を割面が占める。ハ。木回は、両主面又は片方の

主面からの加工により切断されている。二.幅は12cmか ら19cm、 厚さは2.5～5.7cmく らいを基調とする平らな板材

である。ホ.素材の樹種は、クヌギ節である。という共通性が認められる。第558図 4～ 7・第559図 1～ 8は、イ .

全長は8.Ocm～ 19.Ocm、 幅3.7cm～ 9.6cmの 不整形を呈する。口.横断面形は、不整な凸レンズ状を呈し、縦断面形は

両端 とも尖った楔状を呈する。ハ。両面は割面がほとんどを占め、削り状の加工痕跡があるものはその痕跡が端部

にだけ認められる。二.素材の樹種は、クヌギ節を主体 (ク リやカエデ属 もある。)と する。という共通性がある。

3種の柾目板片の性格については、後に考察する (第 8部 。第 7章 。第 7節 。4)。

個別的な柾目板には、第559図 10、 第560図 1～ 4・ 6がある。いずれも「割 り」によって一定の幅と厚さに整形

されているが、断面形態はミカン割 り状を呈し、片側の厚さが厚 くなっているものが多い。

板目板は、木製品や建築材を除 くとほとんどなく、柾目板に比べると極端に少ない。第560図 5に図示したものは、

全長35.lcm・ 幅■ .3cmの 楕円形を呈するものである。周辺が丁寧に整形されているので、木製品に関係する遺物の

可能性もある。

木目がナナメの板材は、 2点出上している。第557図 1は、幅3.5cm。 厚さ1.lcm前後・残存長29。 9cmの細長い板材

で、中軸上の 3箇所に、直径 3 1nlll前 後の円孔が開けられている。第559図 9は、全長64.7cm・ 幅11.4cm・ 厚さ2.6cm

前後の板材で、やや幅の広い方の木口は斜めになっており、樹皮側から樹芯に向かう切断痕が残る。反対の本回は、

片側の主面から切断されている。

角材は、10cln前後の短いものと50～60cm程度のもの、lmを超える長いものが出上している。第561図 1は、全長

10。 8cm・ 幅7.Ocm。 厚さ5.5c14で、片方の本国は全周から加工されて円錐状に、反対の木回は 1方向からカロエされて

斜めの加工面となっている。第561図 2は、全長8.2cm。 幅4.4cm・ 厚さ3.9cmで、木口は両方とも全周からカロエされ

て円錐状に尖っている。短い角材は、木口以外の面はすべて割面 となっている。50cm程度ないしそれ以上の角材は、

両端に切断痕が残 り、長さの特定できるもの (第561図 4～ 6)と 、片端または両端を欠損しているために、本来の

長さの分からないものとがある。側面は、割面ないし樹皮剣ぎ面だけのもの (第561図 4・ 7、 第562図 1・ 2)と 、

側面の一部が削り調整されているもの (第561図 3・ 5・ 6、 第562図 3～ 5)と がある。

分割材には、本表が樹皮剣ぎ面で他の側面が割面からなり、横断面形が扇形のミカン割材 (第563図 1・ 4、 第564

図 2・ 4、 第565図 1～ 4・ 6)と、 ミカン割材の樹芯部を割取 り、横断面形が台形の割材 (第563図 2・ 3・ 5、

第564図 1・ 3、 第565図 5)の ような一定の形態を呈するものと、割面やカロエ痕・切断面をもつが、形態的には不

統一な材 (第566図 1～ 7他多数)と がある。前 2者には、両木口に切断痕が残 り、材の長さを特定できるものが多

数含まれている。これらの中には、木製品や建築材の原材も含まれているものと考えられる。後者の分割材は、切

断面を除くとあまり力日工は進んでいない。後者のなかには、端部が焼け焦げたものがある。

半裁丸材は、 3点出上している。第567図 1は、全長59.3cm。 直径9.4cmで両端に切断痕があるが、片方の端部 (実

測図下側)は、割面側からも切断のための加工が施されているので、半裁された段階ではもっと長い材であつた可



能性がある。第567図 2は、全長47.8cm。 直径4.6cmの 材で、両端に切断痕がある。第567図 3は、両端を欠損する半

裁丸材で、残存長42.5cm。 直径6.lcmを 測る。

丸材は4点出土している。第567図 4と 6は、それぞれ全長109.3cm・ 直径約 5 cmと 全長62.6cln・ 直径約2.5cmを 測

り、片方の先端はともに杭先状に加工されている。第567図 5は、全長42.Ocln・ 直径約 6 cmの丸太材で、両方の木口

は、全周からの加工で切断されている。

④上製品

Ⅷ・Ⅸ区15層出上の上製品としては、スプーン状土製品と腕輪状土製品がある。スプーン状土製品は、破片が 2

点 (第569図 1・ 2)ある。 1は、柄の端部 と掬い部の大部分を欠損する。残存長6.2cm・ 柄部幅1.4cm・ 柄部厚1.3

cm・ 掬い部残存幅2.6cmを測る。表面は、全面ナデ調整されている。 2は、柄部を欠損する掬い部の破片で、半球形

を呈し口縁部は内湾する。掬い部は、縦4.2cm・ 横3.8cm・ 深さ2.7cmを測る。表面は、全面ナデ調整されているが、

器面には細かな凹凸がある。

腕輪状土製品は、破片が 6点 (第569図 3～ 7)出土している。このうち 2個体は同一遺物の破片と判断された(7)。

径は、外径で6.Ocm～ 9.8cmの ものまであるが、湾曲の仕方が不均等であるので、正円ではなく長円径である可能性

がある。幅は、2.5cm～2.8cmの 比較的狭いもの (3～ 6)と、 4 cmと やや広いもの (7)力 あゞる。表面の調整は、

内外面ともナデ調整によるもの (3・ 4)と 、内外面 ともミガキ調整によるもの (5)、 及び内外面 ミガキ調整のう

え外面に数条の平行沈線が巡るもの (6・ 7)がある。なお、 5については、片側の側縁の一部が張 り出していた

可能性がある。

⑤骨角器

骨角器は、牙歯製品も含めて、調査および土壌洗浄によって84点出上している。骨角器の種類 としては、漁猟刺

突具・刺突具 。ヘラ・引状鹿角製品・装飾品・骨角器未製品 。その他加工痕のある骨角がある。

漁猟刺突具は、主に漁労・狩猟に際して柄につけて使用されたと考えられるもので、先端から基部まで一定の形

態に調整されているものである。この類の骨角器は、細長い針状のもの16点 (第570図 1～16)と 、やや偏平な棒状

のもの 6点 (第570図 17～ 18、 第571図 1～ 4)力 あゞる。前者には、完全な形のまま残るものはない。哺乳類の骨幹

を丁寧に加工して作られ、断面形は円形を呈し、表面には光沢もある。太さは直径0.2cmか ら0.5cmの ものまである

が、直径が 3 1nIIl以 下の細いもの (第570図 1～ 7)と 、直径が 4 1nlllを 超すやや太いもの (第570図 8～16)がある。

細い方の残存長は、長いもので6.8cm(5)あ る。太い方の残存長は長いもので10.7cm(14)あ る。出上した細長い

針状の漁猟刺突具の部位 としては、先端を含む破片が 7点、中程の部分の破片が 7点、基部の破片が 2点で、基部

の破片の占める割合が低い。なお、第570図13は焼けている。

やや偏平な棒状の漁猟刺突具は、多様な形態をもち定型性に欠ける。第570図18は、全長10.4cm・ 最大幅0.6cmを

測る。基部付近に最大幅があり、そこから先端へ向かって徐々に細 くなる。また基端部に向かっても細 くなって両

端 とも尖る。全体 として細長い柳葉状を呈する。第570図 17も 、これに類する形態 と考えられるが、基端部は丸 くなっ

ている。第571図 1は、漁猟刺突具の先端部の破片である。幅0。 7cm。 厚さ0.5cmの やや偏平な作 りで、先端から約 2

cmの ところから細 くなり尖っている。第571図 2は、漁猟刺突具の縦に割れた破片である。基部には、主面及び側面

から削り込んで段差が作られ、茎部が形成されている。第571図 3は、基部に扶 りのある無≧鏃を細長 くしたような

形態のものである。全長は7.6cmあ り、中央付近の断面形は隅丸長方形を呈する。三股の端部よりも狭端部が磨耗し、

光沢があるので、狭端側が先端 と考えられる。先端以外の表面には、加工の際の擦痕が観察される。第571図 4は、

エイの尾棘を利用した全長6.3cmの 刺突具で、基部は両側面から削られて幅が狭 くなっている。1～ 3は哺乳類の骨

を素材 とする。

刺突具は、先端は加工されて尖っているが、基部ないし柄部は、素材を形成するための加工以外はほとんど未加



工の状態にある製品である(第571図 5～■、第572図 1)。 刺突具の素材は、そのまま形態に反映し、 3種類に分け

られる。第571図 5は、鹿角の枝角の先端を利用したもので、部分的に横位方向の研磨痕跡が観察されるが、形状が

大きく改変されてはいない。先端に鋭さはなく、半球状に丸 く磨滅し、縦方向の擦痕が観察される。第571図 6～ 8

の 3点は、哺乳類の骨幹を利用したもので、棒状に割 り取った骨幹の片方の先端を研磨して作製されており、先端

部は鋭 く尖っている。基部は割面がそのまま残っている。先端の形状は、丸 く長いもの (6・ 8)と 、多角形でや

や短いもの (7)がある。第571図 9～■・第572図 1の 4点 は、鹿の尺骨の近位端付近を利用したもので、近位端

を握 り部 とし、遠位端側に刺突部を作 り出している。刺突部は、前縁に形成されているものと後縁に形成されてい

るものの両方がある。刺突部の長さは比較的短 く、 2硼前後である。先端の形状は、ヘラのようにやや幅のあるも

のと、錐の先のように細い多角形のものがある。

ヘラは、先端部の断面形が偏平な精円形または円形に近いもので、刺突具のように鋭さのないものである(第572

図 2～ 8、 第573図 1～ 4)。 素材の違いによって分類すると、3種類に分けられる。第572図 2は、鹿の尺骨の近位

端を利用したもので、先端は偏平で刃部は丸い。第572図 3～ 8・ 第573図 1～ 3の 9点は、鹿角ないし哺乳類の骨

幹を縦に割ったものを素材 とし、その先端を研磨して作製されたものである。鹿角を素材 とする場合は、側面が割

面だけで無調整のもの (第572図 5。 6)と 、側面全体が調整されているもの (第573図 1)力 あゞる。骨幹を利用し

たヘラは、剣離調整 (第572図 4他)や研磨調整 (第572図 3他)して形態を整えている。この類のヘラの先端は、

偏平なものと丸いものがあり、一つの製品の両端でその両方を兼備しているもの (第572図 4)も 存在している。第

573図 4は、断面形が蒲鉾形の骨をそのまま素材 とし、その先端を研磨して作製している。先端は磨耗し、表面には

横位方向の擦痕が広い範囲に観察される。

弱状鹿角製品は、 8点出上している (第573図 5～ 12)。 形態としては、長円錐形を呈して内面に盲孔の開く形態

のもの (5～■)と 、貫通孔をもつ円筒形のもの (12)が ある。第573図 5は、下端部を欠損する。残存部の上半は

研磨によって尖 り、下半は濤状に削られた掘 り込みが 3重に巡る。 6は、 5に類似する形態で、先端の欠損部には

鼠の咬痕が残る。下端は濤状の削り込みのところから欠損する。 7は、引状鹿角製品の上部の破片で、側面から見

ると湾曲している。残存部中央付近の側面は、鼠によって署られて欠損している。残存する先端は細い突起状に削

られ、下半部は 2段の中膨らみになるように力日正されている。 8は、細長い棒状を呈し、緩い湾曲がつくように削

られている。残存部の下端は、濤状の削り込みのところから欠損し、残存部中央のやや下には、擦切 りによって浅

い滞状の掘 り込みを形成している。9は、引状鹿角製品の下半分の破片で、残存上部は片側にわずかに反 りをもつ。

基部の周辺 と残存部上端は、突帯状に削り出されている。残存部上端は細 く削られて、 5～ 8の ような先端部へと

続 くものと考えられる。内面には口径1.3cm・ 深さ2.7cmの 円錐形の盲孔が開けられている。10は 9に類似する形態

であるが、基部は突帯状に盛 り上がらず、わずかに肥大するだけである。また、残存部上端 も突帯は巡らず、側面

の左右に半円盤状の突起が削り出されている。■は、 5の濤状に削られた掘 り込みの中間の破片 と考えられる。

貫通孔をもつ円筒形の形引状鹿角製品は、「浮袋の口」 と呼ばれる形態のもので、全長2.Ocm・ 直径1.9cmを測る。

外面の中央には、濤状の削り込みが一条巡る。内面には、口径1.2～ 1.3cmの貫通孔が開けられ、両端の回径に差は

ない。

装飾品として分類した牙歯製品を含む骨角器は 9点出土しており、種類 としては髪飾 り状のもの (第574図 1・ 2)、

穿孔品類 (第574図 3～ 7)、 垂れ飾 り類 (第574図 8～ 9)がある。第574図 1は、両端が尖 り全面に光沢をもつ細

い棒状の製品で全長17.9cm、 最大径0.6cmを 測る。片側の端部がより細 く加工されている。太い方の端部も丁寧に加

工研磨され光沢があることから、漁猟刺突具ではなく、髪飾 り状の装飾品と考えられる。 2も 同様の機能が考えら

れる鹿角製品で、全長15.2cm。 最大幅0。 7cm。 厚さ0.5cmを 測 り、断面形はやや偏平である。片側の先端は尖ってい

るが、反対の端部は、現状の幅よりも大きな直径の孔が両面から開けられた痕跡が残 り、丸 く快られたような形態
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を呈する。

穿孔品類の 3は、リング状を呈するイノシシの犬歯製品で、長径1.2cm・ 短径0。 9cm・ 厚さ0.3cmの 素材に、直径0.5

cmの 円孔を両側から開けている。 4は、全長1.5cm。 幅1.Ocm。 厚さ0。 3cmで、俵形を呈するイノシシの下顎犬歯製の

素材に 2孔を開け、さらに片側の側面にはV字の切れ込みを2ヵ 所に入れている。 5は、全長2.5cm・ 幅1.3cm・ 厚

さ0。 4cmで、4と 同様に俵形を呈するが、素材は鹿角である。縦軸にそって 2孔を開け、さらに両側面にV字の切れ

込みを3ヵ 所ずつ入れている。孔の縁辺には紐擦れが観察でき、凸面側 (実測図左面)は、両孔に近い内側の部分

が磨滅し、平坦面側 (実測図右面)は、両孔とも製品の端に寄った部分が磨滅している。したがって、この製品に

は、平坦面側の端部方向から紐が来て、平坦面側から凸面側へ抜け、凸面の中央を通って隣の孔の凸面側に行き、

孔を潜って再び平坦面側へ出て、反対の端部方向に紐がのびていたものと解釈される。 6は、残存長4.3cm。 最大幅

1.4cm厚 さ0.6clnの 骨製品で、中軸に沿って 3カ 所に穿孔されている。中央 と一部欠損する孔の周辺と内面にはター

ル状の物質が付着している。 7も 6と 同形態の製品で、残存長6.Ocm・ 最大幅1.8cm厚 さ0.6clnを 測る。穿孔は2カ 所

である。 6に タール状の物質が付着していることから、 6・ 7については、装飾品以外の用途の可能性もある。

垂れ飾 り類の 8は、弧状を呈するイノシシの犬歯先端部を素材 とした製品で、全長7.8cm。 幅1.5cm。 厚さ0.6clnを

測る。両端部には各 1孔が開けられている。両方の孔は、製品全体の弧の内側に近い先端部に開けられている。孔

には紐擦れができて磨耗 している。実測図の左側の表面には、エナメル質が残 り光沢が美しい。 9は、イノシシの

犬歯基部を素材とした製品で、片側を欠損するが、弧状に湾曲する。幅は2.2cmを 測る。残存する端部は斜めに切断

されたうえ研磨されている。端部の内側に寄った部分に 1孔が開けられている。

骨角器未製品は、側面に連続的な剣離痕跡や研磨痕跡など加工意図の認められる骨材で、形態 としては6.3cm

～17.5cmの 細長い棒状を呈する(第574図 10～ 12、 第575図 1～ 5)。 素材は、鹿の中足骨ないし中手骨である。劉離

作業は骨材の外面側から内面側に向かって行われるのが一般的傾向 (第574図■～12、 第575図 1～ 5)であるが、

両面に剣離作業の行われているもの (第574図 10)も ある。第574図 11に は、両側の破砕断面に劉離作業の後に研磨

作業が行われており、骨角器の製作工程を示している。

加工品は、上記以外の研磨痕跡のある破片、切断痕跡のある破片、加工痕跡のある破片をこの類に一括した (第

575図 6～ 9、 第576図 1～ 9、 第577図 1)。 第575図 6は、骨の外表面に粗い研磨痕跡の残る破片で、破砕側面に研

磨痕跡は観察できない。ヘラ状骨角器の先端部の破片と考えられる。第575図 7は、偏平な骨の片端に、両平坦面か

らの擦切 り痕跡がある。第575図 8・ 9は、鹿の尺骨近位端付近の破片で、遠位端側に両平坦面からの擦切 り痕跡が

あり、 9に は、擦切 り加工に先行する研磨痕跡 と穿孔がある。第576図 1～ 3は、周囲が完全に残る鹿角で、片側の

端部には全周からの擦切 り痕跡があり、反対の端部は壊れた不整面となっている。第576図 4は、鹿の中手骨で、片

端が研磨され、さらに多方向からの擦切 り痕跡がある。第576図 5・ 6は、破砕した鹿角で、残存する端部には多方

向からの擦切 り痕跡が残る。第576図 7年 9は、鹿角の先端部の破片で、表面に横位方向の浅い擦切 り痕跡状の擦痕

が観察される。 7・ 8の近位端は壊れた不整面 となっており、 9の近位端には、多方向からの擦切 り痕跡がある。

第577図 1は、2本の枝角のある鹿角である。近位端は折れ面、遠位端は約 l clnの 間隔の上下 2段の擦切 り痕跡のと

ころで折れている。上位の枝角は折れ、下位の枝角には下面に浅い擦切 り痕跡がある。下位の枝角は、基部を除い

て全体的に滑らかになっているが、研磨痕跡や使用による擦痕は観察できないことから、現生の鹿角の先端に見ら

れるのと同様の磨耗により、滑らかになったものと判断される。

Ⅷ・Ⅸ区15層出上の骨角器には、上記したもの以外に、骨角器の可能性のあるものが 2点出土している (第577図

2～ 3)。 2は、哺乳類の比較的太い骨端から骨幹の破砕片である。鋭い割れ日の一部に微細な劉離痕が観察できる

ので、この部分を刃部 として利器に使用した可能性が考えられる。 3は、残存長16.6cm。 幅5。 8cm。 厚さ2.7cmの 厚

板状の骨で、片側の主面にはもとの外表面が残るが、他の面は多孔質の面である。素材はクジラの骨 と考えられる。

(本 文P627へ続く)
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地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-316 弥生上器 重 Ⅷ 区 湖 II跡 15a層 (5_5) 層波文BlV。 地文mC�。孔 ?。 A2ai 弥生中期 178-1

2 B-608 弥生土器 重 ⅨC区 測 II跡 15d層 (6.0) 55 地文 I。 孔 1-?。 A2ai 弥生中期

3 B-312 弥生土器 壼 Ⅷ 区 測 II跡 15a層 土器血 4 地文皿C� i。 孔 1-1 A2ai 弥生中期 178-2

4 B-313 弥生土器 壺 Ⅷ 区 河川跡 15d層 孔なし。 A2ai 弥生中期 178-3

5 B-494 弥生土器 壷 ⅨB区 河サII隊 15層 (85) 層波文BlV(4)。 地文HCni。 孔 A2ai 弥生中期 178-4

6 B“ 606 弥生土器 重 ⅨB区 河,II跡 15d層 (100) 層波文BlU(4)。 地文ⅢChi。 孔 A2avi 弥生中期 178-5

7 B-607 弥生上器 更 ⅨC区 河,II跡 15d層 98 層波文BlV(4)。 地文ШChi。 孔 -1 A2a� 弥生中期 178-6

8 B-691 弥生土器 重 ⅨD区 河川跡 15a層 土器�10 層波文BiV(4)。 地文皿C�。孔 -1 A2avi 弥生中期 178-7

9 B-584 弥生土器 壺 IXD区 河川跡 15c層 11,0 層波文 BユV(4)。 地文ШC� 。孔 -1 A2a� 弥生中期 178-8

B-505 弥生土器 重 ⅨD区 河川跡 15a層 土器醜 9 61 層渡支 BlV(4)^地 文ШCl、 孔 2-2. A2ai 弥生中期 178-9

11 B-808 弥生土器 壼 ⅨC広 河,H跡 15a層 (73) Alaiv 弥生中期 178-10

B-588 弥生土器 重 ⅨD区 河,H郎 15c層 (44) 層波文AlV(5)。 磨消or充娯。地文 I Alai 弥生中期 178-11

13 B-315 弥生上器 壼 Ⅷ 区 河ナII跡 15a層 (47) 山形文 (?)。 藩消。地文Ⅷ 。 Alai 弥生中期

B-314 弥生土器 重 Ⅷ 区 河ナII跡 15c層 (77) 地文 I Alaiv 弥生中期 178-12

B-269 弥生上器 重 Ⅷ 区 河川跡 14,お a層 (65) 地文ШCi競 。 Alaiv 弥生中期

B-665 休生上器 壷 ⅨB'C区 河川跡 靡 臨 (155) 四角文 (4)。 充娯。 Alaiv 弥生中期 178-13

第418図 Ⅵ‖。Ⅸ区河川跡15層 出土弥生土器 1
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地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

ユ B-585 弥生土器 壷 IXC,D区 河川跡 lSa‐ llde (116) 地文 Ii Alaiv 弥生中期 179-1
2 B-262 殊生土器 壷 VIl区 河川跡 15a・ 剛唇 錨形文 (7)。 充娯。地文 I Ala� 弥生中期 179-2
3 B-717 株生土器 琵 Ⅸ 区 河川跡 15a・ 団冒 (92) 平行直線文 (3)。 弥生中期
4 B-495 弥生土器 壷 ⅨD区 河サH跡 15a層 上器No12 (69) 平行直線文 (2)。 Ala 弥生中期
5 B-496 弥生土器 壺 ⅨD区 河,H跡 15a・ 同習 (59) Ala 弥生中期
6 B-807 弥生土器 豆 ⅨD区 河川跡 15a層 上器沌 5 (79) Ala 弥生中期

7 B-318 弥生土器 一更 Ⅷ 区 河川跡 15d層 (89) Ala 弥生中期

8 B-605 弥生土器 重 IXC区 潮 II跡 15d層 (132) 地文mCi。 Ala 弥生中期 179-3
9 B-799 弥生土器 一更 ⅨD区 河川跡 睡 購 (76) 地文 IIICiti、 Ala 弥生中期

B-568 弥生土器 壷 IXC区 河川跡 15c層 (50) 地文 VIli。 磨消 ? A 弥生中期
11 B-823 弥生土器 壷 ⅨD区 河,11琳 15b層 (51) 同心円文 ?。 充壊、地文Ⅷ i 弥生中期 179-4

B-646 弥生土器 壺 ⅨB区 河川跡 15d層 (73) 四角文 (4)。 弥生中期 179-5
B-553 弥生土器 壼 ⅨC区 河,II跡 15c層 (114) 平行直線文 (2)。 地文 IIICi。 Alai 弥生中期 179-6

第419図 Ⅷ・ Ⅸ区河川跡15層出土弥生土器 2
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地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-655 弥生土器 一霊 IXB,C区 河川跡 1碗・16ce (149) 平行直線文 (2)。 地文 I 弥生中期 179-7

2 B-656 弥生土器 霊 IXD区 河川跡 1駐・劇琶 (200) 平行直線文 (2)。 地文ⅢC� 。 Blai 弥生中期 179-8

3 B-473 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河川跡 15層 土器恥 7 (184) 平行直線文 (3)。 地文Ⅷ i Blai 弥生中期 180-1

4 B-687 弥生土器 壷
Ⅷ区
ⅨC,D区

河川跡 1確・1翻冒 (173) 地文 I 弥生中期

5 B-837 弥生土器 重 IXC,D 河川跡 15a層 (182) 地文Ⅷ i Bla, 弥生中期

6 B-716 弥生土器 壷 IXC区 河川跡 15a・ 同琶 (71) 95 地文Ⅷ i 弥生中期

B-317 弥生土器 Ⅷ 区 河川跡 15a層 平行直線文 (3)。 地文 I。 孔 1- 弥生中期

第420図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡15層出土弥生土器 3
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地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-710 弥生土器 重 ⅨB,C区 河川跡 15c,1劇 冒 (85) 地文ⅣDiv。 弥生中期 180-2
2 B-689 弥生土鶏 壷 IXB・ C区 河川跡 15c・ 1劇冒 (239) 127 Blai 弥生中期 180-3
3 B-722 弥生土器 霊 IXB広 河川跡 15c■団冒 (54) Blai 弥生中期
4 B-465 弥生土器 重 Ⅷ 区 河,日跡 15a層 上器No31 (47) 125 Blaifi 弥生中期
5 B-462 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河チH跡 15a層 (46) Blaiti 弥生中期
6 B-838 弥生上器 霊 ⅨD区 河サII跡 15a層 (57) 地文Ⅷ i Blaii 弥生中期
7 B-800 弥生土器 壷 ⅨD区 河川跡 15a層 土器血 6 (64) 四角文 (?)。 充壊。地文Ⅷ i Blaii 弥生中期

8 弥生土器 一更
Ⅷ区
ⅨC,D区 河川跡 15c■副冒 四角文 3段 (4)。 充娯。地文Ⅳ B�。 81aiv 弥生中期 180-4

9 弥生土器 壷 ⅨB,C区 河チH跡 15c・ 15de 土器No15 27 5 地文Ⅷ i Blaiv 弥生中期 180-5

第421図 Ⅵ‖・ IX区河
'II跡

15層出土弥生土器 4
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地  区 遺 繕 層  位 取上番号 器  高 口 径 腐  径

1 B-709 弥生土器 壷 ⅨB区 河川跡 15d層 (49) 地文 I Alaiv 弥生中期

2 3-468 弥生土器 更 ⅦΠ区 河川跡
14層
15a層 (46) 12 2 Blaiv 弥生中期

弥生土器 壷 IXB区 河川跡 15c層 (66) 12 7 地文 I Blaiti 弥生中期

4 B-711 弥生土器 壼 IXC区 河川跡 16a・ 1制膏 (104) Blaiv 弥生中期

5 3-729 弥生土器 壷 IXC区 河川跡 15c層 (139) 地文Ⅷ 五 弥生中期

B-559 弥生土器 壷 ⅨC区 河川跡 15d層 四角文 2段 (3)_充填、地文 mC� i^ Albiv 弥生中期 181-1

7 B-796 弥生土器 壷 IXC区 河川跡 [5d層 (94) Alb� 弥生中期 181-2
8 B-797 弥生土器 壷 ⅨC,D区 河川跡 15a層 (36) Albiv 弥生中期

9 B-266 弥生土器 露 ⅥⅡ区 河川跡 15c層 (45) 錨形文 ?(4)。 充壊。地文 I Albiv 弥生中期

B-798 弥生土器 壷 区
駆

Ⅷ

Ⅸ 河川跡 16a■

“

層 (83) Albi五 弥生中期 181-3

1ユ B-263 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河川跡
14層

(125) 65 四角文 3段 (4)。 充壊。地文lln i Alb 弥生中期 181-4

12 弥生土器 盛 ⅨB区 河川跡 15d層 (104) 四角文 3段 (6)。 充娯。地文 IIICi五。 Alb 弥生中期 181-5
B-265 弥生土器 重 Ⅷ 区 河川跡 15a層 (82) 錨形文 (4)。 充頌。地文HCほ Alb 弥生中期 181-6

538

第422図 Ⅵ‖・ IX区河サII跡 15層出土弥生土器 5



ェイ
'ヽ

|

＼
り
／

0                         1ocln

ぷ

ギ

番号

録

号

登

番
種 月」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 回 径 底  径

1 B-267 弥生土器 壷 ⅦI区 河ザH跡 15c'�帽 (60) 錨形文 (5)。 充壊。地文Ⅷ i Alb 弥生中期

2 B-647 弥生土器 更 IXD区 河川跡 15a層 (183) 平行直線文 (2).地文 IIC i Bl 弥生中期 181-7
3 B-635 弥生土器 と璽 IXB,C区 河川跡 隣 醒 1) 65 渦文 (6)。 充頻。地文IIA� i。 B 弥生中期 181-8

B-825 弥生上器 壼 IXB区 河川跡 15d層 (56) 重四角文 (?)。 充壊。地文 B 弥生中期 182-1
5 弥生土器 壷 IXB区 河すII跡 15d層 (160) 錨形文 (4)。 充壊。地文 I B 弥生中期 182-2
6 B-631 弥生上器 一臣 IXC区 河∫‖跡 15c層 (121) 錨形文 (?)。 充頻。地文VIl i A 弥生中期 182-3

弥生土需 壷 Ⅷ 区 河チI跡 14・ 16ag (154) 地文mCi B 弥生中期

8 B-693 弥生土器 一質 B色 ,ヽC区 河川跡 15a層 (123) 地文 I B 株生中期

第423図 Ⅵ‖。Ⅸ区河,II跡 15層出土弥生土器 6
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地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底  径

1 弥生土器 と臣 IXC区 河川跡 15d層 地文 IIICi五 。 弥生中期

2 弥生土器 菫
・
区

‐ＸＢ
Ｃ． Ｄ 河川跡 1もb～ llde 11 4 地文 HC占 Claiv 弥生中期 182-4

3 弥生土器 壷 ・
区

‐ＸＢ
Ｃ． Ｄ 河ナH跡 15b～ llde 地文Ⅳ B� 弥生中期

4 B-363 弥生土器 重 Ⅷ 区 河川跡 15a～ 1田習 土器NQ 9 地文 IIICi五 。 弥生中期

5 弥生土器 壷 ⅨD区 河川跡 15a・ 残層 (27) 弥生中期

6 B-375 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河川跡 15層 (61) 地文Ⅳ B�。 弥生中期

7 B-692 弥生土器 壷 3'生・B区 河川跡 15a層 112 地文Ⅵl五 株生中期 182-5

第424図 Ⅵ‖・Ⅸ区河川跡15層 出土弥生土器 7
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図中

番号

録

暑

登

番
種 房J 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 糖 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 弥生土器 重 Ⅷ 区 河チH跡 15層 (84) 地文mC�。 Claiv 弥生中期

2 B-470 弥生土器 重 WIl区 河ナH跡 15層 (71) 弥生中期

3 B-726 弥生上器 更 IXC区 河川跡 15a■ 翻琶 (71) 31ai 弥生中期

B-713 弥生土器 壷 Ⅸ B区 河川跡 15c・ 1制冒 (75) Blav 弥生中期

5 B-461 弥生土器 壼 Ⅷ 区 河川跡 15層 土器血 I (57) 3 Blaiv 弥生中期

弥生土黎 重 Ⅷ 区 河川跡 15a層 (71) Blaiti 弥生中期

7 B-697 弥生土器 一霊 IXB,D区 河∫H跡 15a,回冒 (152) 3 地文ⅢCh。 Claiv 弥生中期 183-1
B-643 弥生土器 重 IXC・D区 河,H跡 15c層 (145) 地文Ⅷ i Claiii 弥生中期 183-2

第425図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河サII跡 15層 出土弥生土器 8
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番 号

録

号

登

番
種 Л」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径

1 B-830 孫生土器 壷 LKC・D区 河,H跡 lSc,16de 隆線文。地文 I Clai� 弥生中期 183-3

2 B-472 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河,H跡 15a層 隆線文。地文Ⅷ i Claifi 弥生中期

3 B-471 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河川跡 15a層 (55) 隆線文。地文Ⅷli Claiii 弥生中期

4 弥生土器 豆 IX区 河川跡 陸 鱒 (179) 隆線文.地文Ⅳ B�。 Clai� 弥生中期 183-4

5 B-651 弥生土器 藁 IXB区 河川跡 15a～ 1則琶 (139) 重四角文 (5)。 充娯。地文 1lIA� 。 Claiv 弥生中期 184-1

弥生土器 重 ⅨC区 河川跡 15a,同署 (136) 地文 I 31aiv 弥生中期 185-1

B-696 菰生土器 IXC区 河川跡 15c層 (149) 地文IVD� 。 Blaiv 弥生中期

第426図 Ⅵ‖・Ⅸ区河サII跡 15層 出土弥生土器 9
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中

号

図

番

録

号

登

番
種 号J 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 繕 層  位 取上番号 器  高 回 径 底  径

1 弥生土器 重 lll区 河川跡 蠣囀
地文 I 弥生中期

2 B-459 弥生土器 壷 Vl区 河川跡 15c層 土器NQ18 地文 I 弥生中期
3 B-654 弥生土器 一璽 BA・C区 河川跡 ba‐ 1醍 12 5 地文ШC� i。 Blaiv 弥生中期 184-2

第427図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡15層出土弥生土器10
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図中 録

号

登

香
種 月」 器種

出 土 地 点 法   量
特  徴  ・  備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-653 弥生土器 菫
VIn区

ⅨC・ D区
河川跡

‐５
層 36 1 12 4 110 地文IVB� 。 弥生中期 185-2

2 B-688 弥生中期 甕 ⅨC・ D区 河川跡
那

Ｈ
・１

杵
地文 IIIChi。 Claiv 弥生中期 186-1

第428図 Ⅷ・ IX区河川跡15層出土弥生土器■
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中

号

図

番

録

号

登

番
種 月」 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 萬 口 径 底 径

1 B-690 弥生土器 壷 IXC区 河川跡 15a・ 劇琶 地文■lCni。 弥生中期
2 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河川跡 地文IVB� 。 弥生中期

3 B-700 弥生土零 壷 ⅨC区 河川跡 15d層 土器No15 (61) 地文Ⅷ i 弥生中期
4 弥生土器 壷 lX区 河川跡 [5層 (74) 地文 I Blaiv 弥生中期
5 弥生土器 壼 IXC区 河川跡 15c層 地文Ⅶ � Claiv 弥生中期

弥生土器 壷 IXC区 河川跡 15a'劇習 地文Ⅷ

'

弥生中期

第429図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河サII跡 15層出土弥生土器12
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録

具

登
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種 別 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-666 弥生土器 壺 Ⅸ B区 河,II跡 15c層 土器Na 2 地文IVA�。 Claiv 弥生中期 187-1

2 弥生土器 一璽 ⅨB,∝ 河川跡 膀 暉 地文Ⅷ i 31aiv 弥生中期

3 B-463 弥生土器 豆 Ⅷ 区 河川跡 15c層 弥生中期

4 B-721 弥生上器 壷 ⅨC区 河川跡 15c層 土器配13 (87) 弥生中期

5 8-475 弥生土器 重 ll区 河,‖跡 15層 土器 No 2 地文 IICtii。 弥生中期

第430図 Ⅵ‖・ IX区河
'II跡
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中

号

図

番
嫌

号

０

番
種 別 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 底  径

1 B-466 弥生土器 壼 Ⅷ 区 河川跡 15c層 地文 I Blaiv 弥生中期
B-467 弥生土器 重 Ⅷ 区 測 II跡 15層 BIaiv 弥生中期

3 B-464 弥生上器 重 Ⅷ 区 河,II琳 15c層 土器K421 地文Ⅷ i Cla� 弥生中期
4 B-727 弥生土器 菫 ⅨC区 河サII跡 15c層 地文Ⅷ i Cla� 弥生中期
5 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河ナII跡 151・ 16de (73) 1 地文 Vll i Clai� 弥生中期
6 弥生上器 重 LXC区 河川跡 15c層 四角文 2段 (5)。 充壊。地文 I Claiit 弥生中期

7 B-478 弥生土器 重 Ⅷ 区 測 II跡 明囀
(151) 地文HC�。 Claiv 弥生中期

第431図 Ⅵ‖。IX区河川跡15層 出土弥生土器14
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番号

球

号

全

番
種 号」 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地 区 遺  構 層 位 取上番号 器高 口径 底 径

ユ 弥生土器 壺
Ⅸ区
IXB区 河,H跡 15c'1副 琶 四角文 4段 (4)。 充填。地文ⅢC� 。 Clai 弥生中期 188-1

2 B-644 弥生土器 壷 ⅨC区 河 1跡 1“■醐琶 充壊。地文ⅣB�。 Claiv 弥生中期 188-2

3 弥生土器 一霊 IXB区 河 1跡 15a層 (86) 四角文 2段 (?)。 充壊。地文 I 弥生中期

4 B-639 弥生土器 豆 ⅨB・ C区 河 ナ1跡 132‐ l翻膏 重菱形文 (4)。 充填。地文皿C� i。 弥生中期 188-3

第432図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡15層 出土弥生土器15
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中

号

図

番

録

号

登

番
種 月」 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B-444 弥生土器 壷 ll区 河ナ|1跡 15a層 地文 IIIC� 。 弥生中期 189-1
2 弥生上器 壼 ⅨC区 河川跡 I昴 ,1翻圏 四角文 (?)。 充壊。地文 I 弥生中期 189-2

第433図 Ⅵ‖・Ⅸ区河サII跡 15層 出土弥生土器16
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中

具

図

懇

録

号

登

番
種 別 縫

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 橘 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径

1 B-380 姓 器 重 Wu区 河川跡 ISa・ �層 (13^7) 弥生中期 190-1

2 B-379 弥生土器 重 Ⅷ 区 河 III跡 1&・ 撤掘 重山形文 (?)。 充壊。地文 I 弥生中期 190-2

第434図 Ⅵ‖。Ⅸ区河川跡15層出土弥生土器17



Ocm

中

号

図

番

難

号

盆

番
種 月J 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 口 径 底 径

写 真 図版

1 B-378 弥生土器 壺 Ⅷ 区 河川跡 15c層 渦文 (?)。 充娯。地文ⅣB�。 Cl 弥生中期 190-3
2 B-715 弥生上器 一霊 Ⅸ 区 河川跡 15層 (81) 地文IIChi。 弥生中期
3 B-460 弥生土器 壼 Ⅷ 区 河,II跡 15c層 地文 IIICiii。 弥生中期
4 B-382 弥生土器 と望 Ⅷ 区 河ナ|1跡 15d層 (250) 珠や中期

第435図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河サII跡 15層 出土弥生土器18
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番号

球

号

登

番
種 男J 器 種

出 土 地 点 法    量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 回 径 底 径

I B-366 弥生土器 菫 Vl l区 河川跡 15a層 地文ⅢC� i。 弥生中期

2 B-383 弥生土器 壷 llI区 河川跡 16a・ 脱層 地文 IIIC� 。 弥生中期

3 B-664 弥生土器 壷
区

醒

Ⅷ

Ⅸ 河川跡 16a～ 1側唇 (257) 70 地文ШC� 。 弥生中期

4 B-699 弥生土器 壺 ⅨB'C区 河川跡 15b,1翻 冒 (246) 地文IIC�。 弥生中期 191-1

第436図 Ⅵ‖・ IX区河サII跡 15層 出土弥生土器 19
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号

図

番

録

号

登

香
種 別 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 口 径 底 径

I 弥生土器 重 Ⅷ 区 河川跡 15a,回 習 (268) 地文Ⅵ i 弥生中期 192-1
2 B-361 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河川跡 15a・ 16c層 (263) 地文 Vi 弥生中期

第437図 Ⅵ‖。IX区河川跡15層 出土弥生土器20
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図 中
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録

具

登

碁
種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B-362 弥生土器 霊 Ⅷ 区 河川跡 膵 鱚 土器配 3 地文 I 弥生中期

2 B-381 弥生土器 重 Ⅷ 区 河ナ十1跡 lSc‐ llde (342) 地文とよIAiti小 弥生中期

第438図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河サII跡 15層 出土弥生土器21
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図 中

懇暑

録

具

登

懸
種 】」 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底  径

1 弥生上器 壷 ⅨB・ C区 河,H跡 15c・ 1副詈 地文 I 弥生中期 191-2

2 B-457 弥生土器 壷 Ⅷ 区 河ナ‖跡 14層
15a・ 劇目

地文Ⅳ i 弥生中期 192-2

第439図 ⅦI・ Ⅸ区河サII跡 15層 出土弥生土器22
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中

号

図

番

録

号

登

番
種 男」 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 補 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 弥生土器 士質 lll区 河ナ 跡 15層 土器配 7 (90) 地文 IIICtti。 弥生中期

2 B-369 弥生上器 壷 Ⅷ 区 河チ| 跡 15d層 (166) 13 2 地文ⅣB�ぃ底部網代疲小 弥生中期

3 B-368 弥生土器 重 Ⅷ 区 河ナ| 跡 15c層 (143) 地文 IIIC� i。 弥生中期

4 B-446 弥生土器 壺 Ⅷ 区 河ナ| 跡 15c層 (148) 地文 I 弥生中期

5 弥生土器 壼 IXC区 河川跡 15d層 土器配15 (180) 地文 】 B 弥生 中期

第440図 VⅢ・ Ⅸ区河
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番号

録

号

登

番
種 男」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時   期 写真図版

地  区 遺  機 層  位 取上番号 鶏  高 口 径 底  径

1 B-207 弥生土器 高不 Ⅷ 区 河 ) 1跡 15層 土器NoH (102) 層波文AlV(6).充娯。地文Ⅷ i IAl 弥生中期 193-1
2 B-483 弥生土器 高不 ⅧI区 河 ) 1跡 15c層 (118) 層波文 AlV(6)。 磨消or充娯。地文Ⅷ i IAl 弥生中期 193-2
3 B-221 弥生土器 高郭 Ⅷ 区 河 1跡 15c層 (72) 層波文AlV(P)。 充壊。地文 I IA 弥生中期

B-787 弥生土器 高不 IXD区 洞 1跡 15a層 (44) 層波文A2V(?)。 充壊。地文WII i。 孔 ? IA 弥生中期

5 B-613 弥生土器 高郎 ⅨB,C区 河サ1跡 朽a‐l解 (60) 層波文A2V(6)。 充壊。地文Ⅷ i IA 弥生中期 193-3
6 B-519 弥生土器 高邦 IXD区 1碗・罰引薯 (60) 176 層波文A2V(6)。 充壊。地文IIIC� 。 IA 弥生中期 193-4

B-48ユ 弥生土器 高跡 II区 河ナH跡 15c'1劇 詈 上器No30 層波文A2V(9)。 磨消。地文 I IAl 弥生中期 198-5
B-209 弥生土器 高不 lll区 河ザH跡 15層 層波文AlV(P)。 充壊。地文Ⅷ i IA 弥生中期

B-788 弥生土器 高不 ⅨD区 河川跡 15c■5de 層波文AlV(?)。 充娯。地文 I IA 弥生中期

弥生土器 高不 ⅥⅡ区 河川跡 15o2層 層波文 A2V(P)。 充娯。地文Ⅷ i 弥生中期

第441図 Ⅵ‖・Ⅸ区河川跡15層 出土弥生土器24
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番号

録

号

登

番
種 月」 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺  機 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径

ユ B-545 弥生上器 高不 IXD区 河 1跡 15a層 (76) 181 層波文A2V(7)。 充壊。地文ⅢA�。 弥生中期 193-6

2 B-486 弥生土器 高不 Vll区 河川跡
14層
15c兵雪 (60) 185 層波文A2U(?)。 充壊。地文 mChi。 弥生中期

3 B-482 弥生土器 高杯 vn区 河川跡 15c層 14 4 11 0 層波文A2V(8)。 充颯。地文Ⅷ i IAl 弥生中期 193-8
4 B-513 弥生土器 高坪 IXB区 河 1跡 16c・ 1劇冒 (80) 層波文A2V(6)。 充壊。地文Ⅷ i 弥生中期 193-7
5 B-637 弥生土器 高邦 ⅨC・D区 河川跡 15a'1監 層 (141) 層波文A2V(8)。 充壊。地文皿Ci IAl 弥生中期 194-1
6 B-612 弥生土器 高邪 ⅨB区 河川跡 15c・ 1翻習 (80) 17 1 層波文A2U(8)。 充填。地文Ⅷ i 弥生中期 195-1

B-485 弥生土器 高不 Ⅵ‖区 河川跡 16■5ag (78) 層波文AlU(?)。 充填。地文 IIC� 。 弥生中期

8 B-208 弥生土器 高不 ⅦI区 河川跡
14層
15■ 6a層

11 5 層波文A2V(7)。 充壊。地文 Vl i 弥生中期 194-2

9 B-516 弥生土器 高不 ⅨC,D区 河川跡 15a・ 面帽 (125) 170 層波文BlU(6)。 IAl 弥生中期 194-3
B-792 弥生上器 高イ ⅨC,D区 河,H跡 I働■翻冒 層波文A2UO。 充渓。地文 1lIC� 。孔 ? IA 弥生中期
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図中

番号

録

号

登

番
種 男」 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-206 弥生土器 高野 Vll区 河川跡
14層

(58) 22 8 四角文 (4)。 充頌。地文VⅢ i IA 弥生中期 195-2

2 B-790 弥生土器 高琴 IXC区 河,I跡 15c層 四角文 (?)。 充壊。地文ЩC� i。 子し2- IA 弥生中期

3 弥生土器 高不 Ⅵ]区 河川跡 15層 変形工字文。磨消or充 填。地文Ⅶn i IA 弥生中期 195-3
弥生土器 高不 IXD区 河川跡 I随・1側冒 ( 81) 層波文2V(5)。 充填。地文ⅥⅢ i 弥生中期 195-4

5 弥生土器 高杯
Ⅵl区
ⅨC,D区

河川跡 13b～ 1側雷 23 7 62 男設言宅菱管甲夕発嵩|こ有。 弥生中期 194-4

6 8-480 弥生土器 高邦 ⅦⅡ区 河川跡 15dl膏 89 運弧文十四角文 (9)。 充壊。地文Ⅷ i 弥生中期
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0                         10cm

番号

録

号

登

番
種 月」 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分   類 時  期

地  区 遺  構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

l B-268 弥生土器 高郷 Ⅷ 区 河川跡 1415層 (70) 92 充壊。地文 VRn i 弥生中期
2 B-546 弥生上器 高邪 ⅨC区 河川跡 15c層 (59) 89 充壊。地文 I 弥生中期 195-5
3 B-514 弥生土器 高邪 LkC・D区 河サI跡 15a層 (59) 79 磨消。地文 I 弥生中期

B-515 弥生土器 高邪 ⅨD区 河川跡 15a層 ( 75) 76 充壊。地文IIIA�。 弥生中期 195-6
5 B517 弥生土器 高不 IXD区 河川跡 15a層 (69) 充壊。地文皿C�。 弥生中期 195-7
6 B-484 弥生土器 高不 Ⅷ 区 河川跡 15c層 (86) 充壊。地文 IIIC� i。 弥生中期 195-8

B-793 弥生上器 高邦 ⅨC,D区 河川跡 15a層 (91) 充鎮。地文Ⅷ i 弥生中期
8 B-848 弥生土器 高邦 Ⅷ 医 河川跡 15層 (76) 磨消。地文 Vl i 弥生中期
9 弥生土器 高不 IXD区 河j'1跡 15a層 充壊。地文 11lC� 。 弥生中期

B-615 弥生土器 高 不 ⅨC区 河チ1跡 15d層 (87) 充壊。地文 HA� i. 弥生中期 195-9
と] B-547 弥生土器 高 不 IXB区 河ナ1跡 15c層 (63) 弥生中期

12 B-211 弥生土器 高不
区
区

Ｖ‐‐‐
Ⅸ 河川跡

14層
15c層 (67) 磨消or充壊。地文 I 弥生中期 195-10

13 B-251 弥生土器 高跡 lII区 河川跡 15a層 (40) 充壊。地文 I 弥生中期
14 B-618 弥生土器 高跡 ⅨC・D区 河川跡 15c'1副 冒 (78) 充壊。地文 IIIChi。 弥生中期 195-11

15 B-487 弥生土器 高不
VII区

IXD区 河ナH跡 15a■

“

層 (70) 充填。地文皿Ci 弥生中期 195-12

弥生土器 高郭 lXD区 河川跡 15a層 (109) 11 4 充壊。地文 IIIChi。 弥生中期 195-13
17 弥生上器 高邪 IXC区 河川跡 隣 睫 (89) 14 1 充壊。地文ⅢC� i。 弥生中期 195-14

B-794 弥生土器 高郭
ⅦI区

IXD区 河川跡 15a■翻冒 (36) 弥生中期

B-826 弥生土器 高邦 IXD区 河ナ|1跡 15a層 (43) 充壊。地文 I 弥生中期 195-15
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図 中

番 具

録

号

登

番
種  別 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴  ・  備  考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 構 層  位 取上番号 需  高 口 径 l~5径

1 B-328 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15c層 62 I Al 弥生中期
2 弥生上器 鉢 IXC区 河川跡 16a・ 16ce 88 層波文A2V(7)。 充壊。地文 I。 孔 ?. I Al 弥生中期 196-1

3 B-555 弥生土器 鉢 IXD区 河川跡 15c層 97 晶雙蕎蟹穏(乳帝f消∝充壊。 I A2 弥生中期 196-2

弥生土器 ah ⅥⅡ区 河川跡 14層 地文ⅣC,。 孔 ? I A2 弥生中期 196-3
5 B-620 弥生土器 鉢

IXB o C
,D区 河川跡 1膵暉 層波文 B2U(6)。 孔 ? IA 弥生中期 196-4

6 B-508 弥生上器 鉢 IXD区 河川跡 15a層 平行直線文 (4)。 地文 IICiよ 。孔 ?。 [A 弥生中期 196-5
7 B-623 弥生土器 鉢 ⅨC区 河川跡 15d層 51 72 平行直線文 (5)。 地文 llu i。 孔 1-?。 I 弥生中期 196-6
8 B-550 弥生土器 鉢 IXD区 河川跡 15c層 平行直線文 (8)。 地文ⅧIIIA�。子し1-1 I 弥生中期 196-7
9 B-320 弥生土器 鉢 VI区 河川跡 15a層 上器No 5 地文IIC�。孔 ?。 底部木目痕。 IA 弥生中期 196-8

B-551 弥生土器 鉢 ⅨC区 河サH跡 15a,ほ娼 地文 mCtit。 孔 ? IA 弥生中期 196-9
11 B-580 弥生土器 鉢 IXC区 河ナ‖跡 15a層 地文 I I Al 弥生中期 196-10

B-569 弥生土器 鉢 IXD区 河ナ1跡 15a,1側 習 57 地文 IIICiti。 子し? I Al 弥生中期 196-11
B-326 弥生土器 鉢 Vl区 河川跡 15c娠雪 47 I Al 弥生中期 196-12

14 弥生土器 鉢 LkC,D区 河川跡 15a層 53 80 子し?。 I Al 弥生中期 196-13
B-625 弥生土器 鉢 IX区 河川跡 15c層 60 36 孔 ?。 I Al 弥生中期 196-14
B-507 弥生土器 鉢 IXC区 河川跡 15a層 58 46 層波文A2V(5)。 磨消。地文 WIV I。 孔 ? I A2 弥生中期 196-15

17 B-324 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河サ1跡 15d層 (56) 層波文A2U(P)。 充壊。地文Ⅶl i。 孔 ? I A2 弥生中期
B-548 弥生土需 鉢 Ⅸ 区 河j‖跡 15b・ 1謝詈 52 平行直線文 (5)。 地文 mC� i。 孔 1-? I A2 弥生中期 196-16
B-322 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15a,16c層 44 地文 IIIC i。 孔 1-?。 I A2 弥生中期 196-17
B-225 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15c層 土器NQ16 60 91 35 層波文A2V(5)。 磨消。地文 I。 孔 1- I A3 弥生中期 196-18
B-570 弥生土器 鉢 IXD区 河川跡 15c層 10 1 4 7 I A3 弥生中期 196-19
B-557 弥生土器 鉢 IXD区 河川跡 15c層 59 39 平行直線文 (8)。 地文 Vl i。 孔 ? I Al 弥生中期 196-20
B-581 弥生土器 鉢 IXD区 河川跡 15c層 4? 平行直線文 (7)。 地文 VIn i。 孔 1- I Al 弥生中期 197-1
B-582 弥生土器 鉢 IXD区 河サH跡 16a,1翻 冒 71 87 46 平行直線文 (4)。 地文 I。 孔 1-? I Al 弥生中期 197-2
B-321 弥生土器 鉢 Vl区 河チ十跡 15.1醐薯 7J 49 地文HCi,in子七? I Al 弥生中期 197-3
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番号 番 号
種 房」 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴   ・  備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺  構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径

I B-566 弥生土器 鉢 IXC区 河川跡 15c層 42 子Ll― ? A2 弥生中期 197-4
2 B-556 弥生土器 鉢 ⅨD区 ▼戸Jナ 1跡 15a層 41 地文 I。 孔 ?。 A2 弥生中期 197-5
3 B-319 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 洞 1跡 15'1制冒 土器 No 8 層波文 BlU(6)。 孔 1-?.底 部 :重 四角文 A3 弥生中期 197-6

弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河 ナ1跡 15c層 (37) 51 重三角文 ?(4)。 充填。地文 I。 孔 ? A 弥生中期

5 B-779 弥生土器 鉢 IXD区 河川跡 15a層 (47) 平行直線文 (8)。 地文ⅢC� 。孔 ? A 弥生中期

6 B-327 弥生土器 鉢 ll区 河川跡 層
濯

(49) 70 子L?。 【A 弥生中期

7 B-219 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河 1跡 15a,1“層 71 0 56 層波文 AlV(6)。 磨消or充填。地文mCi
子七?. 弥生中期 197-7

8 B-245 弥生土器 鉢 ll区 河 1跡 15a層 (64) 4 層波文BlV(P)。 地文 IIIC� .孔 ?。 弥生中期

9 B-235 弥生土器 鉢 llll区 河 I跡 15a層 4 44 層波文A2V(8)。 磨消or充壊。地文VIU i。 孔 ? 弥生中期

B-217 弥生土鶏 鉢 II区 河 H跡 15'15ce 土器 No 2 0 5И 層波文AlV(8)。 磨消。地文 I。 孔 ? 弥生中期 197-8
B-784 弥生土器 鉢 ⅨD区 河 |1爆ホ 15a■劇冒 6 52 層波文A2V(P)。 充壊。地文皿C� 。孔 ? 弥生中期

B-596 弥生土器 鉢 ⅨC区 河川跡 15a'15ce 52 層波文A2U(5)。 磨消or充壊。地文ШBi
子し1-?。 弥生中期 197-9

B-552 弥生土器 鉢 IXD区 河川跡 15c層 7 53 層波文 BlV(5)。 地文Ⅷ i。 孔 ? 弥生中期 197-10

B-577 弥生土器 鉢
Ⅷ区
ⅨD区 河川跡 E姻彊 5 51 層波文 BlU(5)。 地文HC�。孔 1-? 弥生中期 197-11

B-488 弥生上器 鉢 ⅨD区 河川跡 15a層 0 48 層波文 BIU(7)。 地文 IIIC i。 子Lユ ー 弥生中期 197-12
B-233 弥生土器 鉢 ll l区 河川跡 15d層 9 45 弥生中期

B-829 弥生上器 鉢
Ⅷ区
IXD区 河川跡 靡 暉 (61) 11 2 弥生中期

B-224 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15c層 72 54 層波文A2V(5)。 充填。地文IIC� i。 孔 1-? 弥生中期 197-13
B-597 弥生土器 鉢 ⅨB区 河川跡 15c■劇冒 11 2 層波文A2V(6).充 壊.4bttIIIC� i^■ ,1- 弥生中期 197-14
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図 中

番号 番 号
種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 濤  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-553 弥生土器 鉢 ⅨD区 戸WII畳ホ 15c層 層波文A2V(6)。 充填。地文IIIC� 。孔 1- 弥生中期 197-15

2 B-489 弥生上器 鉢 ⅨD区 河川跡 15a・ ほ摺 層波文A2V(P)。 磨消or充壊。地文 I

孔 1-?。 弥生中期 198-1

3 B-239 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 蠣呻
層波文 BlV(5)。 地文Ⅷ i。 孔 1-1 弥生中期 198-2

4 B-492 弥生土器 鉢 IXB。 返 河,II跡 lfJa,1田 目 層波文B2V(P)。 孔 ? 弥生中期 198-3
5 B-579 弥生土器 鉢 IXD区 YHIIII 15c層 層波文A2U(7)。 充 IIR。 地文ЩCi,,、 孔 1-1 弥生中期 198-4
6 B-220 弥牛十器 鉢 Ⅷ 区 河ナII跡 12 8 55 層波文A2U(P)。 充壊。地文Ш。7L? 弥生中期 198-5
7 B-218 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15c層 (32) 層波文AlU(8)。 磨消or充填。地文 I。 孔 ? 弥生中期 198-6
8 B-227 弥生上器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15c層 87 11 2 平行直線文 (12)。 孔 1-?。 弥生中期 198-7
9 B-576 弥生土暴 鉢 ⅨD区 河川跡 1確層 85 四角文 (4)。 充娯。地文 I。 孔 2- 弥生中期 198-8

B-564 弥生土器 鉢 ⅨB,C区 測 II跡 1■・Ilde 層波文AlV(7)。 地文 I。 孔 ? 弥生中期 198-9

B-236 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡
14層
15,15a■ 層波文A2V(7)。 充娯。地文Ⅷ I。 孔 ? 弥生中期 198-10

B-578 弥生土器 鉢 XC・D区 瀬WII呂ホ 離・劇詈 盾波文A2V(7)。 充壊。地文 I。 孔 ユー 1 弥生中期 198-H
弥生土器 鉢 ⅨD区 河川跡 15a層 72 117 層波文AIU(4)。 充娯。地文皿Bi。 孔 1- 弥生中期 198-12

B-563 弥生土器 鉢
ⅨB
IXC,D区 河川跡 15a・ ほ摺

昆琴ェ
A2U(6)。 磨消or充娯。地文ЩCii。

弥生中期 199-1

B-240 弥生土器 鉢 VIl区 河川跡 15層 土器聴 6 70 平行直線文 (4)。 地文 IⅡ C �。孔 ? 弥生中期 199-2
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中

号

図

番

録

号

登

番
種 男」 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B-554 弥生土器 鉢 IXC区 河チH跡 15c層 上器No13 43 平行直線文 (2)。 地文IIC �。孔 1- B2 弥生中期 199-3
2 3-628 弥生土器 鉢 ⅨC区 河ナ‖跡 15a層 (72) 11 5 平行直線文 (2)。 孔 ?。 B2 弥生中期

3 B-493 弥生土器 鉢 ⅨC,D区 河川跡 15a層 10 1 平行直線文 (1)。 地文皿C�。孔 1-? 弥生中期 199-4
B-549 弥生土器 鉢 ⅨD区 河川跡 15c層 43 四角文 2段 (5)。 磨消。地文Ⅶ i。 孔 1-1 弥生中期 199-5

5 B-223 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 明唖
層波文A2V(6)。 磨消。地文ШCm。 孔 ユー 弥生中期 199-6

6 B-565 弥生上器 鉢 区
醒

Ⅷ

Ⅸ 河川跡 6]・ 15ce 5 1 層波文BlV(7)。 地文ЩC� 。孔 ?。 弥生中期 199-7

B-600 弥生上器 鉢
区

醒

Ⅷ

Ⅸ 河川跡 16a～ 瓶層 59 層波文BlV(5)。 地文 IIC i。 孔 1-? 弥生中期 199-8

8 B-593 弥生土器 鉢
Ⅷ区
IXD区 河川跡 15a,loce 84 62 層波文BlV(う。地文mC�。孔 1-? 弥生中期 199-9

9 B-598 弥生土器 鉢 ⅨB区 河川跡 15d層 (99) 膚波文B2V(2)。 孔 1-? 弥生 中期 199-10

B-237 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 上器No 3 97 層波文A2U(5)。 充娯。地文mC� 。孔 ? 弥生中期 199-■

B-599 弥生上器 鉢
Ⅸ区
ⅨB区 河川跡 15c・ 1劇冒 12 8 四角文 2段 (5)。 充壊。地文ЦIC� 。孔 1-? 弥生中期 199-12

弥生土器 鉢 LXC・D区 河ナ11跡 15a層 (87) 層波文BlV(P)。 地文ⅢC�。孔 ? 弥生中期

B-226 弥生土器 鉢 Vl区 河川跡 醒醐
(73) 平行直線文 (3)。 孔 1-1 弥生 中期

1 B-567 弥生土器 鉢 ⅨD区 河川跡 15a'団雷 10 2 平行直線文 (3)。 地文JICと 。孔 1-? 弥生 中期 200-1
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図 中 録
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種 月」 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴  ・  備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-781 弥生土器 鉢
Ⅷ区
IXD区 河川跡 (43) 層波文31V(P)。 孔 ?。 弥生中期

2 B-780 弥生土器 鉢
Ⅷ区
ⅨD区 河川跡 15c層 (64) 層波文BlV(P)。 地文Ⅷ i。 孔 ?。 弥生中期

3 弥生上器 鉢 VI区 河∫|1跡 15c層 層波文B2V(D。 地文HC�。孔 ? 弥生中期

弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河ナII跡 14層 層波文 BlV or B2V(?)。 地文Ⅷ i。 孔 ? 弥生中期

5 弥生土器 鉢 141区 河川跡 15c層 層波文BlV(P)。 地文Ⅷ i。 孔 1-? 弥生中期

6 B-828 弥生土器 鉢 IXB区 河川跡 15c層 層波文A2U(D。 充瞑。地文 IICtti。 孔 ? 弥生中期

7 3-782 弥生土器 鉢 IXA区 河川跡 15a層 層波文A2U()。 充壊。地文HC�。孔 1-?。 弥生中期

8 B-499 弥生土器 鉢 IXD区 河川跡 15a層 (69) 三角文 (5)。 磨消。地文Ⅷ i。 孔 ?。 弥生中期 200-2
9 B-243 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15a層 平行直線文 (4)。 地文Ⅷ i。 孔 ?. 弥生中期

B-244 弥生土器 鉢 Vl区 河川跡 15a層 平行直線文 (4)。 地文Ⅷ 孔 ? 弥生中期
B-849 弥生土器 鉢 WI l区 河ナH跡 15d∫百 (77) 14 0 孔 ? 弥生中期

弥生土器 鉢 ⅨD区 河川跡 15b層 層波文AlV()。 磨消or充填。地文 I

子Ll― ?。
弥生中期

B-247 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15a層 層波文AlV(P)。 磨消or充娯。地文Ⅷ i。 孔 ? 弥生中期

B-241 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15,1団冒 層波文A2V(?)。 磨消。地文 I。 孔 ? 弥生中期

弥生土器 鉢 ⅨC・D区 河川跡 lSa～�層 層波文 BlU O。 地文 lll i。 孔 ? 弥生中期
B-250 弥生土器 鉢 Vl区 河,II跡 15a層 層波文AlV(P)。 充娯。地文Ⅷ i。 孔 ? 弥生中期

17 B-246 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河ナI跡 15a層 層波文AlV(〕 。充壊。地文 IIIA� i。 孔 ? 弥生中期
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番号 番 号
種 】」 澤 霞

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B-827 弥生土器 鉾 lXDぼ 河川勝 15d層 層波文A2U(P,。 充壊。地文 HCiti。 孔 ? 弥生中期

2 B-777 珠生土鶏 31 ⅨD区 測 II跡 lSa層 層波文A2U(?)。 充縄 地文Ⅶ d。 孔 ?。 弥生中期

3 弥生生器 鉢 阻 区 河,H跡 15a層 層波文 く?)。 孔 1-? 弥生中期

4 弥生土器 鉢 vm区 河,II路 15c層 (69) 聴 韓  (6)。 孔 ユー ? 弥生中期

5 B-253 弥響 as Ⅷ 区 河,11跡 15a層 四角文 (?)ぃ 充氏 地文 I.孔 ? 弥生中期

6 B-238 球++器 鉢 阻 区 測 H跡 ユS層 (70) 62 弥生中期 200-3
7 B-249 弥生土器 鉢 租 区 測 lI跡 A5・IS掘 層波文A2V(P)。 麿消。地文 I。 孔 ? 弥生中期

8 B-767 珠生上器 鉢 IXD区 測 II跡 15c層 層渡文AIV(P)。 充民 地文Ⅷ i。 孔 ?。 弥生中期

9 B-229 弥生土碧 鉢 租 区 瀬けI旧ホ lSc層 (6.4) 平行直線文 (3)。 地文ⅢG� 。孔 ?。 B 弥生中期

B-254 雄 盤 鉢 醒駆
河川跡 1贅層 層波文AlV(5)。 磨消。地文Wd i。 孔 1-?。 HBユ 弥生中期 200-4

B-589 姓 掛 鉢 区
咽

Ⅶ

Ⅸ 郡 II跡 15a・ lSa (96) 層波文AlV(6)。 充壌。地文 VB i。 孔 ?。 ■BI 弥生中期 200-5

B-255 姓 盤 鉢 Ⅷ 区 副 11跡 15c層 」ュ呂]Nd27 層渡文 AlV(7)。 売填。地文 ШCiii。 孔 ?。 弥生中期 200-6

第450図 Ⅵ‖・ IX区河川跡15層出土弥生土器33
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種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 回 径 底  径

1 B-259 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15a■礎目 (85)
昆琴}AlV(2)。

磨消or充 壊。地文■lC i
H Bl 弥生中期

B-256 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河川跡 蠣蜘
67 37 層波文A2V(7)。 充娯。地文ⅡIC�i。 孔 1- 弥生中期 200-7

B-527 弥生土器 鉢 ⅨC,D区 河川跡 114～ 1剛唇 層波文A2V(5)。 充壊。地文ШCi“ 。孔 ? 弥生中期 200-8
4 B-257 弥生土器 鉢

Ⅷ区
こX区 河川跡 15a,1翻 習 (71) 層波文BlV(2)。 孔 ? IB2 弥生中期

5 8-329 弥生土器 鉢 lll区 河川跡 15a層 孔 ?。 弥生中期
6 B-264 弥生土器 鉢 Ⅷ 区 河,W跡 15a層 (84) 錨形文 (?)。 充壊。地文lll i。 孔 2-? II B2 弥生中期 200-9
7 B-783 弥生上器 鉢 ⅨC区 河∫|1跡 15c層 層波文AlV(P)、 充渓。地文IRl i。 孔 ? 弥生中期
8 B-258 弥生土器 Ⅷ 区 河川跡 15d層 層波文A2V(P)。 充壊。地文Ⅷ i。 孔 ?。 弥生中期
9 B-791 弥生上器 鉢 ⅨC区 河川跡 15a層 層波文BlU(P)。 子L?。 ■Bl 弥生中期

B-789 弥生土器 IXC区 河川跡 15a,剛 暦 層波文A2U(P)。 充堰。地文HCai。 孔 ?。 弥生中期

B-260 弥生土器 鉢 llX区 河川跡 15a層
紹奪歩

+層波文Vlb(P)。 充壊。地文 1■ C� 。
弥生中期 200-10

第451図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡15層出上弥生土器34
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番号 番 号
種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底  径

ユ B-560 弥生土器 甕 IXB区 河川跡 15c層 110 59 地文ⅡIVCtii。 IA 弥生中期 201-1

2 B-587 弥生土器 襲 IXD区 河サH跡 1“ ,1側薯 (93) 96 列点文。地文 ] IA 弥生中期 201-2

3 B-498 弥生土器 獲 ⅨC,D区 河,‖跡 16a～ 1制膏 128 53 地文ⅡIC�。 IA 弥生中期 201-3

4 B-763 弥生土器 IXD区 河,H跡 15a層 土器NQ 4 13 2 IA 弥生中期

5 弥生土器 憂 Ⅸ B区 河 1跡 15d層 (88) 列点文。地文 ] IA 弥生中期

6 B-617 弥生土器 甕 IXB区 河 H跡 16も■翻膏 57 地文 HIC� 。 IA 弥生中期 201-4

B-333 弥生上器 甕 Ⅷ 区 河 1跡 15c層 52 地文Ⅷ i IA 弥生中期 201-5

8 B-332 弥生土器 養 Ⅷ 区 河 1跡 層
濯

53 列点文。地文 lll i IA 弥生中期 201-6

9 B-451 弥生土器 獲 Ⅷ 区 河ナH跡 15c層 70 列点文。地文 ] IA 弥生中期

弥生土器 甕 Ⅷ 区 河 1跡 14層 (51) 列点文。地文IIC� i。 IA 弥生中期 201-7

B-334 弥生土器 憂 VIl区 河 1跡 15a層 (57) 90 地文ШC�。 IA 弥生中期

B-778 弥生土器 菱 lXC,D区 河 1跡 16a15ce (41) 9 7 平行直線文 (2)。 IA 弥生中期

B-335 弥生土器 葵 Ⅷ 区 河 1跡 地文 IIIC� IA 弥生中期

第452図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河サII跡 15層 出土弥生土器35
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種 男」 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺  縫 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 弥生土器 奎 Ⅷ 区 河川跡 15a層 上器No12 地文IVA�。 弥生中期 201-8
2 弥生土器 LX区 河サ|1跡 15c・ 15de 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期 201-9

3 B-667 弥生土器 羹 IXC,D区 河川跡 lSa～ 1制唇 列点文。地文Ⅳ B�。 弥生中期 202-1

4 B-342 弥生土器 褒 Ⅷ 区 河川跡
15帰肇
16a‐ 1“層

25 3 26 9 列点文。地文 IIAtii。 底部織布痕。 弥生中期 202-2
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図
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録

号

登

番
種  別 器 種

出 土 地 点 法    量
特  徴  ・  備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-683 弥生土器 甕 IXB区 河川跡 16c・ �幡 列点文。地文ⅥⅡ i B 弥生中期 202-3
2 弥生土器 襲 VШ区 河川跡 15c層 土器配24 18 0 列点文。地文HC� in B 弥生中期 202-4

3 B-684 弥生土器 憂
Ⅸ B区
ⅨC,D区

河川跡 15c■劇詈 22 9 列点文。地文 IIIC i B 弥生中期 203-1

弥生土器 養 IXC・ D区 河川跡 15a,1翻 雷 7 列点文。地文 IIC i B 弥生中期 203-2
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登

番
種  別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺  構 層  位 取上番号 器  高 回 径 底  径

1 B-392 弥生土器 甕 VI区 河川跡 15c層 22 7 22 0 列点文。地文IVB� 。 弥生中期 203-3

2 B-390 弥生土器 甕
VI l区

IXC,D区
河川跡 15c・ IX8 列点文。地文 IIIC� 。 弥生中期 203-4

3 8-338 弥生土器 甕 Ⅵl区 河川跡 15c層 列点文。地文 IIIC� 。 弥生中期

4 B-670 弥生土器 藝 BC・ D区 河川跡 15a層 20 8 列点文。地文mC�。 弥生中期 204-1

第455図 Ⅵ‖・ IX区河ザII跡 15層 出土弥生土器38
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種  別 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 回 径 底  径

1 B-751 弥生土器 養 Ⅸ B区 河川跡 15a,�漏 22 7 71 列点文。地文 I 弥生中期

2 B-398 弥生土器 事 Ⅷ 区 測 II跡 15c'〕剛冒 列点文。地文 I 弥生中期 204-1

3 B-652 弥生土器 霊 区
駆

Ⅷ

Ⅸ 河川跡 1膝 Ilda 列点文。地文 I 弥生中期 204-2

4 B-680 弥生土器 霙 Ⅸ B区 河川跡 15dl冒 92 弥生中ltB 204-3
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種 別 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時   期 写真図版

地  区 遺  橘 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径

B-396 弥生上器 甕
Ⅷ区
IXD区 河川跡 15a～ lM層 列点文。地文ⅢC� 。 弥生中期 205-1

2 B-659 弥生土器 甕 IXD区 河川跡 15a層 土器鴎 、4 195 列点文。地文IIC � 弥生中期 205-2
3 B-658 弥生土器 甕 ⅨC区 河川跡 16a～ 1制雷 列点文。地文 IIICh。 弥生中期 205-3
4 弥生上器 褻 Ⅷ 区 河)'I跡 15c層 24 7 91 地文mCi 弥生中期 205-4

第457図 Ⅵ‖・ IX区河川跡15層出土弥生土器40
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種 月」 器種

出 土 地 点 法   量
特  徴  ・  備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺  構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-336 弥生土器 塞 VⅢ区 河川跡 lSa～ lld層 79 地文ⅥⅡ i 弥生中期 206-1

2 B-668 弥生上器 墾 IXD区 河川跡 lSa～ ほ彊 24 7 23 5 81 列点文。地文 IIIC� 。 弥生中期 206-2

3 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15c層 19 7 18 1 70 列点文。地文 IIIC i IB 弥生中期 206-3

4 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡
14層
16a～ 1団層

22 7 列点文。地文 I IB 弥生中期
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種 】J 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 日 径 底  径

ユ B-397 弥生上器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15a層 列点文。地文 I 弥生中期 206-4
2 B-694 弥生土器 甕 ⅨC区 河川跡 15a層 列点文。地文 IIC� 。 弥生中期

3 B-346 弥生土器 茎 141区 河川跡
14層
15a・ ほ層 列点文。地文 ] 弥生中期 207-1

4 弥生上器 甕 IXC区 河,H跡 15c層 列点文。地文Ⅶ � 弥生中期
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番号
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号

登

番
種 房」 器種

也 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-682 弥生土器 甕 IXC区 河川跡 lSaЧ田層 列点文。地文Ⅳ Biv。 弥生中期 207-2

2 B-340 弥生上器 羹 Ⅷ 区 河川跡 。‐４層蠅
‐３

‐６ａ
29 2 列点文。地文Ⅵ i 弥生中期 207-3

3 B-671 弥生上器 羹
llI区

IX区
河川跡 15'15c層 77 列点文。地文Ⅵ � 弥生中期 208-1

4 B-685 林生上器 甕
・
区

Ⅸ

Ｃ．
河川跡 砺c・ 1劇署 25 4 列点文。地文 IIIChi。 弥生中期 208-2
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種 】」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 回 径 底  径

1 B-750 弥生土器 甕 IXC区 河,H跡 15層 (98) 19 7 列点文。地文 mCh 弥生中期
2 B-740 弥生土器 甕 IXC区 河川跡 15b層 (125) 21 5 列点文。地文IIB i 弥生中期

3 弥生土器 甕 IXD区 河チ 跡 15c層 (71) 列点文。地文ⅣB�。 弥生中期

4 B-843 弥生土器 甕 IXD区 河チ 跡 15a層 (65) 16 2 地文Ⅷ i B 弥生中期

5 B-748 弥生土器 襲 ⅨC区 浮丁ナ| 跡 1碗 ,1劇冒 (78) 列点文。地文 IIIC i B 弥生中期
6 B-391 弥生土器 甕 Ⅷ 区 F」

'|

跡 15c層 土器No25 (106) 列点文。地文ШA� B 弥生中期
7 B-695 弥生土器 甕 IXA区 河jl 跡 15a,1翻 習 (186) 23 7 列点文。地文ⅣD�。 弥生中期

弥生土器 甕 Ⅷ 区 河ナII跡 15a層 (114 地文 IIIC� 。 弥生中期
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番号
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登

番
種 月J 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-385 弥生土器 襲 Ⅷ 区 河川跡 IFI,1剛 冒 (119) 列点文。地文mC� 6 B 弥生中期

2 B-745 弥生土器 甕 ⅨD区 測 | 跡 15a層 (112) 列点文。地文HC�。 B 弥生 中期

3 B-669 弥生土器 葵
Ⅷ区
IXD区 河川跡 1碗・刷冒 (200) 23 2 列点文。地文ⅢCi 弥生 中期 208-3

4 B-762 弥生土鶏 獲 IXC・D区 河,| 跡 15a・ 同冒 (108) 地文IIC� i。 B 弥生中期 208-4

5 B-706 弥生土器 憂
区

駆

Ⅷ

Ⅸ 河ナH跡 1協‐15de (82) 174 列点文。地文 HC五 弥生 中期

6 B-744 弥生土器 羹 唯
ⅨＢ，Ｃ

河川跡 16c,版 幡 (142) 列点文。地文ⅡIC� 。 弥生 中期

7 B-386 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡
14層
15a,ほ 層

(170) 25 1 列点文。地文 I 弥生中期
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昇
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号

登

番
種  別 髄

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期地  区 遺 構 層 位 取上番号 器 口  径 底 径

写真図版

1 B-753 弥生土器 奎 ⅨD区 輌VII島ホ 15a層 (164) 列点文。地文ШCi 弥生中期

2 B752 弥生土器 甕 IXA・ C区 河ナII跡 15層
汚a‐llde

(211) 列点文。地文 IIIC厳 。 弥生中期

3 B-673 姓 盤 菫 ⅨB,C区 河川跡 15c層 (187) 23 8 列点文。地文 I 弥生中期

B-344 弥生土器 憂 Ⅷ 区 河川跡 層
規 22 0 列点文。地文ⅢCi�。 弥生中期

5 B-747 弥生土器 奎 ⅨC区 河川跡 15b,1田 目 (119) 列点文。地文 I 弥生中期
6 B-735 弥生土器 甕 ⅨC区 瀬,I旧ホ lS″ おヽ韻 (128) 列点文。地文InC � 弥生中期
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図 中 録

具

登

碁
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径

1 B-705 弥生土器 塞 ⅨD区 河川跡 15a'�摺 (74) 地文 IIIC� i。 弥生中期 209-1

2 弥生土器 憂 ⅨC区 河川跡 15d層 (152) 地文ⅢC� 。 弥生中期 209-2

3 B-746 弥生土器 甕 LXB,C区 河川跡 15a,19be (117) 列点文。地文ⅥI � 弥生中期

4 B-410 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 14'1劇 冒 (60) 列点文。地文 I 弥生中期 209-3

5 B-675 弥生土器 甕 ⅨB区 河川跡 16c'1制 言 (136) 列点文。地文 IIIChi。 弥生中期

6 B-421 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15b層 (63) 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期

7 B-749 弥生土器 甕 IXC区 河川跡 15a層 (66) 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期

8 B-759 弥生上器 甕 ⅨC・ D区 河川跡 15a層 1) 24 8 列点文。地文皿C� 。 弥生中期

9 B-84ユ 弥生上器 甕 IXD区 河川跡 15a,15dB (122) 20 6 列 煮支 ^ILttIIIA� ^ 弥生中期
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中

号

図

番

録

号

登

番
種 房」 器種

出 土 地 点 法 量
特  徴   ・  備  考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-755 弥生土器 甕 IXC区 河チ1跡 15a層 (167) 列点文。地文IIC� i。 B 弥生中期
2 弥生土器 甕 tkC,D区 河)H跡 るa・ 晩婚 (176) 列点文。地文ЩC前 。 弥生中期
3 B-424 弥生土器 菱 Ⅷ 区 河川跡 15c層 1) 20 2 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期

4 B-733 弥生土器 甕
区

延

Ⅷ

Ⅸ 河川跡 15,1確層 (77) 列点文。地文ⅣB�。 弥生中期

5 B-737 弥生土器 甕 IXB区 河川跡 15c層 土器吼 2 (143) 列点文。地文 I 弥生中期

6 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 16a～ 1副雷 (198) 弥生中期 209-5

7 B-732 弥生上器 襲 ⅨC区 河川跡 16a,15c層 (86) 列点文。地文ⅢA�。 弥生中期

第465図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡15層 出土弥生土器48



畔ヽ

鍛
r!ド.| |

【一、一中洋
一
一
一

0                           10cm

即馨
ヾ|■

図中

器

録

号

登

番
種 】u 艇

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B T41 弥生土懇 4 IXC・ D区 河「II跡 ISc・ 1欧層 (10_0) 列点文。地支Ⅶ 五 弥生中期

2 B-739 弥生土墨 4 ⅨB区 河,‖跡 lSc・ 1駐層 (14、 8) 列点文。地文 I 弥生中期

3 B-345 弥生土器 至 VH区 河川跡
14月雪

ISa・ 16cF
(15.S) 列点文。地文 I 弥生中期

4 B―鶴ユ 弥生■_3 甕 IX区 河川跡 15b層 (8_7) 地文Ⅶ � 弥生中期 209-4

5 B-660 弥生土器 甕 ⅨC・ D区 河川跡 15a層 (19、 6) 列点文。地文 IICiii。 弥生中期

6 B-734 弥生土器 整 ⅨD区 河川跡 1驚層 (8、 8) 列点文。地文ⅣB� i。 弥生中期

7 B-731 休生土器 暮 IXC広 河,lI蘇 lSa‐ lLE (92) 列点文.地文ШCiii^ 弥生中期
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番号

録

号

登

番
種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期地  区 遺 橋 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径 写真図版

ユ B-347 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15a■ 5c目 (152) 列点文。地文 IICi� 。 弥生中期
2 B-761 弥生土器 襲 ⅨC,D区 河川跡 15a層 (95) 列点文。地文IIC� i。 弥生中期
3 B-399 弥生土器 褻 Ⅷ 区 河川跡 152‐ �層 (184) 列点文。地文 1■ Ci五 。 弥生中期

B-343 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15d層 (212) 列点文。地文ЩC� 。 B 弥生中期
5 B-754 弥生土器 甕 ⅨC,D区 河川跡 1筋～脱層 (213) 列点文。地文 I B 弥生中期
6 3-743 弥生土器 甕 ⅨD区 河ナ‖訴 15a層 (188) B 弥生中期
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番 号

球

号

笠

番
種 別 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-844 弥生土器 甕 IXD区 河川跡 15a層 (74) 列点文。地文 1lICii。 弥生中期

2 B-661 弥生土器 甕 lkC,D区 河∫H跡 154～ 1則薔 列点文。地文ⅡIC�。 弥生中期

3 B-708 弥生土器 甕 IXC,D区 河,‖ 跡 15a・ 刺琶 22 8 列点文。地文 I 弥生中期

4 弥生土器 ⅨD区 河,H跡 15a層 (155) 地文Ⅷ i 弥生中期 209-6

5 弥生土需 甕 IXC,D区 河川跡 I確・刷冒 (243) 列点支^4btt I 弥生中期
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種 男」 器種

出 土 地 点 法   量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺  繕 層  位 取上番号 器 高 回 径 底  径

B-413 弥生土器 甕 VⅢ区 河 1跡 15a層 列点文。地文 IIIChi。 弥生中期

2 弥生土器 養 Ⅵl区 河 1跡 15'lЙ 層 列点文。地文 IIIC� 。 弥生中期

3 弥生上器 甕 Ⅷ 区 河 1跡 15層 列点文。地文 IIIC� 。 弥生中期

4 弥生土器 羹 Ⅷ 区 河 1跡 16a■5ce 列点文。地文 IIIAii 弥生中期
5 弥生上器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15c層 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期
6 B-441 弥生土器 褻 ⅦI区 河川跡 15d層 列点文。地文Ⅵ i 弥生中期
7 B-834 弥生土器 甕 IXC区 河チ十1跡 15層 列点文。地文 IIC� IB 弥生中期
8 弥生土器 甕 ⅧI区 河ナII跡 15d層 列点文。地文 IVD�。 弥生中期

9 B-402 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15'15a層 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期

弥生上器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 列点文。地文 I 弥生中期
11 弥生土器 塞 Ⅷ 区 河川跡 16■ 5a層 列点文。地文 IIIC� i。 弥生中期

弥生上器 甕 lt l区 河チW跡 15b層 列点文。地文Ⅷ i 弥生中期
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種 月J 器種

出 土 地 点 法   量
特  徴 備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 縄 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径

ユ B-427 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河ナH跡 15c層 列点文。地文Ⅷ i B 弥生中期
2 B-433 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河,11跡 15c層 地文Ⅷ i B 株生中期

3 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 列点文。地文 IIICi�。 B 弥生中期

4 弥生土器 襲 Ⅷ 区 河川跡 15c層 地文ⅢC�。 B 弥生中期
5 弥生上器 襲 ⅨC・D区 河川跡 15c,15de 列点文。地文 I B 弥生中期

弥生土器 至 Ⅷ 区 河川跡
15層
15a,脱 層 列点文。地文IIC� i。 B 弥生中期

7 B-404 弥生土器 婆 Ⅷ 区 河,‖ , 15層 列点文。地文 IIAtti。 B 弥生中期
8 弥生上器 奎 Ⅷ 区 河,II跡 15層 列点文。地文IVB� 。 B 弥生中期

9 8-436 弥生土器 褒 Ⅷ 区 河川跡 15c層 列点文。地文Ⅷ i B 弥生中期

B-408 弥生土器 養 Ⅷ 区 河川跡 15層 列点文。地文 IIIC � B 弥生中期

11 8-422 弥生上器 華 Ⅷ 区 河川跡 15c,15de 列点文。地文 ] B 弥生中期

弥生土器 整 Ⅷ 区 河ナI蘇 15層 列点文心地文 ] 弥生中期
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番号

録

号

登

番
種 男」 器 種

出 土 地 点 法    量
特  徴  ・  備  考 分  類 時  期地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 回 径 底 径 写興図版

1 弥生土謡 甕 ⅧI区 河川跡 15c層 地ズVⅢ i 弥生中期
2 B-833 弥生上器 甕 IXB区 河川跡 15層 地文Ⅷ i 弥生中期
3 B-395 弥生上器 甕 ⅦI区 河川跡 15c層 列点文。地文 IIIC� 。 弥生中期

弥生土器 VI区 河川跡 15a層 列点文。地文 IIIB i 弥生中期
5 弥生土器 甕 Ⅵ‖区 河サI跡 15b層 列点文。地文 IIIC� i。 弥生中期
6 B-426 弥生土器 嬰 ⅦI区 河ナ十1跡 15c層 列点文。地文 HCm。 B 弥生中期

弥生土器 甕 lll区 河ナ|1跡 15c層 列点文。地文 ] B 弥生中期
8 B-425 弥生土器 甕 ⅥV区 河川跡 15c層 列点文。地文 IIIChi。 B 弥生中期
9 弥生土器 藝 ⅦI区 河川跡 15c層 列点文。地文Ⅶ旧 B 弥生中期 209-7

弥生土器 墾 Ⅷ 区 河川跡 15d層 列点文。地文 IIIC蒟 B 弥生中期
11 B-760 弥生土器 甕 IXC区 河川跡 15a層 列点文。地文 IIIC� 。 弥生中期

弥生土器 電 IXD区 河サ|1跡 15c層 列点文。地文mC血 。 B 弥生中期
弥生土器 整 IXD区 河,H跡 15a層 B 弥生中期
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中
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図

番
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登
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種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特  徴 備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河サ1跡 15d層 列点文。地文 I 弥生 中期

2 B-853 弥生土器 甕 IXB区 河サ‖跡 15c層 (56) 21 1 列点文。地文lli 弥生中期 209-8
3 B-836 弥生土器 憂 IXC区 河ナ川跡 15c層 弥生中期

弥生土器 甕 ⅧI区 河川跡 15a層 地文Ⅷ i 弥生中期

5 弥生土器 甕 ⅦI区 河川跡 15層 土器NQ 2 夕」点 又。 地 ズ VШ  i 弥生中期
6 B-418 弥生土器 甕 ul区 河川跡 地文Ⅷ i 弥生 中期 209-9
7 弥生土器 事 Vl区 河川跡 15c層 列点文。地文 I 弥生 中期

8 弥生上器 甕 Ⅷ 区 河サH跡 15c層 列点文。地文 IIIC� 。 B 弥生中期

9 B-435 弥生土器 墾 ⅦΠ区 河ザ1跡 15c層 ア」点文。地文mChi。 弥生中期

10 8-839 弥生土器 甕 IXD区 河チ
'跡

15a層 地文皿Ch。 弥生 中期 209-10
11 弥生上器 甕 VIn区 河川跡 15d層 列点文。地文 1lIChi。 B 弥生中期

12 弥生土器 甕 IXC区 河川跡 15c層 土器h13 列点文。地文mC�。 弥生 中期

13 弥生上器 華 IXC区 河川跡 15a層 列点文。地文ⅢA,i B 弥生中期
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番
種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器 高 口 径 底  径

1 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡 15c.lHE 列点文。地文 IIC� . 弥生中期

2 B-389 弥生土器 憂 Ⅷ 区 河川跡 唖螂
列点文。地文Ⅳ B�。 C 弥生中期

3 B-757 弥生上器 襲 ⅨC区 河ナ|1跡 15a層 列点文。地文 IICi工 。 弥生中期

4 弥生土器 養 Ⅷ 区 河川跡 16.15a層 列点文。地文■IC�。 弥生中期
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番 号
種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 繕 層  位 取上番号 器  高 回 径 底  径

1 B-707 弥生土器 甕 区
醒

Ⅷ

Ⅸ 河川跡 15a‐近彊 (133) 列点文。地文 mChi。 IC 弥生中期

2 B-736 弥生土器 甕 区
駆

Ⅷ

Ⅸ 河川跡 15a'�彊 (115) 列点文。地文ⅢC� i。 IC 弥生中期

3 B-602 弥生土器 甕 IXC区 河川跡 15d層 土器配 18 13 2 123 5 5 層波文A2V(7)。 充填。地文皿Bi IIAla 弥生中期 210-1
4 弥生土器 奎 IXD区 河川跡 15a層 70 平行直線文 (3)。 地文 IIIC� 。 HAla 弥生中期 210-2
5 B-503 弥生土器 甕 IXC区 河チH跡 15a層 平行直線文 (2)。 地文 11lC� 。 IAla 弥生中期 210-3
6 B-562 弥生土器 甕 Ⅸ 区 河ナH跡 15c層 平行直線文 (2)。 地文 mChi。 H Ala 弥生中期 210-4
7 B-359 弥生土器 甕 ⅥⅡ区 河,H跡 15a層 (88) 平行直線文 (4)。 地文Ⅷ i Ⅱ Ala 弥生中期
8 B-56よ 弥生土器 甕 IXC区 河川跡 15c・ �層 51 平行直線文 (5)。 地文 IIIC� 。 ■Ala 弥生中期 210-5
9 B-234 弥生土器 獲 vln区 河川跡 15c層 土器 No 9 84 44 平行直線文 (4)+垂線。地文IIICtti。 H Ala 弥生中期 210-6

8-358 弥生土器 事 VШ区 河川跡 15a層 (86) 平行直線文 (3)。 地文Ⅶ‖i IIAla 弥生中期
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種  別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分   類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-502 弥生上器 賓 ⅨC・D区 河川跡 15a層 115 二字文風 2段 (4).地文とIIC i H Ala 弥生中期 210-7

2 B-603 弥生土器 甕
Ⅷ区
ⅨC・ D区 河川跡 15]～ 1阿雷 117 103 52 工字文風 (5)。 地文mCii。 I Ala 弥生中期 210-8

3 B-601 弥生土器 ⅨB区 河サ|1跡 15b層 49 平行直線文 (2)。 地文HCi Ⅱ Alb 弥生中期 210-9
4 B-216 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河サII跡 15c層 上器詭13 平行直線文 (3)。 地文Ⅷ i ■Alb 弥生中期 210-10
5 B-604 弥生上器 甕 ⅨC区 河川跡 15d層 57 平行直線文 (4)十 垂線。地文Ⅷ i II Alb 弥生中期 210-11

弥生土器 甕 IXD区 河川跡 15c層 (78) 平行直線文 (3)十 垂線。地文ШCi II Alb 弥生中期
7 B-491 弥生土器 養 LXC・D区 河川跡 15a層 51 平行直線文 (4)。 地支 11lC� H Alb 弥生中期 210-12

8 B-212 弥生上器 甕 Ⅷ 区 河川跡
15層
lic.16d層

17 5 層波文A2V(6)。 充壊。地文 VIII i H Bla 弥生中期 211-1

9 B-213 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡
15層
16a～ lSde 層波文A2V(6)。 充壊。地文 I II Bla 弥生中期 211-2

B-352 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河,II跡 層波文A2V(6)。 充娯。地文ⅡIC i II Bla 弥生中期 211-3
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種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真 図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B-846 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡
14層
15■ 5a層

(189) 層波文A2V(8)。 充填。地文Ⅵl i 圧31a 弥生中期 211-4

2 B-356 弥生土器 甕
Ⅷ 区
IXD区 河川跡 lSa.15c層 (73) 平行直線文 (4)。 地文Ⅷ i H Bla 弥生中期

3 B-629 弥生土器 奏 ⅨC・D区 河川跡 15a層 (83) 25 平行直線文 (4)。 地文Wli H Ala 弥生中期

8-776 弥生土器 甕 ⅨC,D区 河川跡 15a層 (100) 30 平行直線文 (4)。 地文 IIIC� 。 I BIa 弥生中期

5 B-215 弥生土器 甕 Ⅵl区 河川跡 15a,lr思 (130) 0 平行直線文 (4)。 地文Ⅷ i I Bla 弥生中期

6 弥生土器 甕
Ⅷ区
IXD区 河川跡 15a‐ llde (124) 平行直線文 (3)。 地文1lIC� 。 I] 弥生中期 211-5

7 8-506 弥生土器 甕 IXD区 河川跡 15a層 (105) 4 平行直線文 (5)^地文Ⅷ i I】 弥生中期 211-6
8 B-355 弥生土器 養 ⅥⅡ区 河川跡 15a,1副 冒 (122) 平行直線文 (6)。 地文InA i J 弥生中期

9 B-353 弥生土器 養 Ⅵu区 河川跡 14■翻冒 (214) 平行直線文 (5)。 地文Ⅷ i I] 弥生中期 212-1

B-354 弥生土器 養 Ⅷ 区 河川跡
14層
15a～ 1副膏

平行直線文 (4)+垂線。地文ⅦⅡ i I Ala 弥生中期 212-2

11 弥生土器 藝 いC・ D区 河川跡 15a層 (70) 0 平行直線文 (4)十 垂線。地文HC� i。 II Bla 弥生中期
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番
種 男J 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 口 径 底 径

1 弥生土器 養 Ⅷ 区 河川跡 15c層 (107) 層波文AlV(7)。 充頻。地文VIl i II Blb 弥生中期 212-3
2 弥生土器 甕 IXD区 河サH跡 15c層 (156) 層波文A2V(7)。 充鎮。地文mC�。 II Blb 弥生中期 212-4
3 B-638 弥生上器 甕 Ⅸ B区 河,II跡 15d層 應波文A2V(7)。 磨消。地文 I II Blb 弥生中期 212-5
4 弥生土器 甕 Ⅸ B区 河川跡 朽41媚 (146) 15 4 平行直線文 (5)。 地文 I II Blb 弥生中期 212-6

5 B-364 弥生土器 憂 Ⅷ 区 河川跡 15c層 (103) 工字文風 2段 (?)。 地文Ⅷ i H Blb 弥生中期 213-2
6 B-634 弥生土器 甕 ⅨC・ D区 河川跡 15c・ 1側署 64 層波文AlV(8)。 充填。地文ШC� i。 II B2c 弥生中期 213-1

7 B-591 弥生土器 甕 IXD区 河川跡 15c層 4) 層波文 A2V(8)。 充壊。地文 IIIChi。 H B2c 弥生中期 213-3
8 B-775 弥生上器 甕 IXD区 河川跡 15d層 (66) 平行直線文 (5)。 I B2a 弥生中期

9 8-365 弥生土器 事 Ⅷ 区 河川跡 15a層 15 1 平行直線文 (7)。 地文マメツ。 ■ B2c 弥生中期
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暑

登

懸
種 月」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 日 径 底  径

1 B-770 弥生土器 甕 IXB広 河川跡 15層 層波文A2V(?)。 充壊。地文Ⅷ i H Bla 弥生中期

2 B-773 弥生上器 甕 ⅨB,D区 河,H跡 15c層 層波文A2U(P)。 充壊。地文 I II Bla 弥生中期

3 B-774 弥生土器 甕 IXC区 河川跡 15c層 層波文A2U(P)。 充壊。地文Ⅷ i II Bla 弥生中期

4 B-357 弥生土器 霙 IRn区 河川跡 15a層 平行直線文 (4)。 地文 I H B2c 弥生中期

5 B-771 弥生土器 甕 IXD区 河川跡 15a層 平行直線文 (?) H Bla 弥生中期

6 B-533 弥生土器 甕 ⅨD区 河川跡 15c層 (135) 平行直線文 (4)。 地文 I 弥生中期

7 B-772 弥生土器 甕 IXB区 河川跡 15c層 四角文 2段 (?)。 地文 Vl i 弥生中期 213-4
8 B-443 弥生土器 華 ll区 河川跡 15c層 地文 I 弥生中期 213-5
9 B-377 弥生土器 甕 Ill区 河川跡 15a層 (170) 地文Ⅳ Biv。 H Cla 弥生中期 214-2
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図 中

番号 番  号
種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 繕 層  位 取上番号 器 高 回 径 底  径

1 B-458 弥生土器 喪 WIl区 戸り1隅赤 15a～ 1翻晉 (100) 地文 IIIC市 II C2c 弥生中期
2 B-351 弥生上器 養 Ⅷ 区 河,H跡 15a・ 劇詈 地文 IIIC� . II Cla 弥生中期

3 B-350 弥生土器 甕 Ⅷ 区 河川跡
14層
16.16c層

(116) 層波文AlV(P)。 充壊。地文 VI i 弥生中期 213-6
4 B-376 弥生土器 導 Ⅷ 区 河川跡 15層 (156) 37 5 平行直線文 (3)。 地文 I 弥生中期 213-7
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番
種 月1 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-641 弥生土器 深鉢 IXC,D区 河川跡 15c■側膏 (251) 地文 IIIC i 弥生中期 214-1
2 B-447 弥生土器 豆orttor奏 Ⅷ 区 河川跡 15層 (62) 62 地文Ⅷ i 弥生中期

3 B-448 弥生土器 壷orttor甕 WIII区 河川跡 15層 (73) 地文ⅣB�。 弥生中期

B-372 弥生土器 壷orttor整 Ⅷ 区 河川跡 15c層 (80) 54 地文 I 餘生中期

5 B-371 弥生土器 茎orttor蓬 Ⅷ 区 河∫H跡 15層 (65) 地文 1■ C� 弥生中期

6 B-374 弥生土器 壷orttor璽 ⅧI区 河チII跡 15d層 (83) 地文IIIA�。 弥生中期

7 B-450 弥生土器 豆orttOr甕 Ⅷ 区 河,II跡 15d層 (92) 地文ⅢC� 。 弥生中期

8 B-449 弥生土器 壼orttor整 Ⅷ 区 河川跡 15層 (89) 地文Ⅷ i 弥生中期

9 B-373 弥生土器 壺orttor奏 Ⅷ 区 河川跡 15.15a層 (69) 地文 VIIl i。 底部織布痕。 弥生中期

10 B-852 弥生土器 重σttor甕 Ⅷ 区 河川跡 15c層 (89) 地文ⅣB�。底部織布痕。 弥生中期
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号
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番

録

号

登

番
種 別 語種

出 土 地 点 法    量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版地  区 遺 構 層 位 取上番号 器  高 口 径 底 径

1 B-445 弥生土器 壺∝鉢or整 Ⅷ 区 洒WilBホ 15b・ 15cI 地文mC�。 弥生中期
2 B-370 弥生土器 Horttor奏 Ⅷ 区 河ナ|1跡 15層 地文ⅢCi五。 弥生中期
3 弥生上器 重orttor奏 ⅨC区 河川跡 15c層 (111) 地文Ⅵ i 弥生中期
4 弥生土器 節 誹 o壌 Ⅸ B区 河川跡 1確'悧唇 地文 IVB� 。 弥生中期 214-3

B-730 弥生上器 Eorttor弱 ⅨC・ D区 潮 II跡 15a・ 15ce 土器血13 地文ⅣBiv。 底部網代痕 殊生中期

B-387 弥生土器 壺∝鉢or憂 Ⅷ 区 河川跡
14層
15c,15ag 地文 I 弥生中期

7 B-704 弥生土器 Xorttor聾 河,II跡 1紘～1団層 地文ШC� 弥生中期
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0                        10cm

番号

録

号

登

番
種 月」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺  楢 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径

I B-274 弥生土器 蓋 旺叫
河ナH跡 15a層 層波文AlV(9)。 充頻。地文Ⅷ i Ala 弥生中期 215-1

2 B-306 弥生上器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15d層 平行直線文 (3)。 地文 IIICi工。 Ala 弥生中期 215-2
3 B-594 弥生土器 重 IXC区 河川跡 15c層 43 層波文AlV(3)。 磨消or充娯。地文Ⅷ i Ala 弥生中期 215-3

4 弥生土器 蓋
Ⅷ区
ⅨD区 河川跡 15c層 9 44 層波文A2V(6)。 充壊。地文皿C� i。 Ala 弥生中期 215-4

5 B-528 弥生土器 蓋 IXD区 河チII跡 lSa‐ 16dE 71 6 層波文A2V(4)。 充煩。地文 IIIC i Ala 弥生中期 215-5
B-573 弥生土器 蓋 Ⅸ D区 河チH跡 15a・ 1副習 2 平行直線文 (3)。 地文mChi。 Ala 弥生中ytB 215-6

7 B-535 弥生土器 蓋 ⅨC区 河ナH跡 lSa.劇習 2 層波文AlV(6)。 充娯。地文ЦICi� 。 Alb 弥生中期 215-7
B-504 弥生土器 蓋 ⅨD区 河川跡 15a層 土器聴 6 51 層波文A2V(5)。 充填。地文HC�。 Alb 弥生中期 215-8
B-536 弥生土器 蓋 ⅨD区 河川跡 15a,ほ摺 層波文A2V(P)。 充娯。地文IIC� i。 Alb 弥生中期

B-531 弥生土器 董 IXD区 河川跡 6a‐lEE 4 層波文 BIV(5)。 地文 VL i 弥生中期 215-9
を1 B-539 弥生土器 蓋 ⅨD区 河川跡 15a層 41 平行直線文 (3)。 地文mCi 弥生中期 215-10

B-611 弥生土器 蓋 ⅨC区 p■ lll畠ホ 15c層 (73) 層波文A2V(P)。 磨消。地文 I Ala 弥生中期
B-284 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河〕H跡 15a層 (48) Ala 弥生中期

B-282 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河ナ‖跡 15a層 (46) 地文 I Ala 弥生中期

B-231 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15■ 5a■ (29) 地文 I Alb 弥生中期

B-822 弘生上器 蓋 lXA区 河川跡 15層 (33) 地支IIChi^ Alb 弥生中期
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図中

番号

登 録

番 号
種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 分  類 時  期地  医 遺  構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

与具 図版

1 B-307 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 上器血 9 層波文AlV(8)。 充壊。地文 I A2α 弥生中期 215-11
2 B-532 弥生土器 蓋 IXC区 測川跡 15c層 土器No13 70 層波文 A2U(6)。 充填。地文ⅡIC, A2ど 弥生中期 215-12

3 B-533 弥生土器 重 とXC屋 河川跡 隔c'1副琶 53 婦髪希今そ!駕蜂獣認巣躍許
壊。 A2α 弥生中期 215-13

4 B-847 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15c層 52 平行直線文 (2)。 A22 弥生中期 215-14
5 B-523 弥生土器 蓋 ⅨD区 河川跡 15a層 12 5 56 平行直線文 (4)。 地文ⅡIC�。 A2α 弥生中期 215-15
6 B-297 弥生土器 蓋 llX区 河川跡 15a層 73 138 52 平行直線文 (4)。 地文 Vと tiユ 。 弥生中期 216-1
7 B-287 弥生土器 重

区

駆

Ⅷ

Ⅸ 河,II跡 15c層 12 4 層波文AlU(6)。 磨消。地文 I A2α 弥生中期 216-2

8 B-534 弥生上器 蓋
Ⅷ区
IXD区 河ザ十1跡 15a・ 1翻詈 70 12 4 層波文A2U(7)。 充壊。地文ШC� i。 A2T 弥生中期 216-3

9 B-537 弥生土器 蓋
Ⅷ 区
ⅨC,D区 河川跡 16c'15de 58 48 平行直線文 (4)。 地文 IIIC� i。 A22 弥生中期 216-4

B-522 弥生土器 蓋 ⅨD区 河川跡 15a層 57 45 平行直線文 (4)。 地文 IHChi。 A2α 弥生中期 216-5
B-538 弥生土器 蓋 IXC区 河川跡 15c層 60 49 地文 IIIC i A2α 弥生中期 216-6

弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡
層

ａ層 127 50 A2r 弥生中期 216-7
B-310 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15d層 (51) 層波文 (?)。 磨消 or充填。地文 lll i A2r 弥生中期
B-311 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15d層 (29) 地文Ⅷ i A2r 弥生中期
B-542 弥生土器 蓋 IXD区 河川跡 15c層 (35) 地 文 I A22 弥生中期 216-8
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番号

球

号

登

番
種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底  径

1 B-540 弥生土器 蓋 IXC区 河川跡 15c層 上器No13 (56) 地文 IIIC五 。天丼部織布痕。 A2ど 弥生中期

2 B-283 弥生土器 蓋 VIl区 河川跡 15a層 (49) 層波文 (?) A2r 弥生中期

3 B-285 弥生土器 蓋 WIl区 河,1跡 15a層 (39) 地文ШA� i。 A2α 弥生中期

4 B-293 弥生土器 蓋 WI l区 河ザH跡 15c層 (54) 地文Ⅷ i A2α 弥生中期

5 B-270 弥生土器 蓋
区
区

Ⅷ

Ⅸ 河サH跡 16a■5c層 47 層波文A2V(7)。 充娯。地文 I A2β 弥生中期 216-9

6 B-296 弥生土器 蓋 WIn区 河川跡 15a層 115 55 平行直線文 (2)。 地文 I A2β 弥生中期 216-10
7 B-524 弥生上器 蓋 ⅨC区 河ナ1跡 15a層 (64) 55 層波文A2U(P)。 磨消or充 頌。地文 I A2β 弥生中期

8 B-765 弥生土器 蓋 IXD区 河ナ1跡 15a層 54 地文Ⅷ i A2, 弥生中期

9 B-575 弥生土器 蓋 IX8,D区 河 1跡 15c層 層波文A2V(6)。 充壊。地文皿Chi。 A2Σ 弥生中期 216-11

B-529 弥生上器 蓋 IXD区 15a層 77 平行直線文 (4)。 地文 IIC�。 A2Σ 弥生中期 216-12

弥生土器 蓋 IXC区 河 1跡 15a層 113 49 天丼部織布痕。 A2Σ 弥生中期 216-13

B-286 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 測 1屁ホ 15層 (37) 地文 I A2β 弥生中期

B-295 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河 1跡 15c層 (29) A2β 弥生中期

B-280 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15a層 (44) 41 層波文 (?)。 充壊。地文Ⅷ i A2β 弥生 中7d

B-292 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15c層 (63) 地文 IIIC� 。 A2Σ 弥生中期
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登 録

番  号
種 月」 器 種

出  土  地  吉 法 量
特  徴  ・  備  考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径

1 B-622 弥生土器 蓋 IXD区 河川跡 15a,1醐 冒 (48) 層波文 A2V(5)。 充娯。地文ⅢC�。 A 弥生中期 216-14
2 B-525 弥生土器 蓋 IXD区 河川跡 15a,同冒 (41) 層波文A2V(P)。 充壊。地文Ⅷ i A 弥生中期 217-1
3 B-273 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 14.15測 冒 (38) 層波文 Aユ V(6)。 充壊。地文ⅣBiv A 弥生中期 217-2

4 弥生土器 蓋
Ⅷ区
IXC,D区 河川跡 15a.15bl (43) 層波文A2U(?)。 充壊。地文Ⅷ i A 弥生中期

5 8-279 弥生土器 蓋
区
区

Ⅷ
Ⅸ 河川跡 15a層 (50) 層波文A2U(?)。 磨消。地文ⅢCi A 弥生中期

6 B-621 弥生土器 蓋 l�9,D区 河川跡 15a・ 15b■ 層波文 B2U(7)。 A 弥生中期
7 B-766 弥生土器 蓋 IX区 河川跡 15b層 (26) 層波文B2V(P)。 A 弥生中期
8 8-271 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15a層 (66) 連弧文 (9)。 充娯。地文Ⅵli A 弥生中期 217-3
9 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 (42) 地文 mC� i。 A 弥生中期

B-820 弥生土器 蓋 IXC区 河川跡 15d層 層波文A2U(?)。 充壊。地文 IIIC� 。 A 弥生中期
11 弥生土器 蓋 IXC区 河チH跡 15c層 層波文 BlU(り 。 A 弥生中期
12 B-819 弥生上器 琶 IXC区 河ザH跡 15c層 層波文B2V(P)。 弥生中期

B-818 弥生土器 蓋 IXD区 河川跡 15c層 平行直線文 (4)。 地文 HC� i。 A 弥生中期

弥生土器 蓋 ⅨD区 河川跡 15a層 平行直線文 (4)。 地文 11lC� i。 A 弥生中期
B-278 弥生土器 蓋 lul区 河川跡 15a層 平行直線文 (4)。 地文Ⅷ i A 弥生中期
B-817 弥生土器 蓋 IXC・ D区 河川跡 15a層 平行直線文 (4)。 地文 IIC� i。 A 弥生中期

17 B-242 弥生土器 蓋 llT区 河ナ|1跡 15a層 磨消or充頬。地文 I A 弥生中期
B-810 弥生土器 蓋 IXC区 河川跡 15d層 地文Ⅷ i A 弥生中期
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番号

録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器  高 口 径 底 径

1 B-289 弥生土器 藍
Ⅷ区
IXD区 河川跡 15a・ ほ帽 地文 IIIC� 。 弥生中期 217-4

2 B-288 弥生上器 蓋 ll区 河川跡 15c層 4 平行直線文 (3)。 地文ⅡIChi。 弥生中期 217-5

3 B-610 弥生土器 蓋
Vll区

IXD区 河川跡 15c・ 1翻冒 地文 IIICi�。 弥生中期 217-6

B-572 弥生土器 蓄 lXC・ D区 河,H跡 15c,15de 82 地文IIC � 弥生中期 217-7

5 B-272 弥生土器 蓋 ln区 河,H跡 醍酌
(48) 層波文AlV(8)。 磨消。地文 I B 弥生中期 217-8

B-248 弥生土器 露 lll区 河ナ‖跡 15a層 (31) 層波文A2V(?)。 充娯。地文Ⅷ i B 弥生中期

B-571 弥生土器 蓋 ⅨB・ C区 河川跡 15a・ 政層 (56) 地文 lll i B 弥生中期 217-9
B-276 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15a層 平行直線文 (2)。 地文mA�。 B 弥生中期

B-814 弥生上器 蓋 IXD区 河川跡 15c層 地文mC�。 B 弥生中期

B-252 弥生土器 蓋 VIl区 河,II詠 15a層 平行直線文 (3)。 B 弥牛中期
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番号

録

号

登

番
種 別 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 回 径 底  径

ユ B-544 弥生土器 蓋 XC,D区 河川跡 15a・ 16cI 67 地文ⅢC� 。 弥生中期 218-1

2 B-305 弥生土器 蓋 VIl区 河川跡 15d層 22 3 地文 IIIC� 。 弥生中期 218-2
3 B-520 弥生土器 蓋 IXC区 河川跡 15a層 (107) 地文ШC� i。 弥生中期 218-4

B-521 弥生土器 蓋 IXD区 河,I跡 15a層 (71) 73 地文皿C� in 弥生中期

5 B-309 弥生土器 董 Ⅷ 区 河サH跡 15d層 ( 地文ⅢCiii。 Cla 弥生中期

6 弥生土器 蓋 ⅨD区 河,H跡 15c層 (68) 地文 I Cla 弥生中期 218-3
B-294 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15c層 (44) 地文 I Cla 弥生中期

8 B-210 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 (64) 弥生中期

9 B-301 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15a層 地文 IIICi�。 C2r 弥生中期

B-512 称牛土器 議 IXD区 河,II跡 15a層 21 2 7 1 4bttlll i C2α 称生中期 218-5
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番 号

録

号

登

番
種 男」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 繕 層  位 取上番号 器 高 口 径 底 径

1 B-609 弥生土器 藍 ⅨD区 河 j 跡 15d層 地文WIl i C2α 弥生中期 218-6
2 3-304 弥生土器 蓋 Vl区 河 跡 15a層 76 C22 弥生中期 218-7
3 B-541 弥生土器 蓋 IXB区 潤 跡 15c層 (87) 地文 IIIC i C2r 弥生中翔
4 B-275 弥生土器 蓋 ll I区 河 跡 14・ 15層 (83) 70 地文 I C22 弥生中期

5 弥生土器 蓋

V‖区
IXBoC
D区

河川跡 15a～ 15d層 (68) 67 弥生中期

6 8-299 弥生土器 蓋 Vln区 河サH跡 15a層 85 72 地文Ⅷ i C2β 弥生中期 219-1

7 8-595 弥生土器 蓋
VⅢ区
IXD区 河川跡 162～ 1翻雷 72 地文IIC� 。 弥生中期 219-2

8 弥生土器 蓋 ⅨD区 河川跡 15c層 118 地文ШC面 C2β 弥生中期 219-3

9 弥生土器 蓋 Ⅵ‖区 河川跡 層
蠅

】

脱 23 4 87 地文 IIIC� 。 C2β 弥生中期 219-4
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中

号

図

番

録

号

登

番
種 男」 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 口 径 底  径

1 B-526 弥生土器 蓋 LXC,D区 河,H跡 15a・ 1劇言 21 7 地文 IIIChi。 C2Σ 弥生中期 219-5
2 B-291 弥生土器 蓋 Ⅷ 区 平」ナ| 跡 ba‐ ,lde (67) 65 弥生中期

3 B-308 弥生土器 蓋 ⅥⅡ区 浮丁チ| 跡 15d層 (57) 67 弥生中期

B-768 弥生土器 蓋 Ⅸ区0駆 子丁,I 跡 15a層 (45) 地文 mCh。 C 弥生中期

5 B-812 弥生中期 蓋 ⅨB・ C区 河川跡 15c。 こ6de (61) 地文 IIICni。 C 弥生中期

6 B-509 弥生土器 蓋 ⅨC,D区 渾丁サ| 跡 15a・ 1翻冒 (77) 地文mC玉 。 C 弥生中期 219-6
7 B-510 弥生土器 蓋 Ⅸ・ⅨA区 浮」,1 跡 15b.1阿 膏 (33) 27 2 地文 HCi五 。 C 弥生中期 219-7
8 B-300 弥生土器 雷 Vn区 浮」 〕跡 15a層 地文 I 弥生中期

9 B-303 弥生土器 蓋 lll区 河ナ|1跡 14層
15a'IR層

(94) 地文 mC� i。 C 弥生中期

10 B-815 弥生土器 蓋 ⅨD区 河 跡 15c層 地文 mCれ 。 C 弥生中期

11 B-290 弥 生上器 蓄 VIII区 河 1跡 15a層 地文 VI i 菰午中期
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番 号 番  号
種 房」 器種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 分  類 時  期 写真図版

地  区 遺 構 層  位 取上番号 器 高 回 径 底 径

1 B-811 弥生土器 蓋 IXD区 河川跡 15a,�彊 地文 IIIC� . C 弥生中期

2 B-813 弥生土器 蓋 IX区 河川跡 15c層 地文 IIICtti。 C 弥生中期

3 B-277 弥生土器 蓋 VHI区 河川跡 15a層 地文 IIIC� 。 C 弥生中期

B-82ユ 弥生土器 蓋 ⅨA,C区 河川跡 15a層 地文 IIIChi。 C 弥生中期

5 B-809 弥生土器 その徹のと沼 ⅨD区 河川跡 15c層 (45, 64 地文ⅣCi とA 弥生中期

弥生土器 その他の上器 IX区 河川跡 15a～ �眉 (95) 地文Ⅷ i IA 弥生中期 220-1

B-331 弥生土器 その他の上謝 ll l区 河川跡 と4層 四角文 ?。 地文ⅦⅡ i 弥生中期 220-2
8 B-824 弥生中期 その他の■器 IXC区 河川跡 15c層 (52) 重三角文 ?ぃ 充填。地文Ⅷ i 弥生中期 220-3

9 B-497 弥生土器 ミニチュア甥 IXD区 河川跡 15a良雪 土器No l 47 子し1-1 弥生中期 220-4

10 B-624 弥生土器 ミ予ュアと器 IXC区 河川隊 15c層 60 39 弥生中期 220-5
11 B-806 弥生上器 ミニチェア鍔 ⅨD区 河川跡 15a層 土器血 8 27 58 33 弥生中期 220-6

B-805 弥生土器 ミニ,ュアと器 ⅨC区 河川跡 15a層 17 40 41 弥生中期 220-7
B-330 弥生土器 ミニチュア土器 V冊区 河川跡 15a層 (43) 弥生中期 220-8
B-802 弥生土器 ミ Iェアと器 IXC区 河川跡 15d層 (35) 49 弥生中期

15 B-804 弥生土器 ミニナュア土需 IXD区 河川跡 15a層 (18) 弥生中期

B-803 弥生土器 ミ子ュ/Pj ⅨD区 河川跡 15a層 (17) 弥生中期

17 B-801 弥生土器 ミニチュア響 IXD区 河川跡 15d層 (15) 23 弥生中期
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番号 番 号
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅・径 厚  さ 重 量

1 K-140 石 器 石 鏃 Ⅷ 区 4層 25 貫 娼 弥生中期 243-20

2 K141 石器 石錐 Ⅷ 区 14層 30 石英安山岩質
凝  灰  岩

弥生中期 244-9

3 K146 石 器 石欽 Ⅷ 区 5層 1 流  紋  岩 弥生中期 242-8
4 K-156 石 器 石鏃 llu区 5層 33 1 頁 岩 弥生中期 242-9
5 K187 石 器 石鏃 IXBI 15a層 4 頁 岩 弥生中期 242-11

6 K197 石 器 石鏃 8醒 15a層 36 17 頁 岩 弥生中期 242-13
7 K232 石 器 石鏃 Ⅸ区 15c層 35 1 17 頁 岩 弥生中期 242-10
8 K281 石器 石鉄 醒 15a層 23 3 未製品 ミ 髄 弥生中期 243-25
9 K-139 石器 石鏃 VIl区 14層 27 4 頁 岩 弥生中期 242-5

K157 石器 石鏃 Ⅷ 区 15層 9 07 頁 岩 弥生中期 243-1
11 K168 石器 石鏃 ll区 15c諷 0 頁 岩 弥生中期 243-9

K177 石器 石鏃 以駆 15層 0 06 13 基部先端欠損 頁 岩 弥生中期 242-7
13 K178 石器 石鏃 B日二 15層 0 黒  躍  石 弥生中期 243-7
14 K-188 石器 石鏃 IXCI 15a層 21 1 茎部先端欠損 玉 籠 弥生中期 243-3

K-194 石器 石鏃 l101 15a層 27 4 16 茎部先端欠損 碧 K 弥生中期 242-16
K227 石器 石 鏃 D甑 15c帰雪 19 0 03 先端欠損 流  紋  岩 弥生中期 242-25
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甲

号

凶

番

録

号

登

番
種 別 器 種

出  土  地  煮 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時  期 写真図版

地 区 遺 橋 層  位 取上番号 全  長 厚  さ 重  量

ユ K-233 石器 石鏃 Ⅸ駆 15c層 07 基部欠損 頁 岩 弥生中期 242-17
2 K-231 石 器 石鏃 D醒 15c層 0 玉 髄 弥生中期 242-6
3 K-241 石器 石鏃 Ⅸ軽 15d層 05 玉 髄 弥生中期 243-16

K272 石器 石鏃 BttZ 15a層 基部欠損 碧 玉 弥生中期 242-26

5 K-273 石 器 石鏃 IXDE 15a層 25 07 玉 髄 弥生中期 243-15

6 K275 石器 石鏃 B8Z 15a層 26 05 14 先端部・ 基部欠損 玉 髄 弥生中期 243-14
K185 石器 石 鏃 IX区 15層 基部先端欠損 頁 岩 弥生中期 242-24

8 K-210 石器 石鉱 LXC区 15c層 矢柄、経残存 玉 髄 弥生中期 242-1
9 K215 石器 石鏃 珊 区 15c層 8 03 玉 髄 弥生中期 243- 6

K-268 石器 石鏃 D倒区 15a層 7 黒  曜  石 弥生中期 242-23

11 K-269 石器 石鏃 刑 Σ 15a層 9 流  紋  岩 弥生中期 242-27

K-270 石鶏 石鉱 腿 15a層 9 0 5 07 頁 岩 弥生中期 243-11
K 石器 石鏃 Ⅷ 区 15層 3 03 玉 髄 弥生中期 242-19

K 石器 石鏃 Ⅷ 区 15層 11 流  紋  岩 弥生中期 243-17
K 石器 石鏃 Ⅷ 区 15層 19 11 頁 岩 弥生中期 243-19
K― 石器 石鉱 XCS 15a層 13 07 21 玉 髄 弥生中期 242-14

K 石器 石欽 IメC区 15a層 茎部先端欠損 頁 岩 弥生中期 243-18
K 石 器 石鏃 88Σ 15a層 07 頁 岩 弥生中期 243-5
K-2H 石器 石鏃 IメKメ区 15c層 24 頁 岩 弥生中期 243-13
K-260 石 器 石鏃 以駆 15a層 23 12 17 未製品 玉 餡 珠生中期 243-24
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番号

登 録

番  号
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴  ・  備  考 素  材 時  期 写真図版地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅 ・ 径 厚  さ 重  量

I K-267 石 器 石 鏃 8駆 15a層 13 頁 岩 弥生中期 242-21
2 K-271 石 器 石 鏃 IXE 15a層 0 頁 岩 弥生中期 243-10
3 K274 石器 石 鏃 岬 15a層 13 頁 岩 弥生中期 243-2
4 K279 石器 石錐 IXEE 15a層 13 2次加工あ り 玉 髄 弥生 中期 7

5 K-186 石器 石鏃 図匪 15層 黒  曜  石 弥生中期 243-22
6 K-213 石 器 石 鏃 Ⅸ霊 15c層 2 流  紋  岩 弥生中期 244-8

K-226 石 器 石 鏃 IXE 15c層 4 安  山  岩 弥生中期 245-8
8 K-180 石 器 石 鏃 Ⅸ 区 15層 4 墓部欠損 玉 髄 弥生中期 243-26
9 K-167 石器 石錐 VI区 15a層 32 14 14 7 流  紋  岩 弥生中期 244-2

K-261 石器 石錐 】駆 15a層 65 11 56 流  紋  岩 弥生中期 244-10
K199 石器 石錐 】駆 15a層 21 20 基部欠損 頁 岩 弥生中期 244-4
K-212 石器 石錐 LXCK 15c層 基部先端欠損 頁 岩 弥生中期 244-5
K-240 石器 石錐 醒 15d層 41 先端欠損 岩百 弥生中期 244-3

第493図 Ⅵ‖。IX区河川跡16層 出土石器 3
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番号

録

号

登

番
種別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 K-184 石 器 ル々イノ学 IX区 15層 57 38 17 8 両側辺 に 2次加工 あ り 頁 山石 弥生中期 244-14

2 K-258 石器 拗 BaΣ 15c層 25 買 岩 弥生中期 245-10

3 K-276 石器 柳 IXE 15a層 37 21 2次加工あ り 安  山  岩 弥生中期 245-2
4 K-266 石器 拗 8匪 15a層 51 百 岩 弥生中期 245-11

5 K-286 石器 拗 IXtC 15a層 23 弥生中期 246-1
K-278 石器 拗 B醒 15a層 52 25 10 11 8 2次加工あ り 瑳 化 凝 灰 岩 弥生中期 245-3

7 K-147 石器 拗 Ⅷ 区 15層 20 11 先端加工 流  紋  岩 弥生中期 245-9
8 K-285 石器 拗 8副区 15a層 25 13 1 2次加工あ り 流  紋  岩 弥生中期 245-7

K-259 石器 拗 p甑 15a層 21 折ってから使用 (切断調整石器 ) 流  紋  岩 弥生中期 245-5
K-192 石器 拗 LXC 15a層 16 両側緩に 2次加工 あ り 頁 岩 弥生中期 246-4

第494図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡15層 出土石器 4
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録
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登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重  量

写真図版

1 K-208 石 器 剣   片 駆 SX―b 15a層 30 55 縁側に微細剣離あり 頁 岩 弥生中期 246-3
2 K-264 石器 剣   片 IXDE 15a層 49 07 微細剣離あり 石 英 安 山 岩 弥生中期 246-9
3 K-216 石器 剣   片 IXCI 15a層 35 07 微細剖離あ り 買 ”石 弥生中期 246-5

K-277 石器 剥   片 D匪 15a層 35 127 微細剣離あ り 頁 岩 弥生中期 246-7
5 K-143 石器 剣   片 Ⅷ 区 SX―a 15層 微細 all離 あ り 頁 岩 弥生中期 246-6
6 K-190 石器 劉   片 IXCE 15a層 12 側縁に微細剣離あ り 頁 岩 弥生中期 246-2

K-263 石器 剣   片 醒 15a層 微網HIl離 あ り 流  紋  岩 弥生中期 246-8
8 K-280 石器 楔形石器 朋 15a層

玉 髄 弥生中期 244-12
9 K-262 石器 楔影石器 8醒 15c層 ユ lユ 57 玉 髄 弥生中期 245-1
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甲

号

凶

番

球

号

釜

ヤ奮
種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遣 構 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚 さ 重 量

! K-202 石器 石  核 B駆 15a層 10 9 72 1253 3 弥生中期 254-1

2 K164 石 器 石  核 Ⅷ 区 15層 47 弥生中期 255-1
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図
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録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺  構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 K-181 石 器 板状石器 D匪 15層 石No 4 17 304 1
馬型縁ヮ

面 に光沢面顕著、部分的に 2次
安  山  岩 弥生中期 256-1

2 K238 石器 板状石器 Ⅸ駆 15c層 165 756 6 懸摺騒昇覆振サ
沢面、b面に磨面、a面倒

安  山  岩 弥生中期 256-2

3 K255 石器 板状石器 Ⅷ 区 15d層 2 6 495 9 下側縁両面に光沢面、b面 に受熱痕あ り 安  山  岩 弥生中期 256-3

4 K-165 石器 板状石器 Ⅷ 区 15層 石NQ 5 12 144 4 下側縁両面に光沢面あ り 安  山  岩 弥生中期 256-4

5 K153 石器 板状石器 Ⅷ 区 15層 87
遜製縁甲

面に光沢面顕著、刃部に微細剣
安  山  岩 弥生中期 256-5

6 K-169 石 器 板状石器 Ⅷ 区 15c層 67
蔑饗縁T面

に光沢面顕著、刃部に微�劉
安  山  岩 弥生中期 256-6
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番号

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚 さ 重 量

1 K-220 石器 榎状石器 IXOX 15b層 323 2 下側縁両面に光沢面、磨―両面、 2次加
工あり

安  山  岩 弥生中期 257-1

2 K242 石 器 板状石器 剛 丞 15d層 石No 5 136 1 下側縁両面に光沢面、 2次加工あ り 安  山  岩 弥生中期 257-2

3 K-244 石器 板状石器 LXC 15d層 15 243 3 万響伊需目援菱黍震溺
~瓶 2ヽ次加工

安  山  岩 弥生中期 257-3

4 K-142 石器 板状石器 Vll区 15層 12 下側縁両面に光沢面、刃部に 2次加工、
微細剣離痕あ り

安  山  岩 弥生中期 257-4

5 K209 石器 板状石器 】例丞 15a層 31 下倒縁両面に光沢面、刃部に 2次加工、
微細剣離痕あ り

安  山  岩 弥生中期 257-5

6 K-182 石 器 板状石器 lJAE 15層 19 102 3 下倒縁両面に光沢面、部分的に 2次加工
あり

安  山  岩 弥生中期 257-6

7 K196 石 器 板状石器 Ⅸ醒 15a層 101 14 下側縁両面に光沢面、刃部 に 2次加工 あ
り、藩―a面 安  山  岩 弥生中期 257-7

第498図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡15層 出土石器 8
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番号

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時  期 写真図版地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 厚  さ 重  量

1 K237 石器 板状石器 LXEE 15c層 110 嘉纂島∴疑桑瀞島襲勇F面
に光沢面、

珪 質 凝 灰 岩 弥生 中期 257-8
2 K-257 石器 石鍬 以駆 15d層 1402 安  山  岩 弥生中 jrd 259-1
3 K-256 石 器 石 鍬 ⅧI区 15層 石 No 4 ■ 5 424 5 安  山  岩 弥生中期 259-2
4 K206 石 器 磨・凹嘲西 Ⅸ醒 15a層 698 1

揮両書F尚鼎

~片
面、敲―両面、

安  山  岩 弥生 中期 259-5
5 K171 石 器 Ⅷ 区 15C層 6 614 2 磨 ―一端、凹―片面、散 ―片面、片側面 砂 質 頁 岩 弥生中期 259-10
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番 号

録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特  徴  ・  備  考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚  さ 重  重

ユ K235 石器 磨、日、敲石 D匪 15c層 石No 6 13 3 3235 0 磨―片面、凹面、片面中央焼けている、
敲面―片面 (反対面 )

石 英 安 山 岩 弥生中期 259-4

2 K225 石 器 四、敲石 Dtu 15c層 372 6 凹一両面、敲―一端、割れている 安  山  岩 弥生中期 259-7

3 K-239 石 器 磨、敲石 IX区 15d層 222 2 磨―一面、蔽―一端 石英安山岩 ? 弥生中期 259-11

4 K-248 石器 磨、敲石 IXDE 15d層 439 8 磨―両面、敲―両面、片側面、一端 弥生中期 259-12

5 K-222 石 器 暦、敲石 Ⅸ 区 15b層 545 1 磨―片面、両側面、一端、敲―両面、一端 安  山  岩 弥生中期 259-13
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甲

号

凶

番

球

号

堂

子否
種 別 器 種

出 土 地 点 法    重
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 縛 層  位 取上番号 全 長 。
そ≧ 厚  さ 重 量

1 K282 石 器 凹  石 Ⅷ 区 15層 528 0 安  山  岩 弥生中期 260-3

2 K-205 石 器 凹  石 D甑 15a層 凹―片面
石英安山岩質
凝  灰  岩

弥生中期 260-4

3 K-219 石睾 磨  石 IXCt 15b層 57 磨―両面、焼 けている 安  山  岩 弥生中期 260-6
4 K-243 石器 磨  石 B駆 15d層 磨―片面 瑳化石英安山岩 弥生中期 260-7
5 K-246 石器 砥 石 ? IXC 15d層 377 0 砥―片面 安  山  岩 弥生中期 260-8
6 K-203 石器 磨  石 IXCE 15a層 51 安  山  岩 弥生中期 260-9

第502図 Ⅷ oⅨ区河サII麟 15層出土石器12
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録
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番
種別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重 量

1 K252 石器 敲石 B倒丞 15c層 927 6 多面体の敲石 石英安山岩質
凝  灰  岩 弥生中期 261-1

2 K250 石器 敲石 醒 15c層 石 No 2 77 72 526 7 多面体の敲石
石英安山岩質
凝  灰  岩

弥生中期 261-2

3 K-251 石器 敲 石 B駆 15c層 60 54 268 3 多面体の敲石 石英安山岩質
凝  灰  岩

弥生中期 261-3

4 K-265 石器 敲石 ll区 15層 67 24 56 3 多面体の敲石の破片 玄  武  岩 弥生中期 261-4
5 K283 石器 敲 石 Vl区 15嬉 5 7 262 7 敲―片面、一端、片狽」面、石核 を転用 凝 灰 質 買 岩 弥生中期 261-11
6 K28J 石器 敲石 Vl区 15層 93 320 0 敲―片面、一端 安  山  岩 弥生中期 261-6

7 K249 石器 敲石 IXEゆ  【 15d層 12 1 82 7 6 934 3 敲―両端、片側面
石 英 安 山 岩
(珪 化 )

弥生中期 261-7

8 K218 石器 敲石 IXCI 15b層 赦―両側面、下面 安  山  岩 弥生中期 261-8

第503図 ⅥⅢ・ Ⅸ区河川跡15層 出上石器13
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図中

番号

難

号

堂

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  蒻 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 K-172 石器 敲石 Ⅷ 区 15c層 石No10 と27 601 4 石斧基部を敲石に転用、敗―一端 玲 岩 弥生中期 261-15
2 K191 石 器 砥 石 IXC 15a層 砥―片面、他面は加工されている。 砂 山石 弥生中期 262-4
3 K-200 石 器 砥 石 B駆 15a層 4 7 78 砥―片面、側面 は加工 されている。 砂 岩 弥生中期 262-5
4 K-245 石 器 砥 石 B匪 15d層 70 151 7 砥―片面、側面は加工 されている。 砂 岩 弥生中期 262-6
5 K162 石器 砥 石 Ⅷ 区 15層 1340 0 砥 ―両面、側面は加工 されている。 砂 岩 弥生中期 262-8
6 K-144 石器 砥 石 Ⅷ 区 15層 68 152 7 砥 ―両面、側面は加工 されている。 砂 岩 弥生中期 262-7
7 K-170 石器 砥石 ll区 15c2層 52 36 5 砥 ―片面、火ハネ 砂 岩 弥生中期 262-10
8 K201 石 器 砥石 臥駆 15a層 1120 0 砥 ―片面 岩砂 弥生中期 262-9

第505図 Ⅷ・Ⅸ区河サII跡15層 出土石器15
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地 区 遺 構 層 位 取上番号 全  長 幅・径 厚  さ 重  量

ユ K154 石器 石庖丁 lll区 15層 両端欠損 粘  板  岩 弥生中期 247-2
2 K176 石器 石危丁 1/AE 15層上 一部欠損、刃部光沢あ り ltB 板 岩 弥生中期 248-1
3 K-217 石器 石庖丁 IXCE 15b層 08 粘  板  岩 弥生中期 247-4

K161 石器
太型蛤刃
石  斧

Ⅷ 区 15a層 上 1879 基部破片 安  山  岩 弥生中期 250-5
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地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・4:二: 厚  さ 重 量

1 K-183 石器
太型蛤刃
石  斧

D醒 15層 基部破片 玄  武  岩 弥生中期 251-2

2 K-145 石 器
太型蛤刃
石  斧

Ⅷ 区 15b層 56 5 刃部破片 粘  板  岩 弥生中期 252-1
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種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・径 厚 さ 重 量

1
Ｋ

Ｋ 石器 石  斧 Vl区 ］吋
27 204 2 砂    岩 弥生中期 251-1

2 K179 石器 石  斧 Ⅸ 区 15層 砂 質 粘 板 岩 弥生中期 251-3

3 K-149 石 器
扁平片刃
石  斧

Ⅷ 区 15層 角  関  岩 弥生中期 252-2
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特  徴  ・  備  考 素  材 時 期 写真図版地 区 還 構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重 量

1 K-195 石器
扁平片刃
石  斧

lXE 15a層 粘  板  岩 弥生中期 252-3

2 K151 石器
扁平片刃
石  斧

ll区 15層 18 1062 粘  板  岩 弥生中期 249-3
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図
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録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 櫨 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚 さ 重  量

1 K-152 石器
痛平片刃
石  斧

Ⅷ 区 15層 78 14 粘  板  岩 弥生中期 250-3

2 K-228 石器
痛平片刃
石  斧

lXEE 15c層 51 刃部剣離 粘  板  岩 弥生中期 250-1

3 K-229 石 器
痛平片刃
石  斧

IXHX 15c層 48 刃部欠損 玄  武  岩 弥生中期 250-4

K-166 石器 石  斧 Ⅷ 区 15a層 18 砂 岩 弥生中期 250-2

5 K-214 石器 ノミ予完ヨ争 IXCI 15c層 石No 3 51 1 7 両 片 砂 質 頁 岩 弥生中期 253-2

6 K155 硼 管   玉 Ⅷ 区 15層 石聴 1 31 両方向から穿たれている。孔にずれが生
じている。7L径0 3cm 碧 玉 弥生中期 262-13

第510図 Ⅵ‖・ IX区河
'II跡

15層 出土石器20



幅の広い方の先端から約10cmの 両側面には、 1対の凹部があり、これが人為的な扶 りであるとすると、当該品も骨

角器 としての位置付けが可能である。

⑥ 自然遺物

種実 。花粉等の植物遺存体や骨角器以外 も動物遺存体については、第 7部の自然科学的分析や第 8部の考察にお

いて取 り扱うが、ここではこれらの分析・考察で取 り上げられなかったもののうち、人工遺物の可能性のある植物

遺存体について報告する。

写真図版352の 1～ 3は、本の樹皮で、年輪 と平行幅に1.5～ 3 cm。 厚さ 1～ 2 mllに 剣された もので、薄い帯

状になっている。素材は、現在工芸に使用されている桜皮 と良 く似ており、現在でもやや弾力がある。 1は螺旋状

に巻かれた状態のもので、直径は2.5cmである。幅は中央部で 2 cm弱、外周部で l cm程 である。 2は幅が1.5～ 3 cm

で、中央部は板状に延びているが、両端部は螺旋状になっている。 3は東ねられていたかのように繋がって出上し

たが、取り上げの際に土圧で折れた部分から壊れている。現在でも各破片は出土時のように輪状に湾曲している。

幅は 1～2.5cmである。 3点以外にも同様の樹皮の破片は数点出土している。これらの樹皮は、幅や厚さが類似し、

樹種 も同じである事や、他の樹種の樹皮が一定の形態で出上していないことを考慮すると、「紐」として細工に利用

するための原材料またはその断片である可能性が高いものと考えられる。

中

号

図

番

録

号

垂

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法   量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅・径 厚  さ 重  量

1 K-230 石器 環状石斧 IXELX 15c層 13 3 77 玄  武  岩 弥生中期 253-1
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区
位

地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 木製品 醐
Ⅷ  区
15 層

15c4木 16
全 長

32 0
最大幅

20 4
最大厚

48
身部幅

20 4
身部厚

08
隆起部

17 4

柄 孔
40X27
36× 26

角
ば

柄
ば

クヌ哺師 柾 目 脚 286-1

2 L-1072 木製品 醐 嘩・５ｃ層
15c木49 29_8 72'一独` クヌギ節 柾  目 脚 286-2
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地  区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-1069 木製品 醐
IXC区
15c層

15c木 18
全 長

36 2
幅
６

大
１６

最 最大厚
54

身部幅
15 6

厚
８

部
０

身 隆起部
19 6

孔
踊
削

柄
匁
４０

柄 角
62°―プ タヌ櫛 柾  目 蜘 287-2

2 木製品 躙
lXC区
15c層

15c木 37 5f-5グ クヌ葡 柾  目 蜘 287-1
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番 種 別 器 種

地 区
層 位

取上番号 法  量 特  徴 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

l L-1071 木製品 朝
IXB区
15d層

15d木20 全 長
38 2

最大幅
15 2

最大厚
56

身部幅
15 2

身部厚
12

隆起部
17 4

孔
３０
２８

柄
刺
軸

角
ば

柄
Ｔ

クメ輸 柾  目 脚 287-3

2 木製品 醐
区
層

Ⅷ

・５ [貯期 20 クヌ輛 柾  目 脚 286-4
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番 種 別 器 種

地  区
層 位

取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 木製品 鰯
Ⅷ 区
15 層 15d木37

全 長
39 2

最大幅
22 8

最大厚
56

身部幅
22 8

厚
お

部
０

身 隆起部
20 2

孔
詑
諺

柄
刺
調

柄 角
73° -7♂ 補修孔 クヌ莉 柾 目 蜘 288-1

2 木製品 醐
ⅦI 区
15 層

15c木 13 10 5げ -68° クヌ櫛 柾  目 蜘 288-3
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番 号 種 月」 器  種

地  EX「

層 位 取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-1070 木製品 晒 嘩雌
15d木23

全 長
28 8

最大幅
76

最大厚
20

身部幅
76

身部厚
06

隆起部 柄 孔 柄  角 クヌfFm 柾  目 脚 288-2

2 L-942 木製品 L―
Ⅷ  区
15 層

15c2木 22 クヌ硝節 柾 目 脚 287-4

3 L-1073 木製品 爛
IXC区
15a層

15a木 8
48X36
44X34 53°一ぽ クヌギ節 柾  目 蜘 283-2

L― ■80 木製品 直柄鍬
IXC区
15d層

15d材57 未製品着柄隆起片 クヌ櫛 柾  目 脚 282-2
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層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

I L-946 木製品 醐
ⅦⅡ 区
15 層

1賠 1対 4
全 長

44 0
最大幅

13 2
最大厚

60
身部幅

13 2
身部厚

16
隆起部

23 2

孔

２８

３２

柄

３８

軸

角

Ｔ

柄

Ｔ クヌギ節 柾 目 嘲 283-4

2 木製品 醐
区
層

Ⅸ
‐５ 15b本 ユ 62 0 44×34 未製品 クヌギ節 柾  目 蜘 282-4
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層 取上番号 法  量 特  徴 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-961 木製品 醐
Ⅷ  区
15 層

15cttk 8
全 長

48 4
最大幅

20 0
最大厚

72
幅
０

部
２０

身 身部厚
18

隆起部 柄 孔 柄  角
未製品 クヌ櫛 柾  目 蜘 281-4

2 木製品 醐
Ⅸ  区
15c層

15c木 42 水製品 クヌ輸 柾  目 ―
B 281-3
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地
層 取上番号 法  量 。 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 木製品 螂
Ⅷ  区
15 層

15c■木 15
全 長

36 2
最大幅

17 4
最大厚

68
幅
望

部
Ｗ

身 身部厚
14

隆起部 柄  孔 柄  角
未製品 クヌ櫛 柾 目 脚 280-2

2 L-1126 木製品 醐
lXじ区
15c層

15c木 9 未製品 クヌギ師 柾  目 脚 280-1
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層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 し-970 木製品 醐
V皿  区
15 層

lEL』 影ヽあ 全 長

お
最大幅

24 8
最大厚

11 6
身部幅 身部厚 隆起部 柄 孔 柄 角

末製品 クメギ舗 ミカラ割 蜘 279-2

2 木製品 醐
VШ  区
15 層

15c4材 32 末製品 クヌ弔節 ミカン副 蜘 279-1
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L-981 木製品 醐
VII 区
15 層

15材 3
全 長

95 2
疇

０

八
２０

城 最大厚
10 0

身部幅 身部厚 隆起部 柄 孔 柄  角
未製品 (2連 ) クヌギ節 ミカ〉割 脚 278-5
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層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 木製品 泥  除 唖‐５ｃ層
15c木 45 全 長

12 6
幅
お

部
２０

身 厚
０

郵
１

身 環 封
'嘱14 0

頭部厚
12

隆起部
72

柄 子L
32X26

紐孔間
ク  リ 鰯 脚 296-5

2 L-940 木製品 泥  除
区
層

Ⅷ

‐５ 15c木 17 17 4 補修孔 ク  リ 鰯 脚 296-4

3 木製品 泥  除
Ⅷ  区
15 層

15木 2 27 6 ク  リ 鰯 脚 297-1
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15c木19

ク  リ 麟 蜘 297-5

4 L-1073 木製品 泥  除
IXC区
15a層 15a舅(6 126 22 未製品 ク  リ 麟 蜘 297-4
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1 木製品 泥  除
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15 層
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身部厚
18

顕部幅
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1 L-972 木製品 泥  除
ll 区
15 層

15d木 11
全 長

31 2
幅
Ю

部
２９

身 身部厚
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頭部幅
22 4

頭部厚
22

隆起部
118

孔

朋

柄

３０
紐孔間

未製品 ク  リ 麟 蜘 294-1

2 木製品 泥  除 駆‐５ｃ層
15c木 17 29 2 27 2 16 22X18 未製品 ク  リ 齢 蜘 295-3
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1 L-974 木製品 泥  除
ⅥΠ 区
15 層

15d木23 全 長
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身 部 TH
24 8

身部厚
22

暇
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部
２２

顕 唄 封
'厚18

陸貢こ封
`13 0

孔
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柄
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紐孔問
未製品 ク  リ 麟 蜘 294-2

2 L-1085 木製品 泥  除
IXD区
15d層

15d木58 34X48 未製品 タ  リ 麟 脚 295-1
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1 木製品 泥  除 嘩醒
15d木 26 全 長

13 2
幅
ュ

部
２５

身 身部厚
20

頭部幅
21 4

頭部厚
10

隆起部 柄 孔 紐孔間
未製品 ク  リ 螂 脚 296-1

木製品 泥  除
Ⅷ 区
15 層 15c木35 未製品 ク  リ 麟 脚 293-3
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l 木製品 泥  除
iVD区
15c層

15c未 48 全 長
42 4

身部幅
32 4

身部厚
30

頭部幅
25 0

頭部厚
22

隆起部
14 4

柄 孔 紐孔間
未製品 ク  リ 麟 脚 292-1

2 L-1123 木製品 泥  除
IVC区
15c層

15c木 3 192 31 2 未製品 ク  リ 鵬 脚 297-7
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1 木製品 泥  除 蝉・５ｃ層
15cフト41 全 長
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幅
０

部
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身 身 厚
望

部
６

頭部幅 頭部厚 隆起部 柄 孔 紐孔間
未製品 ク  リ 醐 脚 291-2

2 L-975 木製品 泥  除
Ⅷ  区
15 層

15木 1 未製品 ク  リ 醐 蜘 290-1
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1 L-952 木製品 打 棒
Ⅷ 区
15 層

15c木 21
長
お

全
１

身部長
35 6

身部幅
71

身部厚
20

柄部長
81 0

柄部径
30

先端巾
66

先端厚
40 クヌ哺節 芯 無 脚 302-4

2 木製品 打 棒
lll 区
15 層

15d木26 64 16 38×28 66 コナラ節 芯  無 脚 303-1

3 木製品 打 棒
Ⅷ  区
15 層

15c■本20 18 72 2 焼 痕 クヌギ節 芯 無 脚 302-2
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1 木製品 打 棒
ⅨD区
15rに彗 15c木 59

全 長
99 4

長
６

部
２９

身 身部幅
56

身部厚
22

柄部長
69 4

柄部径
26

先端巾
54

先端厚
18 コナ切師 芯 無 脚 303-2

2 木製品 打 棒
ⅨC区
15d層

15d木 36 86 0 未製品 クヌ櫛 芯 無 脚 302-3

3 L-1109 木製品 打 棒
ⅨB区
15d層

15d木 40 104 8 喬譜鋤音憂
皮付 クヌギ節 半裁丸 脚 302-1
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I 木製品 打 棒
IXD区
15c層

15c木 43
長
お

全
１

身部長
40 2

身部幅
84

身部厚
38

柄部長
70 0

柄部径
58X48

巾

望齢
８

先端厚
44 未製品、樹皮制き痕 クヌギ節 半裁丸 蜘 300-2

2 L-1110 木製品 打 棒 唖醒
15c未 10 74 52×40 末製品、樹皮剥ぎ痕 クヌギ師 半裁丸 脚 301-1
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1 L― ■19 木製品 打  棒
IXB区
15d層

15d材 44 全 長
109 8

身部長
36 4

身部幅
86

身部厚
42

柄部長
73 4

柄部径
64×40

先端巾
96

先端厚
44 未製品、樹皮付 クヌギ節 半裁丸 蜘 299-1

2 L-1121 木製品 打  棒
ⅨC区
15c層

と5c材 9 117 6 78 66× 34 62 46 未製品 コナフ節 半裁丸 脚 299-3
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1 L― ■20 木製品 打 棒
IXC区
15c層

15c材 16
長
０

全
１

身 剖
'長41 2

身部幅
78

身部厚
58

柄部長
74 6

柄部径
76X56

齢 巾 錦 厚
末製品、樹皮剣き痕 クメギ節 ミカン割 蜘 299-2

2 L― ■03 木製品 打 棒 嘩・５ｃ層
15c木 27 118 8 未製品 クヌギ節 半裁丸 蜘 298-5

3 木製品 打 樺
区
層

Ⅷ

・５ t5c-1本Ю 105 2 90 来製品、樹皮割ぎ痕 クヌギ節 半裁丸 脚 298-4
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1 L-1138 木製品 打樺 ?
ⅨC区
15c層

15c材 7
全 長

13 9
身部長

1身司嘱1身司昆
柄部長 柄部径 先篭呪1先場昂 クヌギ節 蜘 304-3

2 L-1089 木製品 竪  杵
ⅨB区
15d層

15d木 39 揚 部 長
52 0

揚 部 径
82・ 78

握部長 握部径
焼 痕 ヨナラ節 芯無丸 脚 305-2

3 L-1088 木製品 竪  杵
IXC区
15c層

15c木 13 76・ 76 クヌギ節 芯無丸 脚 305-1

4 L-962 木製品 竪 杵
VR 区
15 層

15d未 29 80・ 70 クヌ哺節 丸鉦
＾

一心 蜘 304-4

5 L-1129 木製品 竪  杵 嘩醒
15c木 44 1516 64 2・ 61 8 72 23 4 68 未製品、焼痕 クメ囀節 芯 無 脚 303-3
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L-1127 木製品 臼
Ⅸ C区
15c層 15c木 11

器 高

Ю
口 径

46 2
心剖

'雀24 (
口唇幅

50 焼 痕 トチノキ 横  木 蜘 305-7

2 L-1111 木製品 利 懃
Ⅸ B区

15d木33 全 長
71 2

身部長
33 8

身部幅
12 4

身部厚
32

柄部長
37 4

柄部径
74X26

握部長 握部幅
未製品 クヌキ灘 柾  目 理 305-5
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1 木製品 斧直柄
Ⅷ  区
15 層

15木 3
全 長

73 6
頭部長

25 6
顕 剖

'暇68
頭部厚
64× 54

柄剖
'長48 0

柄封
'後30 期蜘 ”口

クヌ刊節 芯  無 蜘 310-2

2 L 1112 木製品 斧直柄
区
層ＸＢ

ｍ
15d木21 73 2 21 1 4 3 87°-87 タヌ櫛 芯 無 蜘 311-2
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1 木製品 斧直柄
区
層

Ⅸ Ｂ

・５ｃ
15c木15 全 長

70 8
頭部俣

20 (
頭部幅

6と

頭部焉
64・ 41

柄部振
51(

柄部雀
28X2t 麹婢蜘

酌蜘
クヌキ暫 芯  無 脚 311-1

2 L-969 本製品 斧直柄
区
層

Ⅷ

・５ 15c木 6 68 3 23 4
×

望 79°-8f 未製品 クメ弔師 芯  持 脚 309-1
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1 木製品 斧直柄
Ⅷ  区
15 層

15d木 32
全 長

73 6
頭部長

18 2
頭部幅

58
頭部厚

54
柄部長

55 0
柄部径
38X38

装着孔
44X30
52X40

挿入角
85° -8ば 未製品 クヌギ節 芯  無 脚 308-3

2 L-958 木製品 斧直柄
Ⅷ  区
15 層

15d木 28 60・ 46 76°―鮒 未製品 クメギ節 芯  無 脚 308-2
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1 木製品 斧直柄 唖齢
15d木 34

全 長
84 0

頭部長
27 2

頭部幅
90

頭部厚
90,74

柄部長
56 6

榔 径
54×54

装着孔 挿入角
未製品 タヌ葡 芯  無 蜘 308-1
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1 L-957 木製品 斧直柄
区
層

Ⅷ

・５ 15c木 12 全 長
81 6

頭部長
25 6

頭部幅
72

環部厚
84・ 68

柄部長
56 0

柄部径
62× 48

装着孔 挿入角
未製品 クヌ櫛 芯  無 蜘 307-2
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1 L― ■13 木製品 斧直柄 駆麟
15c木 12 全 長

83 8
頭部長

25 6
頭部幅

84
顕部厚
90,84

柄部長
58 2

柄部径
60×60

装着孔 挿入角
末製品、村皮制ぎ痕 クメ輸 芯 無 脚 307-3
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地
層 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 し-1163 材 角  材 唖囃
15d材39

長
０

全
１

幅・径
64

厚 さ
60 先端加工 嘲

2 材 角  材
ⅨB区
15c層

15c材 24 82 67 先端加工、 2面多段 蜘 332-3

3 L-986 材 角  材
区
層

Ⅷ

‐５ 15材 9 50 ミズキ 蜘 331-H

L-1028 秘 角 材
区
層

Ⅷ

‐５ 15d材53 47 先端加工 嘲 332-1

5 材 角  材
区
層

ⅥＩｌ

‐５ 15d材64 60 32 先端加エ 蜘
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地
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と L-l144 材 分割材
IXB区
15c層

15c材 17
全 長
129 9

幅・径
68

厚 さ
62 両端加工 芯去り ミカン割 雉 朝 333-4

2 L-1191 材 分割材
IXD区
15c層

15c材68 71 両端加工 芯去 り ミカシ判 推 欄 334-2

3 し-1142 材 分割材
IXD区
15c層

15c材 14 5 1 57 両端力口工 ミカン割 姓 欄

L-1195 材 分割材
とXD区
15c層

15c材73 12 2 両端加工 ミカン割 推 欄

5 材 分割材
IXじ区
15c層

15c材10 105 2 62 先端加工 芯去 り ク  リ ミカン割 推 欄
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I

⑩ξ嘲
フ リ

硼七∽
1(%)

0                 20cn(/)

図中
番号

登 録
番 号

種  別 器  種
地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-1022 材 分割材
ⅥΠ 区
15 層

15c l材 46
全 長

86 6
幅・径

68
厚 さ

60 両端加工 芯去 り クヌ輛 ミカシ割 弥生中期 333-1

2 L-1139 材 分割材
とXC区
15c層

15c材 8 82 0 75 両端力H工 クヌギ節 ミカツ副 弥生中期 333-3

3 L-1024 材 分割材
Vm 区
15 層

1監 1748 75 7 両端加工 芯去 り クヌ硝舗 ミカン割 弥生中期 333-2

4 し-1162 材 分割材
IXB区

15d材38 41 0 65 先端加工 ミカン割 推 朝

第564図 Ⅵ‖・ Ⅸ区河川跡 15層出土木製品類53



卿

―――――

――――――

‐―――――

螂

Ⅷ

Ⅷ

あ
崩

匡

罵

ヽ

馬

導

儒

盗

キ
つ

宝

|
″

´

亀

ヽ |

ｑ
Ｊ

カ

2(%)ワ嘲
ワリ

3(/)

!ξ
三ミミささ『然

ワ リ

皮ノ、ギ
（
〕
〕
】
】
）
列

磯
カロ王

20cm(/)

6(/)

図中
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登 録
番 号

種 月」 器 種
地 区
層 位

取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹  種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-1017 材 分割材
Ⅷ  区
15 層

15c材41 全 長
53 1

幅・径
41

厚 さ
63 両端加工、樹皮剣ぎ痕 クヌギ節 ミカシ創 推 朝 332-9

2 L-1188 材 分割材
ⅨD区
15c層

15c材65 51 0 49 両端加工、樹皮剣 ぎ痕 クヌギ節 ミカツ副 推 朝 334-1

3 L-1033 材 分割材
Ⅷ 区
15 層

15d材 58 59 6 両端加工 クヌギ師 徽 欄

4 L-1147 材 分割材 嘩・５ｃ層
15c材 20 45 2 46 先端加工 クメギ節 弥生中期

5 L-1169 材 分割材
IXC区
1氏 河膚

15d材 46 90 9 先端加工 弥生中期

6 L-1168 材 分割材
IXC区
15d層

15d材 45 57 両端力H王 クヌギ節 推 朝
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地 区
層 位

取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-1172 材 分割材
ⅨC区
15層

15材49 全 長
20 9

幅・径
56

厚 さ
20 先端加工 クヌギ節 脚

2 材 分割材
区
層

Ⅷ

‐５ 15材 15 45 先端加工、焼痕 クヌ葡 脚 332-7

3 L-992 材 分割材
区

層

Ⅷ

・５ 15材16 49 42 焼 痕 ク  リ 脚

L-1007 材 分割材
区
層

Ⅷ

・５ 15c■ 材31 61 41 先端加工 クヌ櫛 蜘

5 し-1016 材 分割材
区
層

Ⅷ

‐５ 15c材40 5 5 先端加工 クヌ葡 脚

6 し-1019 材 分割材
区
層

Ⅷ

‐５ 15c l材 43 50 両端加工 クヌギ節 蜘

7 し-1143 材 分割材 駆
ｃ層
Ⅸ

・５ 15c材22 15 快 り クヌギ節 蜘 332-10
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図中
番号

登 録
番 号 種 別 器 種

地 区
層 位

取上番号 法 量 特 徴 備 考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-1161 材 鋤
lXIS必
15d層

15d材37
全 長

59 3
幅・径

94
厚 さ

57
上 2面 1段

両端加工、下 3面多段
脚 334-3

2 L-1004 材 鋤
区
層

Ⅷ

・５ 15c材 28 両端加工 タヌ櫛 脚

3 L-1140 材 期 15c層
15c材 23 クヌギ節 脚

4 L-1194 材 丸 材 醒
ｃ層
Ⅸ

・５ 15c材72 1093 先端加工 エノキ属 芯持丸 脚

5 L-1189 材 丸 材
lXD墜
15c層

15c材66 両端加工 芯持丸 脚 334-6

6 L-1132 材 丸 材
IXC区
15c層

15c末14 62 6 25 先端加工、多面多段、焼痕 ニレ属 芯持丸 脚 334-8
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凹
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◎
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8(%) 0                 20cm(%)

図中
番号

登 録
番 号

種 別 器 種
地 丞
層 位 取上番号 法  量 ,特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 し 材 不  明
IXC区
15d層

15d材51
全 長

20 8
Wa・ 径

74
厚  さ

29 クヌギ節 柾 目 推 朝

2 L-1036 期 不  明
WⅢ 区
15 層

15c4材 61 58 ク  リ 弥生中期

3 L-1202 杭 割 杭 唖‐５ａ層
を5a杭 3

全 長
46 8

幅・ 径
75

厚 さ
63

先端加工
ナシ

オフルミ 弥生中期

4 L-1203 杭 割 杭
IXC区
15a層

15a杭 4 89 切断痕 コナラ節 弥生中期

5 L-1053 杭 丸  杭
区
層

Ⅷ

‐５ 15c杭 2 42 40 ナ シ 芯持丸 弥生中期

6 L-1052 抗 丸 抗
VШ 区
15 層

15c杭 1 46 48 ニフトコ 芯持丸 弥生欄

7 L-1200 杭 丸 杭
IXD区
15a層

15a抗 ユ 17 2 52 52 ナ シ バ形常節 芯持丸 弥生中期

8 L-1201 杭 丸 杭
IXD区
15a層

15a杭 2 21 2 38 2面 1段 ′ラうだ瞼「 芯持丸 推 朝

9 L-1054 杭 丸  杭
区
層

Ⅷ

‐５
15dオ毛3 79 72 ナ シ エノ謝風 芯持丸 推 朝
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登

番
種別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 厚  さ 重  量

1 P-15 スプーン IXC 15a層 弥生中期 342-1
2 P-16 と製聞 スプーン IXC 15a層 42 27 弥生中期 342-2
3 P-18 と製面 腕輪 ? DaK 15c層 内外面ナデ、外径6 4cm 弥生中期 342-4
4 P-17 と製DE 腕輪 ? IXC 15a層 内外面ナデ、外径6 2cm 弥生中期 342-3
5 P-20 腕輪 ? D駆 15c層 内外面 ミガキ、外径7 0cm 弥生中期 342-5

P-21 と製EE 腕輪 ? Ⅷ 区 15a層 外面 4条沈線、内面 ミガキ、外径6 0Qn 弥生中期 342-6
7 P-19 腕輪 ? Ⅷ 区 15a層 07 外面 6条沈線ミガキ、内面ミガキ、外径9 8cm 弥生中期 342-7
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種別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時  期 写真図版

地 区 遺 構 膚  位 取上番号 全 長 厚  さ 重 量

1 Q-17 許角君 ll区 15c層 全体に光沢あ り、茎部積方位削 り痕あ り 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-1
2 Q-74 幸角号 Ⅸ駆 15a層 全面に光沢あ り、特に先端顕著、基部欠損 晴乳類、骨幹 弥生中期 343-2
3 O-72 許角暑 IXI 15a層 表面の光沢顕著、基部欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-3
4 O-67 説角署 B髄 15d層 光沢あ り、基部欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-4
5 Q-54 許角3 LXE 15c層 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-5
6 Q-73 許角8 D躯 15a,琶 12 02 基部欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-6

Q-55 歌角号 BttΣ 15c層 両端欠損 鹿骨幹鹿角 ? 弥生中期 343-7
8 Q-16 許角暑 VI区 15c層 10 両端欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-8
9 Q-29 許角君 p匪 15a層 11 両端欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-11

Q-78 許角3 IXDE 15a層 07 両端欠損 哺 乳 類 骨 幹 弥生中期 343-12

11 Q-79 許角君 p醒 15a層 04 04 06 光沢顕著、両端欠損
中型哺乳類、
骨幹 (四肢骨 )

弥生中期 343-13

Q-76 許角号 B醒 15a層 光沢顕著、両端欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-9
13 Q-77 許角号 IXp 15a層 12 03 火を受けている。両端欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-10

14 Q-58 許角暑 8醒 15c層 05 22 基部横方位 に削 り痕あ り、先端欠損
哺 乳 類、
骨 幹 ～ 骨 幹

弥生中期 343-14

Q-57 許角暑 8駆 15c層 04 18 基部欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-15

0-31 チ角暑 醒 15a層 16 先端部欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-16
17 Q-56 許角8 D髄 15c層 06 22 先端部欠損 哺乳類、骨斡 弥生中期 343-17

Q-9 議角3 Ⅷ 区 15層 31 基部にタール決樹脂付着、基部 にネズ ミ
の歯形あ り 哺乳類、骨幹 弥生中期 343-18
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図中

番号

録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅 ・ 径 厚  さ 重 量

1 Q60 隅 鰈 Iメ例丞 15c層 07 19 先端部に擦痕あ り、基部欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 344-1
2 015 隅 融 I態 Ⅶl区 15c層 有茎形、茎部破損 鹿、角の先端 弥生中期 344-2

3 Q-3 隅 融 睡 VIU区 14層 76 10 27 無茎凹基形、全面 に擦痕あ り
中型哺乳類、
四  肢  骨

弥生中期 344-3

4 Q59 饂 鰍 縣 8副丞 15c層 02 先端部欠損 えい目、尾棘 弥生中期 344-4
5 Q33 鶴 刺突具 8駆 15a層 13 擦痕あ り 麗、鹿   角 弥生中期 345-3
6 Q75 盤 束」突具 Ⅸ駆 15a層 先端部欠損、基部剣離あ り 哺乳類、骨幹 弥生中期 344-5
7 Q-1 瑞 刺突呉 VIl区 14層 09 05 先端部擦痕顕著、基部欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 344-6
8 Q44 鴨 刺突呉 B駆 15b層 27 擦痕あ り、両端欠損 哺乳類、骨幹 弥生中期 344-7
9 Q-6 饂 束J突臭 lll区 15層 81 先端部若干光沢あ り 鹿、尺 骨 左 弥生中期 345-1

Q80 饂 刺突具 I駆 15a2層 17 鹿、尺 骨 右 弥生中期 344-8
11 Q21 鶴 刺突具 惑醒 15層 21 12 5 穿孔の痕跡 鹿、尺 骨 右 弥生中期 345-2
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図中 録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅 。径 厚  さ 重  量

1 O-7 饂 束J突呉 WIEXI 15a層 12 2 23 先端部打欠きによる加工 鹿、尺 骨 右 弥生中期 345-4

2 Q-4 饂 卿 区 14層 11 3 11 先端部磨滅 鹿、尺 骨 右 弥生中期 346-1

3 Q61 饂 Iメ駆 15c層 11 9 14 09 67 基部欠損、先端部磨滅 鹿、中足骨右 弥生中期 346-2
4 Q41 隅 B駆 5a層 20 14 19 2 両端 に使用痕あ り 鹿、中 手 骨 弥生中期 346-3
5 Q40 饂 IXE准 至 5a層 14 1 11 両端磨滅 鹿、鹿  角 弥生中期 346-4
6 Q34 饂 Ⅸ駆 5a層 13 6 21 16 23 1 先端部磨滅 鹿、鹿  角 弥生中期 346-5
7 Q69 鶴 8匪 5a層 52 1 5 39 藤、鹿  角 弥生中期 346-6
8 Q-71 鰐 Baz 5a層 11 12 光沢あり、先端部片 哺乳類、骨幹 弥生中期 346-7
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番 号

図 中

番 号
種 別 器  種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚 さ 重 量

1 Q65 鶴 LXC区 15c層 5 07 H5 両端部磨減 鹿、鹿   角 弥生中期 346-8
2 O-81 鶴 D醒 15a2層 6 先端部磨滅 哺  乳  類 弥生中期 346-9
3 084 盤 LXDE 15a層 0 8 先端部磨減 哺  乳  類 弥生中期 346-10

4 032 8匪 15a層 07 タール状樹脂付着、基部欠損 哺乳類 ?骨幹 弥生中期 346-11

5 Q-52 饂 蜘 LXDE 15c層 擦痕あ り、基部欠損 鹿、鹿  角 弥生中期 347-1

6 Q-2 鶴 蜘 llu区 14層 5 先端にネズ ミの歯形あ り、基部欠損 弥生中期 347-2

Q47 鶴 嘲 B匪 15c層 2 擦反あ り、ネズ ミの歯形あ り、先端部片 鹿、鹿   角 弥生中期 347-3
8 Q26 饂 螂 8醒 15a層 2 1 未製品 ?、 探痕あ り、基部欠損 鹿、鹿   角 弥生中期 347-4
9 Q28 饂 螂 臥匪 15a層 7 37 擦痕あり、先端部欠損 鹿、麗  角 弥生中期 347-5

027 鶴 蜘 8駆 15a層 7 9 タール状料脂付着、擦痕あり、先端部欠損 鹿、鹿  角 弥生中期 347-6
0-46 瑞 蜘 IXIttZ 15c層 5 5 19 両端部欠損 鹿、鹿  角 弥生中期 347-7
Q-49 饂 蜘 8aΣ 15c層 9 17 浮袋の回型、篠痕あ り 弥生中期 347-8
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鬱
，　
　
　
　
　
　
　
い
０

帥
∞
‐　
　
　
　
　
　
　
　
∞

じ
八
陥
酬
Ｍ
爬
障
ぼ
闇
岬
つ

Ｑ
β
脚
勒
彎

も

Ｒ
脚
捌

隠
柵
剛
洲
棚
渕

9
9
0

∩

Ｕ

ｎ
υ

∩

＝

Ｈ

Ｈ

図

Ｈ

ｏ

Ａ

肺

――――

‐――‐
‐‐‐‐
‐‐――
脚
Ⅲ
悧
――‐‐
ＩＩＩ‐
‐‐――
‐‐――
悧

‐―――
――――
‐‐―

‐――

‐――

‐――

‐‐――

悧

‐――

判

ｏ

ｈ

＝

―― ―

蝋

酎

Ｍ

附

剛

蜘

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ―

‐

―

脚

悩

― ― ‐

日

Ｈ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ Ｉ‐

＝

Ｗ

ｏ

〔

ｒ

ｌ ｌｌ

ｌ ｌ ｌ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｍ

Ｍ

ＩＩ Ｉ Ｉ

聞

― ― Ｉ

Ｍ

Ｉ Ｉ

Ｉ

Ｉ

ＩＩ Ｉ ‐

牌

Ｍ

＝

ｗ

ｏ

7

慰
脚
熾
闇
国
Ｎ
国
瑚

・２

◇
航＝
Ｈ
日
小
劉
靡
Ⅳ
‐―――
＃
岨
◇△

励
脚
Ⅲ
ｍ
Ｍ
餞
懸
憐
川
Ｍ
脚
棚

11

ら
諭
映

×

握

Ⅷ

Ⅷ

Ψ

υ

瓜
隠

Щ

隠

閃

拶

ハ

酬

酬

阿

脚

問

脚

制

珊

州

剛

Ｖ

‐ｏ

鳳
齢
問
聞
瑚
Ｍ

―⑨…2⑧
° °    3

●■30

-Q-9働
4

0(う 0

0                     10cm
9-∽―§蝉

中

図中

番号

録

号

登

番
種 別 器 種

出 土 地 蕉 法 量
特 徴 。 備 考 素  材 時 期 写真図版

地 区 遺 繕 層  位 取上番号 全  長 幅 ・ 径 厚  さ 重 量

1 C-66 饂 装飾品 B区 15d層 17 9 髪師 り?、 光沢あ り 哺乳類К四肢骨 弥生中期 348-1
2 Q-53 饂 装飾品 B匪 15c層 15 2 07 髪fIIり ?、 片端円形の穿孔痕跡一部残存 鹿、鹿   角 弥生中期 348-2

3 Q-51 饂 装飾品 DOE 15c層 12 有友孔 猪、犬  歯 弥生中期 348-3
4 Q70 饂 装飾品 DOS 15a層 15 10 三孔あり、側縁の一面に2ケ所刻みあり 猪、下顎犬歯 弥生中期 348-4

Q24 饂 装飾品 B駆 15a層 25 13 13 二孔あり、側縁に三対の刻みあり、光沢あり 鹿、鹿  角 弥生中期 348-5

Q23 饂 装飾品 B匪 15a層 43 14 三孔あ り、タール状樹脂付着
哺 乳 類、
骨 端 付 近 弥生中期 348-6

7 O-8 饂 装飾品 Ⅷ 区 15層 60 18 基部 に二子Lあ り、ネズ ミの歯形あ り 鹿、中 手 骨 弥生中期 348-7

Q50 饂 装飾品 LXM 15c層 78 15 腕輪、三孔あ り、光沢顕著
猪 (雄 )下 顎
犬  歯  左

弥生中期 348-8

Q-5 隅 装飾品 ll区 15層 45 22 基部に一孔あり、垂飾 り、先端部欠損
猪 (雄 )下 顎
犬  歯  左

弥生中期 348-9

Q82 鶴 未製品 IXDE 15a層 63 10 劉離痕あ り 鹿、中足骨右 弥生中期 349-1

[】 Q25 饂 未製品 LIOE 15a層 83 57 剣離痕あり、剖離部に擦痕あり、両端部欠損 鹿、中 足 骨 弥生中期 349-2
12 O-13 鶴 未製品 ll区 15層 97 Hll離演多数 哺乳類、骨幹 弥生中期 349-3
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図中

番号

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法 量
特 徴 。 備 考 素  材 時  期 写真図版

地 区 遺 構 層  位 取上番号 全  長 幅・ 径 厚  さ 重 量

ユ Q-42 鶴 未製品 1ユ胚 を5a層 17 5 15 12 剣離痕多数、擦痕あり 鹿、中 足 号 弥生中期 349-4
2 Q39 盤 末製品 臥匪 15a層 166 13 11 99 剣離痕 あ り 鹿、中 足 看 弥生中期 349-5
3 Q10 饂 来製品 ⅦI区 15層 115 14 11 剣離痕多数 鹿、中手骨右 弥生中期 349-6
4 Q43 FHWi 未製品 B駆 15a層 117 42 all離痕

'数
、先端部 タール状樹脂付着 鹿、中手骨右 弥生中期 349-7

5 Q45 癬 木製品 B駆 15b層 劉離痕あ り、擦痕 あ り、タール状樹脂付着 鹿、中手骨右 弥生中期 349-8
6 Q20 饂 加工品 B駆 15層 lI 07 17 表面に擦痕あ り 哺乳類、骨幹 弥生中期 349-9
7 Q ll 饂 加工品 Ⅶl区 15層 13 片端欠損、片端 は両面か ら削 り痕跡あ り 哺乳類、骨幹 弥生中期 349-10

8 鶴 加工品 88Z 15c層 57 10 3 磨切 り痕あ り、片端欠損 鹿、尺 骨 右 弥生中期 349-■

9 019 饂 加工品 IメaΣ 15層 22 穿孔あ り、刺突具未製品 ? 鹿、尺 骨 左 弥生中期 349-12
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図中

番号 番 号
種別 器 種

出 土 地 点 法 量
特 徴 ・ 備 考 素  材 時 期 写真図版地 区 遺  描 層  位 取上番号 全 長 幅・ 径 厚  さ 重  量

1 Q35 鶴 加工品 B例丞 15a層 133 26 52 3 磨切 り反 あ り、表面磨滅、光沢あ り 鹿、鹿  角 弥生中期 350-1
2 Q68 鶴 加工品 醒 15d層 70 暦切 り痕あ り、片端欠損 鹿、鹿  角 弥生中期 350-2
3 Q-63 鴨 加工品 Ⅸ駆 15c層 21 17 磨切 り痕あ り、犬の咬痕 あ り 鹿、鹿  角 弥生中期 350-3
4 012 鶴 加工品 VIH区 15層 79 16 7 2 片端 に削 り痕 あ り、剣離痕 あ り 鹿、中 手 骨 弥生中期 350-4
5 Q-62 盤 加工品 D醒 15c層 10 11 焼骨、磨切 り痕あ り 鹿、鹿  角 弥生中期 350-5
6 Q30 饂 加工品 BttZ 15a層 16 37 両端 に磨切 り痕あ り、側面 に擦痕あ り 鹿、鹿   角 弥生中期 350-6
7 Q14 隅 加工品 ⅧI区 15層 22 19 27 3 三条の刻目あり 麗、鹿  角 弥生中期 350-8

8 鴨 加工品 Ⅸ駆 15a層 12 0 横方位削り痕あり、先端にネズミ歯形あ
り 鹿、鹿  角 弥生中期 350-9

9 O-22 鶴 加工品 B匪 15a層 18 21 93 先端磨減 鹿、鹿  角 弥生中期 350-7

第576図 Ⅵ‖・ IX区河川跡15層出土骨角器 7
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荒井試掘調査登録遺物 目録
B。 弥生土器

Pl l陶 梨円辮 1層 12-13 11-4 1長軸56 119CP

荒井館跡登録遺物目録
D。 ロクロ土師器

高屋敷遺跡登録遺物目録
A.縄文土器

不 SD-3

K.石器 。石製品

登録沓号 写真番号 全 長 年代

K-1 石製 慎造品 lh68区 Ⅱ層 21-7

K-2 石 興樟 弓告品 H層

L.木器・木製品類

登録番号 実lII番号 1駐繋 号 1 今長

L-1 柱 SK-18 54_4

荒井畑中遺跡登録遺物目録
B.弥生上器

F. G. 西p額 B.弥生土器

地 区 遺構名 層 位 実測番号 1写真番号

B-1 壷 H層 35-2

C.非ロクロ土師器

躙 号 器種・ 種別 遺 構名 1層位 1実湖 陪 与翼 陪  全長  十 年 代

F-1 丸 瓦 h94区 1層 32 5 1 19CP

1.陶器類

層 位

I-1 灯明皿 M区 一層 12-2 19C後半

灯明皿 h76区 SD-1 12-3 19C後半
3 )三霊? lh94区 l層 77
4 lm94ヌ 1層 12-12 19CP

夫 甕 剛 4区 13-1 (298) 19CP

土瓶蓋 lh94区 19C後半

菊皿 皿ω区

碗 mm区 SD-2 71 18C
皿 m附 区 1層 12-8

J.磁器

登録番号 器種・種別 地 区 選構 名 層 位 写真番号 器 高

C-1 一霊 H層 35-12 1-4

台付 奪 SK-1
イ SK-9 35-8

C-4 郷 SK-lJ 35-6

C-5 郷 SK-14
C-6 不 SK 17
C-7 高不 H層
C-8 邪 35-3

C-9 甕 35-14

C-10 SX-2 35-16 21-2

C-11 邪 SD―ユ

C-12 郷 SD-1 35-7

C13 甕 SD-1

C-14 邦 SD-3

E.須恵器

畿 需 遺 種名 位 器 高 年

用」絵碗 M区 12-9  1  11-1 51

白磁型折稜皿 M区 l

染祥 硫 ‖04区 1「雪 12-11 11-3 lBε 箭～

P.土製品

登録番号 実測番号 写真番号 全長 年代

D-1 羽 釜 J雷

I.陶器類

J.磁器

登録番号 器種・ 種別 地 区 遵 庸名 1層位 与興番号 年 代

1 刷絵碗 1層

C. 非ロクロ
=L自

市器

登録番号 器種・ 種別 選 層名 層 位 年 代

C-1 甕 I区 SK-4 半 安

C-2 一甲 I灰 SK-3 I層 29-2 15-4 古・ 前

K.石器・石製品

K■  1石 硯 Ⅲ 区 SD-1 I層 15-2 1 40



押口遺跡登録遺物 目録 1

B.弥生土器

登録番号 器種・ 種別 地 区 実綱I番号 器 言

B-1 一軍 I区 1呂亦 7a膚

I区 I跡 8bl曽 43-5 弥生

B-3 I区 河ナII跡 15層 弥 。中

壷 I区 河川跡 15層 42-13 弥・ 中

鉢 X区 河川跡 15層 78-1

一望 I区 河∫‖駄 15'目

豆 I区 手Jj 1跡 15た警

甕 I区 河 , 1豚 15,曽 43 (148) 弥 。中

霊 X区 SX-1 6層 72-1
士霊 H区 河川跡 12層 105-1

豆 Ⅱ区 河 1跡 12偏雪 105-2

高 邦 Ⅱ 区 河 1跡 14搾尊 42-10

II区 14κ雪 弥 。中

B 4 甕 II区 河川跡 14層 弥・ 中

5 甕 Ⅱ区 河川跡 14層 弥・ 中

甕 Ⅱ区 河 1跡 14層

B-17 II医 河 1跡 14h雪

II区 14提雪

II区 河 1跡 14層 43-」 弥・ 中

B21 甕 H区 河ナ|1跡 14層 弥・ 中

甕 H区 河川跡 14層 弥・ 中

甕 H区 河川跡 14層

〔区 河∫H跡

B-25 II区 河∫H跡 14,書

L-26 I区 河 川跡 14!薔 42-2 弥・ 中

B-27 H区 河川跡 14層 42-14 弥 。中

B-28 甕 Ⅱ区 河川跡 14層 弥・ 中

B-29 士霊 H区 河川跡 15層

B-30 鉢 Ⅱ区 河,H麻

B-31 帝 Ⅱ 区 河ザH跡 15搾尊 42-11

B-32 II区 河川μ 15κ雪 弥・ 中

Ь-33 I区 河,II跡 15層 43-12 弥・ 中

B-34 甕 II区 河川跡 15層 弥・ 中

B-35 甕 H区 河川跡 15層 弥・ 中

B-36 甕 H区 河川跡 15層

B-37 IE【 河∫‖廓 43-11

B-38 I跡 15層 4

B-39 H丞 III跡 15層 弥 。中

B-40 鉢 H区 河川跡 15層 弥 。中

B-41 高邦 H区 河川跡 15層 (56) 弥・ 中

B-42 鉢 H区 河川跡 15層

B-43 ID雇 河∫II跡 4 42-15

13-44 鉢 II区 河チII跡 15層

B-45 鉢 ? H区 河ナII跡 15層 弥・ 中

B-46 鉢 ? H区 河川跡 15層 4-12 弥・ 中

登録番号 器種・ 種別 地 区 違構名 層位 実測番号 写真番号 器 高 年 代

C-27 イ II区 河川跡 8層 95-3 (59) 平 安

高 邦 II区 平Tサ lli lJ雷 101-1 (77)

甕 II区 河川五 lJ薔 101-4 古・ 中

C-30 甕 H区 河ナ|1跡 11た警 101-3 (79) 古 。中

C-31 甕 H区 河川跡 ■層 101-5 (20) 古 。中

C-32 小形手捏ね土器 H区 河川跡 11層 101-2 (25)

甕 H区 河チ|1跡 12層 105-10 (120)

豆 II区 河サ|1跡 121善 105-7 34

豆 II区 河 川跡 12に雪 (42) 古・ 前

C36 甕 H区 河ナH跡 12提雪 105-12 (31) 古・ 前

C-37 高不 H区 河川跡 12層 (74) 古 。前

C-38 甕 Ⅱ区 河川跡 12層

器 台 II区 河∫H麻 12!雷

一笠 II区 河∫H跡 121善

C-41 II区 河川 跡 12兵雪 105-11 古・ 前

C-42 欠 番

C-43 〓宜 H区 河川跡 12層 105-8 (32)
一宝 Ⅲ 区 河川跡 12層 122-2

添 河∫|| 127-2

郷 河サ I li 3!薔 127-4 (39) 古・ 後

C47 郷 河ナ|1跡 3層 127-3 (39) 古・ 後

C-48 必 河川跡 3層 127-1 (41)
C-49 不 I区 SX-1 5層 72-2 (60)

器 台 試血32 河チ|1琳 128-1

D.ロ クロ土師器

登録番号 地 区 遺 構名 層位 実韻!番号 写真番号 器 高 年 代

D-1 甕 II区 河川跡 3層 (58) 平 等

D-2 寮 Ⅱ区 河川跡 5層 88-8 124) 平

D-3 奪 Ⅱ 区 河チ|| 半

D-4 甕 H区 河サ l li 51書 88-7 (83) 平安

D-5 琳 II区 河ナH跡 5層 (20) 平安

D-6 不 H区 河川跡 5層 88-2 平安

D-7 不 Π区 河川跡 5層 平

D-8 不 Ⅱ区 河ナ十1跡 5層 平

D-9 イ II区 河∫II琳 半

E.須恵器

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 器 高 年

E-1 甕 H区 河川跡 5層 平

E-2 率 H灰 河チ|1跡 半

F.G。 瓦類

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺 能 層位 実測番号 写真番号 全長 年

F-1 丸瓦 H区 河川跡 5層 平

F-2 丸 瓦 I区 河ナI跡 b'月巨 58-7

G-1 平 瓦 Ⅱ 区 河∫H 2b層 平安

G-2 半 比 II区 河サ | |〕 平安

G-3 平 瓦 Ⅱ区 河チ十1跡 5層 89-3 平安

I.陶器類

C.非ロクロ土師器

K.石器・石製品

C-1 高 不 区 河ナ‖跡 5層 (91)

C-2 手捏ね土器 区 河川跡 7が層 58-5 (38) 古墳

C-3 奏 区 河川跡 8層 58-6 (50) 古墳

C-4 高不 区 河川跡 12b層 古 。前

C-5 付 奏 区 河 !H跡

C-6 I 周,I 跡 12層 67-1

C-7 区 SX

C-8 区 SX 2層 72-12 古・ 前

C-9 壺 区 SX 2層 72-10 45-3 57) 古 。前

C10 甕 区 SX 4層 73-1 61 古・ 前

C ll 高不 区 SX 5層 古・ 前

C-12 奏 I区 SX 5層 72-11

C-13 器 台 I区 SX 5層

C-14 奪 区 SX 5層 (74) 古 。前

C15 士堕 区 SX 5層 72-8 45-2 (66) 古 。前

C-16 高郷 区 SX 5層 (67) 古 。前

C-17 壷 区 SX 6層 72-14 古・ 前

C-18 台付甕 区 SX 6層 古 。前

C-19 器台 区 SX 61雷 72-5 (52)

C-20 観 I区 SX 6,曽 46-10 31

C-21 一更 I区 SX 5,6暦 72-13

豆 区 SX 6層 72-7 古 。前

C-23 甕 区 河川跡 5層 46-7 (97) 平安

C-24 甕 区 河川跡 7層 (26) 平安

C25 不 区 河川跡 8層 (20) 平安

観 区 河 !H跡 8層 95-4 (32) 平 箸

lfb区 潰種 ! 実測i 写真番号 器 高 年 代

1 I区 水 田跡 lb層 (55)

I区 水 田跡 1lb層 57-2 (3.6)

I-3 折縁皿 II区 水 田跡 2a層

K-1 磨 石 区 SX-1 51-5 114
K-4 礫 区 6層

K-5 不定形石器 区 2a層 58-8

K-6 不定形石器 区 SX-1 15層

K7 磨 石 区 SX-1 5層

K-8 礫 Ⅱ区 河川跡 2a層 近 世

K-9 石 府T II区 平可チlli 2b層

K 0 キ石器 Ⅱ 区 河サ|| 1提葺 128-3 41

K 片 H区 河川 1 1兵雪

K 2 板状石器 Ⅱ区 埋戻し上 1層 128-2 122
K 3 劉片石器 I区 河川跡 2a層



押口遺跡登録遺物目録 2

器種・ 種別 地 区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 全 長 年 代

K-14 礫 II区 河川跡 2b層

K15 磨 石 E区 51-6

K16 磨 石 【I区 2b膚

K17 劉片石器 H区 河チ|1跡 5層 51
K-18 礫 I区 河川跡 5層

K-19 礫 H区 河川跡 5層

礫 区 河∫II訴 8層 平 安

K-21 板状石器 区 1

K-22 磨 石 区 I跡 10売雪 51-10

K-23 敲・ 磨石 区 河ナ|1跡 12層 105-13 11

K-24 礫 区 河川跡 12層

剥 片 区 河川跡 14層 弥 。中

K-26 アメリカ式石鏃 区 SX-1 50-2

K-27 石 鏃 区 7層 73-7

K-28 板状石器 区 跡 15辰雪 2 弥
。

中

K-29 凹石 西 4 2b層

K-30 砥 石 西 5 イ層 125-2 8

K-31 凹 石 西 5

K-32 板 状 石器 Ⅲ 区 2b層 4

K-33 凹 石 I区 15舜雪

L。 木製品

遺構名 層位 実測番号 写真番号 全長 年代

L-54 I SX

L-55 半裁 j もおな I区 SX
L-56 半裁丸材 I区

丸 材 I区 SX 5層

部 | I区 SX 4層 古・ 前

響 | SX 6層 74-7 48_8 古 。前

L-60 I SX 一削

丸材 SX 75-5

割杭 I区 SX

半裁丸杭 I区 SX― 6層

丸 I区 SX― 6層 古・ 前

I区 6層 平安

II 58-8 平安

曲物 (側板 ) H区 平 安

曲物 (側板 ) II区 河チ|1跡 平

曲物 (側板 ) H区 河,II跡 5層 平安

円板 I区 河,H跡 5層 平安

[ Ⅱ 区 河サ1「跡 5層 87-9 平安

L-72 円 H 87-7 58-5 平 |

L-73 円板 II 平

L-74 角材 II区 河ナII跡

L-75 建築材 (?) II区 河川跡 9層 92 2 古 。中

H区 河川跡 10層 53-4 古・ 中
ラ下| II医 河川跡 10層 102-2 57-7 65 9 古 。中

L-78 角 材 罪丁チ|1呂休 70 7 古 。中

L-79 角材 I区 丁Uサ |lj

L-80 弓 H区 河チ‖跡 1

L-81 有子し板材 H区 河サII跡 ■層

L-82 ナスビ翔二又鍬 H区 河ナII跡 12層 古 。前

H区 丁チII跡 12層 古 。前

L-84 直柄広歎 (未製品) 古 。前

L-85 膝柄平鍬 河サ | li ユ

L-86 柾 目板 H区 河,十 1跡 1

L-87 直獨債鍬 H区 河川跡 12提雪 106-2

L-88 Ⅱ区 河川跡 12層 106-3 古・ 前

L-89 [彊疋 河川跡 12層 56-5 古・ 前

115-1 弥 。中

泥除 未製品 ) 1 27 1

tTh H区 所 II II l

L-93 斧直柄 (未製品 ) H区 河川跡 15層

L-94 H区 河川跡 15層 115-2 55-2 弥 。中

L-95 河,II跡 15層 弥 。中

L-96 115-5 弥 。中

L-97 臼 II区 115-6

L-98 建築材 H区 6 安

板 目板 I区 河ナ|1跡 6層

L-100 分割材 II区 河川跡 6層 平安

L-101 I区 河川跡 6層 鞍

L-102 Ⅱ 区 6層 平安

L-103 分割材 平

L-104 分割材 II区 6 平

L-105 柾 目板 H区 河ナ|1跡 平

L-106 丸材 H区 河川跡 6層 92-6 平

L-107 H区 河,H跡 6層 平安

し-108 Ⅱ 区 丁,II跡 6層 91-7 平安

L109 隊 J川 Iをホ 26 1 平安

L l10 丸材 I EK ▼丁チI的

L― 半裁丸材 H区 河ナII跡 6 平

分割材 H区 河ナ|1跡 6層 57 1 半

L-113 柾 目板 H区 河川跡 6層 91-2 平安

L-11」 I区 河川跡 7層 平安

L-115 河ナHi 7層 鞍

L l16 I[E 平安

L l17 丸材 I |

L l18 丸材 H区 汀ナ十1跡
L l19 分割材 H区 河川跡 7層

L-120 Ⅱ区 河川跡 7層 平安

L-121 河ナ‖跡 7層 平 安

L-122 II 稜

L123 丸材 II区 平 箸

L-124 丸 材 Ⅱ区 388 5 安

L-125 柾 目板 I区 河ナ|1跡 7層

L-126 II区 河ナ|キ 跡 8層 97-7 平安

L-127 I区 河,‖跡 8層 1277 平安

L-128 II区 I跡 1層 平 安

L-129 分割材 I区 審

L130 角材 〔I区 平
=

地 区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 全 長 年 代

L-1 半 鋤 ? 区 河,W跡 6層 61-1 52-1 平安

不 明 区 河サH跡 8 57-5 平安

山柄二又鍬 区 河,II跡 52-2 古・ 前

不 明 区 X-1 古

建築材 区 SX l 4層 古 ・

不 明 区 X-1 4層 古・

L-7 和子状 木 製 品 区 X-1 6層 古・ 前

不 明 区 1 底 面 57-6 古・ 前

杓子状木製品 区 SX 5 57-2

L-10 分割材 区 河ナ|1跡 平 笠

丸 材 区 河川跡 6層

丸】材 区 河川跡 6層 平安

L13 板 目板 区 河チII跡 平安

丸杭 区 河サ‖跡 平安

L15 半裁丸杭 区 河 Iよ赤 平安

L-16 丸材 区 河川跡 7層 平
~4

丸材 区 河,II跡 7層

板 材 区 河川跡 7層

L19 丸 杭 区 洒 II訴 7層 62-5 121 平安

L20 不 明 区 1跡 122 平安

L-21 柄 区 河 跡 8a 平安

L-22 丸材 区 河ナ|1跡 平 を

し-23 柾 目板 区 河川跡 B〆層 平 安

分割材 区 河川跡 8〆層 平 安

L-25 丸 材 8が∫習 平安

L-26 柾 目板 8 平安

L-27 角材 河川跡 平安

L-28 ナナメ板 河川跡 8a層 平安

L-29 弁部1材 区 河川跡 8a層 平 安

L-30 丸材 区 河川跡 8層 64-7 61-10 半 安

L-31 角 材 河川跡 8層 平安

L-32 分割 材 平 安

L-38 分割材 253 5 平 安

L-34 建築材 区 河川跡 10,曽

L-35 分割材 区 河川跡 11層 古

L-36 柾 目板 区 河川跡 12層 古・

L-37 半裁丸材 区 河ナII跡 12層 68-4 古・

分害十材 12層 古 。前

L-39 角 材 17 6 古 。前

L-40 分割材 13兵尊 77-4 27 6 古・ 前

L-41 柾 目板 区 河川跡 13氏雪 古
。

前

柾 目板 区 河川跡 13層 77-2 古・

L-43 半裁丸材 区 河川跡 13層 77-6 盲・ Rl

分割材 区 河川跡 13層 77-5 古 。前

L-45 響1杭 旦 河川跡 13層 77-7 古・ 前

分割 材 旦 14'習 61 2 弥・ 中

L-47 丸猫 阪 141膏 1375 弥・ 中

L48 柾 目板 区 跡 15提雪 弥 ・ 中

L-49 角材 区 河川跡 15層

柾 目板 区 河川跡 15層 61-2

丸 材 区 河川跡 15層 80-2 弥 。中

分 割 材 仄 1河川跡 15層 弥 。中

L-53 丸 材 区 SX-1 1搾雪
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艶録番号 器種・種別 地 区 遺 構名 層位 実測番号 写真番号 全長 嗽

L131 建築材 H区 河丁十1屁 安

L-132 丸 ,I 安

L-133 II区 河サ| 半

L-134 角 材 E区 河,II跡 8層 97-3 平安

L135 板 目板 Ⅱ区 河ナ十1跡 8層 平安

L-136 分割材 [I区 河ナ|1跡 9層 35 8

L-187 建築材 (?) I区 河 川跡

L-138 柾 目板 河,II

L-139 II区 河 )H跡 186 2 古・ 中

L-140 炭化材 H区 河ナII跡 10層 古 。中

L-141 炭化材 Ⅲ区 河,II跡 10層 古 。中

L-142 分割材 II区 河川跡 10層

L-143 分割材 II区 河∫‖跡 10

L-144 板 目板 II

L-145 分割材 II 河,H跡 層 古 。中

L-146 角材 H区 河川跡 層 古 。中

L147 半裁丸材 Ⅱ区 河川跡 層 36 6 古・ 中

L-148 柾 目板 Ⅱ区 河川跡

L-149 不明 II区 河 川 。中

L-150 ナナメ板 H区

丸 材 Ⅱ区 河ナ十1跡 層 古・ 中

L-152 角材 H区 河ナ十1跡 12層 108-6 古・ 前

L-153 角材 H区 河ナII跡 12層 古 。前

L-154 丸材 Ⅱ区 河ナ|1跡 1

L-155 丸.材 II区 J了∫| 109-8

分割材 II 1 174
し-157 丸 材 ナH跡 12,盲 51 7 古・ 前

L-158 炭化材 I区 河川跡 12層 古・ 前

L-159 炭化材 区 河川跡 12層 39 3

L-160 分割材 区 河,II跡

L-161 炭化 材 1

角材 (分剖材 ) 1

河,十 1跡 2層 107-3 54-7 古・ 前

し-164 角材 区 河川跡 2層 古・ 前

L-165 炭化材 区 河川跡 12層 22 0

炭化材 Ⅱ区 河ナIW

2)曽

炭化材 1

H区 古 。前

H区 河川跡 2層 古・ 前

[-170 炭化材 H区 河川跡 2層 114 古・ 前

L-171 分割材 区 河川跡 2層 109-5

し-172 分割材 区 河川跡 2層

L-173 I 1

L-174 炭化材 1

丞 2秀雪 古 。前

L176 炭化材 区 河川跡 2層 古 。前

し-177 分割材 区 河川跡 2層 109-2

し178 炭化材 区 河川跡 2層

L-179 分割材 区 1 155
し180 炭化材

区 古 。前

L-182 区 河 , 跡 2層 81と :ち 古 。前

L-183 欠番 区 河ナ跡 2層 欠

L-184 炭化材 区 河

'

跡 2層

L-185 炭化材 Ⅱ区 河 , 跡 21 7

L-186 炭 fr材 II区

L-187 分割 籾

し-188 炭化 材 H区 2層 古 。前

L-189 炭化材 II区 河 , 跡 2層 古 。前

L-190 炭化材 Ⅱ区 河 , 跡 2層 古 。前

L-191 炭化材 H区 河ナ跡 2層

L-192 炭化材 H区 洞

L-193 板 目板

L-194 角 材 I区 古 。前

L-195 炭化材 H区 河ナ跡 2層 古・ 前

L-196 炭化材 H区 河ナ跡 2層 古 。前

L-197 分割材 H区 河ナ跡 2層 古 。前

L-198 分割材 区 河ナ 跡 2層

L-199 晨具直れ 洞 || 1 56 6

L-200 | 107-5

し-201 炭 区 I可 ) 跡 2層 古・ 前

炭化材 区 河ナ 跡 2層 古 。前

炭化材 区 河ナ 跡 2層

L-204 渡化材 区 河ナ跡 12層

L-205 分割材 洞 II ユ

L-206

区

|

| l 23 2 古・ 前

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺構名 層位 笑測番号

L-208 柾 日板 H区 河ナ‖跡

角 材 II区 河サII跡 133 6 ・ 中

L-210 分 割 材 III丞 河,H跡 15層 ・ 中

L-211 分割材 H区 河川跡 15層 ・ 中

L-212 角材 H区 河川跡 15層

L-213 分 割 H区 河ナII跡

L-214 II区 河 1旧 跡

L-215 II区 河サH跡 ・ 中

L-216 分割材 H区 河ナ|1跡 15層 ・ 中

L-217 分割材 I区 河ナ|1跡 15層

L-218 分割材 E区 河,H跡 15層

L-219 ケ)昌 I区 河,H跡

L-220 河〕H跡 ・ 中

L-22ユ 河川μ 15κ雪 117-7 ・ 中

L-222 分割材 H区 河ナ|1跡 15層 117-5 125 。中

L-223 分割材 H区 河ナ十1跡 15層 27 8

L-224 板 目板 II区 河川跡 15層 81 3

L-225 ケ手暑 I区 河,H跡

河チH跡 21 2 。中

L-227 I 河ナ|1跡 15層 ・ 中

L-228 角材 II区 河ナH跡 15層 187 。中

L-229 分割材 H区 河ナ1跡 15層

L-230 丸 杭 H区 河ナ1跡 2層 169 2 斤冊

L-231 」杭 II区 河,H跡 85-4 172 6 L世

II区 河〕星 2 245 8 E世
L― Z33 I区 河ナ1跡 8層 85-5 184 8 丘世

L-234 角杭 H区 河,H跡 2層 62-10 274 8 E世
L-235 割 杭 H区 河ナ|1跡 3層 142 6

L-236 丸 杭 II区 河ナ|1跡 136 1

L-237 II区 河サ|1跡 62-7

II区 河サ1星 6 F安
L-239 H区 河ナ|1跡 6層

「
安

L-240 丸 杭 H区 河,H跡 6層 93-2
「

安

L-241 丸 杭 H区 河川跡 7層 51 9 露

L-242 丸 杭 H医 河ナ1跡

L-243 II区 河 IH跡 8 113 :安

L-244 II区 河川μ 8 62-5 F安
L-24 割 杭 H区 河ナ|1跡 8層 F安
L-246 角杭 H区 河川跡 8層 97-9

「
安

L-247 丸 杭 H区 河川跡 9層 26 6

L-248 丸 杭 H区 河ナ|1跡 30 1

L-249 半裁 苛,杭 II区 河 川跡 1

L-250 丸 杭 II区 河サH跡 ・  目u

L-251 丸 杭 II区 河

'H跡

12層 153 一副

L-252 半裁丸抗 H区 河川跡 12層 一副

L-253 丸 杭 H区 河,II跡 12層

L-254 半裁丸抗 H区 河ナH跡 12層 62-3 92 3

L-255 丸 杭 II灰 河 IH跡

L-256 H区 河サH跡 3 ・ 同」

L-257 I区 河サH跡 54-3 20 2 F安
L-258 分割材 Ⅲ 区 河,II跡 8層 1 F安 ?

L-259 丸 杭 Ⅲ 区 河川跡 6層 121-2

N.金属製品

地 区 層 位 写真番号 全 長 年 代

N-1 煙 管 H区 河ナII跡 1層 82-9 11

N-2 蹄 鉄 H区 河川跡 1層 82-7 49-10

N-3 鉄 滓 H区 河川跡 2a層

O.自然遺物

P.土製品

698
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A.縄文土器

B.弥生土器

登録番号 器種・ 種別 地 込 層 位 実測番号 写真番号 1 器 言

A-1 深鉢 (甕 ) H区 230-2 1671 1 28

地 区 還構名 層位 実測番号 写真番号 器高 年代

B-72 重 IV区 SD-29 246-13 弥 。中

B-73 V区 SD-29 246-12

B-7J と笠 IV区 SD-29 246-14

B-75 壺 Ⅳ 区 SK-37
B-76 豆 Ⅳ 区 SK-37 255-3 弥 。中

B-77 一壁 IV区 SK-37 255-2 弥・ 中

B-78 甕 IV区 SK-37
B-79 甕 Ⅳ 区 170-14

B-80 士電 Ⅳ 区

B-81 壺 or甕 とV区 (25)
B-82 豆 IV区 河川跡 2層 弥・ 中

B-88 鉢 IV区 河サ|1跡 262-2 170-13 弥・ 中

B-84 蓋 IV区 河〕H 262-3 170-17

B-85 蓋 IV区 河,H跡 170-18

B-86 鉢 Ⅳ 区 河川跡 2層 262-5 弥 ・ 中

B-87 Ⅵ 区 河川跡 9層 弥 。中

B-88 VI灰 河,II跡 10層 172-? 弥・ 中

VI区 河チI 1 319-2 弥 。中

B-90 甕 VI区 河,H 1 356-11 172-1

密 Ⅵ 区 河ナ|1跡 l ・ 中

鉢 Ⅵ 区 河川跡 15層 355-8 172-2

鉢 Ⅵ 区 河川跡 15層 355-7 172-1 弥 。中
一霊 VI区 河ナ1跡 15層 172-4 弥 。中

B-96 士電 VI区 河ナ‖跡 1 355- 172-3 弥 。中

B-97 甕 Ⅵ 区 河ザH 1 355-6 172-5

甕 Ⅵ 区 河川跡 15κ藝 173-2

甕 Ⅵ 区 河川跡 15層 356-2 弥・ 中

B-100 Ⅵ 区 河川跡 15層 356-4 弥・ 中

Ⅵ 区 河川E 15層 356-6 弥・ 中

B103 密 Ⅵ 区 河サ十1跡 弥 。中

8-104 甕 Vl区 河ナH跡 356-7

B-105 一霊 Ⅵ 区 河川跡 15層

B-106 奏 VI区 河川跡 15層 356-8 172-10

B-107 甕 Ⅵ 区 河川跡 15層 356-9 弥 。中

L-108 馨 VI区 河チ十1跡 15層 355-10 173-1 弥・ 中

B-109 甕 VI区 河∫H跡 弥・ 中

B― 0 士霊 Ⅵ 区 河ナ|IF

B― 1 甕 Ⅵ 区 河ナ|1跡 356-10 172-11

B― 2 甕 Ⅵ 区 河川跡 15層 356-5

B― 4 豆 Ⅵ 区 河川跡 15層 355-3 弥 。中

B― 5 奪 河チ|1跡 15層 172-12 弥 。中

B― 甕 Ⅵ I 388-4 176-1 (202) 弥 。中

B一 7 甕 VI区 388-5

B― 8 甕 Ⅶ 区 II

B120 甕 Ⅶ 区 Ⅱ層 379-2

B-121 甕 Ⅶ 区 SD-47 373-5 赤・ 中

B-122 鉢 Ⅶ 区 SD-47 373-4 175-12 亦 。中

B123 豆 Ⅵl区 SD-47 373-3 174-12 な。中
B-124 士電 ⅥI区 SD-47 378-2 174-1

B-125 鉢 Ⅷ 区 368-7 175-19

B126 鉢 Ⅶ 区 I層 368-8 175-20

B-127 賓 ⅥI区 【層 368-10 177-10 | な。中

甕 Ⅶ 区 [I層 378-21
| 麻・ 中

奪 Ⅶ 区 H層 378-20
| な・ 中

B 豆 Ⅵ 378-3 174-7

1 甕 Ⅶ 区 378-16 177-2

甕 Ⅶ 区 378-17 177-8

甕 Ⅷ 区 H層 378-15

ⅥI区 I層 177-9 I ホ。中
ⅥI区 I層 368-6 175-18 | 麻・ 中

B 豆 ⅥIE I層 368-4 174-20
| ム・ 中

B― VII区 I 7

B-138 壺 Ⅶ 区 I 368-3 174-19

B-139 一望 Ⅶ 区 I層 174-18

B140 ミニチュア土器 Ⅶ 区 I層 368-11 177-18

B-141 ミニチュア土器 Ⅶ 区 H層 379-7 177-17 231 ・ 中

13- ミニチュア土器 Ⅱ層 | 小・ 中

B― ミニチュア土器
| 小生

B― 4 ミニチュア高不 379-5 177-16 (34)| 中

B― 5 ミニチ ュア高郷 Ⅶ 区 27)
B146 鉢 ⅥI区

B-147 鉢 Ⅶ 区 Ⅱa層 175-5

B-148 豆 ⅥI区 Ha層 378-6 174-9 。中

B-149 一笠 ⅥIヌ Ha層 378-5 174-8 。中

B-150 ミニチュア土器 ⅥI区 379-4 177-15 (48)| ・ 中

B-151 蓋 ⅥI区 379-3

B-152 高不 ⅥI区 177-11

B-153 鉢 VI区 Hb層 378-11 175-8

B-154 銚 Ⅶ 区

“

b層 378-12 175-9 ・ 中

登録番号 層 位 写真 器 言 年代

B-1 〓軍 H区 汀川跡 10層 168-15

B-2 H区 河川跡 15層 215-7

13-3 H区 河川跡 9層 232-1 168-16 (123) 弥・ 中

B-4 II | 214-12 167-7 弥 。中

B-5 甕 H区 1 215-6 弥・ 中

B-6 奏 H区 河ナ十 l 215-5

B-7 甕 H区 河川跡 14層 168-5

B-8 Ⅱ区 河川跡 14層 202-10 54
I灰 河ナ|1跡 14層 168-14 弥・ 中

重 I] 河サH 1 214- 168-13 弥 。中

B-11 蓋 【区 河,H 215-8

鉢 H区 河,H跡 13提雪 191-12 6

一室 H区 河 ,II跡 13層 191-13

鉢 H区 河川跡 14層 3 弥 。中

鉢 Ⅱ 区 輌T∫ H星 14層 202-5 4 弥 。中

鉢 ? H区 THT,| 弥・ 中

B-17 甕 H区 河)Hμ 168-6 (88)

鉢 ? Ⅱ区 河川跡 14層 202-6 167-15

豆 H区 河川跡 14層 202-2

審 Ⅱ区 河川跡 14層 202-11 168-8 62 弥・ 中

豆 Ⅱ 区 河 川跡 214-2 弥 。中

B-22 蓋 II区 河サH跡 1 215-2 弥・ 中

蓋 H区 河 川 援 215-1

蓋 H区 河)H跡 15層 215-3

蓋 H区 河川跡 15層 215-4

鉢 ? II区 河川跡 15層 202-7 167-12 弥 。中

B-27 II区 河 川 跡 15層 214-4 168-10 弥 。中

B-28 鉢 II区 河サII跡 167-10 弥・ 中

B-29 鉢 ? I区 工丁サII赫 214-6

B-30 高不 Ⅱ区 河ナ|1跡 15層 214-5

B-31 鉢 II区 河ナ十1跡 15層 214-9 167-11

B-32 鉢 II区 河川跡 15層 214-7

B-33 壺 Ⅱ 区 河 川 跡 15層 168-11 弥・ 中

B-34 一霊 II区 河サH跡 168-12 (79) 弥・ 中

B35 壷 E区 河,H跡 弥 。中
B-37 高不 II区 河チII跡 16層 167-2 (124)
B-38 鉢 V区 河川跡 l層

B-39 褒 V区 河川跡 1層 266-2

B-40 V区 河ナII跡 1層 266-3 弥 。中

B-41 鉢 V区 -3 弥・ 中

B-42 鉢 ? V区 266-5 -4 弥・ 中

B-43 鉢 ? V区 河川跡 266-6

B-44 重 ? V区 河川跡 1層 266-7

B-45 V区 河川跡 1層 266-8

B-46 V区 河川跡 1層 266-9 15 弥・ 中

B-47 重 V区 河チII跡 266-10 弥 。中

B-48 壷 V区 江∫‖跡 266-11 17 弥・ 中

B-49 士宜 V区 河)II鉢 266-12

B-50 壺 ? V区 河川跡 1層 266-13

B-51 V区 河ナ十1跡 1層 266-14

B-52 V区 SD-27 7

B-53 V灰 SK-31 8 弥・ 中

鉢 ? V区 SX-8 9 弥 。中

甕 V区 SX-8 267-4 21 弥 。中

重 ? V区 SX-8
鉢 ? V区 SX-8
鉢 V区 SX-8 267-7 11

鉢 ? V区 SX-9 267-8 171-12 弥 。中

B-60 密 V区 SX-9 267-9 171-22 (53) 弥・ 中

壷 ? IV区 河〕H 1 246-1 弥 。中

童 IV区 河サH 1床雪 246-2 弥・ 中

鉢 ? Ⅳ 区 河ナ|フ 11曽 246-3 ・ 中

B-64 笠 ? IV区 河川跡 1層 246-4

鉢 ? IV区 河川跡 1層 246-5 170-10

13-66 鎌 ? Ⅳ 区 河川跡 1層 246-6 170-11 弥 。中

B-67 密 IV区 SD-29 246-7 170-15 弥・ 中

B-68 士電 IV区 SD-29 弥 。中

B-69 壷 Ⅳ 区 246-9 170-5 弥 。中
B-70 鉢 IV区 SD-29 246-10 170-12

B-71 蓋 Ⅳ 区 SD-29 246-11 170-16
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地 区 還構名 :預 J番号 界 言 年

B-155 鉢 VII圧 378-10 175-7

B156 鉢 378-14 175-11 (62)

B157 甕 ⅥI区 Hb層 378-18 弥・ 中

B-158 甕 Vl区 Ⅱb層 378-19 弥 。中

B159 鉢 Ⅵと区 Ic層 378-13 175-10 弥 。中

B-160 一ｑ Ⅶ 仄 1で 378-7 174-10

B-161 鉢 SD-42 4 175-13

13-162 鉢 ⅥI区 SD-4 5 175-14

B-163 鉢 Ⅶ 区 SD-42 7 175-16 弥 。中

B-164 鉢 Ⅶ 区 SD-42 175-15 弥 。中

B-165 鉢 Ⅶ 区 SD-42 8 175-17

B-166 甕 ⅥI灰 SD-42 177-6

B-167 憲 ⅥI極 SD-42 9 177-5

B-168 甕 ⅥI区 SD-42 177-7

B169 壺 ⅥI区 SD-42 3 174-14 弥 。中

B170 と宝 ⅥI区 SD-42 2 174-13 弥・ 中

B-171 甕 ⅥI区 SD-42
B-172 甕 ⅥI区 SD-42 13

B-173 墾 SD 4
B-174 重 ⅥI区 388-3 174-17

B-175 壼 Ⅶ 区 388-2 174-16 弥・ 中

B-176 士笠 Ⅷ 区 /Jヽ浦 D 388-1 174-15 弥 。中

B-177 鉢 ⅥI区 SK 376-10 175-4

B-178 高不 ⅥI仄 SK 376-7 177-12

B-179 鉢 ⅥIE SK 175-3

じ-180 甕 VII区 SK 376-14 177-3

B-181 甕 ⅥI区 SK 376-15 177-4 弥・ 中

B182 重 VI区 SK― 174-4 弥・ 中

B183 甕 Ⅶ 区 SK 377-5

B-184 甕 ⅥI区 SK 377-4

B-185 牽 VIDζ SK 377-7

甕 VII優こ SK 377-6

B187 甕 ⅥI区 SK 377-8 弥・ 中

B188 甕 T41区 SK-5 377-9 弥 。中

B189 壼 ⅥI区 SK-5 174-2 弥・ 後

B-190 ⅥI医 SK-5 376-1 174-1

B-191 ⅥI区 SK-5 174-3

B-192 Ⅶ 区 SK-5 377-2 176-2 (96)

B193 壷 ⅥI区 SK-5 174-6 (204) 弥・ 中

密 ⅥI区 SK-5 弥 。中

B195 露 ⅥI区 SK-5 377-10 177-13

B-196 鉢 ⅥI灰 SK-5 376-11 175-2 (76)

B-197 Jヽ型壷 SK-5 174-5

B-198 鉢 Ⅵ SK-5 175-1 77

B-199 甕 ⅥI区 SK-5 376-12 176-5 (133) 弥・ 中

B-200 蓋 Ⅶ 区 SK-5 377-11 177-14 弥 。中

B-201 甕 ⅥI区 SK-5 377-1 176-6 21.2 弥・ 中

B-202 ⅥI区 SK-5 376-13 176-4 (10_6)

Ⅷ 区 JJ∫ |

Vm区

B-205 甕 Ⅷ 区 河サ|1跡 14層 452-10 201-7 (5_1) 弥・

B-206 高邪 llll区 河川跡 15層 443-1 195-2 (58) 弥・ 中

B-207 高不 Vm区 河川跡 15層 441-1 193-1 (10_2) 弥 。中

B-208 高邪 ⅥⅡ区 河川跡 15層 442-8 194-2 16.0

B-209 言 郭 141医 河∫‖訴 441-8

B-210 蓋 487-8

B-211 高 イ V班I区 444-12 195-10

B-212 甕 ⅥЛ区 河,II跡 15層 211-1 17_5 弥・ 中

B-213 甕 VⅢ区 河川跡 15層 211-2 20 4 弥 。中

B-214 甕 Ⅵ‖区 河川跡 15層 477-1 212-3 (10_7) 弥 。中

B-215 甕 lRll区 河川跡 15層 (130)
B-216 零 Ⅷ 区 210-10 109
8-217 鉢 446-10 197-8

B-218 鉢 15層 447-7 198-6

B219 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 446-7 197-7 弥・ 中

B-220 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 198-5 弥 。中

B-221 高不 Ⅷ 区 河川跡 15層 441-3 (72) 弥・ 中

B-222 高不 VIll仄 河 !キ I琳

B-223 鉢

鉢 446-18 197-1

B-225 鉢 Ⅷ 区 河ナII跡 15層 196-18 弥 。中

B-226 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 448-13 (73) 弥・ 中

B-227 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 198-7 弥・ 中

B-228 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 (69)
B-229 鉢 WⅢ D 跡

鉢

じ―Z31 鉢 Ⅷ 区 15層

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 器 高 年 代

B-232 鉱 Ⅵl区 河,II跡 ユ 446-4 (37)

B-233 鉢 ⅦI区 河川跡 446-16 ・ 中

B-234 甕 Ⅵ‖区 河川跡 210-6 弥・ 中

B-235 鉢 Iu区 河川跡 15層 446-9 弥 。中

B-236 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 447-11 198-10 弥・ 中

B-237 鉢 ⅧI区 河川跡 15層 448-10 199-1 97

B-238 鉢 WII極 ユ 450-6 200-3 (70)

13-239 鉢 Ⅷ 区 1 447-3 198-2 弥・ 中

B-240 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 447-15 199-2 弥 。中

B-241 鉢 llu区 河川跡 15層 449-14 弥 。中

B-242 蓋 14H区 河川跡 15層 485-17

B-243 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 449-9

B-244 鉢 1 449-10

必-2雪 鉢 Ⅷ 区 ||1跡 446-8 (64) 弥・ 中

B-246 鉢 lln区 河川跡 15,曹 449-17 弥 。中

B-247 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 449-13 弥 。中

B-248 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 486-6 (31)
B-249 鉢 Ⅷ 区 河 !II跡 15層 450-7

B-250 鉢 W硼極 1 449-16

ll-251 高 イ Ⅷ 区 1 444-13 (40) 弥・ 中

B-252 き Ⅷ 区 河川跡 15∫曹 486-10 弥・ 中

B-253 鉢 ⅦI区 河川跡 15層 450-5 弥 。中

B-254 鉢 ⅦI区 河川跡 15層 450-10 200-4

B-255 鉢 Ⅷ 区 河ナII跡 15層 450-12 200-6 10 7

B-256 鉢 VⅢ EXI 河∫H跡 1 451-2 200-7 67

ど―夕57 鉢 ⅥH区 河,H跡 1 451-4

B-258 鉢 or高邦 141区 河川跡 15提雪 弥 。中

B-259 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 451-1 (85) 弥・ 中

B-260 鉢 ⅦI区 河川跡 15層 451-11 200-10

B-261 鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 450-3

B-262 豆 Ⅷ 区 河∫H跡 1 419-2 179-2 13 4

B-263 一笠 WIn区 河∫H跡 1 422-11 181-4 125)
B-264 鉢 Ⅷ 区 河ナ|1跡 15提雪 451-6 200-9 (84) 弥 。中

B-265 重 ⅥⅡ区 河川跡 15層 422-13 181-6 (82) 弥 。中

B-266 一宝 14H区 河川跡 15層 422-9 (45)
B-267 豆 Vm区 河川跡 15層 423-1

B-268 言 郷 ⅥH区 河サ|1跡 1 444-1

ll-269 豆 VⅢ区 河〕H跡 1 418-15 (65) 弥・ 中

B-270 蓋 VIH区 河ナ|1跡 15斥雪 484-5 216-9 弥 。中

B-271 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 485-8 217-3 (66) 弥 。中

B-272 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 486-5 217-8 (48)
B-273 蓋 Vlll区 河川跡 15層 485-3

B-274 語 Ⅷ 区 河サ|1跡 1 482-1 215-1

ど-275 蓋 Ⅷ 区 河〕H跡 1 488-4 (83) 弥・ 中

B-276 蓋 Ⅷ 区 河ナ‖跡 151曽 486-8 弥 。中

B-277 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 490-3 弥・ 中

B-278 蓋 VIll区 河川跡 15層 485-15

B-279 蓋 Ⅷ 区 河ナ‖跡 15層 485-5

B-280 斎 Ⅷ 区 河 IH跡

B-281 語 Ⅷ 区 河ザH跡 1 482-15

ど-282 蓋 Ⅷ 区 河サH豚 1 482-14 (46) 弥 。中

B-283 蓋 Ⅷ 区 河,II跡 15層 484-2 (49) 弥・ 中

B-284 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 482-13 (48) 弥・ 中

B-285 蓋 Ⅷ 区 河川助 15層 484-3 (39)
B-286 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 484-12

B-287 吾 ⅦI区 河,H跡 483-7 216-2

B-288 き ⅧI区 河,H跡 15層 486-2 5 弥 。中

B-289 蓋 VIⅡ優
`

河サH跡 15層 486-1 4 10 4 弥・ 中

B-290 蓋 Ⅷ 区 河川跡 15層 489-11 弥 。中

B-291 蓋 Ⅷ 区 河 I跡 15層 489-2 (67)
B-292 蓋 VⅢ区 M可) 1跡 15層 484-15 (63)
B-293 蓋 Ⅷ 区 河 |『琳 (54)

B-294 吾 ⅦI区 河 跡 487-7 弥 。中

13-295 蓋 河 跡 151薔 484-13 29) 弥 。中

B-296 蓋 Vlu区 河 跡 15層 484-6 216-10 弥・ 中

B-297 蓋 VⅢ区 liF]「サ跡 15層 216-1 73

B-298 蓋 VIll区 河 跡 15層 488-9 219-4

B-299 蓋 Im区 1li]「サ助 15層 488-6 219-1

B-300 Ⅷ 区 河 跡 (33)

B-301 河 跡

B-302 Ⅷ 区 河 ザ 傷 15層 483-12 216-7 弥・ 中

B-303 蓋 Ill区 河 , 跡 15層 489-9 (94) 弥 。中

B-304 蓋 Ⅷ 区 河 ) 跡 15層 488-2 218-7 105
B-305 蓋 Ⅷ 区 河 か 15層 218-2

B-306 Ⅷ 区 河 跡 15層 482-2 5-2

B-307 ⅥJ区 河 跡 488-1 215-11

13-308 ⅦI区 Y可 , 跡 15層 (57) 弥・ 中
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鶴 号 地 区 遺 高名 層 位 実測番号 与買誉号 器 高 年 代

B-309 蓋 IRH区 河
'II跡

15層 (79) 弥・ 中

B-310 VⅢ 区 河,II跡 15層 488-13 (51) 弥・ 中

13-311 Ⅷ 区 河∫II跡 488-14 ・ 中

B312 重 Ⅷ 区 河∫H跡 418-3 178-2 74

B313 士霊 WIH区 河 )II跡 15層 418-4 178-3

B-314 と霊 llu区 河川跡 15層 418-14 178-12 (77) 弥・ 中

B315 壷 Ⅷ 区 河川跡 15層 418-13 (47) 弥 。中

B-316 Ⅷ 区 河
'II跡

418-1 178-1 (55) 弥 。中

13-317 Ⅷ 区 河∫‖跡 420-7 ・ 中

B318 壷 V班区 河川μ 419-7 (89)
B-319 鉢 lRn区 河サH跡 15層 446-3 197-6

B-320 鉢 IRll区 河

'II跡

15層 196-8 弥・ 中

B-321 鉢 lEII区 河川跡 15層 445-25 197-3 弥 。中

B-322 卿 区 河「H跡 15 445-19 196-17 弥・ 中

13-323 Ⅷ 区 河サ〕I跡 196-3 2

B-324 VⅢ区 河川μ 445-17 (56)
B-325 鉢 Ⅷ 区 河ナ|1跡 15層 449-5

B-326 鉢 lRI区 河川跡 15層 445-13 196-12 弥 。中

B-327 鉢 llll区 河川跡 15層 446-6 (49) 弥 。中

B-328 Ⅷ 医 河 !H跡 445-1 弥・ 中

B-329 河,H跡 451-5

B-330 ミニチュア土器 Ⅷ 区 河川μ 490-13 220-8 (43)

B-331 その他の上器 Ⅷ 区 河,H跡 14層 490-7 220-2

B-332 甕 lRU区 河川跡 15層 201-6 11 0 弥・ 中

B-383 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 201-5 弥 。中

B-334 lRll区 河
'11跡

15層 452-11 (57) 弥 。中

IS-335 VⅢ区 河,II跡 452-1

B-336 河川μ 458-1 206-1 22 5

B-337 甕 Ⅷ 区 河,II跡 15層 457-4 205-4 24 7

B-338 甕 lRI区 河川跡 15層 21 8 弥・ 中

B-339 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 465-6 209-5 (198) 弥・ 中

B-340 Ⅷ 区 河サII跡 15層 460-2 207-3 29 2 弥 。中

B-341 VIⅡ 区 河サII跡 453-1 19 5

B342 Ⅷ 区 河川μ 202-2 25 3

B-343 甕 Vlll区 河,II跡 15層 467-4 (212)
B-344 甕 VⅡ区 河川跡 15層 (129) 弥 。中

B-345 賓 Ⅷ 区 河川跡 15層 466-3 (155) 弥 。中

B-346 14区 河 IH麻 15層 207-1 27 3 弥・ 中

13-347 WIu区 河,H跡 467-1 15 2)|

B-348 ⅦI区 河川μ 461-8

B-349 士軍 WIn区 河ナII跡 15層 437-1 192-1

B-350 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 479-3 (116) 弥 。中

B-351 甕 14n区 河
'H跡

15層 弥 。中

B-352 ⅥЛ区 河サII跡 15層 475-10 211-3 20 5 弥・ 中

B-353 VIII区 河,H跡 (214 弥 。中

B-354 Vll区 河∫H跡 476-10 212-2 149
B-355 甕 V削 I丞 河,‖跡 122
B-356 甕 Ⅷ 区 河,II跡 15層 476-2 (73)
B-357 甕 IRn区 河,II跡 15層 弥・ 中

B-358 賓 Ⅷ 区 河サII跡 15層 474-10 (86) 弥 。中

B-359 Ⅷ 医 河∫H跡 474-7 (88) 弥・ 中

B-360 河∫H跡

B-361 壷 VJI区 河 ,II跡 437-2 (263)|
B-362 壷 VIn区 河ナII跡 15層 438-1 (267
B-363 圭望 Ⅷ 区 河,II跡 15層 424-4 (141) 弥・ 中

B-364 覆 VⅢ 区 河 |1展小 15層 477-5 213-2 (103) 弥 。中

B-365 VIu区 河 II屁本 15層 477-9 (91) 弥 。中

B-366 VШ区 河 II品赤 436-1 (191)

B-367 重 VIn区 河 1跡 440-1 (90)

B-368 士霊 Ⅷ 区 河 II甚小 440-3

B-369 壷 ⅥH区 河ナ|1跡 15層 440-2 (166)
B-370 重 or tt Or鉢 VIn区 河,II跡 15層 481-2 (63) 弥・ 中

B-371 三 or tt Or鉢 ⅥⅡ区 河ナ|1跡 15層 480-5 (65) 弥 。中

B-372 Ⅵ

“

仄 河 |『,ト 15層 480-4 (80) 弥 。中

VⅢ区 河 1跡 480-9 ・ 中

B-374 重 or tt or鉢 Vlll区 河 1跡 (83)

B-375 壷 ⅥⅡ区 河 1跡 15層 424-6

B-376 甕 ⅥH区 河川跡 15層 479-4 213-7 (156) 弥 。中

B-377 甕 ⅥH区 河川跡 15層 478-9 214-2 (170) 弥 。中

B-378 一頸 ⅧI区 河川跡 15層 435-1 弥・ 中

B-379 一望 ⅥHEXF 河,H跡 ユ 434-2 弥 。中

B-380 壺 vln区 河 )H跡 434-1 190-1 (137
B-381 と霊 VII∠ ] 438-2

B-382 壺 Ⅷ 区 河ナ1跡 15層 435-4 (250)
B-383 壺 vm区 河川跡 15層 486-2 (239) 弥・ 中

B-384 奏 Ⅷ 区 河川跡 15層 458-4 22 7 弥 。中

B-385 率 ⅦI区 河,H麻 (119)I硫・ 中

1層缶 実測番号 写真番号 器 高 年代

B-386 甕 1 462-7 17 0) 弥

B-387 壷 or tt or鉢 Ⅷ 区 河,‖跡 ユ 481-6 15 5) 弥・

B-388 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 473-1 弥・ 中

B-389 VIu区 河川跡 15層 473-2 29 1 弥 。中

B-390 Ⅷ 区 河
'II跡

15層 455-2 18_0 弥・ 中

B-391 審 Wlll区 河,W 1 461-6 106) 弥

B-392 甕 Ⅷ 区 河サ‖ 1う ,冑 455-1 203-3 22 7 弥 ・

B-393 甕 ⅦI区 河チI跡 15層 458-3 206-3 19 7 弥
。

中

B-394 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 454-2 202-4 18 0 弥・ 中

B-395 ⅦI区 河川跡 15層 471-3 弥 。中

B-396 ⅦI区 VTチ lli 15層 457-1 205-1 24 6 弥 。中

B-397 甕 Ⅷ 区 河サ|| 206-4

B-398 甕 VⅢ区 河ナH 456-2 弥・

B-399 甕 Ⅷ 区 河ナII跡 467-3 18,4 弥・

B-400 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 472-4 弥・ 中

B-401 VⅢ区 河川跡 15層 472-5 弥・ 中

B-402 IHll区 ∇百TII十 五 15層 469-9 弥・ 中

tl-403 甕 Ⅷ 区 河サII 469-10

B-404 甕 Il l区 河ナ‖ 470-7

B-405 甕 Ⅷ 区 河,II跡 15層 471-4

B-406 甕 lln区 河川跡 15層 469-2 弥・ 中

B-407 llll区 河川跡 15層 469-11 弥・ 中

B-408 Ⅵ‖区 15層 470-10 弥 。中

L-409 審 ⅦI区 470-12

B-410 甕 VIu区 河 ナ 209-3

B-4 甕 llll区 河ナ|1跡

B-4 2 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 469-3 弥 。中

B― 3 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 469-1 弥 。中

B-4 4 奪 VⅢ区 河 IH跡 15層 469-4 弥・ 中

13-415 薯 〕 (7.2) 弥・ 中

B-416 甕 Ⅷ 区

B417 甕 Ⅷ 区 河川跡

B-418 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 472-6 209-9 弥 。中

B-419 甕 ⅦI区 河川閉 15層 471-5 弥 。中

B-420 奪 Ⅷ 区 河川跡 15層 469-12 弥・ 中

Ь-421 審 WIn区 河,H跡 464-6 (63) 弥 。中

B-422 甕 VⅢ区 470-11

B-423 甕 llll区 河川跡 472-7

B-424 甕 IIIH区 河川跡 15層 465-3 弥・ 中

B-425 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 471-8 弥 。中

B-426 翠 Ⅷ 区 河川跡 15層 471-6 弥 。中

奪 Ⅷ 区 ユ 470-1 弥・ 中

B-428 密 Ⅷ 区 471-7

B-429 甕 Ⅷ 区 河サ|1跡 ユ 471-1 弥 ・ 中

B-430 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 469-5

B-431 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 470-4 弥 。中

B-432 奪 Ⅷ 区 河川跡 15層 471-9 209-7 弥 。中

審 Ⅷ 区 河,H跡 15層 470-2 弥・ 中

じ 甕 Ⅷ 区 河 )H跡 1 472-

B-435 甕 WIn区 河ナH跡 1 472-9

B-436 甕 VⅢ区 河,W跡 15層 470-9

B-437 甕 Ⅷ 区 河川跡 15層 弥・ 中

B-438 Ⅷ 区 河川跡 15層 472-1 弥・ 中

B-439 Ⅷ 区 河サ|1跡 15層 469-8 弥 。中

8-440 甕 WIR区 河∫H跡 71-10

B-441 甕 ⅥⅡI丞 河サ|1跡 15層 469-6

B-442 甕 141区 河ナ|1跡 15層 472-11

B-443 甕 IBH区 湖川跡 15層 478-8 213-5 弥 。中

B-444 一笠 Ⅷ 区 河川跡 15層 433-1 189-1 (40 6) 弥 。中

B-445 Ⅷ 区 河川跡 15層 481-1 (9_5) 弥 。中

B-446 一豆 Vlll区 河,W駄

B-447 Ⅷ 区 河,II跡 (62)
B-448 壷 or tt Or鉢 VI l区 河サ|1跡 15層 480-3

B-449 壷 or tt or鉢 llu区 河サ|1跡 15層 (89)
B-450 重 or tt Or鉢 Ⅷ 区 河川跡 15層 480-7 (92) ・ 中

B-451 IRll区 河川跡 15層 160 ・ 中

B-452 1習 I VШ区 洞 II訴 15層 。中

13-453 部 Ⅷ 区 キI跡 15層

B-454 底 部 Ⅷ 区 川 跡 151書

B-455 底 部 VⅢ区 河川跡 15,曽

B-456 底 部 VI l区 河川跡 15層 ・ 中

B-457 一望 Wlu区 河川跡 15層 439-2 192-2 (31 5) ・ 中

B-458 率 Ⅷ 区 河川跡 15層 479-1 (100) ・ 中

B-459 一望 |1跡 15偏雪 427-2 (132) ・ 中

B-460 壷 Vu区 15脂雪 435-3
`o nゝB-461 士軍 Ⅷ 区 河川跡 15,曽 425-5 ・ 中

B-462 と霊 Ⅷ 区 河川跡 15層 421-5
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地 区 )曽ほ 芙測奮考 年代

B-463 豆 ⅦI区 河 川五 5層 430-3 (82)
B-464 重 ⅦI区 河ナ十1跡 5層

B-465 一宝 ull区 河川跡 15層 4 (47)
B-466 豆 ⅦI区 河川跡 15層 431-1 (60) 弥・ 中

B-467 豆 vm灰 河チII跡 (78) 弥・ 中

B-468 河∫H跡 ユ 422-2 弥・ 中

B-469 重 VIn区 T丁チIli 1 425-6 (71)
B-470 壼 VII区 河サII跡 15層 425-2

B-471 三 Ⅷ 区 河川跡 15層 426-3 (55) 弥・ 中

B-472 Ⅷ 区 河川跡 15層 426-2 弥 。中

B-473 Ⅷ 区 河∫H訴 420-3 弥 。中

ll-474 河チII跡 1 425-1 (84)
B-475 一軍 vul送 河チH跡 ユ 430-5 。中

B-476 重 Ill区 河川跡 15層 423-7

B-477 豆 Ⅷ 区 河川跡 15層 427-1 弥・ 中

B-478 V胆区 河川跡 15層 7 弥・ 中

B-479 Ⅷ 区 河∫‖跡 1 431-5 (7_3) 弥 。中

B-480 高 杯 河∫H跡 1 443-6 194-5 11761
B-481 高邦 Ⅷ 区 河ナII跡 441-7

B-482 高不 Ill区 河川跡 15層 442-3 14 4 弥・ 中

B-483 高不 llll区 河川跡 15層 441-2 93-2 弥 。中

B-484 高郷 Ⅷ 区 河川跡 15層 444-6 (86) 弥 。中

13-485 ull区 河∫H跡 1 442-7 (78) 弥・ 中

B-486 不 河∫H跡 1 442-2

B-487 高 邦 Ⅸ 区 河ナ十1跡 444-15 95-12

B-488 鉢 Ⅸ 区 河川跡 15層 446-15 97-12 72 弥・ 中

B-489 鉢 Ⅸ 区 河川跡 15層 447-2 98-1 弥・ 中

B-490 鉢 Ⅸ 区 河ナ十跡 15層 448-12 (87) 弥・ 中

じ-49ユ 審 IX区 河∫H 1 475-7 弥・ 中

B-492 鉢 IX区 河サ|| 1 447-4 198-8 10 7

B-498 鉢 Ⅸ 区 河チ|1跡 151曽 448- ・ 中

B-494 と宝 Ⅸ 区 河ナH跡 15層 418-5 (85) 弥 。中

B-495 壷 Ⅸ 区 河ナ|1跡 15層 4 (69) 弥・ 中

B-496 豆 Ⅸ 区 河ナII跡 15層 419-5 (59) 弥・ 中

8-497 ニチュア士 IX区 河,H跡 1 490-9

B-498 甕 IX区 河サ|1跡 15!膏 452-3 201-3 128
B-499 鉢 Ⅸ 区 河 川跡 15,曽 449-8

B-500 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 474-4 210-2

B-501 鉢 Ⅸ 区 河ナII跡 15層 447-13 98-12 72 弥 。中

Ⅸ 区 河,H跡 15層 475-1 210-7 115 弥・ 中

IX区 河,H跡 10-3

B-504 蓋 IX区 河サII跡 15h雪 65
B-505 IX丞 河ナH跡 15層 418-10

B-506 甕 Ⅸ 区 河ナII跡 15層 476-7 211-6 (10 5) |

B-507 鉢 Ⅸ 区 河川跡 15層 445-16 96-15 弥・ 中

鉢 IX区 河川跡 15層 445-6 96-5 弥・ 中

B-509 蓄 IX灰 河チ|1跡 219-6 (77) 弥・ 中

じ-510 重 IX区 河 川跡 19-7 (83)

B-511 蓄 IX区 河 川跡 12層 (48)

B512 蓋 Ⅸ 区 河,‖跡 15層

B-513 高郭 Ⅸ 区 河川跡 15層 442-4 98-7 (80)
B-514 高イ Ⅸ 区 河川跡 15層 444-3 (59) 弥 。中

|ナ不 IX区 河川跡 15層 444-4 95-6 (75) 弥・ 中

B-516
―

'不

Ⅸ 区 丁ナII跡 442-9 94-3 (125) 弥・ 中

B-517 不 Jナ |1後 444-5

B-518 高郭 Ⅸ 区 丁川lμ必 15,曽 444-16 95-13

B-519 高 郷 Ⅸ 区 丁,II跡 15層 441-6 93-4

B-520 蓋 IX区 」川跡 15層 487-3 218-4 (107) 弥・ 中

B-521 蓋 Ⅸ 区 丁

'II跡

15層 (71) 弥・ 中

B-522
~3‐

Ⅸ 区 ]川 跡 15層 483-10 216-5 弥・ 中

じ-523 蓋 Ⅸ 区 了∫II星赤 215-15 弥 。中

B-524 蓄 Ⅸ 区 了ナI跡 151雪 484-7 (0 4,

B-525 蓋 Ⅸ 区 1ナ |1跡 15層 217-1 1 0DI
B-526 蓋 Ⅸ 区 丁ナ1跡 15層 489-1 219-5 1691
B-527 鉢 Ⅸ 区 Jナ |1跡 15層 451-3 弥・ 中

B-528 霊 Ⅸ 区 丁ナ|1跡 15層 482-5 215-5 711弥 。中

B-529 蓋 Ⅸ 区 川 跡 15層 484-10 216-12 77 弥 。中

B-530 重 II品赤 219-3 ■ 81弥 ・ 中

B-531 蓋 I屋亦 15層 482-10 215-9 7

B-532 蓋 Ⅸ 区 丁,II跡 15層 215-12

B-533 蓋 Ⅸ 区 丁川跡 15層 483-3 215-13

B-534 蓋 Ⅸ 区 丁川跡 15層 483-8 216-3 701弥 ・ 中

B-535 蓋 IX区 丁川跡 15層 482-7 215-7 581弥 。中

B-536 Ⅸ区 | | 15層 482-9 721弥 ・ 中

B-537 IX阪 483-9 216-4 581弥 ・ 中

B-538 蓋 Ⅸ 区 河〕I 483-11 216-6

B-539 蓋 IX区 河川跡 15層 482-11

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺 構名 層位 笑測番号 写真番号 器高 年代

B-540 蓋 IX区 河川跡 15層 484-1 (56)
B-541 Ⅸ 区 河,II跡 15層 488-3

8-542 河サII跡 488-15 216-8 弥 。中

B-543 蓋 Ⅸ 区 河川μ 482-4 215-4 4 弥 。中

B-544 蓋 Ⅸ 区 河ナ1跡 15層 487-1 218-1 103 弥 。中

高不 IX区 河川跡 15層 442-1 193-6 (76)
B-546 高杯 Ⅸ 区 河川跡 15層 444-2 195-5 (59)
B-547 高 郷 IX区 河,H駄 15 (68)

鉢 Ⅸ 区 河サH跡 445-18 196-16

B-549 鉢 Ⅸ 区 河 川跡 448-4 199-5 弥 。中

鉢 IX区 河,H跡 15層 445-8 196-7 弥 。中

B-551 鉢 Ⅸ 区 河サII跡 15層 445-10 196-9

B-552 鉢 Ⅸ 区 河,II跡 15層 446-3 197-10

鉢 IX区 河∫‖跡

B-554 鉢 IX区 可ヽ川跡 448-1 199-3

B-555 鉢 Ⅸ 区 河ナII跡 196-2 弥・ 中

B-556 鉢 IX区 河川跡 15層 446-2 197-5 弥 。中

B-557 鉢 IX区 河ナ|1跡 15層 445-22 196-20 弥・ 中

B-558 巨 IX区 河 川駄 15層 179-6

ど-559 一豆 Ⅸ 区 河〕H跡 422-6 181-1 179
B-560 甕 IX区 T丁サ1 山 452-1 201-1

B-561 甕 Ⅸ 区 河ナII跡 15層 474-8 210-5 弥・ 中

B-562 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 210-4 弥・ 中

B-563 鉢 Ⅸ 区 河川跡 15層 447-14 199-1 弥 。中

B-564 鉢 IX区 河∫‖跡 15層 447-10 198-9

13-565 鉢 ユ 199-7

B-566 鉢 IX区 河〕H跡 1 197-4

B-567 鉢 Ⅸ 区 河ナII跡 15兵雪 4 200-1 弥・ 中

B-568 一軍 Ⅸ 区 河川跡 15層 419- 0 (50) 弥・ 中

B-569 鉢 Ⅸ 区 河川跡 15層 2 196-11 弥 。中

B-570 鉢 IXラ 千川 跡 15層 196-19

`-571
蓋 LXE |II亦 1 486-7 217-9 (56)

B-572 蓋 IX区 |,必 1 486-4 217-7

B-573 蓋 IX区 河川跡 482-6 15-6 弥・ 中

B-574 蓋 Ⅸ 区 河川跡 15層 487-6 218-3 (68) 弥・ 中

B-575 蓋 IX区 河川跡 15層 484-9 216-11 弥・ 中

B-576 錬 IX区 河川跡 15層 198-8

B-577 鋏 IX匝

∞
446- 197-11

B-578 鉢 Ⅸ 区 447-12 198-11 10 3

B-579 鉢 IX区 河川跡 15層 447-5 弥・ 中

B-580 鉢 IX区 河川跡 15層 445-11 196-10 弥 。中

B-581 鉢 IX区 河川跡 15層 445-23 197-1 弥・ 中

B-582 Ⅸ 区 河川跡 15層 445-24 弥・ 中

B-583 IXE 河ナH跡 478-6

B-584 豆 Ⅸ 区 河サH跡 418-9 123
B-585 一更 Ⅸ 区 河ナ‖跡 151曽 419-1 179-1 弥 。中

B-586 その他の上器 IX区 河チII跡 15層 490-6 220-1 (95) 弥・ 中

B-587 密 Ⅸ 区 河川跡 15層 452-2 201-2 (93) 弥・ 中

B-588 Ⅸ 区 河川跡 15層 418-12 178-11 (44) 弥・ 中

B-589 IX灰 河川跡 15層 450-11 l坐也
'土IX匝 河サ|1跡 477-2 212-4

B-591 IX区 河 )H跡 15層 477-7 213-3 (124)

B-598 甕 Ⅸ 区 河,十 1跡 15兵雪 (78) 弥・ 中

B-593 鉢 Ⅸ 区 河川跡 15層 448-8 199-9 弥 。中

B-594 蓋 IX区 河川跡 15層 482-3 215-3 81 弥・ 中

重 Ⅸ 区 河川跡 15層 488-7 219-2 103
鉢 IX区 河,II跡 15層 446-12 197-9 91

8-597 鉢 河,II琳 15牌雪 446-19 197-14

B-598 鉢 IX区 河 )H跡 15堤雪 448-9 199-10 (99) 弥 。中

B-599 鉢 Ⅸ 区 河ナ|1跡 15層 448-11 199-12 106 弥・ 中

B-600 鉢 Ⅸ 区 河川跡 15層 448-7 199-8 弥・ 中

B-601 甕 IX区 河川跡 15層 475-3

B-602 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 474-3 210-1 132
B-603 IX区 1 475-2 117
B-604 1 210-11 H6

B-605 Ⅸ 区 河 チ 1 419-8 179-3 2) 弥・ 中

B-606 壷 Ⅸ 区 河ナ 跡 15兵雪 418-6 178-5 (100) 弥 。中

B-607 士霊 IX区 河川跡 15層 418-7 178-6 110 弥・ 中

B-608 重 Ⅸ 区 河川跡 15層 418-2 (60) 弥・ 中

B-609 蓋 Ⅸ 区 河川跡 15層 488-1 218-6 102
B-610 吾 IXじ 河 || 1 486-3 217-6 74

IS-611 Ⅸ 区 482-12

B-612 高邦 Ⅸ 区 442-6 195-1 (80) 弥 。中

B-613 高不 IX区 河川跡 15層 441-5 193-3 (60) 弥 。中

B-614 高不 IX区 河川跡 15層 443-4 195-4 (81) 弥・ 中

B-615 高不 IX区 河川跡 15層 444-10 195-9 (87) 弥・ 中

B-616 高 坪 IX仄 河∫|1跡 195-1
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B617 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 452-6 201-4 10 8 弥
。

中

B-618 高不 IX区 河川跡 15層 444-14 195-11 (78) 弥・ 中

B-619 鉢 Ⅸ 区 河ナI跡 15層 445-2 196-1 53 弥 。中

B-620 鉢 IX区 河∫H跡 1 445-5 196-4 弥 。中

B621 蓋 IX区 河川 1 1 485-6 弥 。中

B-622 蓋 Ⅸ 区 河ナH跡 15κ豊 485-1 216-14 (48) 弥
。

中

B-623 鉢 Ⅸ 区 河川跡 15層 445-7 196-6 51 弥 ・

B-624 チュア土器 IX区 河川跡 15層 490-10 220-5 53 弥・ 中

B-625 鉢 Ⅸ 区 河ナH跡 15層 445-15 196-14 弥 。中

B-626 鉢 IX区 河サ|1跡 1 445-14 弥・ 中

B627 鉢 IX区 河川 1 1 449-15

B-628 鉢 Ⅸ 区 河ナ1跡 15斥豊 448-2 72) 弥

B-629 賽 Ⅸ 区 河川跡 15層 476-3 (83) 弥・

B-630 蓄 IX区 河川跡 15層 485-4 (43) 弥・ 中

B-631 一鍾 IX区 平百∬チlli 423-6 182-3 (121 弥 。中

B632 蓋 IX区 i町川 ユ 484-11 216-1 弥・ 中

B-633 蓋 Ⅸ 区 河ナH跡 1 488-5 (68) 弥

B634 甕 Ⅸ 区 河川跡 15,膏 477-6 213-1 186 弥
。

中

B635 Ⅸ 区 河川跡 15層 423-3 1818 1 弥・

B-686 高 郵 Ⅸ 区 河ナ1跡 15層 443-5 194-4 145 弥・ 中

B637 高郷 IX区 河,H 1 442-5 194-1 (141 弥・ 中

B638 盗 IX区 河 )H 1 477-3 212-5 20 4 弥 。中

B639 壺 Ⅸ 区 河ナII跡 l 432-4 188-3 (29 9) 弥

B640 一霊 Ⅸ 区 河川跡 15層 426-6 185-1 136) 弥 ・

B-641 奏 Ⅸ 区 河川跡 15層 480-1 214-1 (251 弥 。中

B-642 壺 Ⅸ 区 河川跡 15層 421-8 24 3 弥・ 中

壺 IX区 河〕| 1 425-8 (145) 弥 。中

B-644 IX区 河サ‖ 1 432-2 (133 弥 。中

B-645 重 Ⅸ 区 河

'II

1 422-12 181-5 (104 弥

B-646 一霊 Ⅸ 区 河川跡 15層 179-5 73) 弥 ・

B-647 一宝 Ⅸ 区 河川跡 15層 423-2 181-7 (183 弥 。中

B-648 豆 IX区 河川助 15層 423-5 182-2 (160) 弥 。中

B-649 士亜 IX区 439-1 191-2 (282) 弥 。中

B-650 士笠 Ⅸ 区 II (179) 弥・ 中

B-651 重 Ⅸ 区 河 ナ 426-5 184-1 (139 弥 ・ 中

B-652 甕 Ⅸ 区 河ナ1跡 15層 456-3 23 0 弥 ・

B-653 一宝 Ⅸ 区 河 , 1跡 15層 428-1 185-2 36 1 弥・ 中

B-654 豆 IX区 河ナ1長亦 15層 427-3 184-2 31 5 弥・ 中

L-655 〓笠 IX区 洞 |1品休 15層 420-1 179-7 弥・ 中

B656 重 IX区 420-2 179-8 (200) 弥・ 中

B-657 甕 IX区 454-4 203-2 1 弥・ 中

B-658 甕 Ⅸ 区 河ナII跡 457-3 205-3 18 0 弥
。

中

B-659 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 457-2 205-2 21 3 弥 ・ 中

B-660 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 466-5 (196) 弥・ 中

B-661 奪 Ⅸ 区 河川跡 15層 3) 弥 。中

B-662 甕 Ⅸ 区 洞 465-2 弥・ 中

B-663 士電 IX区 421-9 180-5 275 弥 。中

B-664 士電 Ⅸ 区 河ナ 436-3

B-665 壺 IX区 河ナ 跡 15層 418-16 178-13 55) 弥
。

中

B-666 豆 IX区 河ナ 跡 15層 430-1 187-1 43 5 弥・ 中

B-667 奏 Ⅸ 区 河ナ 跡 15層 202-1 20 9 弥 。中

B-668 密 IX区 跡 458-2 24 7 弥 。中

B-669 甕 Ⅸ 区 1品亦 462-3 (200) 弥・ 中

B-670 甕 Ⅸ 区 455-4 204-1 20 8 弥 ・ 中

B-671 甕 IX区 河川跡 15ん雪 208-1 27 6

B-672 賓 Ⅸ 区 河川跡 15層 453-2 201-9 20 4

B-673 IX区 河川跡 15層 463-3 (187) 弥 。中

ll-675 IX区 河川跡 15層 464-5 (136) 弥 。中

B-676 Ⅸ 区 河∫‖跡 476-6 211-5 (124) 弥 。中

B-677 壷 Ⅸ 区 河サ I lj 424-3 (169) 弥 。中

B-678 甕 Ⅸ 区 河ナ|1跡 476-11

B679 棗 Ⅸ 区 河川跡 15層 477-4 212-6 (146)
B-680 IX区 河川跡 15層 456-4 25 8

B-681 Ⅸ 区 河川助 15層 464-2 (152) 弥・ 中

B-682 IX区 河 川跡 15層 460-1 207-2 25 1 弥・ 中

B-683 甕 IX区 河サH跡 1 454-1 202-3 弥 。中

B-684 甕 Ⅸ 区 河チH跡 1 454-3 203-1

B-685 甕 Ⅸ 区 河チ‖跡 1 460-4 25 4

B-686 重 Ⅸ 区 河川跡 15,薔 432-1 188-1 (160)
B-687 Ⅸ 区 河川跡 15層 420-4 (173)

Ⅸ 区 河川跡 15層 428-2 186-1 (341) 弥・ 中

IX医 河∫H跡 15層 421-2 (239) 弥・ 中

B-690 と空 IX区 河∫H跡 1 429- (232) 弥・ 中

壷 IX区 河サ1赫 15托彗 418-8 178-7 12 2 弥 。中
士望 Ⅸ 区 河川跡 15舜雪 424-7 182-5 (150) 弥 ・ 中

重 Ⅸ 区 河川跡 15層 423-8 123) 弥 ・ 中

B-694 奪 Ⅸ 区 河川跡 15層 459-2 20 0 弥 。中

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺構名 層位 笑測番号 与買番号 器 高 年 代

B-695 IX区 河川跡 15層 461-7 (186) 弥・ 中

じ-696 河ナH跡 15層 426-7 (149) 弥・ 中

B697 壷 IX区 河サ|| 15 425-7 183-1 152)
B-698 重 Ⅸ 区 河サII跡 424-2 182-4 (15 8

B-699 一霊 Ⅸ 区 河サ|1跡 15層 436-4 191-1 (246)
B-700 一空 Ⅸ 区 河川跡 15層 弥 。中

B-701 覇 Ⅸ 区 河川跡 15層 弥・ 中

IX区 河∫|1跡 5層 481-4 214-3 ユ 弥・ 中

B-703 密 IX区 河サ I li 26 5

B-704 壷 or tt Or鉢 Ⅸ 区 河ナH跡 481-7

B-705 甕 Ⅸ 区 河ナ1跡 5サ曹 464-1 209-1 74)
B-706 甕 IX区 河川跡 5層 462-5 (82) 弥・ 中

B-707 寒 Ⅸ 区 河川跡 5層 474-1 弥 。中

じ-708 蓄 IX区 河 !‖ 跡 弥・ 中

B-709 士宝 IX区 ユ 422-1

B-710 壷 Ⅸ 区 河 )‖ 1 1 180-2 (85)
B-711 重 Ⅸ 区 河チ|1跡 5層 422-4

B-712 一宝 Ⅸ 区 河川跡 5層 424-1 弥・ 中

B-713 一笠 IX区 河チ|1跡 5層 425-4 (75) 弥 。中

B-714 豆 Ⅸ 区 | 1 432-3 (86) 弥 。中

B-715 士ｑ IX屎 1 435-2

B716 士宝 Ⅸ 区 河川跡 420-6

B-717 豆 IX区 河川跡 5層 419-3

B-718 一霊 Ⅸ 区 河川跡 15層 429-4 弥・ 中

B-719 一望 Ⅸ 仄 河川跡 15層 431-6 (85) 弥・ 中

B-720 豆 lE 422-3 (66) 弥・ 中

B-721 士⊆ IX区 480-4 (87)
B-722 士霊 Ⅸ 区 河川「 421-3 (54)
B-723 重 Ⅸ 区 河ナ1跡 15層 433-2

B-724 一ｑ Ⅸ 区 河川跡 15層 430-2 (57) 弥・ 中

B-725 豆 Ⅸ 区 河川跡 15層 429-6 (60) 弥 。中

心-726 一堕 IX匝 河 川 忍 15 425-3 (71) 弥 。中

B-727 士電 IX区 431-4 (70) 弥・ 中

B-728 壷 IX区 I跡 429-5 (68)
B-729 士雲 IX区 河川跡 15層 422-5 (139
B-730 豆 or tt or鉢 IX区 河川跡 15層 481-5 (76) 弥・ 中

B-731 IX区 河川跡 15層 466-7 (92) 弥 。中

じ-732 IX極 河ナH跡 15層 (86) 弥 。中

B-733 IX区 河サH跡 465-4 (77) 弥 。中

B-734 甕 IX区 河,‖鉢
B-735 甕 IX区 河,II跡 (128)
B-736 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 474-2 115) 弥・

B-737 Ⅸ 区 河川跡 5層 465-5 弥・ 中

IX灰 河ナ1跡 5層 481-3 弥 。中

B-739 IX優 河〕H跡 ユ 466-2 弥 。中

B-740 甕 IX区 J丁サI跡 1 461-2

B-741 甕 Ⅸ 区 河 サ跡 ユ 466-1 (100)
B-742 甕 Ⅸ 区 河川跡 5層 468-5

B-743 甕 Ⅸ 区 河川跡 5層 467-6 (188) 弥・ 中

B-744 牽 Ⅸ 区 河川跡 5層 462-6 142) 弥・ 中

13-745 審 IX区 || 5層 462-2 112) 弥 。中

B-746 甕 IX区 1 117) 弥・ 中

B-747 甕 Ⅸ 区 1 463-5 119)
B-748 甕 Ⅸ 区 河川跡 461-5 (78)
B-749 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 464-7 (66)
B-750 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 461-1 (98) 弥・ 中

B-751 奉 IX仄 河川跡 15層 456-1 22 7 弥 。中

B-752 密 463-2 (211) 弥・ 中

B-753 甕 IX区 468-1 弘

B-754 甕 IX区 河川涅 467-5 13) 弥 ・

B-755 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 465-1

B-756 甕 IX区 河川跡 15層 470-5 弥 。中

B-757 牽 IX区 河川跡 15層 473-3 108) 弥 。中

B-758 Ⅸ 区 河チ|1跡 15層 209-6 (155) 弥 。中

B-759 Ⅸ 区 15 11 1) 弥 。中

B-760 甕 IX区 河ザH鉢 471-11

B-761 甕 IX区 河,II跡 467-2 (95)
B-762 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 462-4 208-4 10 8

B-763 甕 IX区 河川跡 15層 452-4 13 2 弥 。中

B-764 毒 Ⅸ 区 河川跡 15層 472-13 弥 。中

蓋 IX区 河 IH跡 15層 484-8 弥 。中

B-766 蓋 IX区 河 川跡 ユ 485-7 (26) 弥 。中

B-767 鉢 Ⅸ 区 河ザ‖ 1

B-768 蓋 Ⅸ 区 河,II跡 ユ 489-4

B-769 蓋 Ⅸ 区 河川跡 15層 485-14

B-770 甕 Ⅸ 区 河川跡 15層 478-1 弥・ 中

B-771 零 IX仄 河,H駄 5!喜 478-5 弥 。中
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登録番号 地区 1遺構名 層 位 実測番号 与買番号 器 高 年 代

B-772 甕 Ⅸ 区 1河川跡 15層 213-4 弥・ 中

B-773 甕 Ⅸ 区 1河川跡 15層 478-2 弥 。中

B-774 零 Ⅸ区 1河∫I跡 1 弥 。中

B-775 甕 IX区 1河,I跡 1

B-776 甕 Ⅸ 区 1河川跡 (100)
B-777 鉢 Ⅸ 区 1河川跡 15層 弥・

B-778 甕 Ⅸ 区 1河川跡 15層 452-12 (41) 弥・ 中

B-779 鉢 Ⅸ 区 1河川跡 15層 (47) 弥・ 中

B-780 鉢 Ⅸ区 1河川跡 1

B-781 鉢 Ⅸ区 1河川跡 1

B-782 鉢 Ⅸ区 1河,1跡 15提雪
B-783 鉢 IX区 1河川跡 15層 弥・

B-784 鉢 IX区 1河川跡 15層 446-11 73 弥・ 中

B-785 高不 Ⅸ区 1河川跡 15層 444-9 弥・ 中

ど-786 鉢 Ⅸ区 1河川i ユ 449-12

B-787 不 Ⅸ区 1河サli 1

B-788 高郷 〔X区 1河ナ|1跡 15提雪 441-9

B-789 鉢 or tt17F IX区 1河ナ|1跡 15層 451-10

B-790 高不 Ⅸ区 1河川跡 15層 弥・ 中

B-791 Ⅸ区 1河ナ|1跡 15層 451-9 弥・ 中

`-792
郷 Ⅸ区 1河川

`

1 442-10

B-793 不 Ⅸ区 1河サI, 1 444-7

B-794 高邦 IX区 1河ナII跡 15堤雪 444-18

B-795 一霊 Ⅸ区 1河ナII跡 15層 424-5 (27) 弥 。中

B-796 一望 Ⅸ区 1河ナ||あ 15層 422-7 181-2 弥・ 中

B-797 Ⅸ区 1河川跡 15層 弥 。中

じ-798 Ⅸ区 1河チII跡 1 422-10 弥 。中

B-799 壺 Ⅸ区 1河サII` 1 419-9

B-800 壷 IX区 1河チII跡 15層 421-7

B-801 ニチュア土器 IX区 1河ナII跡 15層 490-17 (15) 弥 。中

B-802 ミニチュア土器 Ⅸ区 1河川跡 15層 490-14 (3 弥・ 中

B-803 ミニチュア十器 Ⅸ区 1河ナ|1跡 15層 490-16 (1 弥 。中

`-804
ミニチュア Ⅸ区 1河サI跡 1 490-15 弥 。中

B-805 ミニチュア土器 Ⅸ 区 1河サ1, 1 490-12 220-7 17
B-806 ミニチュア土器 IX区 1河ナII跡 15κ豊 490-11

B-807 重 Ⅸ区 1河ナI跡 15層 (7_9)

B-808 ）霊 Ⅸ区 1河ナ|1跡 15層 418-11 178-10 (7_3) 弥・ 中

B-809 そのf10の 上器 Ⅸ区 1河川跡 490-5 弥 。中

B-810 蓋 Ⅸ区 1河サI跡 1 485-18

B-811 蓋 ⅨⅨ I河サIか 1

B-812 蓋 IX区 1河ナ|1跡 15層 (61)
B-813 蓋 IX区 1河ナ|1跡 15層

B-814 重 Ⅸ区 1河川跡 15層 486-9 弥・ 中

B-815 悪 Ⅸ区 1河ナ1跡 15層 489-10 弥・ 中

tS-816 甍 Ⅸ区 1河川跡 1 485-1 弥・ 中

B-817 き Ⅸ区 1汀サ1跡 1 485-16

B-818 蓋 Ⅸ区 1河ナ|1跡 ユ 485-13

B-819 蓋 IX区 1河川跡 15層 485-12

B-820 蓋 Ⅸ 区 1河,1跡 15層 485-10 弥・ 中

B-821 重 Ⅸ 区 1河川跡 15層 490-4 弥 。中

L-822 露 IX医 1河川跡 482-16 弥・ 中

B-823 重 Ⅸ区 1河,11琳 1 419-11 弥 。中

B-824 その他 の上器 Ⅸ 区 1河川 i 1 490-8 220-3

B-825 重 Ⅸ区 1河川跡 151書

B-826 高不 Ⅸ区 1河川跡 15層 444-19 195-15 (4 弥 。中

B-827 本 Ⅸ区 1河川跡 15層 450-1 弥 。中

B-828 Ⅸ区 1河川跡 15層 449-6 弥 。中

B-829 Ⅸ区 1河川跡 446-17 弥・ 中

B-830 壷 Ⅸ区 1河川i 1 426-1 弥・ 中

B-831 甕 Ⅸ 区 1河 ,Ili 1 466-4 209-4 弥
。

中

B-832 甕 Ⅸ 区 1河川跡 15,魯 452-5 弥 ・ 中

B-833 甕 Ⅸ 区 1河川跡 15層 2

B-884 Ⅸ 区 1河ナ|1跡 15層 469-7 弥・ 中

B-835 IX区 1河チ||ラ 15層 472-12 弥・ 中

B-886 Ⅸ区 1河∫十跡 1 472-3 弥・ 中

B-837 重 Ⅸ区 1河チ1跡 15層 420-5 写Viヽ・ 中

B-838 士霊 Ⅸ 区 I河ナ1跡 15層 421-6 ;材 iミ
。中

B-839 甕 Ⅸ 区 1河ナ|1勤 15層 472-10 209-10

B-840 甕 Ⅸ 区 1河ナII跡 15層 461-3 (71) 弥 。中

B-841 賓 Ⅸ区 1河ナ|1跡 15層 464-9 弥 。中

B-842 奪 Ⅸ灰 1河川跡 71-12 弥 。中

じ-843 IX区 I 461-4

B-844 Ⅸ区 1河チ11赫 15層

B-845 甕 Ⅸ区 1河ナII跡 15層 471-13

B-846 甕 Ⅷ区 1河川跡 15層 4 (189) 弥・

B-847 蓋 Ⅷ区 1河川跡 15層 483-4 14 弥・ 中

3-848 高 邦 V阻区 1河川跡 15層 444-8 弥・ 中

B-849 ⅥΠ区 ▼丁, I跡 15∫書 449-11 (77)

B-850 高不 Vm区 河 サIF亦 151曽 443-3 弥・ 中

B-851 蓋 VⅢ区 河 , |,亦 15層 (42) 弥・ 中

B-852 豆 or tt Or甕 ⅧEXI 河ナ十五亦 15層 480-10 弥 。中

B-853 牽 IX区 工T∫ 15!雷

C.非 ロクロ土師器

登録番号 器種・種別 地 区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 器高 年代

C-1 小形手捏ね土器 I区 1層 231-15 古墳

C-2 高邦 ミニ チ ュア I区 2層 231-16

C-3 郷 II医 || 157-1

C-4 奏 H区 | 9 166-6 227-1 (10 0)

C-5 甕 H区 河川跡 9層 古・ 中

C-6 一霊 Ⅱ区 河川跡 9層 230-8 古 。中

C-7 奏 H区 河川跡 9層 166-5 227-4 (75) 古 。中

C-8 杯 区 河川跡 9層 222-7

C-9 一霊 区 | 230-7 古 ・ 中

C-10 郷 区 9 166-1

C-11 邪 区 SK-2 1石 140-6 222-9 古・ 中

C-12 甕 区 SK-2 1層

C-13 不 区 SD― 221-7 古・ 中

C-14 郷 区 SD―

C-15 イ 区 SD一 43

C-16 甕 区 SD― (106) 古 墳

C-17 郷 H区 河川跡 221-9 古・ 中

C-18 イ H区 河川跡 0層 168-6 222-8 古・ 中

C-19 野 H区 河川跡 0層 222-5 古・ 中

必 H区 河ナ|1跡 0層 223-5

C-21 必 H区 (61) 古
。

中

C-22 不 H区 221-3

C-23 高邦 H区 跡 168-14 231-2 古・ 中

C-24 不 H区 河川跡 10層 168-10 224-7 古・ 中

不 H区 河川跡 10層 168-8

鉢 H区 河,II跡 10層 168-12 (77
一笠 II区 河∫H

C28 小形手握ね土器 II区 河 ,II 231-12 1

C-29 小形手捏ね土器 II区 河ナ|1跡 10層 231-13 古・ 中

C-30 甕 H区 河川跡 10層 168-13 (178)
1 高不 II区 河川跡 層 231-3

小形手 捏 ね十器 H区 河ナ|1跡 2層 1 231-9

不 II区 河 川跡 1 -4 221-1

C-34 杯 II区 河サH 2,曽 5

C-35 邪 I区 河ナ|1跡 2堤雪 2 221-2 古 。前

C36 一宝 II区 河川跡 2馬雪 7 (116) 古・ 前

C-37 甕 H区 河川跡 12層 226-2 古・ 前

C-38 甕 I区 河川跡 12層 191-10 226-1

C-39 II区 河∫H跡 226-3

I区 SK-10
C41 不 II区 輌r)Hμ 層 4 古 。中

C-42 甕 区 河ナII跡 層 180-12 (119) 古 。中

C-43 甕 区 河ナ十1跡 層 180-10 古 。中

C-44 奏 区 河ナ|1跡 層

C-45 郵 区 河ナ|1跡 層 180-6 225-5

C-46 イ 区 河 川跡

C-47 不 区 河サH跡 層 4

C-48 邪 区 河,H跡 層 古・ 中

C-49 器台 Ⅱ区 河川跡 232-2 231-7 古 。前

C-50 甑 区 河川跡 ■ 層 180-11 古 。中

C-51 区 河川跡 12層

C-52 邦 区 河∫H跡 1層 224-6

C-53 器 台 区 III芥 11 231-8

C54 邦 区 II 12た雪 223-10 古・ 中

C-55 童 区 河ナ|1跡 12層 230-6 古・ 中

C56 不 III区 SK-46 1層 239-2 225-7 古墳

C-57 重 ? Ⅲ 区 SK-46 239-3 古墳

C-58 甕 Ⅲ 区 SK-46 古 盾

C-59 添 III区 SK-46 225-6 53

C-60 イ III区 SD-25 11膏 221-6

C-61 邪 Ⅲ 区 SD-25 隣馴曽 古墳

C-62 甕 Ⅲ 区 SD-25 2層 236-10 227-2 (158) 古墳

C-63 不 m区 SD-25 5層 221-5 49 古墳

C-64 不 皿 区 SD-25 6層 古・ 中

C-65 郷 Ⅲ 区 SD-25 6層 236-3 古・ 後

C-66 イ III区 SD-25 6た雪

C67 甕 III区 SD-25 6,曹 古 墳

C-68 観 ? 1lI区 SD-25 6層 230-10 (125) 古墳
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登録番号 1犯 墜 遺構 名 層 位 実測番号 写真番号 器 高 年 代

C-69 不 IⅢ 区 SX-4 242-1 (60) 古・ 中

C-70 〓宜 IV区 SX-8 267-10 229-3 (35) 古 。前

一笠 IV区 SX-8 229-4

IV区 229-1

C-73

C-74 界
~~~~~「

Vi区 河,II跡 6層 (43) 平安

C-75 I VI区 河川跡 6層 228-2 30 8 平安

C76 不 I VI区 河川跡 9層 312-2 225-8 古・ 後

C-77 不 IⅥ区 河川跡 9層 312-4 224-8 (63) 古・ 中

C-78 IⅥ 区 河 IH跡 312-3 223-7

C-79 9,薔 312-5 222-10

C-80 丁ナ1跡 9層 312-6 222-11 古・ 中

C-8ユ 邪 IⅥ 区 河ナH跡 9層 312-7 222-2 67 古 。中

C-82 甕 IⅥ 区 河川跡 9層 312-11 (70) 古・ 中

C-83 IⅥ区 河川跡 9層 312-8 230-4 (94) 古 。中

C-84 河∫‖跡

C-85 312-9 227-3

C-86 I VI区 10提雪 223-2 42)
C-87 IⅥ区 河川跡 10層 320-8 (40) 古 。中

C-88 郷 IⅥ区 河川跡 10層 320-23 (71) 古 。中

C-89 イ IⅥ区 河川跡 10層 320-20 (44) 古 。中

C-90 不 I VI邸 河川跡 10 224-2

320-13 223-8

C-92 IⅥ 区 10層 320-11 223-4 4

不     I VI区 河川跡 10層 320-10 223-3 古 。中

C94 IⅥ 区 河ナ|1跡 10層 320-14 224-1 古 。中

C-95 不 IⅥ 区 河川跡 10層 320-16 224-3 首・ 中

C-96 不 IⅥ区 河川跡 10 225-1

不     I VI区 |

琳 10 320-4 222-1

IⅥ区 河,H跡 10層 320-1 221-8

II跡 10層 320-22 225-3 古・ 中

C100 IⅥ区 河川跡 10層 320-24 225-4 91 古 。中

C101 郷 IⅥ区 河川跡 10層 320-5 222-3 古 。中

C-102 不 IⅥ区 河川跡 10層 320-

C-103 郷 型
河

里
跡

820-21

C-104 IⅥ区 10層 320-12

C-105 一測一跡 10層 320-17 224-5 71 古・ 中

C106 邪 IⅥ 区 河ナ跡 10層 320-3 11 (72) 古 。中

C107 不 IⅥ区 河 , 跡 10層 320-18 224-4 71 古・ 中

C108 不 IⅥ 区 河ナ跡 10層 320-7 223-1

C109 不 1聖区土測
一潮

跡
一跡

820-6

C― IⅥ区 319-3 (60)

C― 1 一副一跡 10 2 古 。中

C― 河ナ 跡 10層 319-6 (84) 古・ 中

C― 3 IⅥ 区 河ナ跡 10層 319-5 (79) 古 。中

C― 4 甕 IⅥ区 河 , 跡 10層 319-7 227-5 (334) 古・ 中

C― 5 不 IⅥ区 河 , 跡 11層 339-1 222-6

不 I VIB上 II跡 389-2 (80)

7 高不 IⅥ区 IB亦 231-4

C― 工U, 跡 1 339-3 (46) 古 。中

C― 甕     l lII区 河 サ跡 11層 339-6 (43) 古 。中

C120 IⅥ区 河 , 1跡 11層 (58) 古・ 中

C121 甕 IⅥ 区 河 , 跡 12層 (35)

C122 重 IⅥ 区 河 , 1跡 12層

C-123 不 河 I品弥 1

C-124 高不 ? IⅥ区 河 I品芥 231-1

C-125 J丁 , Iμ小 l 342-9 230-11 (69) 古・ 前

C-126 甕
~~~~IⅥ

区 河 サ1跡 12層 342-14 226-5 (71) 古 。前

C127 IⅥ 区 河 , 1,亦 12層 342-13 226-4 (52) 古・ 前

C128 甕 IⅥ 区 河 ) 1跡 12層 342-12 (62)

C129 豆 IⅥ 区 河 サl,亦 12層

C― 河 IBけヽ 1 11 (52)

C― 1 IⅥ区 河 I跡 1 229-7

河 Iか 1 47) 古・ 前

C― 器台?    IⅥ 区 瀬可) I跡 12層 342-10 231-6 (27) 古 。前

C― 小型手捏ね土器 IⅥ区 11,]「サI跡 12層 231-10 古 。前

C135 甕 IⅥ区 河 1跡 12層 226-6 21 1

C136 鉢 IⅦ区 SD-42 12 2

I ⅥI区 SD-47 373- 172)
河サ|1跡 398-3 231-5 (99) 古・ 中

河〕H跡 11提雪 14 (37) 古・ 中

IX区 河ナ|1跡 10層 398-2 (87) 古・ 中

1 立 IX区 河川跡 10層 398-1 230-1 古 。中

甕 IⅥ士区 Ⅲb層 378-1

率         I ⅥI灰 1で 378-2

D。 ロクロ土師器

F。 醸

G.平瓦類

1.陶器類

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 器 高 嗽

D-1 赤焼土器 IF疋 河∫II跡 3層 150-6 233-3 平 !

D-2 II区 1跡 150-12 4 平

D-3 まイ H区 河サII跡 150-13 半

D-4 赤焼土器郷 H区 河ナll跡 150-14 (33) 平安

D-5 赤焼土器郷 H区 河川跡 3層 150-11 平安

D-6 赤焼土器不 H区 河川跡 3層 150-9 233-6 平安

D-7 赤焼土器不 H灰 汀川跡 3層 150-10 233-7 平 !

D-8 上 器 邦 Ⅱ 区 IB赤 150-7 238-J 2

D-9 ま芥 I EI 河サ|1跡 150-8 233-5

D-10 郷 H区 河 ||1脈 150-5 232-ユ 平安

D ll 甕 Ⅲ 区 SK-46 239-4 (97) 平 安

D-12 不 Ш 区 SD-25 1層 236-1 (53) 平 安

D-13 不 Ⅵ 区 河,II跡 3a層 282-1 232-11 平 窪

D-14 坪 VI区 ||二赤 282-2 232-12 平 安

D-15 邦 区 1跡 299-4 232-10 半 安

D-16 郷 Ⅵ 区 河 , 1跡 5 299-1 232-8 4 平 安

D-17 邦 Ⅵ 区 河川跡 5層 299-5 (26) 平安

D-18 不 Ⅵ 区 河川跡 5層 299-2 232-9 平安

D-19 奏 Ⅵ 区 河川跡 5層 299-3 233-2 (59) 平 !

D-20 郵 Ⅵ 区 II二赤 300-3 4 7

D-21 添 区 I跡 300-4 232-J

υ一ZZ 邦 区 渾TllI吊張 300-5 232-5 平安

D-23 不 区 河川跡 6層 300-6 232-6 平 安

D-24 甕 区 河川跡 7層 305-2 233-1 (18_7) 平 安

D-25 不 Ⅵ 区 河川跡 7層 305-1 232-2 平 密

D-26 邦 VI区 河 ナI跡 309-1 232-1 4_2 平 安

D-27 イ VI区 276-1 232-7 半 蜜

E.須恵器

登録番号 地 区 騰名 層位 実測番号 額 謡 器 言
=rt

E-1 長 頸 〒 VI区 II星亦

1冊亦

282-3 234-3

節 VI区 5 233-10

E-3 イ VI区 川 跡 6層 300-7 233-8 鞍

郷 VI区 河川跡 6層 233-9 平 安

不 Ⅵ 区 河
'II跡

7層 305-3 (39) 平 安

甕 Ⅵ 区 河川跡 7層 305-4 234-2 (52) 平 輩

E-7 馨 VI区 234-1

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺 構名 層位 劉 謡 写真番号 全長 年代

F-1 丸 瓦 Ⅵ 区 3層 283-1 104
F-2 苛.π VI灰 299-7 235-2 2 平 安

地 区 遺 儒名 層 位 実測番号 写真番号 全長 嗽

G-1 平 瓦 Ⅵ 区 河川跡 3層 283-2 158
G-2 平 石 VI区 河∫‖絲 3兵雪 235-1

層 仁 実測沓考 写真番号 器 高 留 ミ

I-1 片 口鉢 H区 J丁ナ| 跡 3層 150-15 (75)

I-2 こね鉢 Ⅵ 区 子丁ナ| 跡 1層 277-1 234-9 (60)

壺 Ⅵ 区 平丁ナ十跡 2層 279-1 234-13

Ⅵ 区 FTチ | 跡
一跡

282-4

I-5 Ⅵ 区 3a膚 282-6 234-6 世

VI区 跡 3a層 282-8 234-11 中世

1-7 鉢 Ⅵ 区 河ナll跡 3a層 282-7 234-7 (50) 中世

I-8 碗 Ⅵ 区 河川跡 3a層 232-10 234-14 中世

甕 Ⅵ 区 河川跡 3b層 282-9 234-12

不 Ⅵ 区 河川跡 3b層 282-5 4

I-11 儒 9h lI A区 1 368-1 234-10 近 世

J.磁器

登録番号 器種・ 種別 地 区 違 構名 層位 実測番号 写真番号 器高 獄

碗 (中 国青磁 ) VI灰 河,H絲 a層 234-15
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K.石器・石製品

登録番号 器種・ 種別 写真番号 全 長 年 代

K… 1 剣 片 I区 SD-11 140-9

K-2 藩 石 Ⅱ区 河川跡 3層 150-16 -7 11 2

K-3 砥 石 Ⅱ区 SD-13 2層 144-1 11 2

K-4 凹石 H区 河川跡 5層 157-2 10 2

K-5 砥 石 I区 10層 169-3

K-6 砥 石 H区 古・ 中

K-7 「丁, 跡 10層 169-1 -4

K-8 線刻礫 I区 河ナ跡 3層 150-3

K-9 自然礫 II区 河 , 跡 5層

K-10 敲 石 II区 河ナ 跡 14∫膏 203-1 239-3

K-11 礫 (軽石 ) H区 河ナII跡 141膏 弥・ 中

K-12 河川跡 14層 204-1 241-8 196 弥・ 中

K-13 河 |II縣 14層 204-2 弥 。中

H区 河川跡 216-1 239-4 120
K-15 Ⅲ 区 SD-25 5層 236-26 50

K-16 礫 Ⅳ 区 SD-29
K-17 板状石器 Ⅳ 区 lκ彗 247-1 240-6 13 9 弥 生

K18 I層 261-1 弥 生

K-19 SD-29 247-2 236-1 弥生

K-20 石 鏃 IV区 SK 35 247-3 237-4

K-21 石鏃 IV区 SK-36 250-2 237-1

K-22 石鏃 IV区 250-3 237-2

K-23 管玉 Ⅳ 区 SK-36 251-1 236-2 弥・ 中

K-24 SK-36 251-2 236-3 弥・ 中

SK-36 251-3 286-4 弥・ 中

K-26 Ⅳ 区 SK-36 251-4 236-5 0_7

K-27 ノ ミ形石斧 IV区 SK 86 239-1 1361
K-28 ノミ形石斧 IV区 239-1 13 6

K-29 扁平片刃石斧 SK-36 239-2 弥・ 中

K-30 251-5 236-6 弥・ 中

K-31 SK-36 251-6 286-7 弥 。中

K-32 V区 SK-36 251-7 236-8

K-38 管玉 V区 SK-36 251-8 236-9 061
K-34 管 玉 IV区 SK 36 251-9 286-10 0_7

K-35 管玉 SK 36 251-10 236-11 弥・ 中

K-36 251-11 236-12 0,7 弥 。中

K-37 SK-36 251-12 236-13 弥 。中

Ⅳ 区 SK-36 251-13 236-14 弥 。中

K-39 勾玉・管玉 Ⅳ 区 SK-36 251-14 286-15 341
K-40 石 鏃 V区 SK-38 247-4 237-5 24 生

K-41 V区 I層

K-42 層

K-43 層 269-1 238-6

K-44 V区 層 269-2 238-7

K-45 不定形石器 V区 層 269-3 238-8 4.41
K46 剥 片 V区 層

K47 不定形石器 V区 II膏

K-48 層 269-5 238-10 18

K49 床 面 268-5 241-5 149
V区 SK 29 C層 268-6 11

K-51 不定形石器 V区 SX-8 268-1 811
K-52 不定形石器 V区 SX-8 268-2 238-4

K-53 石 核 V区 X-9 268-3

K-54 SX 9
K-55 268-4 237-6 21

K-56 I層 261-2 弥生

K57 IV区 lb層 261-3 238-3 弥 生

K-58 板状石器 V区 I層 269-6 107 弥 生

K-59 板状石器 V区 I!雷 240-5 ,生

K-60 石鏃 SK-36 250-1 237-3 1,9 弥・ 中

K-61 と層 277-2 236-35

K-62 十11跡 2層 279-3 238-1

K-63 Ⅵ区 河川跡 3a層 284-6 236-32

K-64 Ⅵ 区 河川跡 3a層 284-2 236-29 281
K-65 Ⅵ 区 河川跡 3a層 27

K-66 石製模造品 Ⅵ 区 河川跡 層 284-1 236-28

K-67 ]a盾 284-4 236-27 136
K-68 イ町

'1,か

〕a層 284-7 236-33

K-69 河川跡 3a層 284-8 236-34

Ⅵ 区 河川跡 3層 284-9 239-6 14 2

K-71 Ⅵ 区 河川跡 3a層 284-10 240-3 16_11
K-72 石製模造品 Ⅵ 区 河川跡 3b層 236-31 22

K-73 板状石器 18休 7搾雪 306-1 240-2 193
K-74 IB亦 9b層 313-5 236-23 古・ 中

K-75 石 製樟 治 品 VI区 跡 9b層 313-7 236-24 古 。中

遺構 名 層 位 実測番号 写真番号 全長 年代

K-76 石製模造品 Ⅵ 区 河川跡 9c層 313-4 236-22

K-77 石製模造品 Ⅵ 区 河 1跡 9c層 313-1 236-19 31

K-78 勾玉 Ⅵ 区 測
一
嚇
一

9c 13-6 236-25 35 中

K-79 石製模造品 VI区 河 1跡 9c 313-2 236-20 古・ 中

K-80 石製槙 造 品 VI区 一測十1呂亦 13-3 236-21 中

K-81 石製槙造品 Ⅵ 区 河 1跡 10層 321-2 236-17

K82 紡錘草 Ⅵ 区 河 II跡 10層 321-3 236-18

K-83 扁平片刃石斧 Ⅵ 区 河川跡 10層 321-4 289-5 古・ 中

K-84 有孔石製品 Ⅵ 区 河 !‖ 跡 343-3 236-16 55 古・ 前

K‐ 85 敲 石 VI区 河サ‖跡 343-2 241-3 91 古 。前

K-86 砒 石・ 凹石 VI区 河,H跡 12b層 343-1 241-1 28 0 古 。前

K-87 Ⅵ 区 河川跡 15a層 357-1 241-2 140 珠 o由

K-88 板状石器 Ⅵ 区 河川跡 15a層 857-2 240-

K-89 不定形石器 V‖区 I層 380-15 245-6 9 89

K-90 板状石器 ⅥI医 I 381-6 258-10 119 弥生

K91 磨・ 凹・ 敲石 VII区 I 382-1 259-6 160
K92 石 冠丁 Vll■ Ha層 383-4 247-5 5 04 弥生

石庖丁 Ⅶ 区 Ha層 383-1 248-2 9 89 下∃こ

K94 石庖丁 Ⅶ 区 Ⅱa層 383-2 7 68 生

K95 石鍬 ? Ⅶ 区 881-7 259-3 生

K-96 敲石 VII区 382-6 262-2 112 生

K-97 不 τ形石 器 VII区 380-16 245-4 Ⅲ全L

板 状 石器 ⅥI区 Ha層 381-4 258-6 生

K-99 石鏃 ⅥI区 Ha層 380-3 242-18 Z γも 生

K-100 石庖丁 Ⅶ 区 ul層 上 384-1 247-1 ■ 19 生

K-101 石鏃 ? ⅥI区 刊 380-12 243-21 1 61

“

生

K-102 石鏃 ? Ⅶ 区 刊 380-11 243-23 1 91

“

生

K-103 磨 石 ⅥI区 382-4 260-13 Ⅲt
K-104 駁 石 Ⅶ 区 肛b層 382-2 262-1 108 生

板状石器 Ⅶ 区 SK-51 381-1 258-2 43 生

K-106 石錐 Ⅶ 区 SK-51 380-14 244-1 3 67 生ヽ

K-107 石鏃 Ⅶ 区 イヽ渡H 380-8 242-28 1 98

“

生

K-108 石鏃 ⅥI区 SD-42 380-5 243-8 2 69

“

生

K-109 石 鏃 ⅥI区 SD-42 381-1 242-12 3 28 小FL

K 0 石 匙 Ⅶ 区 SD-42 380-13 244-11 3 42

K 板状石器 Ⅶ 区 SD-42 381-3 258-4 35

K 2 石庖丁 Ⅶ 区 SD-42 384-2 247-3 生

K― 3 石斧片 Ⅶ 区 SD-42 h生

K 4 敲 石 ⅥI区 SD-42 382-5 小生

K 5 板 状 石器 258-11 小生

K 6 石 鏃 VIIE【 H層 380-6 2 41 小生

K 石 鏃 Ⅵl区 Ⅱ層 380-2 242-15 3 25 i生

K 8 石庖丁 ⅥI区 H層 383-3 248-4 7 17 生

K― 9 板状石器 ⅥI区 381-9 10 4 よ生

K 板状石器 ⅥI区 381-10 258-9 113 h生

K 1 板 状看 器 Ⅶ 区 381-8 258-7 ふ生

K 磨 石 Ⅶ 区 H層 382-7 260-11 127 とヽ主i

K 磨石 Ⅶ 区 H層 382-3 260-12 74 生ヽ

K 石鏃 Ⅶ 区 SD-47 242-20 i生

K 石鏃 Ⅶ 区 SD-47 242-3 2 66 h生

K 石鏃 Ⅶ 区 SD-47 380-7 242-4 2 51 小生

K 石鏃 ? Ⅶ 区 SD-47 380-10 242-22 1_91 小生

K 板 状 石器 Ⅶ 区 SD-47 381-2 258-3 小生

K 板状 石器 Ⅷ 区 SD-47 381-5 258-5 90 小生

石庖丁片 ? Ⅶ 区 SD-47 小生

K 1 石庖丁 Ⅷ 区 河川跡 1層 249-1 8 29 ふ生

K 石鏃 Ⅷ 区 MHT∫ ||[ 395-1 243-4 2 04 ふ生

K 砥 石 Ⅷ 区 河∫H 395-3 262-11 小生

K 石 府T Ⅷ 区 249-2 8 89 ふ生

K 石 錐 vul区 河チ|1跡 3a層 244-6 3 38

石箆 Ⅷ 区 河川跡 10層 398-5 244-13 2 37

K 石斧片 Ⅷ EXI 河川跡 12層

K 凹・ 敲石 ⅦI区 河サ|1跡 406-1 259-9

K 石鏃 ⅦI区 1 491-9 2 72 中

K140 石 鏃 1 491-1 243-20 2 55 中

K-141 石 錐 Ⅷ 区 河

'II跡

4提雪 491-2 244-9 3 07

K-142 板状石器 ⅦI区 河川跡 5層 498-4 257-4

K-143 剣 片 Ⅷ 区 河川跡 5層 495-5 246-6 4 03

K144 砥石 llII区 河川跡 5層 505-6 262-7

K-145 太型蛤刃石斧 Ⅷ 区 河,晰 252-1 6 19 ・ 中

K 石鏃 Ⅵ‖区 河サII 491-3 242-8 3 62 。中

K-147 不 τ形石器 J丁サ| 494-7 245-9 3 25

K-148 石 鏃 汀ナH跡 51書 492-13 242-19 1 37

K-149 扁平 片刃石 斧 Vll区 河ナ|1跡 5層 252-2 6 26

K150 石 斧 Ⅷ 区 河,十 1跡 5層 508-1 8 77

K-151 扁平片刃石斧 Ⅷ 区 河
'H跡

5層 509-2 249-8 ・ 中

K 扁平片刃石斧 VIH陳 工T∫ lli 510-1 250-3 7 84 中
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盾 位 粟測 与真番号 全 長 嗽

K-153 板状石器 V阻区 河川跡 15層 497-5 弥 。中

K-154 石庖丁 ⅥΠ区 河川跡 15層 506-1 247-2 5 02 弥 。中

K-155 管玉 VⅡ 区 河川跡 15層 510-6 262-1

K-156 石鏃 14n区 河津卜∬ 1 3 37

K-157 石 鏃 vm区 河津上部 1 243-1 2 59

K-158 石 鉱 VⅢ区 鰐 郵 15,曽 243-17 2 18 弥・ 中

K159 石鏃 Ⅷ 区 醇 卸 15層 243-19 1 92 弥・ 中

K160 石 斧 Vln区 】岸上部 15層 251-1 弥・ 中

K-161 大型蛤刃石斧 VШ 区 河ナ!1跡 15層 250-5 5 06

K-162 砒 石 ⅦI区 凩専魔耶 1 505-5 158
K-163 敲 石 ユ 504-2 261-10 105
K-164 石 核 Vlu区 際 郵 15層 496-2 255-1 68] 弥・ 中

K-165 板状石器 V阻区 際 郵 15層 497-4 123 弥・ 中

K-166 石 斧 Ⅷ 区 河川跡 朽a層 510-4 1 86 弥・ 中

K167 石 錐 Ⅷ 区 河津上部 493-9 5 33

K-168 石 鏃 ⅥⅡ区 河 li芥 15c 11 243-9 2 58

K-169 尾状 石器 Ⅷ 区 河 |,琢 497-6 67

K-170 砥 石 ⅥⅡ区 河ナ1跡 bc層 505-7 262-10 弥・ 中

K171 磨 。敲石 ⅦI区 部丁) 1跡 るc層 499-5 259-10 116 弥・ 中

K-172 敲 石 Ⅷ 区 河 1跡 るo層 505-1 261-15 127 弥・ 中

K-173 磨 石 Ⅸ 区 河川跡 1層 395-4 260-10 107
K-174 訂状 石零 IX区 河∫|1跡 258-1 24 2 弥 生

K-175 石 鏃 IX区 河∫H跡 405-5 243-12 2 14 弥 生

K-176 石 厄丁 IX区 河 1跡 15,薔 506-2 248-1 7 30 弥・ 中

K-177 石鏃 IX区 河川跡 15層 491-12 242-7 2 98 弥 。中

K-178 石 鏃 Ⅸ 区 河川跡 15層 491-13 243-7 2 54 弥・ 中

K-179 石 斧 Ⅸ 区 河川跡 15層 508-2 251-3 3 21 弥 。中

K-180 石 鏃 IX区 VT,I II 498-8 243-26 2 68

K-181 IX区 J丁,IIi 497-1 256-1 196
K-182 板状石 IX区 河,II跡 15層 498-6 257-6 弥・ 中

K-183 大型蛤刃石斧 Ⅸ 区 河川跡 15層 507-1 251-2 1309 弥 。中

K-184 スクレイパー IX区 河川跡 15層 494-1 244-14 5 78 弥・ 中

K-185 石 鏃 Ⅸ 区 河岸上部 15層 492-7 242-24 1 67 弥 。中

K-186 石 鏃 IX区 河津ヒ部 15拝雪 493-5 243-22 2 12

K-187 石 鏃 IX区 河サH跡 15a層 491-5 242-11 3 87

K188 石 鏃 Ⅸ 区 河ナH跡 おa層 491-14 243-3 2 19

K189 石鏃 Ⅸ 区 河ナ1跡 16a層 492-16 242-14 3 05 弥 。中

K-190 劉片 Ⅸ 区 河ナ1跡 15a層 495-6 246-2 4 67 弥・ 中

K-191 砥 石 Ⅸ 区 河ナ|1跡 15a層 505-2 262-4 43 弥 。中

K-192 不定形石器 IX区 河∫H跡 15a層 494-10 246-4 3 68

K-193 石 鏃 IX区 河,H跡 15a層 492-17 243-18 2 15

K-194 石 鉱 Y町ザ|″外 15a層 491-15 242-16 2 71

K-195 馬平片刃石斧 Ⅸ 区 河ナ|1跡 15a層 509-1 252-3 9 71 弥 。中

K-196 板状石器 Ⅸ 区 河川跡 15a層 498-7 257-7 弥・ 中

K-197 石鏃 IX区 河川跡 15a層 491-6 242-13 3 63 弥・ 中

K-198 石鏃 Ⅸ 区 河ナ|1跡 lia層 492-18 243-5

K-199 石 錐 IX区 河∫H跡 15a層 493-11 244-4 2 14

K-200 砥 石 γIIlザ ||″か 15a層 262-5 47

K-201 砥 石 Ⅸ 区 醍 卸 15a層 505-8 262-9 118 弥 。中

K-202 石核 IX区 河川跡 15a層 496-1 254-1 1091 弥 。中

K-203 磨 石 IX区 叶 瓢 15a層 260-9 105 弥 。中

K-204 凹・ 敲石 IX区 畔 郵 16a層 501-1 259-8 87 弥 。中

K-205 凹 る IX区 河∫II跡 15a層 260-4 149
K-206 磨・ 凹・ 敲 石 IX区 河∫H跡 15a層 499-4 259-5 120
K-207 傑 石器 Y刊ザ||″か 15a層 262-12 173
K-208 剣片 IX区 河川跡 15a層 495-1 246-3 3 02 弥 。中

K-209 板状石器 Ⅸ 区 河川跡 15a層 498-5 257-5 63 弥・ 中

K-210 石鏃 IX区 河川跡 15c層 242-1 2 49 弥・ 中

K-211 石鏃 IX区 河,II跡 lSc層 492-19 2 47 弥 。中

K-212 石 錐 IX区 河ナII跡

河,II跡

15c層 493-12 244-5 4 02

K-21 石 鏃 Ⅸ 区 15c層 244-8 2 80

K-214 ノ ミ型 石 斧 Ⅸ 区 サ|1跡 15c層 510-5 253-2 5 19

K-215 石鏃 IX区 河川跡 15c層 243-6 1 80 弥・ 中

K-216 劉片 IX区 畔 郵 15a層 495-3 246-5 3 53 弥 。中

K-217 石庖丁 IX区 河川跡 15b層 247-4 6 26 弥・ 中

K-218 敲 石 IX区 河サII跡 15bf霞 503-8 261-8 弥 。中

K-219 磨 石 IX区 河∫‖跡 15bに雪 502-3 260-6 116
K-220 板状 石 器 Ⅸ 区 河∫H跡 15b提雪 498-1 257-1 145
K-221 磨・ 敲石 IX区 河サ|1跡 15b層 501-5 260-2 102 弥 。中

K-222 磨・ 敲石 IX区 河川跡 15b層 500-5 259-13 弥・ 中

K-223 敲 石 IX区 河川跡 15c層 504-4 261-12 弥・ 中

K-224 磨・ 敲石 Ⅸ 区 河川助 15c層 501-4 260-1 129 弥 。中

K-225 凹・ 講 石 Ⅸ 区 河∫II跡 15c層 500-2 259-7

K-226 石 鏃 IX区 J 15c膚 493-7 245-8 3 52 弥
。

中

K-227 石 鏃 Ⅸ 区 I跡 15c層 491-16 242-25

K-228 馬平片刃石斧 IX区 河サ|1跡 汚c層 510-2 250-1 5 13 弥・ 中

K-229 痛平片刃石斧 Ⅸ 区 河川跡 16c層 510-3 4 80 弥・ 中

登録番号 地 区 遺 隠名 層 位 粟測番号 写真番 全 長 年 代

K230 環状石斧 IX区 河川跡 16c層 1 253-1 13 32 弥・ 中

K231 石 鏃 IX区 河川跡 15c層 492-2 242-6 2 53 弥 。中

K232 石 鏃 Ⅸ 灰 河川跡 16c層 491-7 242-10 3 56

K233 石 鏃 Ⅸ 区 河∫‖琳 492-1 242-17 3 18

駁 石 Ⅸ 区 河,II 501-2 261-5 。中

K-235 磨・ 凹・ 敲石 IX区 河ナII跡 15cl書 500-ユ 16 5 弥・ 中

K236 敲 石 IX区 河川跡 15c層 504-5 261-13 弥・ 中

K-237 板状石器 Ⅸ 区 河川跡 15c層 499-1 257-8 13 3 弥 。中

K-238 板状石器 Ⅸ 区 河川跡 16c層 497-2 256-2 16 5

K239 Ⅸ 区 河∫‖跡 259-11

石 笠 Ⅸ 区 河,II 493-13 244-3 4 16

K-241 石 鏃 Ⅸ 区 河ナII跡 16d層 492-3 243-16 2 66 弥 。中

K-242 板状石器 Ⅸ 区 河川跡 15d層 498-2 257-2 15 3 弥 。中

K243 磨 石 Ⅸ 区 河川跡 15d層 10 6 弥・ 中

K-24超 板状石器 Ⅸ 区 河∫‖跡 498-3 257-3 15 9

K-245 肌 石 IX区 河∫H跡 505-4

Ⅸ 区 河,H 502-5 260-8 15 2

K-247 敲石 Ⅸ 区 河ナII跡 16d層 504-l 261-9 弥 。中

K-248 磨・ 敲石 Ⅸ 区 河川跡 15d層 500-4 259-12 11 5 弥・ 中

K-249 敲 石 Ⅸ 区 河川跡 15d層 503-7 261-7 12 1 弥・ 中

K-250 敲 石 IX仄 河川跡 16a層 261-2

K251 IX区 河サ|1跡 503-3

Ⅸ 区 河〕H 503-1 261-1

K-253 凹 石 IX区 河チ十1跡 504-3 260-5 11 3 弥 。中

K-25電 敲 石 IX区 河川跡 15c層 13 5 弥・ 中

K255 板状石器 Ⅷ 区 河ナ|1跡 15d層 256-3 14 2 弥・ 中

K-256 石 鍬 141区 河岸上部 15層 259-2 11 5

K257 元ξ
`

Ⅸ 区 河サ|1跡 499-2 259-1 86

不 定形 石器 Ⅸ 区 河サ|1跡 494-2 245-10 2 55

K259 不定形石器 Ⅸ 区 河,十 1跡 4 05 弥・ 中

K260 石 鏃 IX区 河川跡 16a層 492-20 243-24 2 38 弥 。中

K261 石 錐 Ⅸ 区 河川跡 16a層 493-10 244-10 6 56 弥・ 中

K262 楔形石器 Ⅸ 区 河川跡 15c層 495-9 245-1 3 16

K263 斜I片 IX区 河 川跡 495-7 246-8

剣 片 IX区 河サ‖ るa層

敲 石 Ⅷ 区 河ナ‖跡 15謳 261-4 弥・ 中

K266 不定形石器 Ⅸ 区 河川跡 16a層 494-4 245-11 3 21 弥 。中

K267 石鏃 Ⅸ 区 河川跡 6a層 493-1 242-21 8 弥 。中

K268 石 鏃 Ⅸ 区 河川跡 怖a層 492-10 7 弥 。中

K269 石 饒 IX区 河,H跡 492-11 242-27 9

石 鋲 IX区 河,H跡 492-12 243-11

石 鏃 IX区 河,H跡 243-10

K272 石鏃 Ⅸ 区 河,II跡 ba層 242-26 2 21 弥・ 中

K-273 石鏃 IX区 河川跡 汚a層 492-5 243-15 2 53 弥 。中

K-274 石鏃 IX区 河川跡 るa層 498-3 243-2 2 62 弥・ 中

K-275 石鏃 IX灰 河 |1屁亦 ba層 492-6 243-14

K-276 不 ↑形 石 器 IX区 河 1跡 245-2 37

剣 片 IX区 河 十二亦 246-7

K-278 不定形石器 Ⅸ 区 河 1跡 494-6 245-3 弥・ 中

K-279 石錐 Ⅸ 区 河川跡 ha層 493-4 244-7 19 弥 。中

K-280 楔形石器 Ⅸ 区 河川跡 ba層 495-8 244-12 弥 。中

K-281 石鏃 IX区 河,H跡 ba層 491-8 243-25 2 37

K-282 凹 る Ⅷ 区 VHT,H跡 502-1

K-283 敲 石 河サII跡 ユ

敲 石 llll区 丁丁, I隊 1 503-6 261-6 93

K-285 不定形石器 Ⅸ 区 河 サ1,亦 16a層 494-8 245-7 3 44 。中

K-286 不定形石器 Ⅸ 区 河川跡 15a層 494-5 246-1 5 02 弥・ 中

L.木製品

L― 椀 T丁∫ 152-2 264-4 平～中

L-2 下駄歯 H区 河ナ 跡 3層 152-6 263-8 平～中

L-3 下駄 H区 河 , 跡 3層 152-5 263-7 14_6 平～ 中

L-4 コロ″ヾ シ II区 河ナ跡 5層 1 264-15 1030 平安

L-5 円板 I区 河ナ跡 3層 152-3 264-11 51 平～ |

L-6 II区 || 152-7 22 平～ |

L-7 | 152-9 平～ |

L-8 材 I区 153-2 平～ 中

L-9 分割材 Ⅱ区 河 , 跡 3層 152-8 平～ 中

L-10 分割材 I区 河 , 跡 3層 153-3 平～ 中

分割材 I区 河 , 跡 3層 153-4 平～ 中

斧膝柄 II区 152-1 263-4 36 1

II 153-1 22 9 平

L―

欠番

分割材 I区 河川跡 3層 116 平～中
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宰測番号 写真番号 全長 衛 代

L-17 角材 区 3 152-10 平～ 中

L-18 角材 区 河ナII跡 平～ 中

L-19 丸 材 区 河川跡 3層 半 ～ 中

L-20 丸 材 区 河川跡 3層 平～ 中

L-21 容 器 灰 河∫H絲 3層 平～ 中

L-22 割 杭 区 河j‖跡 154-5 平～ 中

L-23 角杭 区 河,II跡 3 平 ～ 中

L…24 割 杭 区 河川跡 3層 55 平 ～ 中

L-25 角杭 区 河川跡 3層 153-7 平～ 中

L-26 」杭 区 河川跡 3層 154-10 100 7 平～ 中

L-27 I本花 Ⅱ 区 河∫H跡 平～ 中

L-28 丸 杭 区 154-8 平～ 中

L-29 丸 抗 区 I跡 3 154-9

L-30 割 杭 区 河川跡 3層 154-6 半 ～ 中

L-31 丸 抗 区 河川跡 3層 154-7

L-32 杭 区 河川跡 3層 154-3 平～中

L-33 I布花 区 河∫II跡 154-2 27 1 平～中

L-34 角 杭 区 3 平～中

L-35 円板 区 I跡 5 158-4 265-8 平 篭

直柄 区 河川跡 5層 158-1 105 2 半 綬

L-37 丸 材 区 河川跡 5層 平安

晨具柄 区 河川跡 5層 158-2 平安

板 材 区 河∫H跡 158-6 平 安

L-40 不 明 区 河サ|1跡 5 158-5 265-3 平 安

角 材 丞 河川体 5 平 篭

L-42 分割材 区 河川跡 5層 半

L-48 板 材 区 河ナ|1跡 5層 105 5 平

L-44 割抗 区 河,H跡 5層 159-3 77 2 平 安

L-45 丸 杭 区 河 IH跡 337-7 111 5 平 安

L-46 角杭 区 河〕H跡 161-3 平 安

L-47 丸 杭 区 河チ‖跡 337-8 平 篭

L-48 割抗 区 河川跡 6層 161-6 170 5 平 安

L-49 角杭 H区 河川跡 6層 337-3 197 2 半 安

L-50 角杭 H区 河川跡 6層 195 8 平安

L-51 部1杭 H区 河
'11跡

6層 平安

L-52 丸 材 H区 河,H 平安

L-53 分割材 H区 J丁,1li 55^2 平安

L-54 分割材 H区 河,W跡 106 0 平 安

L-55 割杭 H区 河川跡 8層 半 安

L-56 丸杭 H区 河川跡 8層 337-9 平安

L-57 角杭 Ⅱ区 河川跡 8層 平安

II区 河 川淋 167-1 320-2 155 2 古・ 中

L-59 II区 河,H跡 171 6 古・ 中

L-60 分割材 H区 河,H跡 343 4

L-61 建築材 (不明 ) H区 河チ|1跡 320-3 161 5

L-62 建築材 (不明 ) 区 河川跡 10層 320-4

L-63 分割材 区 河川跡 10層 176 6 古 。中

L-64 鎌 柄 区 河川跡 10層 171-2 268-7 古 。中

L-65 不 明 尾具 区 河 1晶木 269-1 古 。中

L-66 板 材 区 河〕H跡 古 。中

L-67 不 明 区 河サH豚 1

丸材 H区 河ナII跡 10層 178- 327-10

L-69 弓 H区 河川跡 10層 172-2 270-2 17 6

弓 H区 河川跡 10層 172-1 270-3 54 4 古 。中

L-71 不 明 忌量 II灰 河 |‖ 絲 10層 172-4 269-2 古 。中

L-72 不 明 II区 河 I品弥 271-2 18 2 古・ 中

L-73 II区 工Uサ I品小 10層 268-1 ・ 中

L-74 不 明 H区 平可, 跡 10層 173-4 271-3

L-75 板 材 H区 河 , 跡 10層

L-76 板 材 H区 河 , 跡 10層

板 材 Ⅱ区 河 , 跡 10層 古・ 中

解 11区 跡 10層 172-5 古・ 中

L-79 分 H区 1跡 17 1 古・ 中

分割ガ I区 十五赤 101善

L-81 分割材 H区 跡 10!曽

分割材 H区 跡 10層

板 材 H区 跡 10層 175-3

L-84 材 II区 勤 10層 古・ 中

H区 跡 10層 古・ 中

H区 I 10 古・ 中

分割材 I区 10層

L-88 板 材 I区 跡 10層 175-6

L-89 丸 材 Ⅱ区 跡 10層 178-3

L-90 角材 I区 跡 10層 176-2

L-91 角材 I区 跡 10層 176-1 275 8 古 。中

IFLり 瘍曇 跡 10層 170-2 268-6 古 。中

L-93 穴 巻

登録番号 器種・ 種別 地 区 層 位 全 長 年 代

L94 鎌 柄 H区 河川跡 10層 1 268-8 古 。中

L-95 H区 河川跡 10層 177-8 古・ 中

| 10層 271-4 古・ 中

I] 221 8

網 枠 4

丸材 H区 河,II跡 10層 327-11 20 3 古・ 中

L100 H区 河川跡 10層 古 。中

H区 河ナII跡 10層 古・ 中

] II 178-7 29 8

L-103 178-13

L104 178-14 古

L-105 割杭 Ⅱ区 河川跡 10層 古 。中

L-1 H区 河川跡 11層 114 2 古 。中

H区 河川跡 11層 古 。中

ユ II 112 7

L-109 II

L-110

L 丸 杭 II区 河ナ1跡 11層 古・ 中

L-112 I区 河ナ|1跡 11層 古・ 中

I区 河川跡 11層 古・ 中

Ⅱ 272-10

L-115 II 275-3

L 277-10 苫

L l17 角材 H区 河チII跡 12層 197-1 古 。前

L 又欽 ? H区 河川跡 12層 277-7 古・ 前

II区 河川跡 12層 195-5 278-1

l 195-6

L-1 276-1

L122 278-3

L123 不 明 H区 12層 278-2 古・ 前

不明農具 H区 河川跡 12層 192-4 277-8 古・ 前

Ⅱ区 河川跡 12層 277-11 古・ 前

I 12層 275-1 61 0

12 276-5

L128 膝柄二 192-3 273-2

L129 角材 H区 洋丁チI 12擢 古・ 前

Ⅱ区 河川跡 12層 古 。前

H区 河川跡 12層 古・ 前

H区 汀川跡 12層 198-1 古・ 前

l | P子 ° 日u

し134 I ユ 古 。前
L-135 分割材 古・ ギ布

L136 分割材 H区 河川跡 12提雪 古・ 前

L137 分割材 H区 河川跡 12層 197-7 古 。前

L-138 角材 H区 河 )II跡 12層 古 。前

L-139 分割材 H区 河川跡 12層 古 。前

L-140 角 材

器
跡 1 百

°
日U

L-141 分割 材 1跡 1 22 2 古 。前
L-142 仮材 :三 iEttF~千

~

1餌 1 苦 ・ :帝

L-143 板材 H区 河ナII跡 12斥雪 195-8 31 2 古・ 前

L-144 丸杭 H区 河川跡 12層 198-10 339-10 古 。前

L-145 耳二 又鍬 Ⅱ区 河川跡 13層 42 4 古 。前

II医 1河 III絲 13層 199-4 古・前
L147 分割材 H区 1河∫II琳 1 古・ 前

L148 分割材 H区 1河,I跡 1 199-5 74 1 古・

L-149 分割材 H区 1河ナ十1跡 l 119 0 古・ 前

L150 割杭 I区 1河ナ1跡 13層 199-9 古 。前

L-151 斧膝柄 Ⅱ区 1河ナ|1跡 14層 209-2 312-2 弥・ 中

L-152 分割材 Ⅱ区 1河ナ11跡 14層 213-2 弥 。中

L-153 分割材 II区 I河 ,11跡

L-154 分割材 区 1河,H跡

L155 角材 区 I THT,II跡 211-6

L156 角材 区 1河川跡 14層 25 9 弥・ 中

L-157 分割材 区 1河川跡 14層 弥・ 中

L-158 半裁丸材 区 1河 1屁亦 14層 213-7 弥・ 中

L-159 分割材 区 1河サIF亦 14層 210-6 22 5

畢 杵 15層 304-8

L-161 斧膝柄 区 1河 313-5

L162 直柄広鍬 285-1 46 2

L-163 不明農具 区 1河 , 15斥雪 219-2

L164 板 材 区 1河ナ跡 15層 弥・ 中

L165 鉢 区 1河 , 跡 15層 317-3 弥 。中

L-166 区 1河ナ跡 15層 弥 。中

L-167 15層

L168 区 1河 , 1 226-3 31 7

L169 角材

L-170 丸材 H区 I河 ,II跡 弥 。中
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1 角材 lh60区 河川跡 5層 17 5 平安

角材 MO区 河川跡 5層 平安

分割材 Na61区 河,H跡 5層 22 9 平安

H161区 河サ| 5 13 8 7`!

配〕区 河サ| 7 78 5 平

サ}砦 報お〕区 河,H跡 7層 33 0 平

分割材 lm60区 河川跡 7層 20 6 平 安

角材 MO区 河川跡 7層 15.0 平安

不明 H区 SD-1 263-1 12 不 明

摩築 材 区 Pit 40 15 5 平

l 円 板 II区 河サ | |〕 6 161-1 266-2 14 4 平

丸杭 H区 河チ1跡 9層 167-3 338-7 82 6

円板 H区 河川跡 9層 167-2 266-3 25 2 古・ 中

楕 円板 H区 河川跡 10層 172-3 270-10 38 2 古・ 中

建築材 (不明 ) 区 河チ|1跡 320-5 95 2 古 。中

不明 母具 区 J丁∫Ili ユ 3 269-4 74 8

丸 材 T丁 ,II〕 1 177-6 81 8

分割材 区 河,II跡 10κ豊 176-6 92 8

分割材 区 河川跡 10層 176-5 70 6 古・ 中

丸材 区 河川跡 10層 177-3 140 5 古・ 中

1 角材 区 河ナ1跡 ユ 1910 古 。中

丸1材

区

河 川跡 ユ 177-2 328-1

L― 丸 杭 ユ 178-10 72 7

L― 分割材 区 河ナII跡 10涯雪 29 0

丸材 区 河川跡 10層 177-7 83 3 古・ 中

丸材 区 河川跡 10層 74 8 古・ 中

L-197 板 材 区 河ナII跡 182-8 25 2 古 。中

L-198 解 河サII ユ 182-3 23 4

L-199 分割 材 区 IIIか ユ 183-7 30 5

L-200 丸材 区 河ナII跡 ■層 186-1 56 6

L-201 不明 区 河川跡 ■層 1 271-5 39 0 古 。中

L-202 板材 区 河川跡 11層 183-1 327-8 62 4 古・ 中

L-203 分割材 区 河川跡 ■層 183-8 85 4 古 。中

L-204 丸】材

区

河∫H跡 1 185-3 107 4

L-205 不 明 1 4 271-6 55 2

L-206 角 材 区 ||1跡 1 182-5

L-207 丸杭 区 河川跡 9層 187-5 338-8 84 9 古・ 後

L-208 丸杭 区 河川跡 ■層 187-2 72 6 古・ 中

L-209 丸材 区 河川跡 11層 185-5 90 5 古・ 中

L-210 丸材 区 河ナ十1跡 185-6 328-2 96 3 古 。中

L-211 分害I材

区

1 184-4 70 4

L― 丸 材 III跡 1 185-1 108 8

L213 半裁丸抗 区 河チ十1跡 10層 178-11 20 8

L-214 丸材 区 河川跡 10層 177-5 46 0 古 。中

L215 丸材 区 河川跡 10層 177-4 66 5 古・ 中

L216 分剖材 区 河川跡 10層 32 5 古 。中

L-217 直 柄 区 河∫‖跡 170-4 25 4 古・ 中

L― 丸`杭 1 188-2 45 2

L-219 分割 材 区 I跡 1 183-3 49 5

L-220 丸材 区 河川跡 11,曹 186-5 14 2

L-221 木錘 区 河川跡 ■層 2 268-10 16 6 古・ 中

L-222 分割材 区 河川跡 ■層 184-5 31 6 古・ 中

L-223 分割材 区 河川跡 ■層 184-6 33 5 古・ 中

L-224

区

1

L-225 ユ 23 0

L-226 分割材 区 I跡 1 183-4 17 8

L-227 不 明 区 河川跡 ■層 182-7 271-7 32 2 古 。中

L-228 分割材 区 河川跡 ■層 184-1 54 5 古・ 中

L-229 角材 区 河川跡 ■層 183-5 43 4 古・ 中

L-230 丸材 区 河 III跡 186-3 59_1 古 。中

分剖材 1 54

L-232 丸 材 1 186-7 21 2

L-233 分割材 区 河ナ|1跡 ■層 183-2 14 6

L-234 分割材 区 河川跡 12層 25 9 古・ 前

L-235 竪杵 区 河川跡 12層 194-6 277-2 1230 古 。前

L-236 分割材 区 河川跡 12層 52 9

L-237 泥 除 区 河川跡 14層 207-2 292-2 33 2 弥 。中

L-238 斧 遭 区 河∫H訴 209-1 309-2 59 4

L-239 区 ユ 17 8

L-240 板材 区 豚 ユ 211-1 36 1

L-241 分割材 区 河川跡 14層 13 2 弥・ 中

L-242 分割材 区 河川跡 14層 14 0 弥・ 中

L-243 分割材 区 河川跡 14層 19 9 弥 。中

L-244 分割材 区 河川跡 14層 211-9 68 7 弥・ 中

L-245

区

河,H跡 ユ 28 1

1 41 1

L-247 分割 材 区 ||1排 ユ 50 5

L248 分割材 H区 Jl,11浮 l 7 1060 弥 。中

L-249 半裁丸材 Ⅱ区 河川跡 14層 213-8 1170 弥・ 中

L-250 分割材 H区 河川跡 14層 212-4 1140
L-251 零 杵 I区 河,‖跡 15層 221-4 304-2 1034

分割 材 II区 河 川琳 227-2 332-6 23_5

L-253 臼 Iじ至 河,H跡 222-1 305-6 27 0 ・ 中

[-254 竪杵 H区 河,11跡 15層 221-2 304-5 42 0 ・ 中

し-255 分割材 H区 河川跡 15層 172 。中

し256 分割材 H区 河川跡 15層 33 0

L-257 メ I区 河JII跡 15爆雪 227-3 32 5

オ II区 河,H訴 26 0

ヨ本オ Iじ至 226-4 50 8 。中

分割材 H区 河サII跡 15層 227-1 22 7 。中

L261 分割材 H区 河川跡 15層 33 4 。中

し262 分割材 H区 河川跡 15層 32 6 。中

L-263 分割材 I区 河川跡 15層 227-6 43 8

夷1材 II区 河∫‖琳 228-2 25 9 。中

分割 材 区 河∫H跡 15層 227-8 21 6

斧直柄状木製品 H区 河 川星 15層 225-2 319-4 47 4 。中

L-267 角抗 H区 河川跡 15層 228-9 73 0 。中

L268 分割材 H区 河川跡 15層 70 4 。中

L-269 分割材 I区 河川跡 15層 227-5

オ II区 河∫H訴 41 8 。中

し-271 I区 河∫H跡 51 8

L-272 丸杭 H区 河ナH跡 16層 23 5

L-273 円板 H区 河ナH跡 5層 158-3 265-9 Z安

L274 丸杭 H区 河ナ|1跡 9層 167-4 339-1 25 4 ・ 中

L-275 丸.林 I区 河,H跡 10層 178-12 ６

一

６

．し-276 夷1材 II区 河,H跡 177-9 31 0 。中

し-277 角 材 II区 河 )H跡 178-4

L278 分割材 H区 河,H跡 27 3 。中

L279 分割材 H区 河川跡 10層 178-5 。中

L-280 板材 H区 河川跡 10層 175-7 22 4 。中

L-281 直柄 H区 河川跡 10層 170-3 268-3 38 8

L-282 板 材 Ⅱ 区 河 |‖ 跡 175-1 235 8

L-283 直櫛 蹟 g7t H区 河,‖跡 3 267-1 192
L-284 横 杵 II丞 Jl,Ili 182-1 20 4 ・ 中

L-285 直柄広鍬 H区 河,II跡 12層 192-2 272-8 29 2 ° 日u

L-286 横槌 II区 河川跡 12層 194-4 277-5 32 2 一酬

L-287 歎膝柄 Ⅱ区 河川跡 12層 194-2 276-6 25 2 一削

L-288 不 明 H区 河丁|1跡 12層 192-5 278-4 16 0

L-289 斧直柄 II区 河∫H跡 208-2 800-3 70 2

L-290 不 明 II区 河∫H跡 207-6 37 6

L-291 斧膝柄 H区 河 1膨小 210-1 312-3 90 8

L-292 泥除 Ⅱ区 河 IE亦 14層 206-2 33 8 弥 。中

L-293 打 棒 Ⅱ区 河 ) IE小 14層 208-1 301-2 1130 弥・ 中

L-294 直柄広欽 H区 河 サli亦 14層 205-1 284-1 81 2 弥・ 中

L-295 II灰 河 I駄 207-1 297-6

II区 河 I跡 206-1 22 2

L-297 斧膝橘 II区 河 I跡 209-3 312-4 92 0

L298 不明 I区 河 サI五弥 14層 207-4 弥 。中

L-299 丸杭 Ⅱ区 河 , |,亦 ■ 層 188-1 26 2 古 。中

L300 不明 I区 河 ) |,亦 ■ 層 182-6 271-8 39 8

L301 炭化材 II区 河 , II亦 ■ 層 20 5

L-302 Ⅱ 区 FT, 跡 182-4

II区 灌J, 跡 ユ 36 3

L-304 分 星 区 J丁∫跡 1 183-6 古・ 中

L305 丸材 区 河チ跡 ■ 層 186-6 18 4 占・ 中

L-306 分割材 区 河ナ跡 ■ 層 23 7 古・ 中

L-307 丸 材 区 河ナ跡 ■ 層 186-4 328-3 15 9

L-308 糸巻 区 河ナ跡 ■層 270-6

L-309 丸】材 区 y可
| 跡 1 185-2 143 1

L-310 半裁 丸材 区 河 サ 跡 186-2 58 4

L-311 分割材 区 河 ナ 跡 63 5 古・ 中

L312 丸材 区 河 , 跡 11,琶 185-4 1450 古・ 中

L-313 農具柄 区 河 , 跡 12層 276-2 60 7

L-314 分割材 区 河 , 跡 12層 55 9

L-315 角材 H区 河川跡 12層 196-5 16_0

L-316 丸,材 H区 汀サII跡 1 198-4 44 1

L-317 分 割 材 H区 河チH跡 1 36 4

L-318 分割材 区 河川跡 1 17 3

L-319 丸抗 区 汀川跡 12,書 198-9 15 1 古 。前

L320 分割材 区 河ナI跡 12層 15 4 古・ 前

L321 半裁丸材 区 河ナ1跡 12層 103 古・ 前

L-322 分割材 区 河ナ十1跡 12層 16 0

L-323 分 割材 区 河,H跡 1 3

角 材 区 河〕H跡 196-6

709



中在家南遺跡登録遺物目録12

登録番号 器 種 地 Ⅸ 遺構 名 層 位 実測番 警骨 全長 十 年代

L-325 分割材 H区 河川跡 12層 2461古 ・

L-326 分割材 H区 河川跡 12層 2521古 。前

L-327 河ナI跡 12層 5121古 ・ 前

河 I跡 1 329-6 2341古 ・ 前

L-329 H区 329-7 1古 ・

丸材 H区 河,H跡 12層 31 2  1 て!・
L-331 半裁丸材 H区 河川跡 12層 2161古 。前

L-332 H区 河川跡 12層 1611古 。前

L-333 H区 河川助 12層 821古 。前

L-334 河 I跡 ユ 2831古 。前

L-335 H区 河 川筋 1古 ・

L-386 分割材 H区 河ナI跡 12層 I古 ・

L-337 分割材 H区 河川跡 12層 3941古 。前

L-338 角材 II区 河川跡 12層 8161古 。前

L-339 河 IH跡 12層 8451古 ・ 前

河 I跡 1 7061古 。前

L-341 H区 、lF:「 ザ跡 1古 ・

L-342 分割材 H区 河 サ跡 12,薔 1盲 同町

L-343 分割材 Ⅱ区 河川跡 12層 1793 1舌

L-344 角材 H区 河 跡 12層 196-2 33641古 ・ 前

L-345 H区 河 , 跡 13層 199-2 2701古 ・ 前

L-346 河 跡 1 1811古 。前

L-347 H区 J丁 , 跡 199-6 27 1 1古・

L-348 分割材 Ⅱ区 河 , 跡 199-7 1801古 。前

角材 Ⅱ区 河 , 跡 13提雪 199-3 26σ  古。前
L-350 不 明 H区 河 , 跡 14層 361弥 ・ 中

L-35ユ 板材 H区 河 , 跡 14層 1191弥 。中

L-352 濁 跡 3431弥 ・ 中

H区 1跡 14層 213-11

L-354 分割材 Ⅱ区 河 , 跡 14層

L-355 分割材 H区 河 , 跡 14層 211-8

L-356 分割材 H区 河 す跡 14層 213-5 弥 。中

L-357 分割材 II区 河チ 跡 14層 弥・ 中

L-358 解 II医 瀾 跡 210-3 弥 。中

L-359 分割材 1跡 1 1741弥 。中

分割お II区 ▼丁j 跡 1

L-361 分割材 H区 河 , 跡 14元ぎ 77
L-362 分割材 H区 河 ) 跡 14層 32 9 弥 。中

L-368 盤 II区 河 , 跡 14層 210-2 318-2 弥・ 中

L-364 角 材 II屎 河ナ跡 14層 211-5 52 2 弥 。中

L-365 分割材 II区 跡 1 弥 。中

L-366 板 材 II区 li弥 1 210-5

分割材 H区 河チ跡 ・ 中

L-368 分割材 II区 河ナ跡 14層 177
L-369 半裁丸材 H区 河ナ跡 14層 弥・ 中

L-370 丸杭 I区 河ナ跡 14層 213-12 175 弥・ 中

L-371 半裁 丸.材 I区 洞 跡
一

213-10 4611弥 。中

L-372 分割 材 詠 1 1151弥 ・ 中

L-373 分割お IH丞 I跡 1 213-3 126
L-374 分割材 I区 河 , 跡 14兵雪

L-375 分割材 I区 河 , 跡 14層 3761弥 ・ 中

L-376 分割材 H区 河

'

跡 14層 1331弥 ・ 中

L-377 分割材 I区 河ナ跡 14層 3141弥 。中

板 材 II区 河 !I 213-1 1301弥 。中

L-379 半裁 丸材 II区 14層

L-380 分割材 I区 ,1跡 14層 11 9

L-381 分割材 II区 河川跡 14層

L-382 分割材 I区 河サI 跡 14層 5171弥 。中

L-383 分割材 Ⅱ区 河チ| 跡 14層 2501弥 。中

L-384 分割材 II区 河 ,I 跡 14層 212-3 12741弥 ・ 中

L-385 丸
`材

I区 跡 21121弥 ・ 中

半裁 丸材 I区 1跡 14層 213-9

L-387 分割材 I区 f赫 14,曽 212-7

L-388 丸材 II区 河サ| 跡 14層 329-4 616
L-389 分割材 I区 河ナ十跡 14層 66 5 弥・ 中

L-390 分割材 H区 河ナ| 跡 14層 212-1 208 7 弥・ 中

L-391 分割材 I区 河ナ| 跡 14層 212-2 弥 。中

L-392 E区 14 212 弥 。中

I区 141書 212-5

L-394 分碁 H区 河川跡 14層 11 6

L-395 丸材 H区 河川跡 14層

L-396 分割材 H区 河川跡 14層 62 弥・ 中

L-397 直柄 Ⅱ区 河川勁 14層 207-3 541 弥・ 中

L-398 分割材 H仄 河∫‖跡 1571 弥・ 中

L-399 H区

Ⅱ 区 14た雪

分割材 H区 河ナ|1跡 14層 317

地 区 遺構名 層位 実韻J番号 写真番号 全長 年代

角 材 II区 河,H

角 材 区 河サ‖跡 211-4

し-404 分割材 区 河川跡 212-6 弥・ 中

L405 泥 除 区 河川跡 15層 219-4 296-3 弥・ 中

L-406 板 材 区 河川跡 15層 225-3 27 4 弥・ 中

分割材 区 河川跡 15層

分 割 材 区 跡

直柄狭鍬 II脈 218-2

L-410 斧膝柄 区 | 1

L-4 直柄狭鍬 区 河川跡 15層 2 283-1 弥 。中

L 直柄狭鍬 区 河川跡 15層 219-1 弥・ 中

L-4 3 直柄狭鍬 区 河ナII跡 15層 282-3 弥 。中

L― 4 不 明 島具 区 河,H跡 305-4 37 2

L-415 不 明 II区 河サ‖跡 224-3

L-416 分割材 H区 河,‖跡
L417 盤 Ⅱ区 河川跡 15層 222-3 弥・ 中

L418 竪 杵 H区 河川跡 15層 221-3 1204 弥・ 中

L-419 斧膝柄 H区 河川跡 15層 223-2 315-1 弥 。中

打 棒 II区 河∫H跡 1:

L-421 斧直 柚 II区 河,H跡

L-422 竪 杵 H区 220-2 169 2

L-423 角材 II区 河川跡 15層 224 7 弥・ 中

L-424 分割材 H区 河チII跡 15層 弥・ 中

L-425 分割材 H区 河ナ|1跡 15層 弥 。中

L-426 分割1材 18 0

L-427 分割 材 I区 河川跡 1

L-428 分割材 1

L-429 分割材 II区 河,II跡 15提雪 弥・ 中

L-430 角材 II区 河川跡 15層 62 6 弥 。中

L-431 分割材 II区 河川跡 15層 41 1 弥・ 中

L-432 分コ1材 15層

分 割 材 H区 河川跡 1

L-434 角材 1

L-435 分割材 [X区 151曽 弥・ 中

L-436 分割材 H区 河川跡 15層 弥・ 中

L-487 分割材 H区 河川跡 15層 弥・ 中

L-438 分 割 材 河川跡 15層 18_3

し-439 分 割 材 H区 河川跡 1

L-440 板 材 1

L-441 分割材 H区 河サ|1跡 15斥雪 弥 。中

L-442 分割材 H区 河川跡 15層 227-9 12 4 弥 。中

L-443 分割材 H区 河川跡 15層 227-7 18 8 弥・ 中

L-444 H区 河川跡 15層 弥 。中

L-445 H区 河川跡
L-446 隊

L447 分割材 II区

L448 丸 材 Ⅱ区 河川跡 15層 228-4 弥・ 中

L449 丸 7 H区 河川跡 15層 228-3 弥・ 中

分割材 H区 河川跡 15層

L-451 分 割 材
・５

一

板 材 H区 河川跡
丸材

L-454 角材 H区 河川跡 226-2 弥 。中

L-455 分割材 H区 河川跡 15層 弥・ 中

L-456 分割材 H区 河川跡 15層 弥 。中

し-457 板 H区 河川跡 15層 225-5

分 響 材 Ⅱ区 1: 227-4

分割 材

L-460 分割材

分割材 H区 河ナ|1跡 15層 23 8 弥・ 中

L-462 丸材 Ⅱ区 河川跡 15層 103 8 弥 。中

L-463 丸材 II区 河川跡 15層 227-10 弥 。中

L-46」 建築材 H区 河川跡 15層 225-1 弥 。中

剖 材 Ⅱ 区 河 川琳

L-466 材 河,H跡 ユ

L467 分割材 I区 河,H鉢 1

L-468 分割材 II区 河チ1跡 15,曽 弥・ 中

L469 割杭 II区 河,H跡 15層 弥 。中

L-470 割杭 II区 河川跡 15層 228-8 弥・ 中

L-471 割 杭 区 河川跡 15層 228-7 39 9

L-472 角 材 II区 河 川跡 231-1 2941
L473 分割 材 IE至 汀丁サ跡 16舟雪 231-2

L-474 櫛 Ⅶ 区 河 j 跡 3a層 286-2 11 中世

L-475 山物側板 VI区 河ナI跡 3a層 実Ⅲ利 中世

L-476 箆 VI区 河川跡 3層 285-5 平～ 中

L-477 橋 円板 VI区 河川跡 3層 287-2 264-12 平～ 中

L-478 円 板 Ⅵ 区 河チ|1跡
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登録番号 器種・ 種別 地 区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 全長 年代

L-479 円板 VI灰 河ナII跡 3層 287-3 264-13 平～ 中

L-480 曲物 倒1板 VI区 工Tサ ||五 286-18 264-10 15 8

L-481 下 駄 VI区 河川j 22 邁 平 安

L-482 皿 VI区 SD-34 286-6 264-6 中 世

L-483 草 履 Ⅵ 区 河川跡 3b層 285-3 263-5 19 2 平 安

L-484 曲物側板 Ⅵ 区 SD-34 286-8 17 4 中世

し-485 折 敷 Ⅵ 区 SD-34 285-7 18 5 中世

曲物 イ則1板 Ⅵ 区 河∫H 286-1 264-9 10 2 平 安

し-487 不 明 VI区 河∫H 285-9

し488 木錘 Ⅵ 区 河,H跡 3a層 285-2 263-3 18 0 中 世

山物側板 Ⅵ 区 河川跡 3層 286-16 平～ 中

L490 箱 ? Ⅵ 区 SD-34 285-8 264-8 17 8 中世

し-491 不 明 Ⅵ 区 河川跡 3層 285-6 平～ 中

曲物倒1板 VI区 河,W跡 286-10 14 8 平

L-493 皿 VI区 286-7 264-5

し-494 曲物側板 Ⅵ 区 河,11跡 3a層 286-13 中 世

L-495 椀 Ⅵ 区 河川跡 3層 286-5 維134 平～ 中

L-496 箸 Ⅵ 区 SD-34 264-2 中世

L-497 櫛 VI区 河川跡 3a層 263-9 中世

Ⅵ 区 SD-34 263-2 31 6 中世

曲物側板 川 跡 11 0 平

曲物側板
一区一Ⅵ 河,II跡 286-9 10 0 中 世

曲物狽い仮 VI区 河川跡 3層 286-11 平～ 中

L-502 山物側板 VI区 河川跡 3a層 286-12 110 中世

L-503 VI区 河川跡 3層 289-1 96 3 平～中

Ⅵ区
|

河,II跡 46 9 平～中

L-505 分 割材 VT凍 河,H 17 7 平

分割材 VI区 Ⅳ川跡 26 0 平

L-507 分割材 VI区 河川跡 3層 289-5 22 4 平～ |

L-508 分割材 VI区 河川跡 3層 31 2 平～中

L-509 円板 VI区 河川跡 3層 120 平～ 中

Ⅵ区
|

河,H跡 中世

L-511 Ⅵ 区 河,H跡 289-7 21 8 平

L-512 分割材 焉呵 河ナ‖跡 289-3 24 9 平～ |

L-513 板 材 VI区 河川跡 3層 287-7 平

L-514 分割材 VI区 河川跡 3層 48 7 平～ 中

L-515 分割材 Ⅵ 区 河川跡 3b層 289-4 23 6 平安

し-516 分 割 材 Ⅵ 区 河j‖麻 45 8 平安

L-517 板 材 Ⅵ区 |
平～ |

L-518 板 材 帝画「SD-34 平

L-519 角材 VI区 SD-34 21 4 中 世

L-520 角材 Ⅵ 区 河川跡 3層 46 8 平～中

L-521 分割材 Ⅵ 区 河川跡 3層 176 平～中

L-522 Ⅵ区
|

エイ∫Ili 25 9 平～中

Ⅵ 区 河サ| 平～中

L-524 角材 Ⅵ 区 |
河サI 288-5 190

角材 Ⅵ 区 SD-34 33 8

L-526 半裁丸材 Ⅵ 区 河川跡 3層 34 7 平～ 中

L-527 曲物狽い板 Ⅵ 区 河川跡 3層 286-14 平～ 中

L-528 分割材 Ⅵ 区 河川跡 3b層 62 9 平安

Ⅵ 区
|

河,H跡 327-1 平～ 中

Ⅵ 区 河サII跡 101 6

惰 円板 Ⅵ 区
|

河サH跡 287-1 264-14 60 8 平

L-532 板 材 Ⅵ 区 河ナ|1跡 3層 288-1 88 9 半～ 中

し-533 板 材 Ⅵ 区 河川跡 3b層 238-2 327-2 75 1 平安

L-534 丸抗 Ⅵ 区 河川跡 3層 50 7 中世

部1杭 Ⅵ 区 河川跡 3層 290-4 20 8 平～中

し-536 丸J杭 Ⅵ区
|

河 川琳 3,嘗 295-5 26 1 中世

L-537 割 杭 Ⅵ 区 河サ‖跡 3a層 290-5 13 6

L-538 丸杭 〒I扇「河 川鉢 R拝ヨ 83 2 1世

L-539 丸杭 Ⅵ 区 河ナ|1跡 3層 10 1 :～中

し-540 丸 杭 Ⅵ 区 河川跡 3層 296-1 98 9 中世

L-541 丸杭 VI区 河川跡 3層 294-2 335-8 81 6 中世

L-542 丸`杭 Ⅵ 区 河ザII跡 3層 292-1 335-9 68 4 平～ 中

し-54 角 杭 Ⅵ区
|

河サI跡 200-3 平～中

L-544 丸 杭 Ⅵ 区 河サII跡 295-1 255 0 中 世

L-545 丸杭 ▼r顧「
河 チ1跡 335-7 100 9 平～ 中

L-546 丸杭 Ⅵ 区 河川跡 3層 291-6 335-10 78 8 半 ～ 中

L-547 丸杭 Ⅵ 区 河川跡 3層 293-4 48 1 中世

L-548 丸抗 Ⅵ 区 河川跡 3層 293-3 18 9 中世

L-549 区

一

Ⅵ

一
工T∫ I屋琳 3層 297-5 31 6 中世

L-550 Ⅵ区
|

覇JI I星弥 294-4 335-11 中世

L-551 Ⅵ 区 河 サ 跡 3舜雪 291-2 44 7 平～ 中

L-552 丸杭 Ⅵ 区 河ナ跡 3層 296-2 95 9 中 世

L-553 割杭 Ⅵ 区 河ナ跡 3層 290-7 137 8 平～ 中

L-55J 割杭 Ⅵ 区 河

'

跡 8層 291-1 17 2 平～ 中

L-555 角 柿 VI区 河,I 跡 3帰雪 23 5 平～中

登録番号 地 Ⅸ 遺 構 名 全 長 年 代

L-556 丸杭 Ⅵ 区 河川跡 3層 293-2 43 6 中世

L-557 丸 杭 Ⅵ 区 河川跡 3層 297-3 1281 中世

L-558 VI区 3層 290-2 1608 平～ 中

L-559 VI区

L-560 割 杭 Ⅵ 区 JH」チ| 290-8 123 8 平～ 中

L-561 割 杭 Ⅵ 区 河チII跡 3層 291-3 129 2 平～ 中

L-562 丸 杭 Ⅵ 区 河川跡 3層 291-5 336-1 82 3 平～ 中

L-563 丸 杭 Ⅵ 区 河川閉 3層 294-3 336-2 1321 中世

3層 294-1 67 0 中世

| 292-4 74 平～ 中

L 297-1 90 6

L-567 丸 杭 Ⅵ 区 河ナII跡 3層 295-4 168 J 中 世

L-568 丸 抗 Ⅵ 区 河川跡 3層 293-5 336-6 173_5 中世

L-569 Ⅵ 区 河川跡 3層 295-2 214 2 中世

292-5 336-8 166J 平～中

146 7 平

L572 336-9 194 5 平

L-573 Ⅵ 区 河 3層 294-5 336-10 160 1 中 世

L-574 丸 杭 Ⅵ 区 河川跡 3層 297-2 134 7 中世

L-575 Ⅵ 区 河川跡 3層 293-1 337-1 226 5 中世

L-576 3層 295-3 1507 中世
-577 290-1 335-4 1714 平～ 中

3 1945 中 世

L-579 不 明 Ⅵ 区 6 301-4 265-5 25 4 半 安

円板 Ⅵ 区 河ナ|1跡 6層 301-1 265-10 130 平安

L-581 不 明 Ⅵ 区 河ナ1跡 6層 301-3 265-4 149 平安

L 6層 301-2 265-6 平安

302-3 89 0 平安

6 301-6 118 平
=

L-585 Ⅶ 区 河,H跡 6 302-1 44 0 平 安

板材 VI区 河ナ‖跡 6層 301-7 72 4 平安

L-587 丸材 VI区 河,H跡 6層 21 3 平安

L 分 VI区 河,W跡 6層 302-2 22 4 平安

6層 301-5 320-1 1560 平安

6層 304-2 1390 平

L-591 Ⅵ 区 6層 387-4 1623 平

L-592 角抗 Ⅵ 区 辛HIナ 6層 337-5 半

L-593 割 杭 Ⅵ 区 河ナ1跡 6層 52 4 平安

L 河ナ十1跡 6層 303-1 84 0 平安

595 チ| 108.5 平安

303-3 837-6 182 0

L-597 Ⅵ 区 303-5 337-10 165 5

L-598 円板 Ⅵ 区 河ナ‖跡 7層 265-11

L-599 曲物側板 VI区 河川跡 7層 307-2 平安

L-600 下駄 Ⅵ 区 河川功 7層 307-1 265-7 151 平安

L-601 I 7層 307-6 35 1 平安

VI | 172 平 !

| 307-5 24 0 平

L604 Ⅵ 区 十1 307-4 70 7 半

L-605 分割材 Ⅵ 区 河川 7層 41 8 平安

L-606 丸 杭 Ⅵ 区 河川跡 7層 308-3 338-1 68 4 平安

L-607 Ⅵ 区 河川跡 7層 308-1 338-2 97_4 平安

I 帽
一

307-9 8 平 安

7層 307-7 72 3 平 密

7堤雪 308-2 90 1 平 安

L-611 河ナII跡 7層 307-8 338-3 207 5 半 安

L-612 一木多又鋤 V了 区 河ナ|1跡 9層 314-1 266-1 85 0 古・ 中

L-613 不 明 Ч 区 河ナ|1跡 9層 315-1 266-4 10 2 古・ 中

L-614 河ナll跡 9層 315-2 19 2 古・ 中

9b 315-4 176 古 。中

6 期なし

L 91曽 315-8 91 3

L-618 Ⅵ 区 9層 315-5 327-3 45 7

L二 619 分割材 Ⅵ 区 河 川跡 9層 315-3 14 5 古 。中

L-620 分割材 Ⅵ 区 河川跡 9層 15 4 古 。中

L-621 分 河ナ十1跡 9層 古 。中

1062
9帰雪 814-2 78 7

L-624 91書 315-6 1358
丸杭 VI区 河チII跡 9層 316-5 339-2 1275

L-626 割抗 Ⅵ 区 河,W跡 9層 316-4 338-6 58_1 古・ 中

丸杭 VI区 河サII跡 9層 317-5 66 5 古 。中

'II跡

9層 317-1 30.2 古・ 中

V] 9層 317-4 32 0

9舜葺 316-6 110
丸杭 Ⅵ 区 9,曽 316-7

L-632 丸杭 Ⅵ 区 河川跡 9層 317-2 31 4 古 。中
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地 区 遺 驚名 層位 実測番号 写真番号 全長 年代

L-633 丸杭 Ⅵ 区 河川跡 9層 317-6 339-3 65 0

し-634 丸杭 Ⅵ 区 河,H跡 9,霞 318-1 62 5

し-635 丸 杭 VI区 1跡 318-2 62 4 古 。中

L-636 角 杭 VI区 1跡 316-2 1249 古・ 中

し-637 角 杭 VI区 河川跡 9層 316-3 39 7 古・ 中

L-638 丸 杭 Ⅵ 区 河川跡 9層 317-7 66 0

L-639 丸 杭 Ⅵ 区 河川跡 9層 317-3 36 9

L-640 丸杭 VI区 II星休 318-3 41 9

L-641 Ⅵ 区 十五弥 91書 316-1 338-5 176 0 古 。中

L-642 丸 Y「
14ザ  "か 9層 315-7 66 8 古 。中

L-643 不 明 昆具 VI区 河川跡 10層

L-644 不 明 Ⅵ 区 河川跡 10層 271-9 22_4

L-645 矢 Ⅵ 区 河川跡 10層

L-646 不明 VI区 工TII 10,善 327-1 271-10 18 2

L-647 不明 VI区 河ナ十1 10,曽 328-コ 271-12 20 2 古・ 中

L-648 Ⅵ 区
|

河 )H跡 10層 323-J 古・ 中

区
・　　　一十一一一一一・ 河川跡 10層 324-2 268-11 古・ 中

L-650 不明 Ⅵ 区 河

'II跡

10層 327-3 271-11

不明農具 Ⅵ 区 河サ|1跡 10層 269-3

L-652 木錘 VI区 河 川跡 324-1 268-12 20 2

L-653 不 明 VI区 河サH跡 10,薔 271-13 24 8 古・ 中

VI区 10層 328-2 271-14 22 4 古・ 中

ス 区 河ナ1跡 10層 322-2 267-2 56 2 古・ 中

L-656 火鑽 臼 Ⅵ 区 河川跡 10層 326-2 270-11 21 3

し-657 ナス ビ型平鍬 Ⅵ 区 河ナ|1跡 10層 323-2 267-5 17 4

L-658 不 明 Ⅵ 区 326-4 44 4

ス VI 322-1 50 8 古 。中

ナ ス 10層 323-1 267-4 34 8 古 。中

河川跡 10層 325-3 270-4 古・ 中

矢 Ⅵ 区 河川跡 10層 325-4 270-5

堅 櫛 Ⅵ 区 河川 10層 326-1 270-7

L-664 斧膝柄 Ⅵ 区 |
324-6 269-7 18 2

L-665 斧 269-8 29 0 古 。中

L-666 323-5 29 8 古・ 中

II 10層 58 6 古・ 中

Ⅵ 区 河川 10層 327-4 272-1 88 6 古 。中

L-669 分割材 Ⅵ 区 河川跡 10層 69 9

L-670 分割材 Ⅵ 区 河ナI 334-3 18 9

L-671 Ⅵ 区 II

L-672 | 10層 333-6 56 2 古・ 中

10層 13 2 古・ 中

I丁 ,I 10層 102 4 古・ 中

Ⅵ 区 V丁ナ| 10層 11 4

L-676 板 材 Ⅵ 区 河ナ1跡 10層 332-8 23 9

L-677 丸材 Ⅵ 区 河川跡 10層 336-2 93 8

L-678 板 材 ∫ 14 0

L 334-2 18 8 古・ 中

-680 10,曽 25 0 古 。中

河川跡 10層 28 2

L682 Ⅵ 区 河川跡 10層 12 1

L-683 分割材 Ⅵ 区 河ナ|1跡 10層 12 6

L-684 分割材 Ⅵ 区 河ナ十1跡 137
L-685 10 336-5 31 9

L-686 VI 21 7 古・ 中

-687 10層 382-5 120 古 。中

I 10層 335-3 328-6 47 3 古 。中

VI区 河川跡 10層 331-1 98 6 古・ 中

L-690 不 明 Ⅵ 区 河川跡 10層 327-5 272-2 82 2

L-691 分割材 Ⅵ 区 河ナ|| 178
L-692 | 386-3 71 7

L-693 VI 52 1 古・ 中

10層 335-2 193 古 。中

Ⅵ 区 河川跡 10層 35 2 古・ 中

L-696 丸 材 Ⅵ区 河川跡 10層 337-1 32 0 古 。中

L-697 板 材 VI区 河川跡 10層 332-6 17 5

L-698 丸 材 Ⅵ 区 洋丁ナ十 387-4 36 7

L-699 不 明 | 1 326-6 272-3 22 6

L-700 332-3 32 4 古・ 中

113 古・ 中

10層 335-7 158 古 。中

Ⅵ 区 河川跡 10層 325-1 269-9 33 2 古 。中

L-704 Ⅵ 区 河川跡 10層 332-7 193
L-705 分割材 VI区 10層 27 8

L-706 分割材 Ⅵ 区

L-707 24 5 古 。中

L-708 33 8 古・ 中

L-709 板 材 Ⅵ 区 河サH鉢 10層 332-2 31 0 古・ 中

与真巻号 全 長 年代

L-710 角 紘 VIEXl 丁ナ|1跡 10層 333-3 327-7 22 7 古・ 中

L-711 角材 VI区 河川跡 10層 333-J 33 6

L-712 分割材 Ⅵ 区 河川跡 10層 334-1 16 6

L-713 板 材 Ⅵ 区 河ナII跡 17 3 ・ 中

L714 不明 VI区
'II赤

1 326-5 16 4 古 。中

L-715 角 材 VI区 Iか 1 333-5 16 0

L-716 木 錘 Ⅵ 区 河,II跡 0層 324-3 268-13 17 0

L-717 丸材 Ⅵ 区 河川跡 0層 337-3 328-4

L-718 角材 Ⅵ 区 河川跡 0層 44 2

L-719 板材 Ⅵ 区 河ナ1跡 ユ 35 1 古・ 中

L-720 不明晨具 VI区 河 川跡 0 324-5 269-6 58 8 古・ 中

L-721 不 明 岳員 VI区 河〕H跡 324-4 269-5 24 6

分割 材 Ⅵ 区 河チII跡 10層 32 1

L-723 分割材 Ⅵ 区 河ナII跡 10層 43 0

L-724 半裁丸材 Ⅵ 区 河
'H跡

10層 335-1 80 0

L-725 分割材 Ⅵ 区 河テ|1跡 32 9

L-726 板 材 VI区 河,H跡 332-1 327-9 47 5 古 。中

L-727 角 材 VI区 河サH鉢 333-2 51 2

分 割 材 V 河川跡 10層 32.3

L-729 分割材 Ⅵ 区 河川跡 10層 57 8

L-730 丸 材 Ⅵ 区 河川跡 10層 335-6 328-7 52 8

L-731 分割材 Ⅵ 区 河チII跡 28 9 古 。中

L-732 角 材 VI区 河∫H跡 333-1 20 3 古・ 中

L-733 不 明 VI区 328-1 272-5 43 0 古 。中

建 築 材 (梯子 ) V] 河サII跡 10層 328-5 112 4

板 材 Ⅵ 区 河川跡 10層 160
L-736 丸 材 Ⅵ 区 河川跡 10層 335-5 13 7

L-737 板 材 Ⅵ 区 河ザll跡 331-5 1

L-738 建 築 VI区 河ザH跡 321-1 1140 古・ 中

L-739 VI区 VfI」 ザII「メ♪ 23_8 古 。中

分 割 材 VI区 河ナ十1跡 10層

し-74 分割材 VI区 河川跡 10層

L-742 分割材 Ⅵ 区 河川跡 10層 14 2

L-743 分割材 VI区 河川跡 古 。中

L-744 丸 材 Ⅵ 区

剛一剛
10 337-2 328-5 16 3 古・ 中

L-745 騨 築 材 Ⅵ 区 330-3 2 古 。中

L-746 丸】材 VI区 10層 336-1 328-8 97 3 古 。中

L-747 丸材 VI区 河川跡 10層 336-4

L-748 分割材 Ⅵ 区 河川跡 10層 334-5 1224
L-749 分割材 Ⅵ 区 河川跡 10層 2

L-750 分割材 Ⅵ 区 河川 F 古・ 中

L-751 建築材 VI区 321-2 1116 古・ 中

L-752 分部1材 Ⅵ 区 1068 古・ 中

L-753 分割1材 VI区 1跡 10層 334-4 90 5

L-754 丸材 Ⅵ 区 河川跡 10層 335-4 328-9

L-755 板 材 Ⅵ 区 河川跡 10層 331-4 115 4

L-756 分割材 Ⅵ 区 河川跡 10層 118 8 古・ 中

L-757 分割材 Ⅵ 区 河,II跡

河∫‖跡

１ 〇

一
１ ０

76 0 古 。中

L-758 建築材 VI区 330-4 321-3 1100 古 。中

L-759 分割 材 VI区 川 跡 334-6 125 1

L-760 契 材 VI区 河

'II跡

10層 330-2 321-4 208 0

L-761 割 材 Ⅵ 区 河川跡 10層 204 0

L-762 板 材 Ⅵ 区 河川跡 10層 331-2 234 5

L-763 建築材 Ⅵ 区 河川跡 110層 321-5 220 5 古・ 中

L-764 分割材 Ⅵ 区 河川跡 1 lC 248 5 古・ 中

L-765 建築材 VI区 河 川跡 329-3 321-6 158 0 古・ 中

L-766 分割 材 Ⅵ 区 河サH豚 190_3

L-767 板 材 VI陳 河ナ十1跡 0層 331-3 154 6

分割材 Ⅵ 区 河川跡 0層 333-7 231 5

L-769 建築材 Ⅵ 区 河川跡 0層 329-1 321-7 140 2

L-770 分割材 Ⅵ 区 河川跡 0層 334-7 186 5 古 。中

L-77ユ 建築材 Ⅵ 区 河∫II訴 329-2 322-1 81 6 古・ 中

L-772 丸 杭 VI区 河チII跡 337-7 129 4 古 。中

L-773 丸】杭 VI区 JHT〕 H跡 0,曽 338-1 124 3

L-774 割 杭 Ⅵ 区 河ナII跡 0層 387-5 182
L-775 割 杭 Ⅵ 区 河川跡 10層 387-6 21 8

L-776 丸 抗 Ⅵ 区 河川跡 10層 338-3 54 8

L-777 丸 杭 Ⅵ 区 河川跡 10層 338-4 97 5 古・ 中

L-778 丸 抗 Ⅵ 区 河ナ‖跡 338-2 78 7 古・ 中

L-779 丸 抗 VI区 河サII跡 337-8 339-7 162 8 古・ 中

L-780 分 部 材 VI 河サH跡 1 340-ユ 43_3

L-781 岳具 直柄 VI区 河

'H跡

12b層 346-3 276-4 28 4

L-782 不 明 VI区 河ナII跡 12b層 347-5 272-6 114
農具直柄 VI区 河川跡 12c層 276-3 42 2

L-784 掘 り棒 Ⅵ 区 河川跡 12c層 346-5 33 8 古 。前

し-785 山柄鍬 Ⅵ 区 河ナ|1跡 345-2 273-4 28 4 古 。前

L-786 懲 纂 材 VI灰 河 川跡 347-6 322-3 34 6 古 。前
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直

名 写真番号 全 長 年 代

L-787 VI区 跡 12c層 345-3 272-7 20 2 古・ 前

L-788 膝柄二又欽 Ⅵ 区 河川跡 12c層 345-1 274-1 55 4 古 。前

L-789 掘 り棒 VI区 河川跡 12b層 346-6 276-10 80 4 古・ 前

L-790 矢 Ⅵ区 河川跡 12c層 2 Pξ ° 日U

L-791 鎌 柄 VI区 河ナ|1跡 347-1 276-11 36 2 古 。前

L-792 欽 膝柄 VI区 河サ|1跡 276-7 ユ 古 o FSfi

L-793 Ⅶ 区 12b層 347-4 277-12 27 0 古 。前

L794 VI区 河 , 跡 12b層 346-1 273-1

L-795 弓 VI区 河

'

跡 セa層 277-9 21 6

L-796 Ⅵ 区 河ナ ηa層 350-3

L-797 348-1
-798 350-7 21 2 古・ 前

河 , 跡 認b層 350-4 36 0 古・ 前

L-800 分割材 Ⅵ 区 河ナ 跡 総b層

L-801 分割材 Ⅵ 区 河ナ 鯰b層 37 0 FT ' 日H

L-802 24 1 古 。前
-803 63 8 古 ・ 蔀

鯰b層 22 4 古・ 前

角材 Ⅵ 区 河ナ 跡 鯰b層 349-1 87 2 古 。前

角材 Ⅵ 区 河ナ 跡 総b層 82 3

し-807 Ⅵ 区 河ナ 45 2 F〒 
°
 日u

L-808 48 6 古 。前
L-809 350-6 古 ・ 前

総b層 57 4 古 。前

L811 VI区 河ナ|,亦 鯰b層 350-1 333 0

L812 丸材 Ⅵ 区 河ナ十五亦 9b層 11 4

L-813 板 Ⅵ 区 河チIF亦 517
L-814 板材 VI墜 I跡 22 6 ・ 同W

し-815 分留材 Ⅵ 区 Iラ小 44 0

板 材 Ⅵ 区 河 サIF弥 12c層 348-4 86 4 古・ 前

L-817 板材 Ⅵ 区 河 , |五弥 12b層 21 3 古・ 前

L-818 掘 り棒 ? Ⅵ 区 河 , 1跡 氾b層 346-4 276-9

L819 丸材 Ⅵ 区 河 , 1跡 12b層 350-5 33 8

L-820 板材 区
一

河 1跡 40 7 ・ 同町

L-821 末 鉦 Ⅵ区 河 1呂亦 347-2 148
分割 材 Ⅵ 区 河 , 1跡 12c層 57 8 古・ 前

分割材 Ⅵ 区 河 サ1跡 12c層 349-6 21 7 古 。前

角材 Ⅵ 区 河 IF亦 12c層 349-3 1695
L-825 板打 Ⅵ 区 河 サ|,亦 12c層 347-7 31 2 P〒 ・ 同町

L-826 分割材 区

．
河 1跡 46 7 古 。前

L-827 分割 材 Ⅵ 区 河 1跡 109 8 古・前
L-828 分割 材 Ⅵ 区 河 1跡 44 9 古 。

F葺イi

分割材 Ⅵ区 河 |[亦 12c層 349-5 33 0 古・ 前

L-830 板材 Ⅵ 区 lii]「サ|,亦 12c層 348-2 329-1 22 3 古 。前

角材 Ⅵ 区 河 t,亦 12a層 349-4 122 2

L-832 板材 VI区 河ナ十1跡 12b層 348-5 82 6

L-838 角材 VI区 河∫H跡 349-2 136 2

L-834 分割 材 Ⅵ 区 河∫H跡 12c層 349-7 98 6

割 杭 Ⅵ 区 F研〕Hμ 12b提雪 351-1 81 4 古 。前

分割材 VI区 河 |IL小 12a層 350-2 279 5 古 。前

分割材 Ⅵ 区 河川跡 13層 352-5 66 0

L-838 分割材 Ⅵ 区 河川跡 13層 352-3 42 4

L-839 板 材 Ⅵ 区 河チII跡 13 352-2 28 0

L-840 板 材 Ⅵ 区 河∫‖跡 352-1 329-3 81 1 ・ 同町

L-841 丸 材 Ⅵ 区 河川μ 13b∫曽 352-4 47 3

L-842 分割材 Ⅵ 区 河 ||力小 14層 2 弥・ 中

L-843 分割材 Ⅵ 区 河川跡 14層 27 9 弥・ 中

L-844 分割材 Ⅵ 区 河川跡 14層 38 2 弥・ 中

L-845 分割材 Ⅵ 区 河川跡 14層 354-8 50 5 弥・ 中

L-846 角材 Ⅵ 区 河 III跡 354-6 86 4

L-847 分 害材 Ⅵ 区 河,II跡 354-7 85 4 弥・ 中

L-848 板 材 Ⅵ 区 河川μ 49 7 弥 。中

角材 Ⅵ 区 河,II跡 14層 354-4 弥・ 中

L-850 分割材 Ⅵ 区 河川跡 14層 38 4 弥・ 中

L-851 角材 Ⅵ 区 河川跡 14層 354-5 30 0 弥 。中

L-852 板 材 Ⅵ 区 河,II跡 38 7

L-853 角材 Ⅵ 区 河 川跡 37 1

L-854 板 材 Ⅵ 区 河,H跡 141膏 354-1 331-8 74 2

L-855 直柄 広鍬 Ⅵ 区 河川μ 16al曽 358-1 286-3

L-856 竪 杵 Ⅵ 区 河,I跡 15層 361-2 304-7 56 9 弥・ 中

泥 除 Ⅵ 区 河川跡 16a層 358-2 293-1 弥・ 中

L-858 竪 杵 Ⅵ 区 河川跡 15a層 361-3 60 0 弥・ 中

L-859 泥 除 Ⅵ 区 河川跡 358-3 293-2

L-860 斧膝柄 Ⅵ 区 河 川跡 361-1 315-2 58 2

解 Ⅵ 区 河サH跡 360-3 40 5 弥 ・ 中

L-862 建 築 材 (扉板 ) VI反 河 川 桜 15c,曽 362-1 325-1 1360 弥・ 中

泥 除 Ⅵ 区 河,II跡 15a層 359-2 290-2 35 0 弥・ 中

; 地 丞 遺 橋 名 層 位 実測番号 与臭番寺 全長 年代

L-864 泥除 (未製 品 ) Ⅵ 区 河川跡 6a層 360-1 289-1 42 0 弥 。中

L-865 泥除 (未製 品 ) Ⅵ 区 河川勁 嬌a層 359-1 36 4

L-866 分割材 VI灰 河∫H跡 23 1

L-867 T? VI区 河∫H 35 0 ・ 中

L-868 VI区 河 川 363-2 91 1 。中

板 材 Ⅵ 区 河川跡 棒a層 56 4 。中

L-870 角材 Ⅵ 区 河川跡
`a層

362-3 38 8

L-871 角材 Ⅵ 区 河川跡 汚a層 38 0

L-872 分割材 VI医 汀T∫ l li 25 4

L-873 メ VI区 河サ| 362-4 弥・ 中

L-874 VII丞 河 川排 32 1 弥・ 中

半裁丸杭 Ⅵ 区 河川跡 るa層 363-3 49 4 弥・ 中

L-876 角杭 Ⅵ 区 河川跡 ha層 363-5 23 9 弥・

L-877 丸材 Ⅵ 区 河サ1跡 bc層 364-1 173 5

L-878 板 材 VI区 T丁∫1山 362-2 24 9

L-879 作 業 台 VI区 360-2 27 2 。中

丸材 Ⅵ 区 河サH跡 15層 363-4 64 3 ・ 中

L-881 分割材 Ⅵ 区 河川跡 ha層 96 5 ・ 中

L-882 分割材 Ⅵ 区 河川跡 輛a層 363-1 78 2

L-883 丸杭 VI医 河 ||1駄 149 2 安

L-884 板 材 VI 河∫H跡

L-885 板 材 VI区 。中

箸 Ⅵ 区 河サ|1跡 3層 286-3 ～ 中

L-887 農具直柄 ⅦI区 河川跡 10層 399-1 30 6 ・ 中

L-888 板 材 ⅦI区 河川跡 10層

L-889 分割材 ⅦI区 河 ||1麻 35 4

L-890 分割材 Ⅷ 区 河jH
1 34 3

L-891 角 材 ⅧI区 400-3 ・ 中

Ⅶl区 河サ|1跡 10層 118 ・ 中

L-893 分割材 ⅦI区 河川跡 10層 76 5 ・ 中

L-894 板 材 Ⅷ 区 河川跡 10層 400-1 35 5 。中

L-895 ⅦI区 河サ十1跡 10層 30 8 年・中
L-896 河,H跡 400-2 85 9 由

L-897 400-4 1362 。中

角材 Wlll区 河サ十1跡 10,曽 195 ・ 中

L-899 分割材 VⅢ区 河川跡 10層 42 7 ・ 中

L-900 分割材 ⅦI区 河川跡 10層 400-5 47 0 。中

L-901 角杭 ⅦI区 河川跡 10層 401-1 98 5

L-902 割杭 ⅦI区 河 ||1跡 1 66 9

L-903 丸`杭 河,H跡 401-5 142
角 杭 ⅥⅡI丞 河∫H柳 35 9 ・ 中

L-905 角杭 ⅦI区 河サ1跡 10層 401-2 71 3 。中

L-906 半裁丸杭 ⅧI区 河川跡 10層 401-4 62 5 ・ 中

L-907 膝柄二又鍬 ⅦI区 河川跡 12層 407-2 274-2 56 8 一削
L-908 一本平鋤 ⅦI区 河サ|1跡 12層 407-3 275-2 52 0

L-909 零 杵 ⅦI区 河∫H跡 1 408-1 277-3 92 2

L-910 打 標 408-2 69 2

L-911 直柄広鍬 ⅦI区 河,H跡 121曽 407-ユ 272-9 31 4 ° 日u

L-912 櫂 ⅦI区 河川跡 12層 408-3 277-1 260 4 一削

L-913 建築材 IRJ区 河川跡 12層 410-2 323-1 79 2 一削
L-914 建築材 ⅦI区 河川跡 12層 409-1 81 4

L-915 欠番

L-916 摩築 材 Ⅷ 区 河∫| ユ 409-2 323-3 62 6

L-917 分割 材 VnI区 河サII 1 58 6 ・ 同u

角材 ⅦI区 河ナII跡 12層 3 75 4 ・ 日町

L-919 板 材 Ⅷ 区 河川跡 12層 1 100 一副

L-920 分割材 ⅦI区 河川跡 12層 34 0 一削
L-921 角材 VⅢ区 河川跡 12層 99 7

L-922 丸材 ⅥII区 FTチ IIj 1 412-4 70 9

L-923 分 割 材 ⅦH 河,II 1 03 8

L-924 徘割 材 VIII区 河 川 1 74 0 ・ 同l」

L-925 半裁丸材 ⅧI区 河川跡 12層 412-3 01 7 ' 日町

L-926 角材 Ⅷ 区 河川跡 12層 4 11 4 一削

L-927 丸杭 VⅢ区 河川跡 12層 413-5 89 1 ° 日町

L-928 割抗 Ⅷ 区 河
'II跡

413-1 1038
L-929 丸.杭 河,II跡 1 413-4 389-12 89 0

L-980 丸】材 河,II跡 394-1

L-931 不 明 Ⅲ可川跡 1 16 2

L-932 分割材 VIn区 河,II跡 11,盲 403-1 24 4 ・ 中

L-933 分割材 Illl区 河川跡 12層 4 5 275 7 一削
L-934 建築材 Ⅷ 区 河川跡 12層 4 0-1 324-1 68 6 一削
L-935 分割材 Illl区 河川跡 12層 4 47皿
L-936 Ⅷ 区 河 1吊亦 1 4 2 14021
L-937 J丁∫1跡 1 53 2

L-938 河 j |,弥 1 39 9 学則

L-939 泥 除 Ⅷ 区 河 ∫1跡 15,薔 524-3 297-1 148 ・ 中

L-940 泥 除 IEll区 河 , 1跡 15層 524-2 296-4 17 4 弥・ 中
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L-941 直柄広鍬 VⅢ区 河川跡 15た雪 35 6

L-942 直柄広鍬 Ⅷ 区 河川跡 15層 287-4 36 0

L-943 画柄広鍬 vlu区 河川跡 15層 286-1 32 0 弥・ 中

し-94電 直柄 広欽 ⅥⅡ区 預T11+[ 515- 288-1 39 2 弥 。中

L-945 直柄広鍬 Vm区 河∫H 1 8 弥 。中

L-946 直柄狭鍬 VIu区 河,II 1 517

L-947 直柄狭鍬 IIu区 河,II跡 15κ豊 2 36 2

L-948 櫂 Ⅷ 区 河川跡 15層 316-5 74 0

L-949 泥 除 Ⅷ 区 河川跡 15層 297-2 ・ 中

泥 除 Ⅷ 区 河∫H 15層 弥 。中

L951 抒 棒 | 1 88_0 弥・ 中

L-952 打 俸 Ⅷ 区 1

L-953 打 棒 Ⅷ 区 可川跡 151曽 303-1 102 0

L-954 打棒 VIn区 可ナ1跡 15層 537-3 105 2

L-955 斧直柄状木製品

斧直柄状木製品

Ⅷ 区 可ナ1跡 15層 555-1 319-1 53 2 弥・ 中

L-956 VIIILて || 1 555-2 319-2 62 4 弥・ 中

L-957 斧直柄 ⅦI区 15層 544-1 307-2 81 6 弥 。中

L-958 斧直柄 VⅢ 区 河川 15層 542-2 308-2 78 8

L 斧直柄 Vm区 河川跡 15層 542-1 7AA I
ⅥⅡ区 河川跡 15層 540-1 310-2 73_6

l 15層 518-1 281-4 48 4 弥・ 中

L-962 304-4 41 6 弥・ 中

L-963 斧膝柄 551-2 313-1 59 0 弥・ 中

L-964 斧膝柄 河川 550-2 313-3 42 7

L-965 斧膝柄 Wlll区 河川跡 15層 550-3 313-4

Ⅷ 区 河川跡 15層 551-1 313-2 49 2

| 15層 551-3 316-3 110 弥 。中

L-968 | 552-1 311-3 61.6 弥 。中

L-969 541-2 309-1 68 3 弥・ 中

L-970 直 柄 ⅦI区 河,H 522-1 279-2 49 6

L-971 泥 除 ⅦI区 河川跡 15層 529-2 32 0

V‖区 河川跡 15層 527-1 294-1 31 2

河川跡 15層 526-1 295-2 30 6 弥 。中

4 528-1 294-2 28 4 弥・ 中

L-975 泥 除 531-2 32 4

板 材 IRH区

-977 分割材 VⅢ区 河川跡 15層 11_5

VШ区 河川跡 15層 6∫丁耳
河川跡 15層 1045 弥・ 中

lf 557-4 330-2 21 6 弥 。中

L-981 528-1 278-5 95 2 弥 。中

L-982 分割材 Ⅷ 区 98 4
-983 建築材 llll区 河ナ|1跡 15κ雪 324-2 82 8

ⅦI区 河川跡 15層 559-4 19 0

河川跡 15層 95 8 弥・ 中

562-3 331-11 68_5 弥 。中

1 42 7 弥・ 中

板 材 ⅦI区 560-1 弥・ 中
-989 分割材 VⅢ区 河川跡 15層 115 0

Ⅷ 区 河川跡 15層 559-2 331-1 16 5

Ⅷ 区 河ナ|1跡 15層 566-2 332-7 40 0
L-992 15層 566-3 50 3 弥・ 中

L-993 1 18 4 弥 。中

L-994 板材 15層 559-5 831-2 14_5 弥 。中

L-995 分割材 Ⅵ‖区 5層 20 6

L-996 分 Ⅷ 区 河川跡 15,薔 42 1

L-997 ⅥH区 河川跡 15層 548-1 306-1 74∫可
L-998 河 , 15層 558-6 331-7 16 6 弥・

L-999 I 5 559-6 331-4 弥・ 中

L-1000 331-9 108 弥・ 中

L-1001 角材 Ⅷ 区 15層 561-2 331-10 2 弥 。中

L1002 分割材 llu区 汗丁ナ| 15層 49 7

L1003 角 材 Ⅷ 区 河川跡 15層 561-3 331-12 56 5

L-1004 Ⅷ 区 河川跡 15層 567-2 47 8

河 ,I 15層 256 0 弥 。中

L-1006 560-3 46 3 弥 。中

L-1007 48 3 弥・ 中

L-1008 279-1 59_6

L-1009 分割材 Ⅷ 区 河ナ|1跡 15層 41 0

L-1010 Ⅷ 区 河川跡 15層 35 4

し-1011 Ⅷ 区 河川跡 15層 561-4 60 9

15層 39 7 弥・ 中

L-1013 32 5 弥 。中

L-1014 分割材 ⅥE区 河川, 31 4 弥・ 中

L1015 分割材 ⅥH区 河チ|1跡 85 6 小・ 中

L1016 分割材 14H区 河川跡 15層 566-5 42 8

L-1017 今 割 材 VIH灰 河川跡 15層 565-1 332-9 53 1 弥・ 中

登録番号 器種・ 種別 地 区 遺構名 層 位 実測番号 与真番号 年 代

L 分 Ⅷ 区 河川跡 15層 30 3 弥 。中

Ⅷ 区 河川跡 15層 566-6 44 8 弥・ 中

曽
一

切
一

27 3 弥・ 中

L-1021 15層

L-1022 分割材 15層 564-1 338-1 86 6

L-1023 Ⅷ 区 河ナ|1跡 15層 27 5

L-1024 Ⅷ 区 河川跡 15層 564-3 333-2 75 7 弥 。中

1025 Ⅷ 区 河川跡 15層 45 5 弥 。中

15層 558-7 331-5 16 4

L-1027 1

L-1028 角材 562-4 332-1 66 3 弥 。中
L-1029 角材 VШ区 15層 90 0 弥・ 中

L Ⅷ 区 河川跡 15層 102 6 弥・ 中

VIH区 V]ナ | 15層 560-5 35 6 弥 。中

チ| 560-4 58 8

し-1033 ナ| 565-3 59 6

L-1034 分割材 ⅧI区 河ナ‖ 34 9 弥・中
L-1035 VШ区 河サH 15層 190 弥 。中

llll区 河川跡 15層 568-2 140 弥・ 中

ⅥⅡ区 河川勁 15層 558-1 329-8 23 5 弥・ 中

L一 Irll II 41 5 弥・ 中
L-1039 562-5 48 4 弥 。中

L-1040 不 明 25 2

L-104 分割材 lllI区 河ナ|1跡 15層 弥 。中
L-1042 分 144区 河川跡 15層 51 4 弥 。中

VⅢ 区 河川跡 15層 実測せず

| 15層 16 8 弥・ 中

L-1045 1 21 0 弥・ 中
L-1046 板 材 559-1 331-6 13 1

L-104 板 材 Ⅷ 区 河川跡 15サ曹 14 9 弥 。中
L-1048 分 ⅦI区 河川跡 15層 53 9 弥・ 中

IBu区 河川跡 15層 18 7 弥 。中

ユ 15層 75 4 弥・ 中

L-1051 1 1

L-1052 丸杭 1 74_3

L-1053 丸杭 Ⅷ 区 河ナ|1跡 151薔 568-5

L-1 Ⅷ 区 河川跡 15層 568-9 20 8 弥・ 中

1055 ) Ⅸ 区 河川跡 10層 399-3 322-2 90 8 古 。中

ユ
ｌＣ

一

399-4 63 1 古 。中

L-1057 河 100 6

L-1058 丸抗 IXし Zζ 河,II豚 402-2 26_3

L-1059 丸杭 Ⅸ 区 河ナH跡 10層 402-3 20.0

L-1060 丸抗 Ⅸ 区 河川跡 10層 402-4 古・ 中
-1061 木鍾 IX区 河川跡 10層 399-2 268-14 160 古・ 中

分響材 IX灰 河川跡 12層 67 2 古 。前

L-1063 角 材 IX区 河 川跡 329-5 53 0

L-1064 割杭 IX区 河∫H跡 84 8

L-1065 丸杭 Ⅸ 区 河ナ十1跡 18 2

L-1066 割 抗 Ⅸ 区 河川跡 12層 4 古・ 前

L-1067 半裁丸杭 IX区 河川跡 12層 4132 339-11 100 0 古 。前

L-1068 直柄 広 Ⅸ 区 河川跡 15c層 513-2 287-1 38 0 弥・ 中

L-1069 雇豆本 Ⅸ 区 河川跡 513-1 36 2 弥 。中

L-1070 ど室本 ||1跡 516-1 288-2 28 8 味 ・

L-1071 直柄広鍬 Ⅸ 区 1豚 514-1 287-3 38_2 弥・ 中

L-1072 直柄広鍬 IX区 河川跡 16c層 512-2 弥 。中

L-1073 直柄狭鍬 Ⅸ 区 河川跡 馬a層 516-3 283-2 40 4 弥 。中

L-1074 直柄狭鍬 IX区 河川跡 るc層 519-1 280-3 60 0 弥・ 中

L-1075 IX区 河川跡 朽d層 521-1 281-1 48 2 弥・ 中

L-1076 直 枢 IX区 河∫‖跡 518-2 281-3 48 0 弥・ 中

L-1077 泥 除 Ⅸ 区 |
527-2 295-3 29 2 弥・中

L-1078 泥 除 Ⅸ 区 跡 525-4 297-4 12 6

L-1079 泥 除 Ⅸ 区 河ナII跡 6c層 524-1 296-5 弥 。中
泥 除 Ⅸ 区 河川跡 15c層 525-3 297-5 弥 。中

泥 除 Ⅸ 区 河川跡 15d層 529-1 296-1 13 2 弥・ 中

L 泥 除 IX区 [ 河川助 15a層 526-2 294-3 36 0 弥・中
泥 除 Ⅸ 区 J丁∫| 530-1 292-1 42_4 弥・中
泥除 IX区 √丁サ| 531-1 291-2 38 8

泥除 Ⅸ 区 河サ| 15d,曽 528-2 295-1 29 8

L1086 打 棒 Ⅸ 区 河,II跡 15d層 534-2 302-3 23 0 弥・中
L-1087 打棒 Ⅸ 区 河川跡 15c層 535-1 300-2 108 弥 。中

L-1088 竪 符 IX区 河川跡 16c層 305-1 49 0 弥・ 中

し-1089 竪 杵 IX区 河∫| bd層 538-2 52 0 弥・中
L-1090 斧直柄 | 15cl善 541-1 70 8

し 1091 斧直柄状木製品 Ⅸ 区 Iic層 19-3 57 2

L-1092 梶棒状木製品 Ⅸ 区 河川跡 15d層 317-2 41 6

L-1093 斧直柄 Ⅸ 区 河川跡 15c層 548-3 弥・ 中

L-1094 不 明 IX灰 河川跡 おd層 554-3 318-10 24 8 弥 。中
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鶴 器種・ 種別 地 区 実預J番号 全 長 年代

L-1095 容器把手 Ⅸ 区 河川跡 15d層 318-5 24 2

1096 Ⅸ 区 河川跡 15d層 558-2

1097 河川跡 15c層 559-7

L | 298-2 41 8 弥・ 中

L1099 斧 307-4 34 0 弥 。中

L l100 斧直柄 tX区 307-5 弥 。中
L l101 り棒 Ⅸ 区 河川跡 16d層 298-3 30 6 弥 ・ 中

1102 IX区 河川跡 15d層 549-2 316-1 19 6 弥・ 中
1103 河川跡 15d層 549-1 316-2 25 2

L-1 550-1 312-1 43 2 弥・ 中

L l105 斧 318-6 35 2 弥・ 中

L l106 盤 IX区 554-2 318-6 22 2 弥 。中
L l107 Ⅸ 区 河川跡 15a層 554-1 318-7 41 2

1108 Ⅸ 区 河川跡 16c層 537-2 298-5

15d層 302-1 1048 弥 。中

L ll10 535- 301-1 1106 弥・ 中

L lll 16dサ膏 305-5 71 2 弥・ 中

L ll12 斧直柄 Ⅸ 区 河ナ1跡 15d層 311-2 73 2

1113 IX区 河川跡 15c層 83 8

河川跡 15d層 308-ユ 84 0
L-1 16d,曽 307-1 86 4 ・ 中

L-1116 木 15d層 298-1 1554 ・ 中

L 斧直柄 IX区 河 306-2 76 8 ・ 中

L-1118 Ⅸ 区 河川跡 16d層 281-2 51 6 弥・ 中

1119 Ⅸ 区 河川跡 bd層 299-1 109 8

ll 河川跡 嬌c層 299-2 116 0
L-112 IX bc層 536-2 299-3 1176 弥・ 中

L-1122 弓 553-2 89 2 弥 。中

L 1123 櫂 552-2 316-6 116 8 弥 。中
L 直柄狭鍬 Ⅸ 区 河川跡

`b層
517-2 282-4

1125 IX区 河川跡 るc層 534-1 303-2 99 4
ll 河チ bc層 520-2 280-1 42 8

L-11 6c層 539-1 305-7 27 0 ・ 中

L l128 泥 除 530-2 297-7 19 2 。中

L l129 竪杵 Ⅸ 区 303-3 151 6 。中

L l130 IX区 河ナ|1跡 15c層 556-1 326-1 81 8 ・ 中

1131 Ⅸ 区 河川跡 15d層 557-1 29 9

河川跡 15c層 334-8 62 6
L-1 I 15a層 561-7 206 5

L l134 56 5 弥・ 中

L l135 分割材 37 6 弥 。中
L-1136 分割材 Ⅸ 区 河川 74 6

1137 Ⅸ 区 河川跡 15c層 561-5 1201
1138 IX区 河川跡 15c層 538-1 304-3 13 9

L-1 15c層 564-2 333-3 82 0
L l140 563-5 1052 ・ 中

L l14 分割材 43 5 ・ 中

L-114 Ⅸ 区 河,II 563-3 117 2

IX区 河川跡 15c層 38 9
1144 Ⅸ 区 河川跡 16c層 563-1 333-4 1299

L-1 河川跡 15c層 559-3

L l146 分 ようC,曽 41 8 。中

L-1147 分割材 15c層 565-4 45 2 ,中

L l148 分割材 Ⅸ 区 河 566-7 382-1 38 7 ・ 中

L 半裁丸材 Ⅸ 区 河,II跡 16c層 567-3 42 5 。中

L 角材 IX区 河川跡 輛c層 562-2 332-3 84 0

5 分割 材 Ⅸ 区 河川跡 6c層 52 5  1

L― 板 材 Ⅸ 区 VHT,II赫 bc層 558-3 329-10 131
L― 板 材 IX区 河 )|1跡 30 5 弥・ 中

分割材 Ⅸ 区 河サH祢 13 2 弥・ 中

丸 材 Ⅸ 区 河 サ1跡

板材 IX区 河川跡 15d層 559-9 64 7

分剖材 IX区 河川跡 15d層 65 9
L― 板 材 Ⅸ 医 河川跡 15d層 38 9
し― 分割材 河,H 44 8 ・ 中

L― 角材 IX区 15 8 。中

半裁丸材 Ⅸ 区 河 , 567-1 59 3 ・ 中

分割材 Ⅸ 区 河川跡 564-4 41 0

角材 IX区 河川跡 15d層 562-1 1200
IX区 河川跡 16d層 22 8

L― Ⅸ 区 河川跡 15d層 42 0

L― 分茎 IX区 15d層 24 8 。中

L― 板 材 Ⅸ 区 558- 115 ・ 中

分割材 IX区 565-6 36 2 ・ 中

分割材 IX区 河,II跡 565-5 00 9 ・ 中

分割材 IX区 河川跡 15d層 39 2 iレ

'ミ

。中
角 材 IX灰 河川跡 15層 561-6 332-4 弥

。
中

登録番号

'曽

llr 実測番号 写真番号 全長 年代

L 分割材 IX区 河ナ‖ 15層 566-1 2091弥 ・ 中
L 分割イ Ⅸ 区 河,II跡 lh測目 24

L 不明 Ⅸ 区 河川跡 15d層 568-1 20 8 。中

L IX仄 河川跡 汚d層 28 4
L 分 砦 6d層 87 9 弥・ 中

L 77 角材 IX区 42 3 弥 。中
L 板 材 IX区 河,‖ 558-5 15 1

L 板 材 Ⅸ 区 河川跡 16d層 557-3 330-4 22 2
L― E柄鍬 IX区 河川跡 15d層 516-4 282-2 23 9
L― 板 材 IX区 河川跡 15c層 49 2 弥・

L― 板 材 IX区 45 4 弥・ 中

L― 板 材 lX区 560-6 98 6 弥・ 中
L 欠 番

L 直柄狭鍬 IX区 川跡 15d層 521-2 279-3 49 4
し― 分 留材 IX区 可川跡 lic層 38 8
L-1187 分 割材 Ⅸ 区

Ⅸ 区

可川跡 15c層 52 7 弥 。中

L― 分割材 565-2 334-1 51 0 弥・ 中

L-1189 丸材 IX区
「
|1鉢 567-5 334-6 42.0 弥・ 中

L l190 分割材 Ⅸ 区 可ナ1冊亦

分 IX区 丁ナII跡 るc層 563-2 334-2 100 4
L一 1192 Ⅸ 区 」ナII跡 6c層 69 7
L― IX瞑 川 跡 bc層 34 6 弥 。中

L-1194 丸材 Ⅸ 区 河,II跡 567-4 109 3 弥・ 中

L l195 分割材 Ⅸ 区 河 |‖跡 563-4 123 0 弥・ 中
L l196 板 材 IX区 河ナ1跡 560-2
L-1197 Ⅸ 区 河川跡 15c層 556-2 326-2 87_6
L一 119遍 Ⅸ 区 河ナ|1跡 15c層 559-10 50 5
L 分善 IX区 河 18,ト 16c層 1059 弥・ 中

L― 丸杭 IX区 J丁ザ跡 568-7 17 2 弥 。中

丸杭 Ⅸ 区 丁1, 跡 15a層 568-8 21 2 弥・ 中

割 杭 tX区 河サ|1跡 16a層 568-3

部1杭 IX区 河川跡 15a層 568-4 50 6

N.金属製品

O。 自然遺物

P.土製品

斡 需 器種・ 種別 地 区 写真番号 全長 年代

N-1 刀 ? VI区 河川跡 279-2 340-1

N-2 Ⅵ 区 河ナ|1跡 3層 340-3 30 0
N-3 VI灰 河ナII跡 3層 283-4 340-2 25 0

N-4 VI区 河川跡 3層 340-4
N-5 鏃 VI区 平安

N-6 釘 V 7 305-6 340-6 平安

N-7 袋状鉄斧 Ⅷ 区 河チ|1星 405-1 840-7 12 5

登鐵 地 実測番号 写真番号 全長 年代

O-1 キノコ II 14帰雪 弥 。中

登録番号 地 区 遺構名 層位 実測番号 与夏番号 全 長 年 代

土玉 醒
一駆

2層 150-1 341-1 21
P-2 土錘 工J∫ 150-4 341-2
P-3 土錘 III区 河 ) 1 242- -3

P-4 不 明 Ⅵ 区 河 , |五亦 7 305-7 1 平安

不 明 VI区 河 , |,亦 8層 309-2 342-9 平 安

Ⅵ 区 河川跡 11層 339-11

P-7 土 VI瞑 河川跡 11層 339-9 6

土錘 Ⅵ 区 | 1層 339-10 7 古・ 中

土 錘 Ⅵ 区 339-7 4 古 。中
P-10 土 錘 Ⅵ 区 河 川留 古・ 中
P-11 土錘 ? Ⅵ 区 河,11跡 12a層 344-4 43
P-12 土 錘 Ⅵ 区 河川跡 12b層 344-3

土 釜 Ⅵ 区 河ナ|1跡 ηc層 344-2
P-14 二土iI 河ナ|1跡 ηc層 344-1 341-9
P-15 スプーン IX 河サ|1跡 ha層 569-1 342-1 弥・ 中

P-16 スプーン B 河,W跡 569-2 342-2 弥 。中

P17 腕輪 ? Ⅸ 区 河川 跡 弥・ 中
P-18 腕輪 ? IX区 河ナH跡 569-3 342-4
P-19 Ⅸ 区 河 ) IF亦 ba層 569-7 342-7

Ⅸ 区 河 サ|五亦 6c層 569-5 342-5
P-21 Ⅷ 区 √下| l bll 15a層 569-6 弥 。中

715
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Q.骨角製品

登録番号 器種・ 種別 地区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 全 長 年 代

Ql l刺 突具 Ⅵ‖EXI 河川跡 14層 571-7 344-6

Q2 1 BII状鹿角製品 ⅥH区 河 チ1跡 14に雪 573-6 347-2 62

3 1漁瓶凍‖突星 ⅥH区 河ザH跡 14舜雪 571-3 344-3 76

ⅥH区 |が 14提雪 572-2 346-1 113 弥・ 中

Q-5 装飾品 VⅢ区 河川跡 15提畳 574-9 348-9 45 弥 。中

Q6 1刺 突具 VⅢ区 河川跡 15層 571-9 345-1 弥・ 中

Q-7 1刺 突具 Ⅷ 区 河川跡 ちa層 572-1 345-4 122 弥 。中

8 1装 飾品 Vnl区 |1跡 15層 574-7 60

9 1漁猟策‖突具 ⅥⅡ区 跡 15,膏 570-18 348-18

l 未製 品 VIII区 II跡 15,薔 575-3 11 5 弥・ 中

Qll l加工品 ⅥH区 河川跡 15層 575-7 349-10 50 弥 。中

Q12 加工 品 ⅥH区 河川跡 15層 79 弥 。中

Q13 未製品 Ⅵl区 河川跡 15層 574-12 349-3 97

14 加工品 VⅢ 区 河 跡 576-7 18 3

Q15 漁猟刺突具 VⅢ区 15c層 571-2 344-2 52

Q161 漁猟刺 突 具 VIn区 河 )H豚 15c層 343-8 63 弥 。中

Q-17 漁猟刺突具 Vm区 河川跡 15c層 570-1 343-1 49 弥 。中

Q18 その他 Ⅵ‖区 河川跡 bc層 577-2 351-2 10 6 弥・ 中

Q19 加工品 IX区 河川跡 15層 575-9 349-12 弥 。中

Q20 加工品 Ⅸ 区 河 III駄 575-6 52

則 突 星 IX区 河 跡 15,膏 571-ll 345-2

加 工 品 IX区 河 跡 15al曽 576-9 350-7 弥・ 中

Q23 装飾品 Ⅸ 区 河川跡 16a層 348-6 弥 。中

Q24 装飾品 Ⅸ 区 河川跡 15a層 574-5 348-5 25 弥・ 中

Q25 末製品 Ⅸ 区 河 跡 16a層 574-11 349-2 83 弥 。中

Q-26 西状鹿角製品 Ⅸ 区 河 1跡 573-8 347-4

IX区 河 lI亦 15a層 573-10 347-6

棚状 層 IX区 河 川跡 15a層 573-9 347-5 弥 。中

Q-29 漁猟刺突具 Ⅸ 区 河 II本 15a層 570-9 343-11 弥・ 中

Q30 加工品 Ⅸ 区 河川跡 15a層 576-6 350-6 77 弥・ 中

Q31 漁猟刺突具 Ⅸ 区 河川跡 15a層 570-16 弥・ 中

0-32 Ⅸ 区 河∫H琳 573-J 346-11 84

刺突具 IX区 J丁∫| bal書 571-5 345-3 10 9

IX区 呵ヽチI〕 bal曽 572-6 346-5 13 6 弥 。中

Q35 加工品 IX区 河ナII跡 ba層 576-1 350-1 18 3 弥・ 中

Q36 加工品 Ⅸ 区 河川跡 るa層 弥 。中

Q37 加工品 Ⅸ 区 河川跡 ba層 577-1 351-1

加工 品 Ⅸ 区 河 IH跡 bそ 576-8 350-9 12 0

未製 品 IX区 河 川跡 575-2 349-5 16  6

IX区 |II柳 572-5 346-4 14 ] 弥 。中

Q-41 Ⅸ 区 河ナ|1跡 汚a層 572-4 346-3 15 0 弥 。中

Q-42 未製品 Ⅸ 区 河川跡 輛a層 575-1 349-4 175 弥 。中

Q-43 未製品 Ⅸ 区 河川跡 るa層 575-4 349-7 11 7 弥 。中

Q44 刺突具 IX区 河川跡 15b層 344-7 991
Q45 未製品 IX区 河∫H跡 1市 層 575-5 349-8 13 5

0461 引状 廟 角製 品 IX区 573-11 347-7 16

Q47 彊状 靡 角製 品 IX区 十11跡 ちc層 573-7 347-3 64 弥・ 中

Q48 欠番(47と 接合のため) IX区 河川跡 るc層 同一dII

Q49 Brf状 鹿角製品 Ⅸ 区 河川跡 脱 層 573-12 347-8 20 弥・ 中

Q50 装飾品 IX区 河川勁 15c層 574-8 348-8 弥 。中

Q51 装飾品 IX区 河川跡 348-3 12

Q-52 訴状 顧 角製 品 Ⅸ 区 573-5 347-1 76

Q531 装 飾 品 Ⅸ 区 574-2 348-2 15 2 弥 。中

Q-54 漁猟刺突具 IX区 河川跡 おc層 570-5 343-5 弥・ 中

Q55 漁猟刺突具 Ⅸ 区 河川跡 15c層 570-7 343-7 弥・ 中

Q56 漁猟刺突具 IX区 河川跡 16c層 570-17 343-17 61 弥・ 中

Q57 漁猟刺突具 IX区 河川跡 15c層 570-15 _⊇ 4

Q581 漁猟刺突具 IX仄 河
一

||1跡 570-14 343-14 10 7

Q59 漁猟 束‖突 具 IX区 河 1跡 571-4 344-4

Q601 漁猟 ズJ突具 X区 一河十1跡 15c層 571-1 344-1 弥・ 中

Q61 Ⅸ 区 河 1跡 15c層 572-3 346-2 119 弥・ 中

Q62 加工品 Ⅸ 区 河 1跡 6c層 576-5 350-5 31 弥 。中

Q63 加工品 Ⅸ 区 河 1跡 6c層 576-3 350-3 弥・ 中

Q-64 カロエ品 Ⅸ 区 河 1跡 6( 575-8 349-11 571
Q651 Ⅸ 区 河

一
イ|1跡 bC層 573-1 346-8

Q-66 装 飾 品 IX区 河 1跡 I「11雁雪 1 348-1 17 9

Q-67 漁猟刺突具 Ⅸ 区 河 1跡

`d層

570-4 343-4 弥・ 中

Q-68 加工 品 Ⅸ 区 河 1跡 朽d層 576-2 350-2 弥 。中

Q-69 Ⅸ 区 河 1跡 ba層 572-7 346-6 弥 。中

Q-70 装飾 品 Ⅸ 区 河 1跡 15a層 574-4 348-4 15

Q71 Ⅸ 区 河
一

川跡 572-8 346-7

Q72 漁瓶 東‖突貝 IX区 河 1跡 570-3 343-3 56

Q-73 漁猟 界」突 X区 一河川跡 15a層 570-6 343-6 12 弥 。中

Q-74 IX区 河 1跡 16a層 570-2 343-2 50 弥 。中

Q-75 刺突具 IX区 河川跡 16a層 571-6 344-5 弥・ 中

登録番号 層 位 実測番号 与貫番号 全長 年代

Q-76 漁猟刺突具 IX区 河 ,1 跡 15a層 570-12 343-9 弥 。中

Q-77 漁猟刺突具 IX区 河

'

跡 16a層 570-13 343-10 12

Q-78 漁猟束U突具 IX区 河ナ跡 15a層 570-10 343-12 59

稲烈 突 旦 IX区 rTI 豚 15a層 570-11 343-13 弥 。中

J宅筵 Ⅸ 区 河 サ 跡 16a層 571-10 87 弥・ 中

Q-81 IX区 河ナ跡 ba層 573-2 346-9 47 弥・ 中

Q-82 未製品 tX区 河ナ跡 ba層 574-10 349-1

Q-83 その他 IX区 河

'

跡 ba層 577-3 351-3

O-84 Ⅸ 灰 河 ∫ 謝 hal吾 346-10

X。 その他の遺物

登録番号 器種・種月」 地 区 遺構名 層位 実測番号 写真番号 全長 年代

X-1 礫 H区 13層
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ぶ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

在 地所

コ ー  ド
】ヒ  糸車 東 経 調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因

市町村 遺跡番号

荒井館跡
Ⅸ
区

５９

い
林
つ
取

め
若
や
矢牌卿鮮他

04100 01232 381426 1405701 叫 蜘 30m2 仙台市荒井土地区

画整理事業

乾井畑中遺跡 鎚ぬ藁蕊嫉区
荒井字畑中43

他

381425 1405649 1叫 蜘 100nギ

高屋敷遺跡
Ⅸ
区
眸
敷

藤
林
や
屋

め
若
め高”ｍ拶謗

珈

381427 1405631 叫 唖 901n2

押口遺跡 叫枢
萌妨

め
若
幾
大癬卿鮮馳

01312 381429 1405638 1∝鰍凱
～

駆肛V 960nY

,か ゞいけみなみいせき

伸在家南遺跡 仙台市若禁甲
荒井字中在家

23他

04100 01427 381420 1405612 1蜘
～

駆肌鴎 3408nY

所収遺跡名 種   別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

荒井館跡 城館 近世 濤跡・土坑 土師器・陶器 。磁器

花井畑中遺ワ 散布地 平安～近性 濤跡 。土坑・ 掘立柱

建物跡

土師器・須恵器・陶器・

磁器

高屋敷遺跡 散布地
=墳

～平銭 濤跡・土坑・遺物包

含層

土師器 。須恵器・陶器・

磁器・ 石製品

押口遺跡 散布地

河川跡

小生～中進 土坑・水田跡 弥生土器 。上師器 。須

恵器・石器・ 木製品

神在家南遺物 集落

河川跡

Ъ生～中迎 濤跡・土坑・竪穴住

居 跡・掘 立 柱 建 物

跡 。土器棺墓・土墳

墓 。方形周濤墓・遺

物包含層

弥生土器・土師器・須

恵器・ 石器・木製品 。

鉄製品・土製品 。骨角

器
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